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直轄災書復旧事業 (排水 路 ､ 道路)
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昭和8 2 年 産よ薫土木技術研究会研修会 の こ 案内

農業 土木技 術 研究 会

農業 土 木技 術研 究 会 の 昭 和62 年 度 研 修会 を下 記 に より 開催 します の で
, 多数 ど参加 下 さ る よう 御 案 内 い た し ます ｡

1 . 課 恩 ｢ 現場技術者 の ため の ′ヾイ プ ラ イ ン と 水管 理+

2 . 日 時 昭和¢3 年3 月 4 日 (金) 午 前10 時か ら

3 . 場 所 科学技 祐輯 サ イ 土 ン
.

ス ホ
ー

ル

東京希千代 田区 北 の 丸 公 園 2 - 1 電話 D 3 ( 2 1 2 ) 8 4 7 1

4 . プ ロ グ ラ ム

1 0 : 〔灼 - 10 : 15

10 : 15 - 10 : 30

10 : 三氾 - 12 : 00

12 : 00 ･ - 13 : ∝〉

1 3 : 00
一

- 14 : 15

14 : ユ5 - 15 : 30

15 : 抑
一

- 15 : 40

1 ら : 40 ･ - 16 : 55

16 : ら5 一
- 1 7 : (氾

5 . 参 加 費 等

6
. 参 加 人 見

7 . 申 込 方 法

開 会 挨 拶 農業土 木技 術研 究会 会長 中 川

l 策士 末技 帯研究 会暮捷与

パ イプ ライ ン シ ス テ ム の 投 計 と 水書】王

点薬土 木試墳場水工 布 施 殻 水理 第2 研 究 室 岩 崎 和 巳

( 水 利用 形 態 , 施 設 め 操作管 理 レ ベ ル を考点 した水路系の 役 計と効率 的水 管理 を

確保 す るた め の 施投 設計 の 考え方に つ い て解 説 する
｡
)

暴 食

水一理 レ ベ ル と シ ス テ ム 一成 松尾技術士 琴祐所 松 尾 六 賂

( 地 区 の 実態 に 合っ た管 理 レ ベ ル の 設 定条件とその シ ス テ ム 構成 に つ い て 好配す る
｡
)

壬 ケ 浦用 水地 区 にお け る パ イ プ ライ ン の 設 計姓 工

書 ケ浦用 水農業 水利事務 所 斉 藤 正 義 菅 原 和 夫

( 覆 ケ清用水地 区の 各種 施工 条件 に 応 じた パ イ プラ イ ン の 設 計, 施 工事例の 紹介)

休 息

坂井ゴヒ帯地 区 にお け る水 管理 シ ス テ ム とそ の 運 営

珠洲開 拓 建設 草葉所 山

日 野川 用 水農業 水利事業所桝谷支所 小

( 用 水施 設 及 び 水管理 シ ス テ ム の 概要とそ の 運 用状況 等 に つ い て 事例 細介す る
｡
)

本

島

開 会 漢 拶 農業土木 技術研究 会編集委員 長 大 府

(1】 研 修会 参加費 会見5 , 0 0 0 円 非会 員 8 , 0 0 0 円

t2) テ キ ス トの み 会見2 , 0 0 0 円 井全点 も0 0 0 円

定 見 4 0 0 名 会 場の 都合で 定 見 に なり 次第締切 りま す ｡

参加 希望 の 方は
. 下記 に よ り お申■し込 み下さ い

｡

tl) 申込 期 日 昭 和83 年 1 月30 日 ( 土) ま で

(2) 申 込 先 T lO 5 東京林 港 区新棟5 丁 目知 者 4 号 ( 農糞土 木会館 内)

農 業土 木 技術研 究会 電 話 0 3 ( 4 3 6 ) 1 9 6 0

… ‥ ･ ･ … ‥
･

=
･

･ … ･
･ …

･ ‥
… … ･ … ‥ ･ - ‥ … ･ … ･ ‥ ･ … … ･ ･ … ･ ‥ ･ ･ キ

所属哉閑名

所 在 地

T E L

鹿

勉

治

滴

欣

リ ト リ 線
‥ … … … ‥ … ･ ･ ･ 一 ･ = … ‥ ･ ･ - ･ … ･ ･ ･ 仙 ‥ … … - ･ … ‥ ‥ … ･ - ･ t ･ ‥

参 加 申 込 書

連 絡 者

所 属 氏 名 金色･ 非会見別 備 考

事

i

( 備考) 参加者多数の堵合lも こ の 種式で 退却 して下さい
｡



水 と土 第71 号 報文内容等紹介

災書 と復旧対策 の沿革

小林
一

成

戦後か ら今日 に至 る約40 年間の 農地農業用施設災害復旧事

業の 復旧対策,
事業制度及び農林水産省の 組織の 沿革に つ い

てそ の概要 を記述した
｡

( 水と土 第7 1 号 19 87 P .
4 )

災享年旧に対する財政金魚括 軋 こつ い て

大橋 輌

国が災害に対処す るため に講ずる財政 金融 措置と して は ,

地方公共団体に対す る地方交付税及び地方債に よ る措置, 被

災者の 損害の補てん の ため の 農業災害補償制度等に よ る共済

金 の支払 い
, 並び に災害復旧 に必要な資金の 円滑化を図 るた

め の農林漁業金融公庫等か らの 融資などがあるが
,

これ らの

措置 の 中で代表的なものを取り出して記述した｡

( 水 と土 第7 1 号 198 7 P
.
4 1)

災書 の現 状と対 策

沼 田 義 春

近年 の 自然災害に よ る人的被害, 施設等被害を潅年的に 概

観 し , 現在 の高度情報化社会の 進展 は , 従来の 災害とは 異な

る都市型災害が懸念 される ことを述べ た ｡ また , 災害対策の

基本と して , 範織 ･ 防災計画 ･ 応急対策 ･ 災害復旧等の 諸制

度に つ い て も紹介 した｡ さらに
, 構造改善局が所管す る災幸

復 旧事業の 事業費 ･ 工程
･

災害関連 ･ 直轄災害復旧事業の 経

年的変化等の 状況 を概 観し, 災害発生時の対応策を常日 ごろ

か ら心掛け る必要性 に つ い て述べ た｡

( 水と土 第7 1 号 19 8 7 P . 8 )

災書復l日事業の 事例 ( 各工 種)

飯坂 昌則

現 在, 災害復 旧事業で 実施 して い る各 工種 に つ い て
, 被災

の要 因, 被 災の状況 と, それ に 対する復 旧工法の考 え方及び

復旧工法に つ い て
, 各地 の実施例 を記述した

｡

( 水と土 第7 1号 19 87 P
.
48)

災害復旧事業の 法制度

大 山 弘

災害復旧事業に 関する 法令の 目的 ･ 事業内容の 他 ･ 土地改

良事業等の 実施に 当 っ て は
, 実施要綱等で定め られ てい る い

わゆる ｢採択要件+ を満 たすもの で なけ れば ならない が
, 災

害復旧事業の 法令等で は
,

こ れと は逆 に
, 法令等の適用を受

けな い 事項 ｢ 法の 適用除外規定+ が定め られ て お り
,

こ れ の

詳細に つ い て 記述した
｡ ( 水と土 手7 1 号 198 7 P . 2 1)

叉暮夜旧事業の 事例 ( 各種事業)

飯坂 昌則

災害復旧事業に は
,

一

般 の災害復旧事業 の他, 国営事業実

施地区内で 行う災害復旧事業,
た め 池の被災復旧と併せ て行

う改良事業がある
｡

また
, 干魅被 災, 湛 水被災 に対す る災害

復旧事業及び台風 に よる塩害の復旧事業がある
｡

ここ で は
,

こ れ らの 災害復旧事業に つ い て
,

その実施例 を

記述した
｡

( 水と土 第7 1 号 198 7 P . 74)

"

災害発生か ら災害復旧事業尭了までの

実務 の凍れ
''

赤倉 正弘

災害発生か ら復旧工 事完了ま で の 間に
, 被災者 , 復旧事業

主体,
監督官庁等がそれ ぞれの立場に お い て行 うべ き事項に

つ い て順 序を追 っ て述 べ るととも に
,

災害復旧事 業の事務 の

合理化 に つ い て 記述した
｡

( 水と土 第71 号 19 87 P . 30)

近年 の災書復旧垂業にひ ろう各地の 話題

渋谷 公歳 佐 々 木敦夫

児島 末雄 古 田 正義

近年, 災害は 多様化す る傾向に あるとい われ て い る が
,

そ

の 被災が大規模に な る自然 的要田と して は
,

や は り地震,
台

風 , 噴火
, 豪雨で あ る場合が多い

｡
J そ こで

, 近年各種 要田で

大災害を慕っ た秋 田県, 宮城県, 鹿児島県, 島根県か ら被 災

状況とその 災害復旧 に つ い て の 話題を報告願 っ たの で , こ こ

に紹 介するもの である
｡

( 水と土 第71 号 19 87 P . 8 2)

災害 復旧事業 の原則 と補助率の 算定方法

西澤 宗夫 栃林 貞義

災害復旧事業 は
, 原形復旧を原則と して い るこ とか ら , 他

の 土地改 良事業 に比 べ てその 目的を異に して い る
｡
この た め ,

復旧工法に つ い て も自ずか ら限界があり,
ル

ー

ル もある ｡

今ま で災害復旧事業に携っ た ことの な い方の ため に も, 災

専復旧事業の 性格, 基本的考え方, 補助率決定の 仕組等を知

っ ても らうことは 有意義と思われ るの で
,

こ の摸会に紹 介す

る
｡

‾ 1
‾ 水と土 第7 1号 19 8 7

企画部
長方形



【巻 頭 言】

災 害 と 早 期 復 旧

遠 藤 紀 寛
*

わ が 国 は ,
ア ジ ア モ ン ス ー ン 地 帯及 び 環太平洋地 震地 帯に 位置 し

, 加 え て 地 形ほ 複雑急峻 で 平地 に 乏

しく , 毎年 の よ う に 梅雨 前線や 台風等に よ る 豪雨 に よ り貴重 な生 命, 財産 が失わ れ て い るらぇ
, 有史以

来, 数多く の 地 寮被害を うけて きて い る｡

農地 , 農業用施設 は農業生 産活動の 文字 ど お り基盤を な すもの で あ り, 今後生産性の 向上 を は か り
,

国民 に 理 解の 得 られ る 価格 で 食料を 安定的に 供給する た め に
, 引続き計画 的に そ の 整備 を進 め て い か な

けれ は な らな い が , 同 時に 既に 整備さ れ た こ れ らの 施設 が
, 十分に 機能 し

, 営農に 支障な い よ う維持保

全 され なけ れ ば な らな い
｡ 今後, 施設は 設計 ･ 施工 の 技術 の 発達を 受け て 設 置さ れ

, 十分維持管理 が な

され , 老朽施設が 計画 的 に 更新 され , 各種防災事業が進 め られ る と して も
,

こ れ 自体財政的に も体制的

に もか な り長 期的 な取 り組み と な る｡ しか し
,

こ れ らを越 え た 異常気象は 現実に 避け難 く ,
こ の こ と ほ

毎年 の 災害の 実績が 証明 して い る｡ 万 一

被災 した場 合に は , 早期復 旧 に 努 め
, 農業経営 や 農村生 活 に 対

す る影響を 最小限に くい と め る こ と が必 要 で あり
, 常日 頃か ら早期復 旧 の ため の 業務 の 進め 方, 体制整

備に 心 が け ね ば な らな い
｡ 農地 , 農業用 施設の 災害は

,
工 種が 多岐に わ た る うえ

, 箇所数が 非常に 多く ,

ま た , 他省庁所管の 施設と 関連する もの も 多い 上 復旧計画 を た て る事業主 体も都道府県, 市町 村, 土

地 改良区 , 農協, 共 同施行団 体な どが あ り
,

そ の 技術力 の 差 も 考え られ る た め ,
こ れ ま で も地 方農政

局, 都道府県は 被災地 域 に 対 して 復 旧指導を 行 っ て きた と こ ろ で ある が
, 今後 と も

一

層機動的な 対応が

必 要 で あ ろ う｡

災害は ,
い つ 発生す る か 予測 す る の が 非常 に 困 難 で あ り,

一

度発生す る と そ の 処 理 に 多く の 職員を 集

中 して 必 要と する ｡ しか しな が ら
, 行政改革 の なか で

, 国 ,
地 方を 問 わ ず十分な 要員の 確保ほ む つ か し

く, 技術者の 応援体制 に つ い て 一 層円滑 に 行え るよ うに 体制整備を して い く 必 要が あ る｡ 災害復旧 の 業

務は , 時間的な制約の な か で
, 適確 な技術的判断, 制度 の 運用 が 求 め られ るの で

,
そ れ ぞれ の 職場に 応

じて 適切に 技術職員が 養成され る こ とが 望ま しく, 昭 和59 年度よ り全国 土 地 改良事業団体連合会を 通 じ

て
, 各 ブ ロ

ッ ク 単位 で 都道府県, 市町 村, 土 地 改良区等の 職員 に 対す る研修を 行 っ て い ると こ ろ で あ る
｡

査定業務の 簡素化合理 化 に つ い て ほ
,

こ れ ま で に も, 標準工 法及 び 統
一

歩掛り等 に よ る 査定設計書の

作成が 現地 で の 事業費決定 の 迅 速化に 大きく 役立 っ て い る が
, 今後更に

, 合理 化, 能率化を 図 るた め に
,

標準工 法の 拡充, 積算体系 の シ ス テ ム 化, 設 計業務の O A 化, あ るい は 従来か らの 懸案事項 で あ っ た 災

害査定歩掛り と 土 地 改良事業歩掛り の
一

本化等が 今後の 検討課題 と考 え られ る｡

しか し
,

これ ら検討課題 は 長 期的な 取 り組み を 必要 とす る. た め
, 当面 の 対応 と して

,

一

つ に は 机上 査定

の
一

層の 活用 に よ り査定業務 の 能率化 を進 め る こ と が 考え られ ,
こ の た め に は

, 被災写真, 被災状況,

被災原因 の 資料整備 の あり方 に つ い て 見 直す必 要が あろ う ｡ 次に
, 査定設 計書 の 作成 関係に つ い て は ,

総合単価の 大 巾な活用 が 考 え られ る
｡ 絵合 単価は 昭 和4 9 年に ス タ

ー

ト し
, 適用 工種も逐 次増 え , 使用 実

凄も 件数 で 6 ～ 7 割, 金額 で 3 ～ 4 割程 度に 及 ん で い る｡ 適用 範囲 に つ い て ほ
,

工 事費 50 0 万 円 未満と

し七 い る が
, 規模 の 大 きな 災害 で は

, 査定期限 の 制約等か ら,
1

,
0 00 万 円ま で 拡大 し

, 省力 化を は か っ

た 例 が ある｡ た だ し
, 適用範囲 , 適用 工 種の 大巾な 拡大に つ い て は

, 実施設計と の 差額等 に 伴 う変更業

務の 増加
, 設計業務 の 繁雑化等が予想さ れ る が

,

"

能率化
り

を 前掟に 研究す る必 要 が ある｡

災害復旧 は
, 再 度災害防止 の た め か らも早期復旧が重要 で あ り, 実施 に あた っ て

,
｢ よ り 早く ,

よ り

適切に+ を め ざ L て , 災害復 旧事務 の 合理 化 を進 め る こ と が 必 要 で あ ると 考え て い る｡ 昭和6 2 年 5 月 よ

り
, 本省防災課に 災害対策室が 新設 され , 早期復 旧の た め の 業務の 合理 化に 取 り組 む こ と と して お り

,

関係各位の 御理 解と 御協力 を お 囁 い する 次第で ある｡

●

構造改善局建設部防災課 長
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【稔 説】

災害対策室 の 開設 に つ い て

昭 和6 2 年 5 月2 5 日付け を も っ て , 構造改善局建

設 部防災課 に
, 災害対策室が 新設 され た

｡

昨今の 行政改革 の 大 変厳 しい 情勢の 中で
, 災 害

対策室 が認 め られ た こ と ほ
, 災害復 旧 の 対策の 緊

急性 , 重要性 が認 め られ た こ と は も ち ろ ん の こ

と
, 関係者の 皆様方 の 御支援, 御尽 力 の た ま も の

と 表心 よ り 感謝申 し上 げる次第 で あ る｡

御承 知 の と お り , 我 が 国は 地 理 的, 気象的に 特

殊 な 条件 か ら
, 毎年の よ う に 災害が 発 生 し, 農

地 , 農業用 施設 を 初め と して 多く の 農林水 産業施

設 が 被災す る な ど
, 農林漁家 の 経営 の 安定に 重大

な 支障を 与え る は か り で なく ,

一 般社会 へ の 生 活

の 安定に も 著 しく影響 を及 ぼす 要因 と な っ て い

る
｡

こ の よ う な 農林 水産業施 設等 の 災害復旧 対策に

つ い て は , 戟後 の 食塩増産対策 の 一

環と して の 農

地 , 農業用施設 の 重要性 に か ん が み , ま ず昭 和2 5

年 に ｢ 農林水 産業施設災害復 旧事業費国 庫補助の

暫定措置に 関す る法律 (暫走法) + が 制定さ れ
,

農地 , 農業用 施設等の 災害復旧 に つ い て 国 庫補助

を行 う こ とに な り, 翌 昭 和26 年に は･｢ 公 共 土 木施

設災害復 旧事業費国庫負担法 (負担法) + が制定

され , 河川 , 道路, 海岸等 の 公 共 土 木施 設の 災害

復 旧 に つ し
‾

､ て 事業費の 一 部を 国 が 負担す る こ と に

な っ た ｡ 更 に
, 昭和3 7年 に ほ ｢ 激甚 災害 に 対処

す る た め の 特別 の 財政援助等 に 関す る法律 (激甚

法+) も制定され , 激甚 な災害を 受け た 地 域 に 対 し

て
, 国の 特別 な財政援助等の 措置が 講ぜ られ る こ

と と な っ た
｡

そ の 後, 時代の 変遷と と も に ,
こ れ

ら の 法律 は 改正 が 加 え られ ,
こ れ に よ り 農地 , 農

業用 施設 , 公 共 土 木施設 (構造改善局所 管の も の

に は
, 海岸及 び 地す べ り防止 施設が ある) 等に 関

す る 災害復 旧制度が 確立 し
, そ の 対応が 図 られ て

き た と こ ろ で ある
｡

近年の 災害発生状況を み る と
, 豪雨 に よ る 災害

書
構造改善局建設部防災課災害対策室長

柴 原 寿 一
*

で ほ , 5 7年 の 長 崎災害, 5 8 年の 島根県西 部災害,

61 年の 台風10 号 災害等に 見 られ る よ う に
,

一 つ の

水系 を 中心 と した 地 域 で 大 災害が 発生 して い る の

が 特徴的で あり
,

ま た , 豪雨 , 台風等 に よ る災害

に 加 え て
,
5 8 年の 日本海中部地 震, 6 0 年の 長野 西

C づ きやま

部地 震,
6 0 年 の 長 野 市 地 附 山地 す べ り ,

5 9 年 の 三

宅 島噴火 , 6 1 年の 三 原山 大噴火な どの よ う に 突発

的な 災害も 多発化の 傾向が あり
, 尊 い 人 命, 財産

が 失な わ れ て い る｡

最近数 ケ 年の 農地 , 農業用 施 設 に 係 る災害復旧

事業費に つ い て も , 毎年 1
,
0 0 0 億 円近 く に 昇 り

,

被害 ケ 所も60 ,
0 00 ケ 所に 及 ん で い る

｡

ま た , 農地 , 農業 用施 設 ほ
, 農村地 域 に お い て

重要な 役割を 果た して い る が
, 近年 の 農村地 域 の

都市 化や 混住 化 の 進展に 伴い
,

こ れ ら の 被災は 単

に そ れ 自体の 被災だ け に と どま ら な く な っ て き て

お り , 人 命, 財産等 へ の 災害 の 波及 事例 も多く 見

う け られ , 災害の 形態 も 多様化 して き て い る｡

こ の よ う な 近年 の 災害 の 現状, 形態 を ふ ま え,

災害及 び 災害復旧事業に 対す る 国民 の 関心 は
, 情

報化社会を 反映 して
, 従来以上 に 高 く な っ て お

り,
こ れ が 早期復旧 , 再 度災害の 防止 等 に 対す る

強い 要望 と な っ て きて い る こ と等 か ら , 災害復 旧

体制の 一 層の 充実, 強化が 急務 と な っ て い た と こ

ろ で あ る｡

災害対策室と して は , 今後 これ ら の 要請 に 適確

に 応え る べ く , 制度の 拡充に 努め る こ と は も ち ろ

ん の こ と , 早期申請 , 早期査定 , 早期復 旧 が 図 ら

れ るよ う検討を 進め て 参 り た い と考 え て い る｡

最後に , 災害対策室の 組織及び業務 分担は 別 表

の と お り で あ るが
, 室員

一

同 , 心 を新 た に して 災

害対策の
一

層の 推進に 努力致す所存 で あり ます の

で
, 関係各位の

, 今後
一

層の 御指導 と御支援 を お

願 い 申 し上 げる 次第 で あ る｡
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【報 文】

災 害 と 復 旧 対 策 の 沿 革

日

は じめFこ ‥ = ‥ … = ･ ･ - ･

4

1 . ｢ 暫定法+ 制定前後の 組織
･

･
･ ･ ･

･ … … 4

2 . 自然災害の 多発
… ･ ･ ･ - ‥ ‥ … ‥ - … ‥ ･ t ･ ‥ - ‥ ･ … … ･

5

は じ め に

昭 和6 2 年度 か ら, 構造改善局建 設部防災課 に

｢ 災害対策室+ が 設置さ れ , 農地 農業用施設災害

復旧 事業実施体制 の 拡充が 図 られ た
｡

そ こ で
, 災

害対策室が 開設 さ れ る ま で に つ い て , 多少災害復

旧 事業に も 触れ な が ら , 概観 し て み た い
｡

1 . ｢ 暫定法
▼+

制定前後 の 組織

農地 そ の 他農林水 産業施設 の 災害復旧事業 に 国

か ら の 助成 が始 め られ た の は か な り古く
, あ る 資

料 に よ れ ば ｢ 大 正1 2 年 の 関東大 震災に 際 し て の 農

地 の 災害復 旧 に つ い て 神奈川県に 対 して 当時 の 耕

地 整理 法及 び 開墾助成法に 基 づ く 規 則 を 準用 し て

補助が 行わ れ た+ と あ る｡ 大 正12 年と 言 え ばま だ

農商務省と 称 して い た 時代で
, 農林省と な っ た の

は そ の 2 年後の 大正14 年 の こ と で あ る ｡ 以 来, 昭

和2 5 年,
｢ 暫定 法+ が制定 され る ま で こ の 二 つ の 法

に よ っ て 災害復旧事業 が実施 され る こ とと な る ｡

さて
, 昭 和23 年か ら昭 和2 4 年 に か け て 日 本の 行

政 に ほ 大変動が も た らされ , 国民 に 耐 乏生 活が 強

い られ る｡ 尤も,
こ の 時代は ま さに 戦後の 何も 無

い 時代な の で 耐乏生 活も何も あ っ た もの で ほ な か

っ た の で あ ろ う と思 うが ,
こ れ は 暫定法誕生の バ

ッ ク グ ラ ン ドを成 し て も い る の で 簡単に 当時の 様

子を資料か ら ひ ろ っ て 見て み よ う ｡

昭 和2 3 年1 2 月 , 連合国 軍総指令部( G H Q ) は 第

二 次吉田 内閣に 対 して 経済安定 9 原則 の 実行を指

令 し
, 翌2 4 年 2 月に は ア メ リ カ陸軍省の 金 融顧問

の ド
ッ ジ が来 日 し

, 所謂 ド ッ ジ ラ イ ン に よ る 日本

の 財政再 建 に つ い て 勧告を 行 っ た
｡ 続 い て 5 月 に

は ,
コ ロ ン ビ ア 大学の シ

ャ
ー プ教授 を 団長 とす る

事
構造改善局 防災課 災害対策室

小 林
一

成
*

次

3 . 防災課の 誕生･ ･ … ･ … ･ … ‥ ･ ･ ‥ ･ ･ ･ ‥ ‥ 5

4 . 近年の 災害復 旧事 業の 特色 ‥ ‥
… ‥ ‥

6

お わ りに
… ･ … … ･ … … 7

視察団 が来 日 し , 地 方財 政 の 強化と 国家財政 の 確

立 を 目 指 し て 税 制 の 大 改革を 実施す る
,

｢ シ ャ
ー

プ勧告+ を 行う｡ シ ャ
ー

プ勧告ほ ド ッ ジ ラ イ ン に

よ る経済安定 の 実現を 税制面か ら援護す る た め の

も の で
, 勧告 の 主 な 点 は

, 所得税中心 主 義 の 徹

底 , 資本蓄積 の た め の 減税措置, 地 方税 を独立 税

と し補助金制度 をや め て 交付税制度 に 改 め る
, な

どで ある
｡

こ の
一

連 の 勧告は 我 が 国地 方財政 の 基

幹 を なす に 至 る 重 要な も の と し て 評価 され て い る

も の で あ る が
, 実は 農地 災害復 旧事業に と っ て ほ

問 題が 隠れ て い た
｡ 即 ち

, 災害復 旧事
■
業に 関す る

勧告は , 公 共 土 木施設の 災害 に つ い て ほ ｢ 天 災ほ

予知出来ず, 緊急に 莫大 な費用 を 要 し , 躍災地 方

公 共 団 体 の 財政を破綻 さ せ る ｡ 災害復旧 の 問題 は

中央政府だ け が 満足 に 処 理 す る こ と が 出 来 る も の

で あ る か ら, 災害復 旧事業ほ 総て 政府 に 移管す べ

きで あ る
｡

な お , 依 然と して 地 方公共 団体 の 所管

と す る な ら ば全 額 国庫補助金 に よ っ て 賄わ れ る べ

きで ある+ と した
｡

こ こ ま で ほ よ い が そ の 後が 問

題 で あ っ た ｡ 続 い て ｢ 農地 災害に 対 し て ほ , 農業

は 私企 業 で あり, 農地 ほ 個 人 の 所有で ある か ら農

地災害 に 対 して は . 補助す る制度は 廃止 す べ き で

ある
｡ + と 勧告 した ｡ さ あ大変 で ある

｡ 戦後は 後

述す る が 毎年大 災害が 頻発 し
, 農民は 窮迫 の 極み

に あ っ た 時 で あ っ た の で
,

これ は 大 き な反響を 呼

び, 早速猛 運動が 開始され る ｡ 反 対の 事由は こ う

で ある ｡
｢ 農地 は 私有 と ほ 言 え, 法令に 依 り売買

の 制約を 受け て お り , 完全 な私有 で は な い
｡ ま

た , そ の 主 要生 産物で ある 米麦 は , 供出の 対象と

され て い る か ら農業生 産 は 公共 的意義を 持ち , 農

業が 私企 業 で あ る と の 見解 か ら農地 災害復旧 事業

に 対す る 補助を 打ち切 る こ と ほ 容認出来な い+ と

して 猛反 対運 動を 起こ し た
｡ 当時,

こ の 反論 は 尤
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も な こ と で 正 鵠 を得て お り,
こ の 結集 した 力は G

H Q 及 び財政当局を つ い に 動か し, 再び農地 復 旧

に 対す る補助が 復活 した の で ある｡ 同時 に , こ れ

を契機 に 安定 した 事業と する に は 早期に 法制化す

べ き, と の 機運も高ま っ た
｡ 従来, 次官通達 に

よ っ て 毎年 , 災 害 ご とに 行わ れ て い た補助要領 を

2 4 年度 に ｢ 災害復 旧及 び 防止 施設 事業費補助金 交

付 規程+ と して 農林省告示 第12 6号 に よ り定め
, 次

い で 翌2 5 年 に は
, 現在に お い て も 我 々 云 害復 旧事

業 に 携 わ る者 の 憲法 とも 言 う べ き ｢農林水 産業施

設災害復 旧事業費国 庫補助の 暫定措置に 関す る法

律+ ,
つ ま り ｢ 暫定法+ の 制定が な され た わ け で あ

る
｡

｢ 暫定法制度の 陰に ほ
, 農民の 血 の 歩む よ う

な努 力 が あ っ た こ と を 忘れ て は な ら な い ｡ な お ,

翌2 6年 に は , 公 共 土 木施設 の 災害復 旧事業費に つ

い て , 地 方 公共 団 体の 財政力に 適応す る よ う に 国

の 負担 を定 め た ｢ 公 共 土 木施設 災害復 旧事業費国

庫負担 法+ 通 称 ｢ 負担法+ が制定 され て い る
｡

海

岸保全 施設,
地 す べ り防止 施設 の 災害復 旧事業 ほ

こ の ｢ 負担 法+ に 基づ い て 実施 され て い る
｡

さて , 昭 和24 年は 中央官庁 の 機構Fこ 大改正 を も

た ら した 年 で あ り , 農林省も例 外 で は な い
｡

ド ッ

ジ ライ ン ほ , イ ン フ レ ー シ
ョ

ン の 収束, 経済自立

の 達成 が 大目 標で あ り , これ に 対処す るた め , 行

政 機構 の 改正 に つ い て も 言及 した
｡

そ の 重 要 な 一

環 をな す農林省設 置法改正 法案も24 年度早 々 に 閣

議決定 を経て 第 5 国 会に 上程 され , 同年 6 月 1 日

新た な 農林省設 置法に 基づ く 行政 機構 が 発 足 し

た
｡ 即 ち

, 開拓局を農地 局に 改組 し
, 建設 部 に 設 計

課,
か ん が い 排水 課, 開墾建設 課及 び災害復旧 課

の 4 課が 配置され
,

こ こ に 災害復 旧諌が 誕生 し,

多 発する 災害の 早期復興 に 対処 す るた め
, 大 幅な

組織の 充実が 図 られ た の で あ る｡

2 . 自然災書の 多発

戦後は 自然 災 害が 多発す る ｡ 降水 量 に は 数十年

を レ ン ジ と する サ イ ク ル が ある と言 わ れ て い る
｡

我 が 国 に 於 け る 年降水 量 の 長 期 的変化 を見 て 見 る

と , 今世 紀始め の 明 治3 0 年代か ら大 正 時代の 終 り

頃 ま で は 多く
, 昭 和 に な っ て か ら20 年頃ま で 少雨

の 期間 が あり,
そ の 後昭 和40 年頃ま で 再び 多 い 時

期と な っ て
, 以後 まずま ず の 期間 が 続い た 後,

こ

の と こ ろ 数年 は 比 較的小雨 傾向に あ る, と 言 わ れ

て い る
｡

た しか に 台風 災害 な ど を見 ると ま る で 戦

後の 復興 を邪魔す る か の よ うに
,

そ れ こ そ 文字 ど

お り 水 を 差す ,
と い う形容が ぴた りと 当て 飲ま る

か の ご とく台風が続 々 と上 陸す る
, 先ず

, 昭和の

三 大台風と 言わ れ て い る枕崎台風が ま さに 終戦直

後の 昭和2 0 年 9 月 に , 広島県を 中心 と した 西 日 本

に 大災害を も た らす｡ 鹿児島県枕崎付近 か ら上 陸

した こ の 台風 ほ , そ の ま ま 九 州を縦断 し, 続 い て

広 島県を 縦断 した
｡

広島ほ , そ の 一 月前 に は 原爆

で 市内壊滅的損害を 受け た ば か り で ある こ と を 思

えば ま さ に 火難, 水 難の 言 葉で ほ 言 い 表わ せ ない

苦腰 を乗 り越え て 来た と 言 っ て も過言 で ほ あ るま

い
｡

そ して 翌2 1 年 は 鹿児島, 兵庫を 襲う 阿久 板台

風 , 2 2 年に は カ ス リ ー ン 台風が 大 き な爪あと を 残

す｡
こ の 台風ほ 関東以北, 特 に 東京, 埼玉 が や ら

れ た の で 死 者l
,
0 4 1 名 ,

行方不 明488 名と い う大 災

害に な っ た
｡

つ い で2 3 年に は ア イ オ ン 台風 , 2 4 年

に は デ ラ
,

ジ
ュ デイ ス

,
キ テ ィ 台風 と続 々 と 上 陸

す る｡

ま た , 戦前か ら戦後 に か け て は , 地 震 も多 い
｡

昭 和 8 年以 来被害が 出た地 震は な か っ た が
, 昭 和

1∂年か らは 毎年の よ う に 大 地 房が 起 こ る
｡

昭 和1∂

年 9 月 鳥取大 地 震 ,
19 年1 2 月 東海地 震,

2 0 年 1 月

三 河 地 震,
2 1 年12 月 南海地 震 , 2 3 年6 月 福井 地

震,
24 年12 月 今市 地 震 ,

そ して 27 年 3 月 十勝沖 地

震と 立 て 続け に 発生す る｡ 就中, 福井地 震ほ 死 者

3 ,
8 9 5 名の 多数 に 上 り, 関東大 震災 以来の も の で あ

る
｡

こ の よ うに 数多く の 災害 に 見舞わ れ て い る さな

か
,

G H Q の 農地 災害の 補助打 ち切 り の 要求 は 木

を見 て 森を 見な い も の で
, 災害復 旧制度 の 早 急な

確立 ほ
, 被災農民 に と っ て ｢ 轍鮒の 急+ で あ っ た

ろ う こ と ほ 想像 に 難く ない
｡

3 . 防災課の 誕生

災害関係に お い て , 次 の 改組が な され た の は 昭

和4 5 年か ら4 8 年に か け て で ある｡ 即 ち45 年 4 月2 0

日 , 特殊防災班 の 設 置｡ 翌46 年 4 月12 日
, 課 名を

災害復旧 課か ら防災課 に 改称｡
47 年 に は 基本 法農

政の よ り 一 層の 推進及 び機構簡素化 か ら農地 局を

構造改善局に 名称替え し
, あ ら た に 農政部を 設 け

る な どの 機構 の 改正 が 相次い で 行わ れ て い る ｡

昭 和30 年代に 入 る と我が 国工 業ほ 非常な 活況を

呈 し , 地 方も こ ぞ っ て 工 業団地 を誘致 し
, 農村地

域に 工 業が進 出 して 来 る よ う に な る｡ そ れ に 付随

して , 農村 の 都市化, 混住化 の 速度 も早 ま っ て く

る｡ そ の こ と 自体ほ 結構 な の で あ る が
, 同時に こ
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れ ま で の 美 田が 地 盤沈下 に よ る排水 不 良田 に な っ

た り , 農業用 水 の 水 質 の 悪化な ど
, 自然 災害と ほ

性 質 を異 に す る復 旧事業や 防災事業が これ ま で 以

上 に 重要性を 増 して きた こ と が
, 防災課誕生 の 背

景 と な っ て い る こ と ほ 容易に 想像 され る と こ ろ で

ある
｡

な お
, 昭和38 年 5 月 1 日, 農地 事務局 (2 1 年11

月 6 日発足) が
, 地 方農政局に 改称改組 され て い

る｡

さて
, 災害復旧 課が 防災課 に 衣替えす る ま で の

約2 0年間, 農業あるい は 農政が 大きく 変貌する 中

で 災害復 旧事業関係 は ど う推移 して い た で あろ う

か
｡ 戦後の 復興 も

一

段 落 し, 神武 景気, 岩 戸景気

と 言 わ れ る好景気が 到来 し
,

所得倍増政策 が取 ら

れ る 昭 和35 年頃に な る と
,
労 働 力 の 不 足 が 著 しく ,

農村 は 工 業生 産労働力の 供給源と な り , そ して も

う ひ と つ の 大き な変化と して
, 食料需要動向の 著

しい 変化が 起 こ る｡ そ う な る と , 都市 と農村 の 格

差が 増大 し
, 農業構造自体に も 大 きな変化 が 出 て

来 る
｡

こ の よ う な社会, 経済を 背景に
,
｢ 農業 の

向 か う べ き新た な み ちを 明 らか に し, 農業 に 関す

る政策の 目 標を示す+ た め
, 昭和3 6 年 ｢ 農業基本

法+ が 制定 され る ｡

農業基本 法ほ
,

｢ 農業及 び農業従事者が 産業,

経済及 び 社会 に お い て 果 たす べ き重要 な使命に か

ん が み て
, 国 民経済の 成 長 発展及 び社会生 活 の 進

歩向上 に 即 応 し
, 農業 の 自然的経済的社会的制約

に よ る 不 利を 補正 し
, 他産業 と の 生産性 の 格差が

是正 さ れ る よ う に 農業 の 生 産性が 向上 する こ と 及

び 農業従事者 が所得を増大 して 他産業従事者と 均

衡する 生 活を 営む こ と を期す る こ とが で き る こ と

を 目 途 と し で+ 八項 目 に 亘 る施策 を総合的 に 講 じ

る よ う 国 及 び地 方 公共 団体に 求 め て い る
｡

こ こ で 注 目す べ き は
, 農業生産 に 関す る重要な

施策 と して 農業災害 に 関す る施策 に つ い て 1 粂設

け て い る こ と で ある
｡ 即 ち, 第十条 に ｢ 国 ほ , 災

害に よ っ て 農業 の 再 生 産が 阻害 され る土 と を 防止

す る と と も に
, 農業経営 の 安定を 図る た め , 災害

に よ る損失 の 合理 的 な補て ん 等必 要な 施策を 講ず

る も の とす る
｡ + と規定 し, 農業が 自然に 最も 左

右され る産業 で あ り,

一 亘 災害に あう と , 国 の 援

助な く して ほ 到 底再 建ほ お ば つ か な い 場 合が ほ と

ん どで ある こ と に 対 して そ の 救済対策に 万 全 を 期

す る こ と を求め て い る｡

昭 和3 0 年代 に な っ て も 災 害 は 依然と して 続発す

る
｡

32 年に は 諌早 を 中Jb と す る 水 害, 翌33 年に

は
, 伊豆狩野川 の 水 害, そ して 34 年に は 昭 和の 3

大 台風 の ひ と つ で ある伊勢湾台風が 襲来 し, 死者

4
,
7 0 0 人 ,

不 明40 1 人 ,
田畑の 流亡 実に 20 万4 千 ヘ

ク タ ー ル に 及 ぶ 大 災害が 発生 す る｡
こ の 台風 は 潮

岬に 上 陸 した時 の 気圧 が9 27 ミ リ ノ
ミ ー ル

, 半径3 00

キ ロ 以 内の 風速が 毎秒30 メ ー トノレと い う 最大級の

暴風圏を持 ち, 殆 ど衰え を 見 せ ぬ ま ま 三 重県,

愛 知県 の 中京地 区 を 直撃 した の で あ る｡ 愛知県の

鍋 田干 拓地 が 高潮に あ っ と い う間に 飲み 込まれ ,

そ の 惨状は 目を 覆 うも の が あ っ た と 伝え られ て い

る
｡ 従来, 特に 激甚な 災害に 対 して は , 国庫負担

の 宮上 げ等 その 都度臨時的に 特別立 法を 行 っ て 対

処 して きた の で あ る が
,

こ の 伊勢湾台風 の 災害復

旧 に た い して は 実に2 7 も の 特別立 法 が各所管省庁

か ら 出され るに 及 ん だ こ と か ら,
こ の よ う な臨時

的 な措置に か え て 抜本的 な制度の 創設要請が 高ま

り, 国ほ こ れ を 受け て3 6 年第3 9 国会 に ｢ 災害対策

基本法+ を上 程 し
, 法律を制定 した

｡
ま た ,

こ の

｢ 災害対策基本法+ の 条文を 受け て 翌年 ｢ 激甚法+

が制定 され て い る ｡
こ れ らの 法律の 内容 ほ , 別 項

で 詳 しく 記述さ れ る の で こ こ で は 省略す るが ,
こ

の 年懸案の 災害復旧 事業の･法的整備 がは ぼ 相整 っ

た の で ある ｡

ヰ. 近年 の 災暮夜旧事業の特 色

防災課誕生 か ら今年で 足掛 け16 年,
こ の 間米の

過剰問 題を 始め と して 農業情勢 は 大 きな 変化を と

げ, 農村も 都市化, 混住化が 一

段 と 進む 中 で
, 災

害復旧 事業は 多く の 災害i午対 して 着実に 成果を あ

げて きた
｡ 制度上 も 暫定法を 始め 関係 の 法律, 要

綱等幾度か 改正 し
, 整備拡充 が 図 られ て お り, 総

じて 安定 して 事業が進 め られ た期間 と言 える ｡

と こ ろ が ,
こ こ数年来 , 災害復 旧事業に も 時代

を 反映 して 大 きな変化が 起き て い る｡ 今回 の 災害

対策室設置の 下地 を 成 して も い る の で 二 つ は か り

記 して み る ｡

一 つ は
, 早期復 旧 に

,
よ り 一

層拍車が か か っ て

きた こ と で ある｡ 従来初年度進捗率は 30 % と 言 う

の が標準 ス タ イ ル で あ っ た
｡

それ で も 他に 較 べ れ

ば 抜群に 早い の で あ る が, 近年 は こ れ が 倍以 上 の

進度で 実施され る よ う中こ な っ た
｡ 早期復旧 は 災害

関係者 の
一

大目標 で あ るが
, 事業主 体が 円滑に

,

か つ 経済的 に 工 事 を実施す るた め に は
, 災害査定

の 迅 速化は も と よ り, 復 旧工 法 の 拡充, 積算事務
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等の O A 化 シ ス テ ム 化あ るい は 技術者の 養成 等基

礎条件の 整備 が重要 で あ る｡ O A 化に つ い て は 先

年来進め て きて は い るが , 更に 拡充を 図 っ て い く

必 要が ある
｡

次 に
, 改良復 旧 の 要望が と み に 高く な っ て い る

こ と で ある｡ 再 度災害の 防止 上 災害復旧 の み で は

充分な効果が 期待 出来な い 場合, 改良復旧 が必 要

で ある が
,

こ れ は 災害関連事業に よ っ て 実施可 能

と な っ て い る
｡ 農業用 施設 災 害関連事業 は 昭和4 0

年か ら制度化 され て い る が
,

こ れ に 加 え て 昭和58

年度 か ら ｢ 災害関連緊急地 す べ り事業+ を昭 和6 1

年度か ら ｢ た め 池災害関連特別対策事業+ を, 創

設 して 要望に 応え て い る ｡ 昨今急 に 地 す べ りが 活

発 に な っ た と か , 次 の 洪 水 に は 耐 え られ そ う も な

い た め 池と か
, ま さ に 待 っ た な しの 施設 に 対 し実

施す る地 す べ り 災害や た め 池 の 欠 壊 は , 人 家や 公

共 施設ある い は 日常 生 活に 大 きな 被害 を与 え る ケ

ー ス が 多い だ け に
,

こ の 両事業 を活用 して も ら い

た い と思 う し
, 新技術 の 開発や 経済施工 に 取り 組

ん で い か なく て は な ら ない と 考え て い る ｡

お わ り に

こ の4 0 年近く の 間 , 農業情勢は も と よ り , 社会

が 大 きく 変貌する 中 で
, 災害復旧事業 は ｢ 農業 の

維持を 図 り , 経営の 安定に 寄与+ す る と 言 う 一 貫

して 変 らぬ 目 的を も っ て 着実に , そ して 幾多 の 大

災害を 見 事に 再建 して きた
｡ 事業実施体勢 も災害

復旧 誅か ら防災課 へ と 時代 を反映 しつ つ 充実が 計

られ て きた こ と は
, 諸先輩方 々 の なみ な み な ら ぬ

努力 の 賜物で ある｡

折 しも 本年 は 農業 に と っ て ｢ 2 1 世紀に 向け 新た

な る ス タ ー ト+ の 年 と な っ た こ と で もあ り, 災害

復旧 事業 も新農政 の 展開に 側面か ら寄与 して 行く

こ と が 何 よ り重要 で あると 考え る｡

今後と も皆様方 の 御協力, 御支援を 従前に も ま

して お 願 い す る次第 で あ る｡

農業開発 ･ 地域 開発 の 総合建設 コ ン サ ル タ ン ツ

ヨ:
本 社

東 京 支 社

支 社 技 術 部

海 外 事業 本部

仙 台 支 店

九 州 支 店

札 幌 支 店

四 国 事 務 所

中 国 事 務 所

青 森 営 業 所

技 術 研 究 所

蓋と水をデザイ ン する … … 豊富な経験と優れ た 技術

斑 三砧 コ ンサルタ ンツ
取締役社長 久 野 彦 一

取締役副社長 長 柄 要

取締役副社長
`
音度 辺 滋 勝
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【報 文】

災 害 の 現 状 と 対 策
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1 . 我 が国 の災幸の 状況

(1) 国土 と災書

我が 国 は , 四季 の 変化 に 恵まれ , 人 と自然と の

関わ りは 豊 か な も の と な っ て い る が
, そ の 反 面,

台 風 の 常襲地 帯で あ る と 同 時に
, 地 震, 火 山活動

が 活発な 環太 平洋変動帯に 位置 して い る｡ ま た
,

豪雨
, 豪雪 に 見舞わ れ や す い な ど, 災害を受 けや

す い 自然条件 の 下 に あ る｡

我が 国 は ,
ユ ー ラ シ ア 大 陸と 太平洋の 境 に 位置

し
,

モ ン ス ー ン 地 帯に 属 して い 争た め 気象の 変化

が激 しい
｡

パ タ
ー ン と して 6 月 上 旬か ら7 月中旬

に か け て は
, 日本附近で 梅雨 前線の 活動が活発と

な っ て 度 々 大雨 を 降 ら し
,

7 月 か ら10 月 の 間は
,

I 南方海上 附近 で 発生 した 台風が 日 本 列 島 に 接 近

し, 暴風 雨 を もた ら した り
, 前線を 刺激 し て 大 雨

を降 ら せ て い る｡ また , 冬期に は ,
シ ベ リ ア 大陸

か ら強 い 寒気が 流れ 込み , 日 本海側の 地 域に しば

しば 豪風雪 を もた ら して い る｡

一

方 , 国土 は 急峻 な 山 々 の 間に 点在す る 盆地 部

等, あ る い ほ 海岸線に 開け た河 川 沖積地 を除く と
,

一
橋進攻尊属災害対策室

沼 田 義 春
*
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資料-: 国土庁詞 べ

図- 1 国土の 地形 区分別面積

非常 に 起伏の 激 しい 複雑な 地形 と な っ て い る｡ ま

た
, 比 較的平坦 な 地 域 で あ っ て も ,

ほ と ん ど第 3

紀 以降 の 新世 紀層 で あ る 沖積層が 多く非常 に 脆弱

な地質構造と な っ て い る ｡

しか し
,

こ の 比 較的平坦地 ほ 国 土 の 4 分 の 1 の

約 10 万k m
2

と 狭陰な こ と か ら 地 質構造的 に は 脆

弱で ある に も か か わ らず,
こ の 限 られ た土 地 を集

中的 に 利用 開発 せ ざ るを 待ず, 生 産 ･ 生活 の 場 と

して 高密度 に 利用 され
, 社会資本の 投資も多く,
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表 - 1 昭和年代の 大災害の 記録

(禁敷戸義認葦品企鮎災害 印 赦す る 以上 の 炎害)

年 月 日 】 災 害 種 別 l 被 害 地 域 l 主 な 被 害

昭和2 年 3 月 7 日

9 月13 日

昭和 8 年3 月 3 日

昭和 9 年 9 月2 0 ～

2 2 日

昭和10 年 9 月20 ～

2 5 日

昭和13 年 6 月28
～

7 月 5 日

昭和17 年 8 月㌘ ～

2 9 日

昭和18 年 9 月10 日

9 月20 日

昭和19 年12 月 7 日

昭和20 年1 月13 日

昭和20 年9 月17 ～

1 8 日

10 月10 ～

1 3 日

昭和21 年1 2 月2 1 日

昭和22 年 9 月14 ～

1 5 日

昭和23 年 6 月28 日

9 月15 ～

1 7 日

昭和24 年 6 月15 ～

2 3 日

昭和25 年 9 月 2
～

4 日

地 震

マ グ ニ チ ュ

ー

ド :

( M = 7 . 4)

風 水 害

( 台風 ･ 高潮)

地 震

( M = 8 . 5)

風 水 害

( 室戸台風, 高潮)

風 水 害

( 台 風)

水害 ( 梅雨前線 ･

豪雨)

風 水 害

(台風 ･ 高潮)

地 震

( M = 7 . 0)

風 水 害

( 台風 ･ 豪雨)

地

地

( M = 8 . 3)

震

震

( M = 6 . 9)

風 水 害

(枕 崎台風)

風 水 害

( 阿久板台風)

地 震

( M = 8 . 1)

水害 ( カ ス リ ソ 台

風 ･ 豪雨)

地 震

( M = 7 . 2)

風 水 害

( ア イ オ ン 台風)

風 水 害

( デラ 台風)

風 水 害

( ジ ェ
ー

ン 台風)

北丹後地震 (丹後

北西 部)

九州西部

三 陸地震津波 (三

陸沖)

本州, 四国, 九州

主 に 関東地方

太 平 洋 沿 岸 各 地

(関西 ～ 東北)

西 日本

鳥取地震 (鳥取県

気 高 郡 野 坂 川 中

流)

西 日本

東南海地震 ( 熊野

灘)

三河地震 ( 三河渥

美湾北岸)

関東, 中部以西

九州, 四国, 本州

南海 地震 (潮 ノ 岬

沖)

関東, 東北 , 北海

道

福井地震 ( 福井平

野)

近畿, 甲信越, 関

東, 東北

九州, 四国, 中国,

近畿

四国, 近畿, 中部,

東北, 北海道, 鳥

取県

死者 : 3
,
0 1 7 人 , 潰家 : 4

,
9 7 4 戸 , 焼 失2

,
6 5 1 戸

死者 : 37 3 人 , 行方不 明66 人 , 傷者181 人
, 家屋全 半壊

1
,
4 2 0 戸 , 流失791 戸

死者2 , 9 8 6 人
, 家屋洗失 4 , 0 8 6 戸 (( 津波大24 m )

死者 2 , 郎6 人
, 行方不明2 00 人

, 傷老15 , 3 別 人 建物

被害 475 , 6 3 4 戸 , 船舶被害27 , 5 9 4 隻

死者 317 人 , 行方不 明60 人, 傷老 276 人 , 田 畑 被 害

15 , 6 1 3 町 , 船舶被 害389 隻

死者 715 人 , 行方不 明 218 人 , 傷者 3
,
3 9 4 人 , 田畑被

害 548 , 80 9 町

死者 891 人 , 行方不 明 267 人 , 傷者 1
,
4 3 8 人 ,

田畑被

害26 ,
8 4 6 町 , 船舶被害 3

,
9 36 隻

死者 1
,
0 8 3 人 , 傷者6

,
1 5 3 人

, 潰家13 , 6 4 3 戸 , 流焼失

254 戸

死者 768 人 行方不 明 202 人 , 傷者49 1 人, 田畑被害

123 , 5 0 3 町 , 船舶被害 830 隻

死者 998 人
, 傷老 2 ,

1 3 5 人 , 潰家 37 , 8 3 6 戸, 流 焼 失

3 , 0 7 0 戸 (津波大 6 m )

死者 1 , 9 6 1 人, 傷老 896 人 , 潰家33
,
82 4 戸( 断層2 m )

死亡 2
,
4 7 3 人, 行方不 明1

,
2 8 3 人 , 傷老 2 , 4 5 2 人

,
田

畑被害 167
,
1 3 1 町 , 建物被害 446 , 89 7 棟

死 者377 人 行方不 明7年人 傷老 202 人
,

田 畑 被 害

158 ,
8 9 3 町

死 者1
,
3 3 0 人, 潰家 35

,
0 7 8 戸 , 潅焼失4 , 0 49 戸 ( 津波

大6 . 6 m )

死者 1
,
0 7 7 人

, 行方不 明 防3 人, 傷老 1 , 7 5 1 人 , 田畑

被害 292 , 45 5 町 , 建物被害 394 , 0 4 1 戸

死者3 , 8 9 5 人, 傷者16 , 3 7 5 人, 潰 家46
,
8 69 戸 , 焼失3

,
9 6 0

戸

死者5 12 人 , 行 方不 明326 人, 傷老1
,
9 5 6 人 , 田 畑被害

113
,
42 7 町 , 船舶被害 435 隻

死者 202 人 , 行 方不 明216 人 , 傷老 翁7 人, 田畑被害

8 仇 訓1 町, 船舶被害 4 , 0 4 8 隻 ( 内3 , 1 2 8 隻破損)

死者 336 人
, 行方不 明 172 人, 傷者10

,
9 3 0 人 , 田畑被

害85
,
0 1 8 町 , 船 舶被害 2

, 7 9 8 隻 ( 内1
,
5 7 1 隻破損)

- 9
- 水と土 第7 1 号 19 8 7



年 月 日 l 災 害 種 別 】 被 害 地 域 】 主 な 被 害

昭和26 年 7 月 7 ～

17 日

1 0月13 ～

1 5 日

昭和28 年 6 月24 ～

2 9 日

7 月18 日

8 月14 ～

1 5 日

9 月24 ～

2 6 日

昭和29 年 5 月 9 ～

1 0 日

昭和29 年 9 月26 ～

2 7 日

昭和32 年 7 月25
～

2 8 日

昭和33 年 9 月26 ～

27 日

昭和34 年 9 月26 ～

2 7 日

昭和36 年 6 月24 ～

7 月 5 日

昭和41 年 9 月24 ～

2 5 日

昭和42 年7 月 8 ～

9 日

昭和47 年7 月 3 ～

1 3 日

昭和50 年8 月16 ～

1 8 日

8 月22 ～

2 4 日

水害 ( 豪雨)

風 水一 書

( ル
ー

ス 台風)

水害 ( 豪雨)

水害 ( 豪雨)

水害 (豪雨)

風 水 害

( 第13 号台風)

風 水 害

( 暴風雨雪)

風 水 害

( 洞爺九台風)

水害( 前線 ･ 豪雨)

風 水 害

( 狩野川台風)

風 水 害

( 伊勢湾台風 ･ 高

潮)

水害 (梅 雨前線 ･

豪雨)

風 水 害

(習芸…諾)
水害 ( 集中豪雨)

水害 ( 47 . 7 豪雨)

風 水 害

( 台風第 5 号)

風 水 害

( 台風第 6 号)

西 日本, 岐阜, 福

井, 石川

九州, 四国, 本州

北九州

和歌 山県

東近畿 (含 山城水

害)

全 国

北海道 と近海

西 日本, 北陸, 東

北, 北海道

九州 ( 含諌早 の 大

雨)

近畿, 中部, 関東,

東北, 北海道

四国, 中 国, 近畿,

中部, 関東, 東北,

北海道

四国, 近畿, 中部,

関東, 東北, 中国,

九州

静岡, 山梨, 関東,

東北

九州, 中国, 近畿,

中部地方

全国, 特 に 北九州,

島根, 広島

四国, 中国, 近畿,

関東, 東北北部,

北海道南部

四国以東, 特 に 徳

島

死者 162 人 , 行方不 明 144 人 , 傷老 358 人 , 田 畑被害

131 , 7 5 5 町 , 船舶被害 10q 隻

死者 572 人 , 行方不 明 371 人 , 傷者 2 , 6 4 4 人, 田 畑被

害 128 , 5 1 7 町 , 船舶被害10 , 4 15 隻 ( 内5 , 1 1 5 隻破 損)

建物被害 359 , 3 8 0 戸

死者 749 人 , 行方不 明265 人 , 傷者 2
, 7 2 0 人 , 田 畑被

害 269 ,
8 1 0 町

死者 639 人 , 行方不 明 376 人 , 傷老 5
,
7 0 9 人 ,

田 畑被

害13
,
2 5 1 町 , 船舶被害27 隻

死者 290 人 , 行方不 明139 人 , 傷老 994 人 , 田畑被害

11
,
8 7 6 町

死者 393 人 , 行方不 明85 人 , 傷者 2
,
5 5 9 人 ,

田 畑被害

318 , 6 5 7 町 , 船舶被害 5
,
79 9 隻 ( 内 3

,
39 4 隻破損) , 建

物被害 582 , 2 7 3 戸

死者171 人, 行方不 明587 人 , 傷老59 人 ( 内死者140 人 ,

行方不 明2 57 人 , 傷老 2 人は 船舶 に よ る) ,

‾
船 舶 被 害

409 隻 ( 内27 2 隻破損)･

死者 1 , 3 6 1 人 , 行方不 明 400 人 , 傷 老 1
, 6 0 1 人, 田 畑

被害82 ,
9 6 2 町 , 船舶被害 5 , 5別 隻 ( 内3 , 8 5 6 隻破損) ,

建物被害 311
, 0 7 1 戸

死者 856 人 , 行方不 明1 36 人 , 傷者3
,
8 6 0 人, 田畑被

害43
,
5 6 6 町 , 船舶 被害 277 隻

死者 900 人 , 行方不 明 289 人 , 傷老1 , 1 3 8 人
,

田畑被

害89
,
8 3 9 町 , 船舶 被害 567 隻, 建物被害 526 , 0 1 1 棟

死者 も759 人
, 行方不 明 282 人 , 傷者38 , 8 3 8 人, 田 畑

被害198 , 5 0 1 町 , 船舶被害13 , 7 2 5 隻, 建物 被害567 , 7 1 3

棟

死者 302 人 , 行方不 明55 人 , 傷老1
, 32 0 人 , 田畑被害

340
,
4 4 0 町 , 船舶被 害27 1 隻 ( 内8 隻破 損) , 建物被害

434
, 0 8 3 棟

死者 ㌘5 人, 行方不明43 人 , 建 物金半 壊11
,
6 6 1 棟 , 床

上
, 床下浸水53

,
6 0 1棟 , 田 畑被害34 , 1 5 9 町 ,

山くずれ

962 カ 所 , 道路損壊1
,
3 5 1 カ所

死者 365 人 , 行方不 明6 人, 傷老 618 人 , 建物全半壊

2
,
4 4 1 棟 , 床上

, 床下 浸水301 , 4 4 5 棟 ,
田畑被害44 , 4 4 4

町 , 道路損壊3
,
20 7 カ所 ,

山(崖) くずれ 3
,
6 2 5 カ 所 ,

通信施設被害7 , 6 2 3 回線

死者 410 人 , 不 明31 人 , 傷老652 人 , 建物4 , 8 6 3 戸 , 同

浸水230 ,
0 3 8 戸, 田畑146 ,

0 9 51 叫 船舶 2 隻

死者 ･

不 明77 人 , 傷老 209 人
, 建物 2

,
4 1 9 戸 , 同浸水

50
,
2 22 戸 , 田 畑12

,
7 1 2 血

, 船舶12 隻

死 者 ･

不 明32 人 , 傷者52 人 , 建物710 戸 , 同浸水4 8
,
8 3 2

戸, 田 畑80
,
0 3 31 叫 船舶28 隻

ー 1 0
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年 月 日 】 灸 害 種 別 l 被 害 地 域 l 主 な 被 害

昭和51 年9 月 8 ～

1 4 日

昭和5 2 年8 月 7 ～

1 4 日

昭和5 3 年6 月12 日

昭和54 年 9 月24 ～

1 0 月 2 日

10 月14 ～

2 0 日

昭和56 年 8 月 3 ～

6 日

8 月20 ～

2 7 日

昭和57 年 3 月21 日

7 月10 ～

2 6 日

8 月 1 ～

3 日

9 月 8 ～

1 4 日

昭和58 年 5 月28 日

7 月20 ～

2 7 日

9 月24 ～

3 0 日

昭和59 年9 月14 日

昭和6 0 年6 月30
～

7 月 1 日

7 月26 日

8 月28 ～

9 月 1 日

風 水 害

( 台風第17 号 ･ 前

線)

噴

地

火

震

( M = 7 . 4)

風 水 害

( 前線 ･ 台風16 号)

風 水 害

(台風20 号)

水害 ( 前線 ･ 台風

12 号)

風 水 害

(台風15 号 ･ 前線)

地 震

( M = 7 . 1)

水害 ( 57 . 7 豪雨)

風 水 害

(前線 ･ 台風10 号)

風 水 害

( 前線 ･ 台風18 号)

地 震

( M = 7 . 7 )

水害 ( 58 . 7 豪 雨)

風 水 害

( 前線 ･ 台風10 号)

地 震

( M = 6 . $)

風 水 害

( 前線 ･ 台風6 号)

地 す べ り

風 水 害

( 台風13 号)

全 国, 特 に 香川,

岡山

有珠 山

宮城 県沖地震

全 国

全 国

北海道

全国( 四国, 九州.

沖縄 を除く)

浦河沖地震

関東以西

四国, 中国, 中弧

関東, 東北

全国 ( 九州, 四国

を 除く)

日 本海中部

東北, 中部, 中国

( 特 に 島根県) , 九

州

関東以西

長野県西 部地震

関東以西

長野県地 附山

九州, 中国

死者･

不 明169 人 , 傷者 340 人
, 建物 2 , 幻3 戸

, 岡浸水

452 , 2 0 3 戸 , 田畑88 , 9 6 5 h G
, 船舶20 4 隻

建物415 戸 , 田畑4 , 0 1 9 b 8
, 降灰16 7 千 d , 山林8 , 15 0 b d

死者28 人 , 傷老11
, 0 2 8 人 , 潰家 7 , 6 2 1 戸 , 流焼失12 戸

死者12 人 , 傷老83 人 , 建物1 , 5 0 3 戸 , 同浸水 185 , 8 6 5 戸,

田畑7 , 0 4 2 血
, 船舶133 隻

死者111 人 , 傷者478 人 , 建物7 , 5 23 戸 , 同浸水37 , 4 4 6 戸,

田畑25
,
4 5 1 b 8

, 船船2
,
8 0 3 隻

死者 7 人
,

不 明1 人
, 傷老14 人 建物 浸水26 ,

4 5 7 戸,

耕地冠水18
,
8 0 0Ⅰ氾

死者37 人
, 不 明6 人, 傷者18 8 人, 建物 浸水27 ,

4 6 1 戸,

耕地冠水63
,
69 3 血

,
2

,
8 26 億円

傷者 167 人 , 漬家2 5 戸

死者 ･ 不 明345 人
,

負傷 66 1 人 , 建 物53 , 0 1 6 戸
, 耕地

埋没流失冠水15 , 3 5 41叫 農業被害 301 億 円

死者 ･ 不 明9 5 人 , 負傷174 人, 建物119 , 2 1 4 戸 , 耕地埋

没流出冠水2 8 , 3 0 0 I 叫 農業被害 2 , 5 5 8 億 円

死者 ･

不 明38 人, 負傷174 人, 建物136 ,
9 5 9 戸 , 耕地埋

没流出冠水20
,
0 1 2 b d

, 農業被害 607 億 円

死者 10 4 人, 傷 老324 人, 潰家 5
,
0 9 9 戸 (津波大)

死者 ･

不 明117 人 , 負傷166 人
, 建物20

,
8 1 0 戸 , 耕地埋

没流出冠水7
,
7 9 6 血

, 農業被害 456 億 円

死者 ･ 不 明44 人, 負傷 118 人 建物 56
,
9 0 7 戸 , 耕地埋

没 流出冠 水5 , 6 5 1 血
, 農業被害 270 億 円

死者29 人 , 傷者10 人, 潰家 652 戸

死者 ･ 不 明40 人, 傷老 130 人 , 建物59 , 6 1 8 戸 , 農業被

害 1 , 9 7 4 億 円

死 者 ･

不 明26 人, 建物47 戸

死者 ･ 不 明33 人, 傷者 381 人 , 建物 3 , 7 4 4 戸 , 農業被

害 510 億 円

資産の 蓄積も高く な っ て い る｡ と こ ろ が
, 先に 述

べ た よ う に こ の 高密度 に 利用 され て い る土 地 の 後

背地 は
, 地形的に も不 安定 な急斜面が 多く, 河 川

は 流路が 短く急勾配河川 の 多 い こ と か ら
, 洪水,

土 砂くずれ 災害等 の 自然災害が 発生 しや すく , 大

きな 災害を 受ける潜在的危険性 を も っ て い る ｡ ち

な み に 河川 の 氾濫等 の 被害を 受け る危険性の 高い

地 域 は
, 国土 の 約1 0 % を 占め

,
人 口 の 約49 % , 資

産 の 紛7 5 % が 集中 して い ると い わ れ る｡

こ の よ う に
, 我が 国は 気象的 に も地 形的に も 災

害 を受 けや すい 環境 に あ り
, 全 国各地 で

, 災害が

起 っ て い る と言 っ て も過言 で ない
｡
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,
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l ,515

2
.
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陥
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餅
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抑 部7
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即 氾

訂4
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雄
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2 記

沸1
199 199

昭和21年22 2 3 2 4 2 5 26 2 7 2 8 2 9 3 0 31 32 3 3 34 3 5 3 6 3 7 3 8 3 9 40 4 1 4 2 4 3 4 4 45 4 6 4 7 4 8 49 5 0 51 5 2 5 3 5 4 5 5 56 5 7 5 8 5 9 60

資料: 昭和21 年 ～ 27 年は日本気象災害年表､ 昭和28 ～ 3 7 年は警察庁調 べ
､ 昭和38 年以降は消防庁調べ による

｡

図- 2 自然災害 に よ る死者 ･ 行 方不 明者数 の 推移

(2) 近 年 に おけ る災書の 状況

① 昭和年代 に 発生 した 自然災書 の概要

昭 和年代に お け る 大 災害は , 表- 1 の と お り で

あ るが
, 人 的被害の 大 きな も の と して は , 昭和34

年 の 伊勢湾台風 で
, 死 者, 行方不 明 者が 5

,
0 0 0 人

を超 え るも の で あ り, そ の 次ほ 昭 和2 3 年の 福井地

震, 昭 和2 0 年の 枕崎台風 と続 い て い る｡

我が 国 の 災害は
, 記録 で 見る と

, 毎年連続 して

災害が 発生 し
, 大き な被害を 蒙 っ た の は 終戦前後

で あ る こ とが 特徴的 で ある｡ 終戦直前の 敗色濃 い

昭和19年1 2 月 7 日 に 東南海地 震, 翌 昭 和2 0 年 1 月

13 日 に 三 河地 震が 発生 し
, 大 きな 被害を 受け て い

る｡ そ して 昭和2 0 年 8 月15 日 の 終戟と な る
｡

そ の 後, 戦後 の 混乱状態に あ っ た 昭 和2 0 年 9 月

の 枕崎台風
,

1 0 月 の 阿久 板台 風 に よ っ て 大 被害 を

受け, 社会 の 混乱 に 拍車を か け る 結果と な る｡ さ

ら に2 1 年 の 南海地 震,
22 年の カ ス リ ソ 台風 ,

2 3 年

の 福井地 震,
ア イ オ ン 台風が 続き,

こ れ らの 大 災

害は
, 戦後 の 復興に 大きな 障害と な っ た｡

(卦 自然災書に よ る死者 ･ 行方不 明者 の状況

自然的被害 の 状況 は , 昭 和20 年代は , 戦争 に よ

る 国土 の 荒廃と 相次 ぐ大型台風や 豪雨 , 大規模 な

地 震等 に よ り,
ケまぼ 毎年1

,
0 0 0 人 を 超え る人 命 が失

わ れ て い る｡
こ の よ う な 状況は , 戦後最大 の 被害

を受け た 昭 和34 年の 伊勢湾台風ま で続 い て い る｡

昭和3 0 年代後半か らは 死 者 ･ 行方不 明者 は 減少

し, 近年 の 昭和50 年代は 年間2 00 ～ 30 0 人 程 度 ( 図

- 2 ) と漸減侯向に ある ｡ 伊勢湾台風 以降, 人 的

被害が 減少 した の は , 超大型の 台風や 大規模地 震

等 が発生 しな か っ た こ と と , 高度経済成長に さ さ

え られ た 公 共投 資 と して 治 山治水 等の 国土 保全 事

業 の 積極的推進, 災害対策基本法 の 制定等に よ る

防災体制及 び気象観測 施設の 整備, 防災意識の 高

ま り , 災害情報 の 伝達手段 の 発達普及 等に よ る と

こ ろ が 大きし丁も の と考 え られ る｡

災 害を 原 因別 に つ い て そ の 推移 ( 図 - 3 ) を 見

る と , 豪雨 , 台風 に よ る風水 害に よ る被災の 割合

が 依然と して 高い が
, 昭 和3 0 年代後半か ら は

,
地 震

及 び 豪雪 に よ る 割合 が徐 々 に 高ま っ て きて い る｡
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資料 : 菅寮庁資料よ り作成

図- 3 5 箇年平均 でみ た 死者 ･ 行方不明者の

原 因別割合 の 推移

③ 自患災書 に よ る施設関係等被書の 状況

施設 関係の 被害は
,

公 共 土 木施設と して 河川
,

海岸, 砂防施設 , 治山施設, 道路(橋梁を 含む｡ ) ,

港湾,
漁港等と

, 農林 水産関係 (轟作物等被害を
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施
設
閑
償
等
被
害
額

(億円)
2 0 ,00 0

1 5
,
0 00

1 0
,
0

5
.
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昭和

施設関係等
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∩[[[[[∩[[[
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資料 : 1 ) 施設関係等被害額は各省庁調 べ
｡

2 ) 国民能生 産は｢ 国民毯済計算年報J に よ る
｡

図- 1 施設関係等被害額及 び 同被害額 の 国民

総生産 に 対す る比率 の 推移

含む
｡) 施設 の ほ か

, 文教 厚生, 中小企 業, 国 有

庁舎, 自然公 園, 電力, 鉄道, 電信電話, 空港,

都市施設等 で ある が
, そ の 被害額 (名 目 ベ ー ス)

の 推移 ( 図- 4 ) を み る と
,
昭 和4 7 年以降 は5 ,

00 0

億円か ら 1 兆5
,
0 0 0 億 円の 被害と な っ て い る｡ 特 に

昭 和57 年の 長 崎大水 害の 年に は 約 1 兆 8 ,
0 00 億 円

と い う 大き な被害 と な っ て い る
｡

これ を 国民総生 産額に 対 す る割合に つ い て そ の

推移 を み る と
, 昭和40 年ま で は l . 0 % を 超 えて い

た も の が , 経済成 長 に よ る国 民総生 産額 の 大幅 な

増 加等 に 伴 い
,

4 1 年 以降 は,
0 . 8 % か ら被害の 少

な い 年 ほ0 . 2 % 程 度と 低 い 水 準 で 推移 して い る
｡

ま た
, 被害額を 公 共 土 木施設 ･ 農林水産業関係

及 び 中小企 業関係に つ い て み る と ( 図- 5 ) , 公

共 土 木施設 の 被害額が 全 体の 約40 % を 占め , 農林

水産業関係は 農作物等 の 被害 を含め る と 約5 0 % 前

後 を 占め て い る
｡ 中小企 業関係は

, 昭和53 年 ほ 宮

城県沖地 寮に よ り大 きな 被害が発生 し1 6 % とな っ

て い る が , 平 年は お お む ね 5 % 程度で 推移 して い

る
｡
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国
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5 施設関係等被害額の 種猿別割合の 推移

(8) 都市 と災書

近年, 国土 保全 施設 の 整備水 準の 向上
, 防災体

制 の 整備 , 情報化等の 進歩等 に よ り自然災害に よ

る人 的被害は 大巾に 減少 して い る こ と は 前述 の 通

り で あ る
｡

しか し
, 大 都市 へ の 人 口 及び資産の 集中や , 開

発 に 伴 う環境の 変化及び 過疎地 域 の 山 林等の 管理

の 粗放化 に よ っ て 河川 流域 の 保水 機能の 低下, 急

傾斜 地 や低湿地等の 居住不 良地 へ の 土 地 利用の 拡

大は
, 都市水害, 土 砂災害等の 新た な 炭吾妻困 を

つ く り 出 して い る
｡

現在わ都市は
, 中枢管理 幾能 の 集積, 金 融 , 流

通 な どの 各種産業, 経済分野 等に お け る 効率化を

目指 した 広域情報 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の 発展等

に よ り 従来 の 自然災害 と態様 の 異 な る災害の 広域

連鎖, すな わ ち 都市型災害連鎖が 発生 す る恐 れ を

内包 して い る｡

近年の 都市 災害 で , 広 域 に 被害の 連鎖状 況が 発

生 した 代表的な 事例 と して は , 東京都世 田 谷区 の

ケ ー ブ ル 火災(昭和5 9年ユ1 月ユ6 日) が あ げられ る
｡

高度情報化社会の 現況 を 見る と, 最新の 情報化

技術が 各種 の 防災対策 と して 活用 され つ つ あ り,

よ り安全 で 快適 な社会作 り に 貢献 して い る が
, 仮

に 大 都市が 大 規模地 震等 の 大災害 に 襲 わ れ た 場

合, そ の 被害の 態様ほ 極め て 広域的 か つ 多様 なも

の と な り
, 国 の 政治 ･ 経 済の 安定に も 重大 な影響

を及 ぼ す事態 も想定 され る｡ こ の よう な事態を未

然 に 防止す るた め に は
, 通 信 ･ 電力等の ライ フ ラ

イ ン 幾能の 多重化, 代替 可能 な交通 施設の 整備,

情報機構確保の た め の バ
ッ ク ア ッ プ シ ス テ ム の 整

備, 施設 の 防災構造化,
オ

ー

プ ン ス ペ ー ス の 確保

等 の 諸対策を 講ず る こ と が 必要 と考 え る｡

2 . 災書対策の基本的枠組 み

(1) 繚合的な災幸対策推進の 組織

昭和2 0 年代後半 か ら大 災害 が発生 す るた び に 個

別 的 に 特例 法を 設け て 対応 し て き たが
, 国 と して

の 災害に 対す る総合的体制 の 確立 を関係各方面 か

ら強く 要請 され る よ う に な り , さ ら に 昭和34 年 の

伊勢湾台風 を 契機 に そ れ らの 要請 は 一一 段 と 強 ま

り , 昭 和36 年第39 国会 で ｢ 災害対策基本法+ が 成

立
,

■
翌3 7年 7 月10 日 施行 され た

｡

さ らに
, 激甚 な 災害が 発生 す る都度 , 個 別 的 に

臨時特例 法を 設 け て 助成 等を 実施 し て き た が ,

｢ 災害対策基本法+ の 制定に 基づ き, 著 しく激甚
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な 災害が 発生 した場 合に
, 地 方 公共 団体等 の 財政

負担 の 緩和 , 又 ほ 被害者 に 対す る特別 の 助成 措置

を総合的 に 行う た め の 恒久 法 と して
, 昭 和37 年 9

月 に ｢ 激甚災害に 対処 す る た め の 特別 の 財政援助

等 に 関す る法律+ ( 通称 : 激甚法) が 制定さ れ,

一

応 , 法制上 は 整備さ れ た
｡ 災害対策基本法 で は ,

災害の 予防, 国 土 保全 , 災害応急対策,
災害復旧

,

被災者援護, 財政援助措置等の 災害対策 の 実効を

十分に あげるた め に は
, 国, 地 方 公 共 団体, 公 共

機関等が 協力 して 対策の 総合性 と統
一

性 を確保す

る こ とが 重要 で あ ると して
, 次の よ う な組織が 設

置さ れ て い る
｡

国 の 段 階で は
, 防災に 関する 重要事項 を審議す

る た め , 内閣総理 大 臣 を会長 と し
, 指定行政機関

の 長等 を委員 とす る中央防災会議を 設置 し
, 総合

的な 災 害対 策 の 推進に 努め て い る
｡

ま た
, 国に お

け る防災関係機関 と して
, 指定行政 機関 は 総 理

府 , 大蔵省, 農林水 産省等29 検閲, 指定公 共 機関

は J R 各社, N T T
,

日赤,
N Ii E

, 道路公 団 ,

電力各社等3 1 機関 が指定 され て い る｡ 都道府県で

は , 知事 を会長 と し
, 都道府県, 指定地 方行政機

関, 市町 村, 警察 , 消防機関, 指定公 共 機関の 長

文 は 職 員を委員とす る都道府県防災 会議を 設 け ,

市町 村段 階に は 都道府県 に 準ず る構成 の 市町 村防

災会議を 設 置 し
, 災害対策 の 総合的推進に 当 っ て

い る
｡

ま た , 災害が発生 した と き ほ
, 災害の 状況に 応

じ 市町 村, 都道府県の 災害対策本部 を, 更に 国

に お い て 非常災害対策本部 を設置 して
, 災害応急

対策の 迅 速か つ 的確な 推進 を 図 る こ と と し
,

さ ら

に
, 都道府県, 市町 村の そ れ ぞ れ の 相互 間 の 職員

の 派遣又 は 国 か ら職員を派遣 して 応急対策や 災害

復 旧 の 円滑化 を 図 る こ と と して い る
｡

( 2) 防災計画 の確 立

国 ,
地 方公 共 団 体の 各防災会議, 指定行政機関

等 は それ ぞれ 防災計 画 を 作成 し
, 災害時に と る べ

き措置 を具 体的に 定め
,

こ の 計画 に 基 づき防災体

制 の 整備, 各種観測施設 , 通 信施設, 消防 ･ 水 防

施設 等 の 整備, 防災訓練の 実施等に 努め て い る
｡

(3) 災書応急対策及び災書復 旧等の 実施

(丑 災書応急対策

災害が発生 した 場 合,_ あ る い は そ の 恐れ の あ る

場 合 に は , 被害 を最小限 に 止 め るた め
, 国 の 機関,

地 方 公共 団体, 公 共 機関等が 相互 の 緊密な 連携 の

下 に 災害情報 の 収集, 警報の 発令 ･ 伝達, 避難 の

勧告又 は 指示 , 消防 ･ 水 防活動, 被災者 の 救 難 ･

救 助等 の 対策を 迅 速 ･ 的確に 実施す る こ と と して

い る｡

災害応急対策 の 推進上 , 特に 必 要が ある場 合 に

は , まず, 第
一

線で ある 市町村 に お い て
, 災害対

策本部 を設置 して 応急対策を 推進 す る こ と と な

る
｡ 更 に

, 災害 の 状況に 応 じ 都道府県災軍対策

本部 の 設 置を
,

さ らに
, 災害の 規模そ の 他 の 状 況

に よ り非常災害と して の 特別 の 必 要 が ある と認 め

られ る とき は
, 災害対策基本法に 基づ く非常災害

対策本部等 を設 置 し
, 総合的な 災害応急対策の 推

進 に 当る こ と と して い る
｡

非常災害が発生 した 場 合の 各機関が 講ず る措置

の 概要ほ
, 図- 6 の とお り で ある ｡

② 災音律 旧及び財政金融措置

災害に よ る 公共 的施設 の 被災に つ い て は
, 国 の

直轄又 は 補助に よ っ て 災害復 旧事業を 実施する
｡

被災農林漁業者, 中小企 業者, 住宅 の 被災者等

に 対 して は
, 災害復興資金 の 融資等を 行 っ て い る

｡

ま た
, 被災 した 地方 公共 団体 に 対 して ほ 地 方交付

税及 び 地 方債に よ る 措置を講 じて い る ｡

更に , 被害が 激甚な場 合に ほ ,
｢ 激甚災害法+ に

基 づ く ｢ 激甚災害+ に 指定 し
, 災害復 旧事業に 対

す る国 の 補助率等 の 引き上 げ, 被災者 に 対す る 災

害融資の 貸付条件の 緩和等の 特別措置 を講 じ 地

方公 共 団 体又 は 被災者の 負担 の 軽 減 を 因 っ て い

る ｡

ア 災害復旧 事業

豪雨 , 暴風 , 洪水 , 地 震そ の 他 の 異常 な自然現

象 に よ り
, 施設 が 被災 した場 合に は , 原則 と して

原形 に 復 旧, 原 形に 復旧 する こ と が 不 可能 又 は 不

適当な場合 に は , 従前の 効用 を 復旧 す る こ と を 目

的 と して 災害復 旧事業を 実施 して い る ｡ ま た
, 必

要 に 応 じて 再 度災害の 防止 に 必 要な 施設 の 新設 又

は 改良を災害関連事業と して 併せ て 実施 し て い

る｡

国 が直轄 で
, あ るい は 補助と して 実施す る 災害

復 旧事業 に は , 公共 土 木施設 災害復旧 事業, 農林

水 産業施設 災害復 旧事業及 び そ の 他 の 災害復旧 事

業 が ある
｡

公 共土 木施設及 び農林水 産業施設の 補助災害復

旧 事業 に つ い て は 原則 と して 初年度30 % , 次年度

50 % , 第3 年度2 0 % の 予算措置に よ っ て 3 箇年で

完了 さ せ る こ と に な っ て い るが
, 近年は

, 復旧 進

度 の 繰 り上 げ措置 (初年度70 % ～ 80 % ) を 行い
,
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団- 8 非常災害発生時の 主な応急措置

事業の 進捗が 図 られ て い る
｡

イ 財政 金融措置

a j経書融資

災害に よ り 被害 を受 け た農林漁業者, 中小企 業

老, 低所得世 帯等被災者 の 災害復興 の 意欲を 促 し
,

そ の 迅 速 な 復興を 図 る た め
, 災 害融資の 措置 を 講

じて い る ｡

主 な災害融資ほ , 表- 2 の と お り で あ る が
,

こ

れ らの 融 資 の 貸付条件は 実情に 応 じて 緩和 さ れ る

こ と と な っ て い る ｡ 特に
, 激甚災害に 指定さ れ た

と きほ , 特別 の 助成措置が 講 じ られ る｡

b 災 害補併及 び 災 害保険

( i ) 農林水 産業関係災害補偉

被災農林水 産業者の 損失に つ い て は
, 各種 の 災

害補償制度が 設け られ て い る｡ 農作物, 家畜, 果

l[
応 急 措 置
物 資等の 保 管
命 令 ･ 収 用等

樹, 園芸施 設 等 の 損失 に つ い て は 農業共 済事業 に

よ り , 植林等 の 損失に ほ 森林国 営保険等に よ り
,

中小漁業者 の 漁獲量 減少等 の 損失に ほ 漁業共 済事

業等 に よ り, 漁船及 び 漁船 に 積載 した 漁獲物等の

不 慮の 事故に よ る 損失 に つ い て は 漁船保険等に よ

り, そ れ ぞ れ 損失 が 補て ん さ れ る｡ 国 ほ こ れ ら の

災 害補償制度に
■
ぉ い て , 再 保険を 実施 して い る

｡

( ii ) 地 震保険

地 震, 噴火, 津渡を直接又 は 間 接の 原因 と す る

損壊, 火災, 埋 没, 流失に よ る 居住用建物,
生活

用 動産 の 損失 に つ い て ほ二 地 震保険が 設 け られ て

い る
｡

ま た, 地 震 の 危険度及び 損害額の 測定が 困

難 で あ る こ と等, 保険制度 に な じみ に く い も の に

つ い て ほ
, 国 ほ 超過損害額再保険方式に よ る再 保

険 を 実施 して い る｡
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表- 2 主 な 災 害 融 資

融 資 対 象 l 融 資 機 関 l 融 資 名 等

農 林 漁 業 者 農業協同組合, 市中銀行等

農林漁業金融公庫, 沖縄 振興開発金
融公庫

経 営資金, 事業資 金 (天災融資法)

自作農維持資 金, 農林漁業施設資金( 災害復 旧)

等

中 小 企 業 老 中小企 業金融公庫

商工 組合中央金庫

国民 金融公庫

沖縄振 興開発金融 公庫

災害復 旧貸付

災害復 旧貸付

災害貸付

災害復 旧等資金

医 療 施 設 社会福 祉 ･ 医療事業 団

沖縄振興開発金融公庫

灸害復 旧資金

災害復 旧資金

環境衛生関係営業者 環境衛生 金融公庫

沖絶振興開発金融公庫

災害貸付

災害復 旧等資金

低 所 得 世 帯 市町村

都道府県社会福祉協議会

都道府県, 指定都市

奥書援護資金

世帯更生資金

母子福祉資金

民間 社 会 福 祉 施 設 社会福祉 ･ 医療事業団 災害復 旧資金

私 立 学 校 日本私学振興財 団 災害復 旧費

住 宅 被 災 者 住宅 金融公庫

沖鬼振興開発金融公庫

災害復興住宅資金等

災害復興住宅等資金

C 税 の 減免等

災害に よ り住 宅や 家財 に 被害を 受け た 人 々 に 対

して ほ
, 所得税法, 災害被害者 に 対す る租税の 減

免 , 徴収猶予等 に 関す る法律, 地 方税法等の 定め

る と こ ろ に よ り
, 国 税及 び 地 方税に つ い て

, 軽減,

免除, 徴収猶予等 の 措置が 講 じ られ る ｡

d 地 方交付税及 び地 方債

国 は
, 災害応急対策や 災害復 旧事業を 実施する

た め
, 大 き な財政的負担を 負 う被災地 方公共 団体

に 対 して
, 災害関係地 方債の 許可 及 び こ れ に 対す

る 資金運用 部資金 の 貸付, 災 害に 係る 特別 交付税

の 交付, 普通交付税 の 繰上 げ交付等 の 措置を 講 じ

財政負担 の 軽減を 因 っ て い る
｡

3 . 農地 ･ 兼業用施設等災卓の現状

(1) 構造改善局が 所管す る災幸復旧 事業

異常な 天 然現象に よ っ て 生ず る 災害 は , 人 命 の

損傷, 建物 , 公共 施 設, 農作物等 の 損失, あ る い

は 農地 ･ 農業用施設等に 損害 を与 え て い る｡

特に 農林 水産業 は
, 太陽, 水 , 空気, 土 地 等 の

自然を 生 産基盤とす る産業で ある こ と か ら, 農林

水 産業に 関係す る者 は , 雨 が 降れ ば 洪水 や 土 砂崩

れ の 心 配を し, 日照 り が続 け ば干ば つ を
,

涼 し い

日が 続け ば冷害を 心 配す る な ど, 他の 産業以 上 に

自然 と の 係わ りが 強い
｡

こ れ らの 災害に 対 して ,

国ほ そ の 復 旧あ るい は 損害に 対 して 様 々 な形 で 国

庫補助あ るい は 融 資を 行 っ て い る
｡

こ れ 等の う ち, 構造改善局が 所管する 災害復 旧

事業 の 業務の 主 な るもの ほ 以下 の と お り で ある
｡

① ｢ 農林水 産業施設災害復旧事業費 国庫補助

の 暫定措置に 関する 法律+ ( 通称 : 暫定法) に 基

づ くものをま, 農地 , か ん が い 排水 施設
, 農業用

道路, 農地 又 は 農作物の 災害 を 防止す るた め に

必 要な 施設 (農地 保全 施設等) の 災害復 旧事業

で ある
｡

こ れ は , 農林水 産省が所管す る史書復

旧 事業 の う ち で 最も 大 きな 割合を 占め て い る も

の で
,

そ の 復旧事業費は 毎年約 1 千億 円に 達 し

て い る ｡

② ｢ 公 共土木施設災害復 旧事業 国庫負担法+

( 通称 : 負担法) に よ る も の は , 構造改善局が

所管す る海岸保全 施設 及 び地 す べ り防止 施設の

災害復 旧事業 で ある｡

③ 現に 国営 で 施行中の 事業が 災害を 受けた 場

合に ｢ 土地 改良法第8 8粂 ( 急施 の 場合)+ の 規

定に よ り 実施す る もの と して 直轄災害復旧 事業

が あ る
｡
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表- 3 災害復 旧事業査 定額
一

覧表

( 金額 : 千 円)

(1) 農 地, 農 業 用 施 設
山

災年

(2) (1) ＋海 岸, 直 轄

箇 所 数 l 査 定 額 】 改訂査定額 位順 箇 所 数 】 査 定 額 l 改訂査定額 _l 順位

25

訪

27

飴

29

3 0

3 1

3 2

3 3

3 4

3 5

3 6

3 7

認

39

4 0

4 1

4 2

4 3

4 4

45

4 6

仰

媚

個

50

5 1

5 2

5 3

5 4

5 5

5 6

5 7

5 8

5 9

00

6 1

4 6 , 6 4 9

5 0 , 2 7 6

3 3
,
9 8 3

9 4
,
7 4 3

2 5
,
4 9 7

8 , 1 3 0

7 , 5 87

9 , 5 8 5

19 , 4 0 5

3 9 , 8 5 2

1 5 , 0 9 7

4 0 , 7 49

1 5 , 8 0 9

2 5 , 3 3 4

2 4 , 9 4 3

4 5 ,
1 1 1

2 4 , 5 1 8

3 7 , 8 8 8

2 1
, 5 7 7

2 8
,
8 8 2

2 1
,
1 6 6

5 2
,
9 1 8

1 1 7
,
2 5 3

1 3
,
9 1 3

6 8
,
3 6 4

6 3
,
0 1 0

1 0 8
,
9 8 9

4 1
,
6 7 8

4 1
,
6 2 0

8 6
,
5 6 2

7 4
,
4 6 8

4 4
,
8 9 6

1 0 8
,
0 3 7

7 6 , 7 9 3

17
,
1 9 7

5 2
,
9 7 6

3 4 , 0 4 4

2 2 ,
9 7 2 , 3 4 4

3 0 ,
4 1 4 , 49 4

1 7 ,
1 1 4

,
39 1

6 4
,
5 9 0

,
6 7 6

1 0
,
4 1 1

,
8 48

3
,
8 4 7

,
7 46

3
,
1 2 8 , 0 46

7 , 8 1 4 , 6 39

1 1 , 3 79 , 1 39

2 8 , 5 5 2 , 5 6 1

7 , 8 7 4 , 0 79

2 9 , 2 5 1 , 8 9 2

1 5 , 3 8 6 , 25 1

2 0 , 5 8 8 , 61 7

2 6 , 1 5 3 , 3 5 8

3 2 , 6 0 6 , 3 0 1

2 5 , 6 9 2 , 7 3 3

4 7 , 9 0 5 , 8 0 5

1 6 , 6 3 3 ,
0 7 4

2 3 ,
4 9 7

, 5 9 9

1 7 ,
8 6 7

,
0 3 8

3 9 ,
3 9 3

,
6 6 0

1 0 8
,
0 2 1

,
9 5 4

1 6
,
6 1 8

,
7 6 8

7 7
,
7 3 0

,
0 5 3

9 0
,
3 9 8

,
4 9 9

1 2 6
,
3 3 7

,
3 5 0

4 0
,
7 8 5

,
0 5 0

5 2
,
7 8 0

,
7 2 2

9 5
,
6 9 2

,
4 3 5

8 2
,
4 24

,
1 6 8

1 0 1
,
5 9 4 , 9 8 0

1 5 9
,
4 2 6

,
1 8 5

1 2 3
,
5 9 0

,
6 9 9

3 4
,
3 6 2 , 5 2 3

9 4
,
4 50

,
57 8

6 4 , 1 30 , 80 3

2 6 2
,
3 44

,
16 8

2 9 5 ,
8 4 1

,
7 8 3

1 5 1
,
7 19

,
0 7 6

5 0 3 , 5 4 8 , 9 1 0

6 5 , 0 9 4 , 87 3

2 4 , 1 7 1 , 5 4 0

1 8 , 8 5 8 , 9 8 9

4 4 , 2 1 5 , 2 2 7

6 5 , 5 6 6 , 59 8

1 5 8 , 1 5 2 , 6 3 5

4 1 , 0 3 9 , 69 9

1 3 7 , 6 8 8 , 6 5 5

6 6 , 4 8 3 , 9 9 0

8 5 , 2 9 臥64 0

1 0 1 , 7 6 2 , 7 1 5

1 21
,
0 6 7

,
1 9 5

9 0
,
7 9 8

,
1 1 8

1 6 0 ,
7 7 1 . 8 8 1

5 2 ,
8 5 9

,
9 0 9

6 9
,
7 8 7

,
8 6 9

4 9
,
3 4 8

,
7 5 8

1 0 2
,
9 7 5

,
0 2 7

2 6 3
,
0 3 3 , 4 5 7

3 3
,
8 0 2

.
5 7 4

12 2
,
3 4 7

,
1 0 3

13 4
,
2 4 1

,
7 7 1

17 7
,
6 3 0

,
3 1 4

5 4
,
6 5 1 , 9 6 7

6 7
,
8 23 , 2 2 7

1 1 2
,
72 5 , 6 8 8

8 7 , 9 46 , 5 8 7

1 0 6 , 0 6 5 , 1 5 9

1 6 2
,
4 5 5 , 2 8 2

1 2 5 , 4 4 4 , 5 5 9

3 4 , 6 7 1 , 7 8 5

9 5 , 2 0 6 , 1 8 2

6 4 , 1 3 0 , 8 0 3

4

2

9

1

㌘

詭

37

㍊

26

8

お

10

彷

22

柑

14

2 0

7

3 0

2 3

3 1

1 7

3

3 5

1 3

1 1

5

2 9

2 4

1 5

21

1 6

6

1 2

3 4

1 9

2 8

46 , 7 3 9

50 , 3 6 0

3 4 , 0 5 6

9 4 , 9 0 3

2 5 , 6 0 1

8 , 2 3 2

7 , 6 3 8

9
, 6 2 8

1 9
, 5 8 8

4 0 , 5 1 7

1 5 ,
2 9 7

4 1
,
2 9 4

1 5 ,
9 3 9

2 5 , 6 7 4

2 5 , 2 3 9

4 5
,
4 5 5

2 4
.
6 9 0

3 8
,
0 4 2

2 1
,
8 0 1

2 8
,
9 37

2 1
,
6 9 7

5 3
,
0 36

1 1 7
,
4 57

1 3
,
9 40

6 8
,
4 70

6 3
,
1 40

10 9
,
1 9 1

4 1
,
7 0 0

4 1
,
7 9 0

8 6
,
6 2 4

7 も53 8

4 4 , 9 42

1 0 8 , 11 9

7 6 , 8 3 5

1 7 , 2 2 1

5 3 , 0 5 0

3 4 , 0 6 8

2 3 , 30 4
,
0 9 9

3 0 , 8 37 , 7 3 0

1 7 ,
4 0 4 ,

4 3 6

6 6 ,
4 2 7

,
66 3

1 0
,
8 1 1

,
0 2 2

4
,
0 8 4

,
4 3 9

3
,
3 6 0

,
8 1 9

7
,
8 7 5

,
3 2 4

1 1
,
8 0 8

,
0 4 1

3 0
,
6 4 2

,
0 9 8

8
,
5 7 2

,
7 7 9

3 0
,
9 0 1

,
4 4 2

1 5
,
9 8 9

,
1 1 7

2 1
,
2 0 乳57 3

2 7
,
8 8 0

,
3 6 6

3 3 , 8 7 6
1
5 5 9

2 7 , 8 45 , 1 0 9

4 9 , 4 8 3 , 0 3 6

1 8 , 4 9 6
,
5 4 4

2 3 , 7 4 8 , 8 3 1

1 9 , 5 2 4 , 96 6

4 0 , 0 6 3 , 0 49

1 0 9 , 5 8 6 , 8 8 1

1 6 , 9 5 7 , 9 66

7 8 , 8 5 3 , 8 97

9 3 , 0 1 3 , 5 8 2

1 2 7 , 8 7 6 , 0 6 7

4 2 , 2 1 7 , 5 7 1

5 5 ,
4 3 6 , 5 6 8

9 6 , 6 7 8 , 6 0 9

8 3 ,
1 0 1 , 27 3

1 0 3 ,
4 4 8 , 8 70

1 6 0 , 6 1 2 , 1 7 6

1 2 6 , 6 6 2 , 5 2 4

3 5 , 9 8】. , 6 0 4

9 9 , 9 3 1 , 7 6 5

6 4 , 9 4 5 , 7 2 8

2 6 6
,
1 3 2

,
8 1 0

2 9 9
,
9 5 8

,
5 9 9

1 5 4
,
2 9 0

,
3 2 5

5 1 7
,
8 7 0

,
0 6 0

6 7
,
5 9 0

,
5 0 9

2 5
,
6 5 8

,
4 4 5

20
,
2 6 2

,
3 7 7

4 4
,
5 5 8 , 5 8 3

6 8 , 0 3 7 , 9 3 2

1 6 9 , 7 2 6 , 5 8 0

4 4 , 6 8 1 , 3 2 4

1 4 5 , 4 5 3 , 0 8 7

6 9 , 0 8 8 , 9 7 4

8 7 , 8 6 7 , 11 7

10 8 , 48 2 , 5 0 4

1 2 5 , 7 8 3 , 6 6 3

9 8 , 4 0 4 , 6 1 5

1 6 6 , 0 6 5 , 0 6 8

5 8 , 7 8 2 , 0 1 6

7 0 , 5 3 4 , 0 2 8

5 3 , 9 2 7 , 9 5 6

1 0 4 , 7 2 4 , 8 1 0

2 6 6 , 8 4 4 , 05 5

3 4 , 4 9 2 , 50 2

1 2 4 , 1 16 , 0 3 3

1 3 8 , 1 2 5 ,
16 9

1 7 9 , 7 9 3 , 7 5 0

5 6 , 5 7 1 , 5 4 5

7 1 ,
2 3 5 ,

9 8 9

1 1 3 , 8 8 7 ,
4 0 1

8 8 , 6 6 9 ,
0 5 8

1 0 8 ,
0 0 0 ,

6 2 0

1 6 3 , 6 6 3 ,
8 0 7

1 2 8 , 5 6 2 ,
4 6 1

3 6 ,
3 0 5

,
4 3 8

1 0 0 ,
7 3 1

,
2 1 9

6 4
,
9 4 5

,
7 2 8

4

2

9

1

㌘

詭

37

3 3

2 6

6

3 2

1 0

2 5

22

1 6

1 3

謝

7

甜

24

3 1

1 8

3

3 4

1 4

1 1

5

3 0

2 3

1 5

2 1

1 7

8

1 2

3 5

1 9

2 8

※改訂査定額は
, 昭和6 1 年を基準年と した支 出済 費用換算係数 に よ る換算額で あ る

｡

④ 以 上 の 他に 臨時特例 的に 助成 措置を 講 じた

も の と して
, 湛水 排除事業, 除塩事業, 干 害応

急対策事業 が あ る
｡

(2) 農地関係災幸復旧事業♯ の推移

暫定法 が制定され た昭 和2 5 年以 後 の 災害復 旧事

業費に つ い て 各年 ご と の 査定事業費 の 実額 と昭和

6 1 年度を基準と した支 出済換算係数 に よ る換算額

ほ , 表- 3 及 び 囲 一 7 の と お り で あ る
｡

査定額 (支出済換算係数に よ る換算額) の 大 き

か っ た年 は
, 昭 和28 年, 続 い て 26 年,

4 7年 ,
2 5 年

,

5 1 年 ,
3 4 年 の 順 と な っ て い る

｡
こ れ か らも わ か る

よ う に 昭和2 5 年 ～ 2 8 年 は 大型台風 や 豪雨 に よ る大

きな 災害に 見舞 わ れ て い る｡

ま た
, 被害の 少な い 順は

, 昭和3 1 年, 3 0 年 , 5 9
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1 7 9

パ

25

(億円)

3
,
0 0 0

2
,
0 0 0

000

査
定
額

年,
48 年,

U
30

年

仰
35 4 0

1

バ
ト

r
r
r

〃
60

図一丁 災害査定額の 推移

3 2 年 で
, 特に 昭和3 0 年 ～ 32 年の 間 ほ 乎

穏な 期間 で あ っ た
｡

被災箇所 の 多 い 順 は
, 昭和47 年, 5 1 年 , 5 7 年 ,

2 8 年 ,
5 4 年と な っ て お り , 査定 額 の 順 と 多少異 な

っ て い る
｡

そ こ で
一

箇所当 り の 平 均査定 額は , 図

- 8 の と お り で
, 名 目 で ほ , 昭 和20 年代か ら3 0 年

代ま で は
一

箇所 当 り約30 0 ～ 5 0 0 万 円 で あ る
｡

4 0 年

代は 約 2 00 ～ 3 0 0 万 円 ,
5 0 年代以後 は 130 ～ 2 0 0 万

T
〟

7

6

5

4

3

百

(

一

節
所
当
り

査
定

撃

00
一
】
00

2

1

ハ州

額

額

目

鋳

名

実

2 5 3 0 3 5 4 0 45 5 0 5 5 6 0 ( 年)

図- 8
一 箇所当 り平均 査定額 の 推 移

円 と な り
, 後年代 の 方が 相対的に 小 さく な っ て い

る 傾向に ある
｡

そ の 反面, 箇所数は 20 年代 で 年間

平均約 5 万 箇所, 3 0 年代2 万 箇所, 4 0 年代4 万 箇

所 , 5 0 年代は 6 万 箇所 と な り, 年間 の 箇所数は 増

加 の 傾向に あ る
｡

(3) エ 種別割合

農地 ･ 農業用 施設 の 工 種別 の 割合 は , 表- 4 の

よ う に , 農地 は 約1 7 % , 農業用 施設83 % の 比 率と

な っ て い る
｡

さ ら に 農業用 施設 の 工 種区 分 で み る

表- 1 農地, 農業用施設の 工 種別 内訳 ( 査定額)

( 単位 : 百 万)

工 種

年 災 溜 池一頭首工l水 路i 揚水機l 堤 防l 道 路l 橋 梁恒劃その村雲蓋)1農 地i 合 計

5 2

5 3

5 4

5 5

5 6

5 7

5 8

5 9

6 0

6 1

2
,
0 7 7

( 6 . 4)

2
,
57 8

( 6 . 3)

6
,
7 2 2

( 8 . 7 )

4 , 3 8 8

( 6 . 2)

4 , 57 2

( 4 . 9 )

6 , 53 3

( 4 . 9 )

8 , 39 4

( 臥q)

1
,
9 5 0

( 6 . 5 )

7
,
6 0 8

( 9 . 7 )

5
,
2 0 6

( 9 . 0 )

3
,
2 4 5

( 1 0 . 0)

3
,
6 5 3

( 8 . 9)

1 1 , 6 8 0

( 1 5 . 1)

9 , 9 2 7

( 1 4 . 1)

1 9 , 20 8

( 2 0 . 8)

2 3 ,
1 1 7

( 1 7 . 5)

1 5 , 9 4 9

( 1 6 . 9 )

2 , 9 1 6

( 9 . 7)

9
,
6 6 9

( 1 2 . 4)

6
,
5 8 0

( 11 . 7 )

1 7
,
6 4 0

(5 4 . 6)

2 2
,
9 4 9

(5 6 . 2)

3 4 , 3 1 7

(4 4 . 3)

2 9 , 2 9 9

(4 1 . 7)

4 9 , 2 2 6

(5 3 . 3)

5 9 , 6 0 7

(4 5 . 2)

4 6 , 6 3 4

(4 9 . 3)

1 7 , 1 8 7

( 5 7 . 2)

3 7
,
9 3 1

( 4 臥7)

3 0
,
9 1 3

( 5 5 . 5)

1 7 6

( 0 . 5 )

5 7 6

( 1 . 4 )

2 2 5

( 0 . 3 )

17 1

( 0 . 2)

1 , 5 5 6

( 1 . 7 )

8 7 7

( 0 . 7 )

2 , 0 5 3

( 2 . 2 )

7 7

( 0 . 3 )

1 5 4

( 0 . 2 )

8 5 2

( 1 . 5 )

1 9

( 0 . 1)

1 8

( - )

3 7

( - )

1 4 7

( 0 . 2)

1 0

( - )

3 0

( - )

1 1 8

( 0 . 1)

3

( - )

8 9

( 0 . 1)

7 0

( 0 . 1)

6
,
6 7 6

( 2 0 . 6)

8
,
6 2 5

( 2 1 . 1)

1 9 , 9 9 0

( 2 5 . 8)

2 2
,
6 6 9

( 3 2 . 2)

1 2 , 6 0 0

( 1 3 . 6)

3 3 , 7 9 3

( 2 5 . 6)

1 6 , 0 4 9

( 1 7 . 0)

6 , 0 6 0

( 2 0 . 2)

1 9
,
0 4 4

( 2 4 . 4)

1 0 , 3 4 5

( 1 8 . 5)

8 6 7

( 2 . 7)

7 8 4

( 1 . 9)

2 , 6 4 4

( 3 . 4)

1 , 1 7 3

( 1 . 7)

4 , 1 3 6

( 4 . 5)

3 , 5 4 5

( 2 . 7)

3 , 3 1 0

( 3 . 5)

4 7 7

( 1 . 6)

1
,
1 1 3

( 1 . 4)

1
,
1 7 6

( 2 . 1)

1
,
5 7 5

( 4 . 9)

1
,
7 1 6

( 4 . 2)

1 , 8 6 6

( 2 . 4)

2 , 6 1 9

( 3 . 7)

1
,
0 9 2

( 1 . 2)

4 , 5 4 9

( 3 . 4)

1 , 9 9 9

( 2 . 1)

1 , 3 3 6

( 4 . 5)

2
,
4 2 9

( 3 . 1)

9 1 2

( 1 . 6)

50

( 0 . 2)

1

( - )

3 2
,
3 2 5

〔79 , 3〕

40 , 8 9 9

〔77 . 5〕

77 , 4 8 1

〔8 L O〕

70 , 3 9 3

〔85 . 4〕

92 , 4 0 0

〔90 . 9〕

13 2 , 0 5 2

〔82 . 8〕

94 , 5 0 6

〔76 . 5〕

30 , 0 0 6

〔87 . 3〕

78
,
0 3 7

〔82 . 6〕

56 ,
0 5 4

〔83 . 4〕群
平 均卜(

5

和魂ぞ急ヲ了ヲ】( 1 . 0)l ( 0 . 川 ( 2 2 . 1)l ( 2 . 7)】( 2 . 9 )l ( - )l 〔82 . 6〕?岩芋】( ｡ .…栂苧ヲl (
1

斬㌔;ヲ‡( - 佃細斬
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注) ( ) ほ 小計 に 対す る率 〔 〕 は 合計 に 対す る率
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表一5 災害関連事業の 採択件 数
一

覧表

( 金額 : 千円)

工 種 溜 池 頭 首 工 水 路 道 路 計

ヶ 所l 金 額 ケ所 l 金 額 ケ 所 l 金 額 ケ 所 l 金 額

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

▲

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

2

4

2 2

8

7

19

1 4

1 0

8 6

1 5

7
,
9 9 1

5 0
,
3 9 9

7 6
,
7 0 7

3 4 , 29 5

3 1 , 0 2 1

1 1 8 , 25 8

9 8 , 3 16

4 8 , 4 59

3 1 5 , 49 4

4 0 , 7 26

3

5

4

2

4

2

2

4

1

8 5
,
5 3 2

7 8
,
1 5 2

3 1
,
9 4 6

1 5 2
,
6 1 0

9 0 , 9 7 1

2 0 6 , 7 4 2

2 1 , 1 6 3

3 8 , 1 2 5

3 , 4 1 1針萱≡
1! 1

,
237

1

4

2

4

7

5

a

つ
叫

オ
.

t

一
川
ハ

叫

1】 2 , 9 21

51 5 1 , 0 4 9

2

1

2

9

5

7

L

仇

1

2

1
, 5 9 4

1
,
0 2 1

11 2 4
,
0 7 5

1 0

2 3

6 7

2 7

5 5

3 5

2 6

1 8

1 0 6

2 3

1 4 7 , 2 4 2

2 7 4 , 6 2 3

2 4 6 , 7 0 3

2 3 2 , 8 2 1

2 3 4 ,
2 7 2

三は4
,
9 7 8

1 7 5
,
0 0 3

6 7
,
5 5 6

4 2 0
,
5 5 0

1 1 1
,
4 6 8

均l((46 .如錦( 7 . 6完l 碑 ｡1 .謂1 芋茎昌子三芳いl (
1

らチ喜子t
l

l
11

, 0 0 5

( 4 . 8)ト(1｡喜買】
229

,
5 22

と
,

水 路が約 49 % ,
次 に 道路2 2 % ,

頭 首工15 % ,

溜他 の 7 % の 順 と な っ て い る
｡

(ヰ) 災幸関連事業

災害関連事業は , 災害復 旧事業 の み で ほ 将来復

旧施設 が 再 度災害を蒙 む る恐れ の あ る場 合に
, 復

旧施設 の 被害原因 の 除 去と, 復 旧施設 又 は こ れ と

関連す る 脆弱な る 残 存施設 を改良す るた め に 災害

復 旧事業と 合わ せ 行う事業 で ある
｡

近年に お け る災害関連事業 の 採択 は ,

表- ○

表- 5 の

と お り で
, 年平 均39 箇所と な っ て い る｡ ま た

,
そ

の 工 種 ほ 溜池が 約50 % で 圧倒 的に 多い
｡

災害復 旧事業は , 被災 した施設 を 旧 に 復す る こ

と が基 本 で あ り, 改良的復旧 が十 分に 出来 な い こ

と か ら , 今後は ,
こ の 災害関連事業を 活用 し

,
よ

り よ い 災害復 旧事業 の 推進を 図 る 必 要が あ る
｡

(5) 直轄災幸復旧事業

現 に 施行中の 直轄地 区 又 は 都道府県に 委託 して

施行中 の 代行地 区が , 異 常 な 災害 を 受 け た 場 合

直轄 災害復 旧事業採択地 区数
一

覧表
( 金額 : 千円)

災害年 地 区数 額話中 決 定 額l 補 助 率1 摘 要

53 3 地 区 485 , 0 0 0 4 80 , 7 8 5 4 3 8 . 3 8 5 73冤1 地震災 ‥ 旧迫

'

川, 名取川, 前線豪雨災 : 中信平

54 8 地 区 490 , 0 0 0 46 9 , 0 0 0 4 1 7 ,
1 5 8 9 8 . 4

融雪災 : 上 多和( 北海道) , 豪雨災 : 北海道沼幌 ,

外 6 地 区

55 1 1 地 区 200 , 0 0 0 2 7 . 4 2 5 1 7 . 6 9 9 1 0 01 前線豪雨災 : 福富干拓

32 地区 3
,
7 8 3

,
0 0 01 3

,
1 2 0

,
1 5 11 1

,
5 7 0

,
7 5 6 9 6 . 7

融雪災 : 北海道 = 2 地区, 前線豪雨 災 : 北海道 =

2 地区,
8 月災 : 北海道 = 2 6 地区, 台風災 : 北海

道 = 2 地 区

1 地 区 000006 ㈹085 7857
0
04 7 5 ･ 61 8 月災 : 一 ツ 瀬川

4 地区 000q
…042 9513222 2156502 9 3 21

4 月災 : 北海道 = 余 軋 地震災 : 小 田川, 屏風 山
能代

5 地区 000α951 953
･

4
-341 9967701 89 81

融雪災 : 輪島柳 臥 7 月 災: 北海道 = 太陽, 賀宴,

清畠,
三 石

60 41
前線豪雨 災 : 輪島柳 田, 9 月 災 : 北海道 = 標茶,

弟子屈

1 地区 】 1006 1 台風15 号災 : 北海道 = 統内

58 地 区110 00730 3516鮒8 742鵜6

/2503
,

区

17

地甲
. 4

年

6

/

合 計
728151
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は
,

土 地 改良法第88 粂( 急施 の 場 合) , 又 は 海岸法

第 6 粂 ( 主 務大臣の 直轄工事) 第 1 項 の 規定 に 基

づ い て
, 国 が 自 ら災害復 旧事業を 実施す る ｡

近 年 に お け る 直轄災 害復 旧事業地 区 の 採択状況

ほ , 表- 6 の と お り で
, 年平 均 お お む ね 6 地 区 程

度で あ る が , 昭 和56 年 の 北 海道 に お け る 多数の 地

区が採択 され た特異 な年 もあ る｡

また , 直轄災害復 旧事業の 国 庫負担率は , 当該

被災施設 に よ り受益 す る農地 に 係 る 受益 者を 資格

者と して
,

そ の ｢ 資格者数+ に よ り土 地 改良法施

行令第5 2 条 に 基づ き算定す る もの で
, 各地 区 の 国

庫負担率は 当該被災施設 の 資格者数に よ っ て 異 な

る こ と に な る｡
た だ し

, 干 拓事業に あ っ て は 国 庫

負担率は 100 % と して 実施 され て い る｡

採択地 区 の 平均事業費 ほ 概ね 1 危 1 千万 円 で
,

そ の 国庫負担 率ほ 約9 3 % とな り
, 基 本 事業 よ り高

率 と な っ て い る 事例 が 多く な っ て い る
｡

4 . 災幸先 生 時の 対応

災害 の 多く は , 予 知 する こ と が 困難 で
, 突発的

に 発生 す るた め , そ の 対 応策ほ 普段 か ら十 分 に 整

え て い る こ とが 必 要 で あ る
｡

不幸 に して 大 災害が 発生 した と き に は , まず 民

政の 安定を 第 一 に 考え , 早期 に 対応策 を立 て
, 被

害地 域 住民 に 安心 感を 与え る こ と が必 要 で ある
｡

そ の た め に は , 被害の 程度 を把捉す る た め に 的確

な 情報の 集収が 重要と な る
｡

そ の た め に は 災害の 大 小の 状況 に 即 した 全 体 の 指

揮 ･ 統括者, 各々 の 担 当者及 び 業務, 情報 の 集

収 ･ 伝達方法等の 体制 を 普段 か ら心 掛 け て お く必

要が ある｡ ま た
, 災害対 策は 通常業務 以上 の 人員

等が 必 要 で
, そ の 応援体制 の 準備も重要 な こ と で

あ る｡

5 . お ぁ り に

農地 ･ 農業用施設等 の 災害復旧制度ほ , 被災 し

た施設 を 旧 に 復す る こ とが 基本と な っ て い る
｡

し

か し, ある意味 で ほ 施設 の 維持, 更新の 役割も果

た して い る と 見る こ と が 出来 よ う｡
こ の よ う な こ

と か ら被災 した施設 を作 り変え る よ う な 時に は ,

十分 , 将来に 向け て 長 く撥能出来る よ う に 復 旧 計

画 を 立 案する こ と も必 要 で あ ろ う
｡

災害復旧事業を担当す る老 と して
, 毎日 の 天 気

予報を 気 に か け な が ら
, 本年 は 大 災害 の ない 良 き

年 で あ らん こ と を 念 じて い る も の で ある
｡

⑱ * 農 業 土 木事業 調 査 設計 *

※ 農業開発事業 に 関す る調査 ･ 計画 ･ 設計並 び に施 エ ･ 管理

※ 海外開発手套に対する農業土木技術 の コ ン サ ル テ ィ ン グ業務

※ 一 般土 木事業 の調査 ･ 計画 ･ 設計業務

※ 農業集落排水 の新規計画 ･ 設計 ･ 実施

雲悪日本農業土木コンサルタンツ
代 表 取 締 役 社 長 岡 本 勇

副 社 長 西 岡 公

本 社 東 京 都 港 区新 橋 5 丁 目34 番 4 号( 農 業 土 木 会 館 4 階)

分 室

仙 台 事 務 所

札 幌 事 務 所

T E L O 3 ( 4 3 4 )3 8 3 1
～

3

東 京 都 港 区西 新 橋 2 丁 目 8 番17 号( 平 家 ビ ル デ ィ ン グ 2 酪)
T E L O 3 ( 5 9 3 ) 2 0 3 1( 代 表)

仙 台 市 春 日 町 4 番 10 号( 曙 産 業 ビ ル 5 階)

T E L O 2 2 ( 2 6 3 )7 5 9 5 ( 代 表)

札 幌 市 西 区 発 寒 114 3 - 1 0 5

T E L O l l ( 6 8 4 ) 0 5 8 1
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【報 文】

災 害 復 旧 事 業 の 法 制 度
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1 . 災幸の 定義

あ る辞書に よ る と
, 災害と ほ , ｢ 異常 な自然 現

象や 人 為的原因 に よ っ て , 人 間 の 社会生 活や 人 命

の 受け る 被害+ と ある
｡

こ れ が ,

一

般的 な災害の

定義と 言 え る
｡

し か しな が ら, こ の 定義 は , 常識

的に 自然災害と 人 為災害と に 大別 して い るが
,

そ

の 含む 範囲 は 広 く な っ て い る｡

災害復旧 事業の 基本 と な る 災害対策基本法 に お

い て は
, 災害 の 定義 ( 法第 2 粂) を ｢ 暴風 , 豪雨,

豪雪, 洪水 , 高潮 , 地 震, 津波 , 噴火, そ の 他の

異常 な自然 現象又 は 大 規模な 火事若 しく は 爆発,

そ の 他そ の 及 ぼ す 被害の 程 度に お い て
,

こ れ らに 類する 政令で 定め る 原田 に よ り生 ず る

被害を い う｡+ と し, 同 施行令で ｢ 政令 で 定 め る

原因は
, 放射性 物質の 大 量 の 放出 , 多数 の 老 の 遭

難を 伴 う船舶の 沈没そ の 他の 大 規模 な 事 故 と す

る
｡ + と 定め て い る

｡

こ の よ うに , 災害に つ い て の 定義は い ろ い ろ あ

るが , 以後災害復旧 事業に お け る 災害と は ,
｢ 暴

風 , 洪水 , 高潮, 地 す べ り , 地 震, そ の 他異 常 な

る天 然現象-こ よ っ て 起る 人命 の 損傷, 建物, 作物

等 の 損失, 河川 , 道路, 港湾 あ る い は 農地 , 農業

用 施設 等の 損害+ を い う こ と とす る ｡

農地 ･ 農業用施設等が 損害を 蒙 っ た場 合で も ,

それ が 原田 不 明 で あ っ た り, ま た は 人 為的な 損害

書 構造改善局建設 部防災課

大 山 弘
*

(4) 災害関連事業 ‥ ‥ … … … ･ … … 2 3

(5) その 他臨時特 例措 置
‥ … … ‥ ･ … … ‥ ‥ … ‥ ‥ ‥ ‥ 2 3

(6) 激甚災害に 対処す るた め の 特別 の 財政

援助等 に 関す る法律
･

‥ ｢ 激甚法+
… … … ･ … … 2 3

4 . 法の 適用除外 = ‥ ‥ … … … ･ ･ ･ ‥ … 24

(1) 暫定法 に あ っ て は
･ ‥ ･ ‥ = ‥ … ･2 4

(2) 負担法に あ っ て は
… ･ ‥ ･ … … ‥ ‥

丁
… ･ ･2 5

(3) 直轄お よび 代行災害に あ っ て は
… … ･ ･ … … … ･

2 7

(4) 災害関連事業 に あ っ て は
･ … … ‥ ‥ ･ ‥ ‥ ･ … ‥ ‥ =

2 8

5 . ま とめ
‥ ‥ ･ … 2 8

で あ っ た 場 合ほ
, 災害と して 取扱わ な い こ とに な

る ｡ 異 常な る 天 然 現象に よ っ て 発生 した 災害に 対

して 国 は
,

そ の 復旧 あ る い は 損害 に 対 して い ろ い

ろ な 形 で 国 庫補助ある い は 融資 を 行 っ て い る
｡

2 . 災害復旧事業制度

( り 総 説

わ が 国ほ , 気象的に も 地理 的に も きわ め て 災害

を 受け 易い 自然環境に あ る た め
, 風 水 害や 地 震 を

中心 とす る天 災が , 各種の 態様を も っ て あた か も

年中行事 の よ う に 発生 し, そ の 度に 河 川 , 道路 ,

港湾, 農地 , 農林水 産施設 等あ らゆ る 面 に お い て

大 きな被害が 発生 して い る｡

河川 , 道路, 海岸等の 公 共 土 木施設 の 災害復旧

iこ つ い て ほ ,
｢ 公共 土 木施設災害復 旧事業費負担

法+ に よ り事業費 の
一

部 を国 が 負担 し で い るが
,

農 地農業用施設 等 に つ い て は ,
｢ 農林水 産業施設

災 害復 旧事業費 国庫補助 の 暫定措置 に 関す る 法

律+ に よ っ て 国 庫補助が 行わ れ て い る｡

又 現に 施行中の 直轄地 区又 は 都道府県に 委託 し

て 施行中の 代行地 区 が 災害 を受 け た場 合 は , 土 地

改良法及 び 海岸法に 基 づ い て
, 国 ( 代行事業 に あ

っ て は 都道府県) が 自 ら災害復旧 事業を 行 っ て い

る ｡

農地 関係 の 災害は , 農業生 産の 維持お よ び経営

の 安定 に 重 大 な支障 を及 ぼ し, ま た こ れ ら の 災害

復 旧事業費 の 負担 は 被災農民 の 経済に 影響する こ
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と が 大 で あ る こ と か ら , 古 く か ら 国の 助成 措置が

行わ れ て きた｡ そ の 経過 に つ い て ほ 前述 の と お り

で ある
｡

(2) 暫定法

農地 お よ び農林水 産業施設 の 災害復 旧事業に 対

す る 国 庫補助ほ , 前 出 の と お り昭 和25 年に 制定 し

た ｢ 暫定法+ に そ の 根拠 を持 っ て い る
｡

こ の 法律に 基 づ い て
, 同25 年 ｢ 施行令+ ( 政令)

お よ び ｢ 施行規 則+ ( 農林省令) が制定 され た｡

い わ ゆ る ｢ 暫定法+ ほ , 正 規 の 法制定 の と きま

で の 国 の 助成 措置の 実態を た だ 法制化 した も の で

あ っ て
, 名称自体 も ｢ ･ ･ … ･

の 暫定措置に 関す る法

律+ と い う 言草 で 示 され て い る よ うに
,

い ずれ適

当な時期 に は 合理 的 で 本 格的な 恒久 法の 制定 を 想

定 して い る も の で
, 法制定に 当 っ て の 国会 で の 質

疑 に 対 して も次 の よ うに 答え て い る
｡

◎暫定法制定 の 国会質疑 (第 7 回 国 会 ･ 参

議院 農林委員会 (25 年 4 月29 日))

質問 国 庫補助の 暫定 措置に 関す る ｢ 暫

定措置+ と い う の ほ どう い う 意味で

すか ｡

答 こ れ は ご 承 知 の よ う に 地 方財 政 委

員会と い う も の が で きま して
, 国 の

行う 事務, 地 方公 共 団 体 の 行う 事務,

国 の 負担する 経費 , ある い ほ そ の 相

互 の 負担 割 合, こ れ ら の 根本 原則 を

再 検討す る と い う こ と に な っ て お り

ま すの で , 災害 に つ い て も 自然そ う

い う と こ ろ で 検討 され る
｡

それ に よ り ま して ,
こ の 法律 に 書

い て あ る こ と と違 っ た 結 論 が 出 れ

ば
, それ に よ っ て 直 して い く ｡

そ の 根本 が 決ま るま で
,

ま ず現状

で や っ て い く ,
こ う い う意味 で ｢ 暫

定+ と 書 い て あるわ け で ありま す ｡

しか し な が ら
,

そ の 後本 格的 な 恒久 法に つ い て

の 検討 も行わ れ ない まま
, 毎 年発生 する 災 害に つ

い て 本 法が 適用 され
, 規定の うえ で 不 備な 点に つ

い て は
,

そ の 都度部分的に 改正 が 行わ れ , 現在 ま

で1 5 次 に わ た る改正 が 行わ れ て お り,
｢ 暫定法+ も

今 で は 既 に 恒久 的 な実績を 有 して い る
｡

3 . 災幸徳旧 事業に 関す る法令

災害復 旧事業 は 前述の よ う な 経緯に よ り 今日 に

い た っ て い る が
, 現在防災課災害対策室に お い て

実施 して い る 災害復旧事業 の 内容及 び 主 な 関係法

令は 次 の と お り で あ る
｡

(1) 農林水産業施設災書復旧事業♯国庫補助

の 暫定措置に 関 す る法律
‥ イ 暫定法+

∩ 暫定法施行令

○ 暫定法施 行規則

(彰 法の 目 的

こ の 法律は , 農地 , 農業用 施設 , 林業用 施設 ,

漁業用施設 及 び共 同利用 施設 ( 以 下 ｢ 農地 等+ と

い う
｡) の 災害復旧 事業に 要す る費用 に つ き 国 が

補助を 行い
,

も っ て 農林水 産業の 維持を 図 り , あ

わ せ て そ の 経営 の 安定 に 寄与する こ と を 目 的とす

る
｡

〔注〕

農地 , 農業用 施設
… …

構造改善局災害対

策室

林業用 施設･ … ‥ ‥ 林野庁

漁業用施設 ‥ ‥ ･ … … 水産庁

共 同利用 施設 … ･
･ …

大 臣官房総務課

② 農地 , 農業用 施設 の 内容

ラ. 農地 ‥ … ･ 耕作の 用に 供 され る土 地 をい

い
, 土 地 台 帳地 目 に よ っ て 区分 す るも の

で は な く , そ の 土地 の 現況 に よ っ て 区 分

する も の と し , 現 に 耕作 し て い る 土 地

( 肥 培管理 を 行 っ て い る 土地 を い う｡) で

あ っ て , 水 田及 び畑地 の は か 果樹園, 飼

料 作物栽培地 , 苗圃,
わ さ び 田 ,

は す 田,

くわ い 田 , 茶園, 桑園, 石 垣 い ち ご 畑等

イ . 農業用 施設 …
… た め 池 , 頭 首 工

, 水 路,

揚水機, 堤防 (海岸を 含む ｡) 道路, 橋梁

及 び 農地 保全 施設

(2) 公 共土 木施設災幸徳旧事業♯国庫 負担 法

… ｢ 負担法+

○ 負担 法施行令

○ 負担法施行規則

① 法の 目的

こ の 法律は
, 公共 土 木施 設 の 災害復旧 事業費に

つ い て
, 地方 公共 団体 の 財政力に 適応する よ う に

国の 負担 を定 め て
, 災害 の 速や か な 復旧 を 図 り ,

も っ て 公共 の 福祉 を確保す る こ と を 目 的とす る｡

(参 事業 の 内容

負担法 で ほ
,
1 . 河 川

,
2 . 海岸,

3 . 砂防施設 ,
4 . 林

地 荒廃防止 施設 , 5 . 地 す べ り防止 施設
,
6 . 急傾斜

地 崩壊防止施設,
7 . 道路 ,

8 . 港湾,
9 . 漁港,

1 0 . 下水

道 を対象施設 と して い るが 構造改善局で は こ の う
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ち
,

2 の 海岸と 5 の 地 す べ り 防止 施設 を本 法律 を

基 に 復 旧事業を 行な っ て い る｡

そ の 内容 は
, 海岸法に よ っ て 管理 さ れ て い る海

岸 の う ち , 構造改善局専管区 域, 他省庁と の 二 重

管理 又 は 共 管 区域 の 堤防, 護岸, 突堤そ の 他海岸

を 防護 す る た め の 施設 及 び地 す べ り等防止 法 に 基

づ く農 地農業用 施設 に 係 る 地 す べ り防止 施設 に お

け る 災害復 旧事業 で あ る
｡

(3) 土 地改良法

現に 施 行中 の 直轄 地 区 又 ほ 都道府県 に 委託 して

施行中の 代行地 区が
, 暫定法第 2 条第 5 項 又 ほ 負

担法第 2 条第 1 項 に 規定す る 災害 を 受 け た 場 合

は , 土 地 改良法第88 条 ( 急施の 場合) , 又 は 海岸

法第 6 条 ( 主 務大臣の 直轄工 事) 第 1 項 の 規定に

基づ い て
, 国 ( 代行事業に あ っ て は 都道府県) が

自 ら実施 す る事業を 直轄 及 び 代行 災害復 旧事業と

い う｡

(4) 災書関連事業

(関連事業ほ
, 暫定法 ･ 負担 法 双方 に 関係す る

が こ こ で は 暫定法に 関す る も の の み 記述す る)

○ 通達 (農林事務次 官)

(彰 事業 の 目的

災害復旧事業 の 実施 に 当 り, 被災施設 に 関連す

る 未被災施設 の ぜ い 弱 な部分の 補強や 改良工 事を

災害復旧 事業と 併せ て 実施す る こ と に よ り
, 災害

復旧 事業と して 施 行 した農業用 施 設 の 再 度災害を

防止 する
｡

② 事業内容

農業用施設 (農地 保全 を 除 く) の み の 工 種 に 適

用 す る
｡

こ の 外, 負担法関係施設 に も 災害関連事業 があ

るが こ こ で は 省略する こ と と す る
｡

(5) その 他岳時特例措定

臨時特例 的 な措置と して 下 記の もの が過去 に お

い て 実施 され て い る
｡

(彰 湛水 排除事業

暴風 雨 , 豪雨 等 に 伴 っ て 河 川 等 の 堤 防 が 破壊

し, 又 は 堤防か ら溢水 して 農地 等が 湛水 し
, 湛水

状態 が 継続 して 農作物 の 生 産又 は 農地 管理 の 面に

重大 な支障を及 ぼす場 合 行わ れ る も の で 激甚災害

に ｢ 指定 され た 災害 に よ る事業+ と ｢ 指定 され な

い 災害に よ る事業+ と に 分 け られ る
｡ 各 々 の 条件

の も と に 助成 措置が講 じられ るが
,

こ の 事業は 被

害の 規模が 大 き い 場 合に の み 予算補助 され る も の

で ある
｡

な お
,

こ れ らに 係 る ｢事務取扱要綱+ 及 び ｢ 査

定要領+ が 定め られ て お り , 最近に お い て は
, 昭

和53 ,
5 4

,
5 5

,
6 0

,
6 1 年に 実施さ れ た

｡

② 干 害応急対策事業

こ の 事業ほ , 通 常の 渇水 で は 既存水 源に よ り用

水 確保 の 可 能 な農地 が 異常な 干 天 が 連続 し た た

め , 水 源 が枯渇 し, そ の ま ま 放 置す れ ば 農作物が

枯死 す る よ う な事態 が全 国的 に 発生 し
, 各地 の 農

民が 自主 的 に 応急対策事業 を行 い
, 農作物 の 被害

を 防止 した が不 測 の 経費支 出 と な っ た た め 農業経

営 の 安定 が期 せ ら れ な く な っ た場 合実施 され る も

の で 臨時特例 的に 予算措置 され る も の で あ る
｡ 最

近に お い て は 昭 和4 2
,
4 3 ,

48 ,
5 3 年に 実施 された ｡

③ 除塩 事業

災害に よ っ て 農地 に 海水 が 浸 入 し, 塩 害を 受け

た た め ,
こ れ を 除去 す る 目 的で 市町 村 ･ 土 地 改良

区 等が 応急的に 行 っ た か ん が い 排 水 施設 の 設 置ま

た は 変更,
揚水 榛に よ る用 排水 , 客土 , 石 灰 等の

施用 に 対 し, 必 要 に 応 じて 国 が 助成 措置も 行う も

の で あ る
｡
( 最近に お い て は 昭和3 5

,
3 6

,
4 5 年に 実

施 され た
｡
)

(6) 激甚災書 に対処する ため の特別の 財政援

助等に 関 する法律 ･ ‥ ｢ 激甚法+

○激甚法施行令

こ の 法律は
,
｢ 国 民経済に 著 しい 影 響を 及 ぼ し

,

か つ
, 当 該災害に よ る地 方財 政 の 負担を 緩和 し

,

又は 被災者に 対 す る 特別 の 助成 を 行 う こ とが 特

に 必 要と 認め られ る 災害が 発生 した 場 合に ほ+ あ

らか じめ 中央防災会議 の 意見を聴 い た上 , 政令 を

も っ て そ の 災害を ｢ 激 甚災害+ と し て 指定 し, 適

用 す べ き措置を あ わ せ て 指定す る こ と と な っ て い

る｡

(丑 法の 目 的

第 1 粂 こ の 法律ほ , 災害対策基本法 ( 昭 和3 6 年

法律第 2 23 号) に 規 定す る 著 しく 激甚で ある 災

害 が発生 した 場 合 に お け る 国 の 地 方公 共 団 体に

対す る特別 の 財政援助又 は 被災者に 対す る 特別

の 助成 措置に つ い て 規 定す るも の と す る ｡

② 暫定法関係 の 指定基準

ア . 激甚 災害指定基準

法第5 条 (農地 等 の 災害復 旧事業等 に 係 る補助

り 特別 措置) の 措置を適用 す べ き激甚災害 は , 次

の い ずれ か に 該当す る 災害と する
｡

( A 基準) 当 該災 害に 係 る 農地 , 農業用 施設 ,

林道の 災害復旧 事業の 事業費 の 査定見

- 23 - 水と土 第71 号 19 8 7



込 額が
, 当該年度 の 全 国農業所得推定

額の お お む ね0 . 5 % を こ え る 災害｡

( B 基準) 当該災害 に 係 る農地 , 農業用 施設 ,

林道の 災害復 旧事業 の 事業費 の 査定見

込 額が , 当該年度 の 全 国農業所得推定

額 の お お む ね0 . 1 5 % を こ え る災害 で あ

り
,

か つ
,

一 つ の 都道府県 の 区域 内に

お け る 当該災害 に 係 る農地 , 農業用施

設 , 林道 の 災害復 旧事業 の 事業費 の 査

定見込 額が 当該年度 の 農業所得推定額

の 4 % を こ え る都道府県又 は そ の 査定

見込額 が お おむ ね1 0 億 円 を こ え る 都道

府県が 1 以上 あ るも の
｡

イ . 局地 激甚災害指定基準

当該市 町村 の 区域内に お け る当該災害に 係る農

地 , 農業用 施設 , 林道の 災害復旧事業 の 査 定事

業費が 当該市 町 村 に 係 る当該年度の 農業所 得推定

額 の 10 % を こ える 市町 村 ( 当該 査定 事業費 が

1 千万 円未満 の も の を除く
｡) が , 1 以 上 ある 災

害｡
た だ し, 上 記 に 該当する 市町 村 ごと の 当該査

定事業費 の 合計額が 5 千 万 円未満 で ある場 合を除

く
｡

③ 負担法関係 の 指定基準

ア . 激甚災害指定基準

( A 基準) 事業費 の 査定見 込 額が
, 全 国 の 都道

府県及 び 市町 村の 当該年度の 標準税 収

入 の 総額の お お む ね4 % を こ え る 災害｡

( B 基 準) 事業費 の 査定見込額 が
, 全 国 の 都道

府県及 び 市 町 村の 当該年度の 標準税収

入 の 総額の お お む ね 1 . 2 % 相 当額 を こ

え る災害 で あり , か つ
, 次の 要件 の い

ずれ か に 該当する も の
｡

① 都道府県が 負担す る事業費 の 査 定 見 込 額

が , 標準税収入 の 1 倍 を こ え る都道府県 が 1

以 上 ある こ と ｡

② 市町 村が そ の 費用 を 負担す る事業費 の 査定

見込 額が , 標準税収入 の 総額 の0 . 2 5 倍 を こ え

る都道府県が 1 以 上 ある こ と
｡

イ . 局地 激甚災害指定基準

当該市町 村が そ の 費 用 を 負担す る査定事業費が

当該市町 村の 当該年度の 標準税収 入 の 2 倍 を こ え

る市 町 村 (当該査定事業費 の 額 が 1 千 万 円未満 の

も の を 除く｡)
_
が 1 以上 ある災害

｡

た だ し
, 市町 村 ご と の 当 該査定事業費 の 合計額

が お お む ね 1 億円 未満 で あ る場 合を 除く｡

ヰ. 法の適 用除外

被害を 受け た農地 お よ び農業用 施設 等を 災害復

旧 事業と して 申請す るた め に ほ
, 法律 で 定め られ

て い る 条件を 満たす も の で な け れ ば な らな い が
,

暫走法 ･ 負担 法で は 逆 に 法律 の 適用 を 受け な い 事

項 (法 の 適用 除外規定) を規定 して い る｡

つ ま り こ の 規定 以外 は
, 法律の 適用を 受け , 災

害復旧 事業と して 申請出来 る こ と と な る ｡

(1) 暫定法に あ っ て は

① 1 箇所の 工 事費が3 0 万 円未満, ②被災の 事実

の な い も の
, ③異常 な る天 然現象 に よ ら な い も

の
, ④過年災害に よる も の

, ⑤経済効 果小 の も の
,

⑥対象外施設 お よび 他の 事業と 重復 した も の
, ⑦

維持工 事 と 見られ るも の
, ⑧設 計不 備,

施工 粗漏,

維持管理 不 良に 起因 する も の
, ⑨他事業の 工 事 中

の 災害, ⑲被災の 小 さ い 農地
, ⑪小規模施設 の 災

害は 法律の 適用除外と な っ て い る ｡

こ の 場合 に お い て
,

ア . 1 箇所工 事と は , 常識的な意味 の 他 に
,

次

の 場 合 に も 1 箇所 と して 取扱われ て い る｡

a . 1 の 施設 に つ い て 災害に か か っ た 箇 所 が

1 00 m 以 内の 間隔 で 連続
.
して い る 場 合｡

b . 1 の 施設 に つ い て 災害に か か っ た 箇 所 が

1 00 m を こ え る 間隔 で 連続 して い るが
,
工 事 を

分離 して 施行する こ と が
, 施設の 効用上 困難

又 ほ 不 適当な 場合｡

C
. 2 以上 の 施設 に 係る 災害で あ る が

,
工 事 と

分 離 して 施 行す る こ と が 両施 設 の 効用 上 田難

文 は 不 適当な 場 合｡

な お , 上 記の 場 合 で あ っ て も , 工 事 を施行す

る老が 2 以 上 ある 場合に は , 1 箇所 とほ 取扱わ

れ な い
｡

イ . 異 常 なる 天 然 現象と は
, 異 常 な 天然 現象 と

して
, あらゆ る 天 然現象に 共通 した異常 の 尺 度 を

求め る こ と は 不 可 能 で
, 結局ほ 社会通念に 基づ い

て 判断 しなけ れ ば な らな い が
, 次 の 場 合に あ っ て

は 異常 な天 然現象軒こよ る 災害で な い と さ れ て い

る｡

a
. 雨 量 : 被災当時に お け る 最大24 時 間雨 量

が80 m m 未満 で あ っ た 場 合に 生 じた 災害,
た

だ し
, 最大24 時間 雨 量 が8 0 m m 未満 で あ っ て

も, 連続雨 量 も し く は 時 間雨 量 が 大 (概ね

2 0 m m / b) で あ っ た 場 合,
ま た は 上 淀地 域 の

異常降雨 に よ る 河 川 等の 洪水 も しく ほ 増水 に
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よ っ て 発生 した 場合は ,
こ の 限 り で な い

｡

b . 洪 水 : 被災当時に お け る被災施設の 所在

箇所 の 水 位 (警戒水 位の 定め が な い 場 合 は 河

岸高 〔低水 位 か ら天 端ま で を い う｡〕 の 5 割

程 度 の 水 位) が 警戒水 位未満 の 場 合 に 生 じた

災害｡
た だ し

, 河床の 低下 等河状の 変動 に よ

り警戒水 位が 不 適当な 場 合ま た は 融 雪出水 の

よ う に 比 較的長 期に わ た る場 合 ほ こ の 限 り で

な いb

C
. 風 速 : 最大 風速が1 5 m 未満 で あ っ た 場 合

に 生 じた 災害｡

d . 干 害 : 連続干天 日 数 ( 日 雨量 が 5 m m 未

満の 日 を 含む ｡) が 2 0 日未満 で あ っ た 場 合に

生 じた 災害｡

こ れ らの 基準を 基と して 異常 な天 然現象 で あ る

か 否 か の 判断を する と と も に
, 被災の 事実が あ っ

た か 否 か に よ っ て
,

｢ 災害+ の 有無が 判断さ れ る

こ と に な る
｡

ウ . 経済効果小の も の と は
,

a
. 傾斜が2 0度 を こ え る農地 ( そ の 農地 に か か

る施設を 含む｡ ) ｡

｢ 測定単位+ 個 人に か か る
一

筆が 明 らか に

一

区画 で ある も の は
一

筆を 単位と し,

一

区 画

の 中に 複数の 筆 が あ る場 合 で あ っ て も 営農上

一

単位 と して 営農作業が 行わ れ て い る 区 画 に

つ い て ほ
一

区 画 を単位 とす る｡

b . 土 層の 厚 さが40 セ ン チ メ ー ト ル 未 満 の 農

地｡

C
. 土性 が あら い 砂土 , 火山 灰 , 火 山 れ き, ま

た は 高位 で い 炭土 の 農地 ｡

d . 当該農地 と関連 の あ る他の 工 事が 完了 しな

けれ ば 効果の ない 農地
｡

e . 有効幅員1 . 2 メ ー

ト ル 未満 の 農業用 道路(橋

梁を 含む｡ ) ｡

f . 事業費限度額の 金 額を こ え る 農地 ｡

エ
. 維持 工 事 と見 られ るも の と は

,

a . 右 横, 石 張 の 破損防止 用 空隙 コ ン ク リ ー ト

塀充 の み の 工 事
｡

b . 右 横, 石 寮の 差 狂 修正
,

ま た は 欠脱補充 の

み の 工 事｡

C . 随道巻立 コ ン ク リ
ー

トの 軽微 な亀裂 の 修繕

の み の 工 事｡

d . 木工 沈床方格材の 軽微な破損の 修繕, 小量

脱石 の 補元の み の 工事｡

e . 小量 捨石 の 補充｡
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f . 堤防護岸等に 直接影響の な い 程度の 河床等

の 低下 に 対す る軽微な 工 事｡

g . 堤体に 被害の な い 場合の 漏 水 止 め の み の 工

事｡

b . 橋梁 の 高欄ま た ほ 極道等の 照 明設 備 の み の

工 事｡

i . そだ
, 雑石 程 度の 井堰に か か る工 事｡

オ . 維持管理 の 不 良と は
,

a . 柵工 , 枠工 , 木工 沈床, 木橋等 の 腐朽部放

置 に よ るも の
｡

b . 水 門, 極門等 の 通常管理 の 不 良に よ る も の
｡

C
. 堤防の 耕作等に よ る 当該堤 防 の 災害｡

d . 以 前に 生 じた 災害に 係 る復 旧 工 事が30 万 円

未満 の も の で あ る こ と
, 当該災害 が異常 な天

然 現象に よ らな い も の と認 め られ る こ と 又 は

当該復旧 工 事が 維持工 事 と認 め られ る こ と を

理 由と して 国 庫補助の 対象 と され な か っ た 箇

所に つ き, 当該被災施設 の 復 旧 に 着手す る以

前に 生 じた 新た な 災害で 次に 掲げ る も の 以 外

の も の ｡

● 当該復旧工 事に 着手す る時間 的余裕の な

い とき新た に 生 じた 災害｡

● 当 該復 旧 工 事 が完成 して い た と して も 新

た に 当該箇所 に つ き被害が 生 じた と朗ら

か に 想定 され る 程 度の 大 災害｡

カ . 他工 事施行中に 生 じた 災害と は
,

施工 の
一

部が 竣 工 し
,

そ の 施設がす で に 独 立

して 効 用 が発揮 して い る場 合は
, 国庫補助の 対

象 と な るが
, 他 は 手戻 工 事 で 復旧 する

｡

キ . 被災の 小 さい 農地 と は ,

a . 土 砂流 入 の 各筆に お け る 流入 量 の 平均厚 さ

が
, 粒径 1 ミ リ メ ー ト ル 以 下 の 土砂 は 2 セ ン

チ メ ー ト ル
, 粒径0 . 2 5 ミ リ メ ー ト ル 以下 の 土

砂 に あ っ て ほ 5 セ ン チ メ ー ト ル に 満 た な い 農

地 に 係 るも の
｡

b . そ の 筆に お け る 流失 耕土 の 平均厚が 1 割 に

満た ない 農地 に か か る も の
｡

ク . 小規模施設

a . 道路の 路面 ま た は 側溝 の み に 係 る工 事｡

b . 道路上 の 崩壊土 除去 の み で 交通可 能 な巾が

1 . 2 メ ー ト ル 以上 ある場合｡

(2) 負担法に あ っ て は

① 1 箇所の 工 事の 費用 が , 都道府県又 は 地 方

. 自治法

第25 2 粂 の19 第 1 項の 市 ( 以 下 ｢ 指定市+
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と い う
｡
) ( 都道府県 又 ほ 指 定 市が 加 入 して い

る 地 方公 共 団体 の 組 合 及 び 港務局 で あ っ て 都

道府県又 は 指定市が そ の 組織に 加 わ っ て い る

も の を 含む ｡) に 係 る も の に あ っ て は 6 0 万 円

に
, 市 ( 指定市 を除く ｡ 以 下 同 じ

｡) 町 村( 市

町 村 の 組.合及び 市 町 村の み で 組織 して い る 港

務局を 含む ｡ 以 下 同 じ｡ ) に 係る も の に あ っ

て は 30 万 円 に 満 た な い も の
｡

② 工 事の 費用に 比 して そ の 効果 の 著 しく小 さ

い も の

③ 維持 工 事 と み る べ きも の

④ 明 らか に 設計 の 不 備又 は 工 事施行 の 粗漏 に

基 因 して 生 じた も の と認 め られ る 災害 に 係 る

も の

⑤ 甚だ しく維持管理 の 義務 を怠 っ た こ とに 基

因 して 生 じた も の と認 め られ る 災害に 係 る も

の

⑥ 河川
, 療湾及 び 漁港の 捜 そ くに 係 る も の

｡

た だ し
, 維持上 又 は 公 益 上 特に 必 要と 認め ら

れ る も の を除く
｡

⑦ 天 然 の 河 岸及 び 海岸の 欠壊に 係る も の
｡

た

だ し, 維持上 又 は 公 益 上 特に 必要 と 認め ら れ

る も の を 除 く ｡

⑧ 災害復旧 事業以 外の 事業の 工 事施行中に 生

じた 災害に 係る も の

⑨ 前高 1 メ ー ト ル 未満の 小堤, 幅員 2 メ
ー

ト

ル 未満 の 道路そ の 他主 務大 臣 の 定め る 小規模

な 施設 に 係る も の ｡

⑲ 異常 な る 天 然現象 に よ らな い も の
｡

の 災害 は 法律 の 適用 除外 とな っ て い る ｡

こ の 場合 に お い て
,

ア .

′
1 箇所 の 工 事と は

,
1 の 施設 に つ い て 災 害

に か か っ た 箇所 が50 メ ー

ト ル 以 内 の 間隔 で 連続 し

て い る も の に 係 る 工 事並 び に 橋 , 水 制 , 床 止 め そ

の 他 こ れ らに 類する 施設 に つ い て 災害 に か か っ た

箇所が5 0 メ ー

ト ル を 超え る 間 隔 で 連続 して い る も

の に 係 る 工 事及 び こ れ ら の 施 設 の 2 以 上 に わ た る

工 事 で 当該工 事 を分 離 し て 施行す る こ と が 当該施

設 の 効 用 上 困難又 は 不 適当な も の は , 1 箇所 の 工

事 と み なす
｡

た だ し, 当該工 事を 施 行す る地 方 公

共 団体が 2 以 上 あ る も の に つ い て は ,
こ の 限 り で

な い
｡

イ . 維持工事 と み る べ きも の と は ,

a
. 石積 み 又 は 石 張 り の 破損 を防止 す る た め の

コ ン ク リ ー ト突込工 事

b . 直 ち に 破損す る お そ れ が な く ,
か つ

, 他 に

被害を及 ば す お それ が な い 石 積み 又 ほ 石 張 り

等 の 差 狂 い の 修正 の み 又 は 欠 脱の 補充の み の

工 事若 しく は 問 詰め の み の 工 事

C
. 随道 の 巻立 コ ン ク リ ー ト の 軽微な き裂を修

簿す る工 事

d . 木工 沈床 の 方格材 の 軽微 な破損 の 修繕の み

の 工 事 又 ほ そ の 小量 の 脱石 の 補充 の み の 工 事

e . 照 明 設備 の み の 工 事

f . 小量 の 捨 石 を補充す る の み の 工 事

g . 堤体 に 被害 の な い 場 合 の 漏水 止 め の み の 工

事

h . 堤防, 護岸等 に 直接影響の ない 程 度の 海岸

施 設 の 低下 に 対す る根固 め
, 床止 め 又 は 突堤

の み に 係 る工 事

i 地す べ り防止 施設 の 安定 に 影響 しな い 程 度

の 盛 土 の 流出の 補充 の み の 工 事

j ア か ら ケ ま で に 掲げる も の に 賛す る 工 事

り . 甚だ しく 維持管理 の 義務を怠 っ た こ と に 基

因 して 生 じた も の と 認め られ る 災害と ほ
,

a
. 柵工 , 枠 工

, 木工 沈床等 の 甚だ しい 腐朽に

よ り こ れ らの 施設 に 生 じた災害

b . 水 門, 樋門等海岸 に 設 け られ た 施設 の 操作

そ の 他の 管理 の 甚 だ しい 不 良に よ り当該施設

に 生 じた 災害

C
. 堤防 に お け る 耕作等に よ り 当該堤防に 生 じ

た 災害

d . ア か ら り ま で に 掲げ る も の に 類 す る 災害

エ
. 維持上 又 ほ 公 益 上 特に , 必 要 と 認め られ る

と は ,

a . 天 然の 海岸が 欠壊 した た め , 人家, 公共 施

設 , 農地等 が流失 した場 合, 隣接 の 堤防若 し

く は 護摩が 損傷 した場 合 ,
当該天 然 の 海岸が

堤 防と して の 効 用 を果 し得 なく な っ た 場 合又

は こ れ らの お それ が大き い 場 合 に お け る当 該

欠 壊 に 係る も の
｡

b . そ の 他 ア に 掲げ る も の に 類する も の
｡

オ . 災害復旧 事業以 外の 事業の 工 事施行中に 生

じた 災 害と は
, 災害復旧事業以外 の 事業の 着工 の

日 か ら成 功 認定検査 の 完 了 の 日 ( 成 功認 定検査が

遅れ て い る 場合 に お い て は 書塀, 写真等に よ っ て

そ の 工 事 が し ゅ ん 工 した 事実 を確認す る こ と が で

きる 日) ま で の 間に 生 じた 災害を い う｡

カ . 異 常 な る 天 然現象 とは-

a
. 最大24 時間 雨 量 が80 ミ リ メ ー

ト ル 未満で あ
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っ た 場 合に 生 じた 災害｡ た だ し
, 最 大2 4 時間

雨量 が8 0 ミ リ メ
ー

ト ル 未満で あ っ て も時 間雨

量 等 が特 に 大 で あ る場 合に 生 じた 災害は
,

こ

の 限 り で な い
｡

b . 最大 風 速 が1 5 メ ー

ト ル 未満で あ る 場 合 に 生

じた 災害

C 暴風 若 しく ほ そ の 余波に よ る 異常 な高潮若

しく は 波浪( う ね り を 含む
｡) 又 は 津波 に よ り

発生 した 災害 で
, 被災の 程 度が 比較的大 で あ

る と認め られ ない も の ｡

d . 地 す べ り に よ り■発生 した 地 す べ り防止 施 設

の 災害に あ っ て ほ , 地 す べ りが 発生 した 区 域

の う ち , 被災前の 地 す べ り 防止 施設 に よ り 一

定の ブ ロ
ッ ク が概成 して い ない 場 合に お け る

災害｡

(3 ) 直轄お よび代行災幸に あ っ て は

① 維持工 事と み る べ き も の

ア . 直 ちに 破損す る お そ れ が な く
,

か つ
, 他に

被害を 及 ば す お そ れ が な い 石 積 み 又 ほ 石 張 り等の

差狂 い の 修正 の み 若 しく は 欠脱の 補充の み の 工 事

又 ほ 問詰 め の み の 工 事

イ . 随道 の 巻立 コ ン ク リ ー トの 軽微な き裂の 修

緯 の み の 工 事･

ウ . 小量 の 捨石 の 補充の み の 工 事

エ
. 堤 防, 護岸等に 直接影響の な い 程度の 河 床

又 ほ 海岸地 盤 の 低下 (基礎工 が 露出 して い な い 場

合又 は 露 出 した 場 合 で あ っ て も 堤防, 護岸等の 安

定 に 支障が な い 程 度の 低下 を い う
｡
) に 対する床 止

め
, 根固 め 又 は 突堤の み に 係る工 事

オ . 堤体に 被害の な い 場 合 (原則と して 漏水 止

め の 応急工 事を 施行す る必 要が な い 場 合を い う ｡)

の 漏水 止 め の み の 工 事

カ . そ の 他前各号 に 掲げる も の に 類する 工 事

② 明 らか に 設計の 不 備又 ほ 工 事施行の 粗漏に

起因 して 生 じた も の と認 め られ るもの

し ゅ ん 功検査 ( 中 間 検査 を含 む ｡) 等の 結

果, 工 事の 出 来高が不 足 して い る も の 又 は 工

事の 施行が 粗漏 で 施行の 目的 を達 して い な い

も の と 指摘さ れ
,

これ ら に つ い て 事業所 長 又

ほ 地 方農政局長 (代行事業に あ っ て は 都道府

県知事) が 手直 しあ るい は 補強 工 事を 命 じた

箇所 で
, 当該工 事が 未完了 で ある こ と に 起因

して 生 じた 災害

③ 甚 しく維持管理 の 義務を 怠 っ た こ と に 起因

して 生 じた も の と 認め られ るも の

水 門, 樋門等河 川 又 は 海岸 に 設 け られ た 施

設 の 操作, そ の 他管理 の 甚 しい 不 良に よ り 当

該施設 に 生 じた 災害

④ 異常な 天 然現象に よ り 生 じた も の の う ち
,

ア . 河 川 の 出水 に よ る 災害に あ っ て は
, 被災当

時に お け る 被災施設の 所在箇所の 水位 が警戒水 位

〔警戒水 位の 定め が な い 場 合は 河岸高 (低 水位 か

ら天 端ま で の 高 さを い う｡) の 5 割程 度の 水位〕

未満 の 場 合に 生 じた 災害｡ た だ し, 河床 の 低下等

河状の 変動に よ り警戒水 位が 不適当な場 合 又 ほ 融

雪 出水 の よ う に 比 較的長 期に わ た る場 合は ,
こ の

限 り で な い
｡

イ . 降雨 に よ る災害 に あ っ て は
, 被災の 当時に

お け る最大24 時 間雨 量 がSO m m 未満 で あ っ た 場 合

に 生 じた 災害｡ た だ し
, 最大24 時間雨 量 が80 m m

未満で あ っ て も次 の a か ら C ま で の
一

に 該当 す る

場 合は ,
こ の 限 り で な い

｡

a 連続雨 量 又 は 時間 雨 量 (概ね 2 0 m m /b 以

上) が大 で あ っ た 場 合

b . 上 流地 域の 異常降雨 に よ る 河川 等の 洪水 又

は 増水 に よ っ て 発生 した場 合

C 火山 噴火の 噴出物 の た い 積 に よ り上 流地 域

の 状況 が 著 しく 変化 した 場 合

り . 暴風 に よ る災害に あ っ て ほ
, 最大風 速 ( 10

分間平均) が 15 m / S e C 未満で あ っ た場 合 に 生 じ

た 災 害｡

エ
. 暴風若 しく ほ そ の 余波に よ る 異常 な高潮若

しく は 波浪( うね り を 含む
｡) 又 ほ 津波 に よ り発生

した 災害 で
, 被災の 程 度が 比 較的大で あ る と認 め

ら れ な い もの ｡

の 災害 は 法律の 適用 除外 とな っ て い る が
, 直轄 お

よ び 代行災害復 旧事業 に あ っ て ほ 同時に 次の 条件

も 満足す る必 要 が ある｡

(彰 土地 改良事業 に 係 る災害

ア . 事業実施中の 場 合

a . 直轄事業 (要綱第 2 の(1) , 運 用 1 の(1))

現に 国 が法第8 5 条 < 3 条資格者15 人 以 上 の

申請事業 >
, 第8 5 粂 の 2 < 市 町 村 の 申請 事

業 > , 第8 5 粂 の 3 < 土地 改良区が 申請す る 施

設更新事業 > , 第8 5 粂 の 4 < 地 方公 共 団体等

に よ る 1 人 申請事業 > 及 び 第87 条の 2 < 非申

請事業 > の 規定 に 基 づ い て 実施 して い る 土 地

改良事業地 区 に つ い て は , 1 地 区 の 復旧事業

費 ( 当該地 区 内に お け る 1 箇所の 復旧 事業費

7 5 万 円 以上 の も の の 合算額を い う｡) が2 50 万
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円 以上 で あ り
,

か つ
, 当該地 区 に お け る直轄

事業 の 当該年度残 事業費 の 10 0 分 の 1 を超 え

る も の に 限 る
｡

b . 管理 事業 (要綱第 2 の(1)
, 運用 1 の(1))

現 に 国が 法第85 条の 規定に 基づ い て 実施 し

て い る国 営造成 施設 管理 事業 地 区 に つ い て

は , 1 地 区 の 復 旧事業費 (当該地 区 に お け る

1 箇所 の 復 旧事業費7 5 万 円以 上 の も の の 合算

額 を い う｡ ) が2 50 万 円以 上 の 場 合｡

C
. 代行事業 (要綱第 2 の(1) , 運用 1 の(2))

現に 都道府県知事が 法第89 粂( 工 事 の 委任)

の 規定 に 基 づ い て 農林水 産 大 臣 か ら 工 事 の 委

任 を受 け て 実施 して い る土 地 改良事業地 区 に

つ い て は ,
1 箇所 の 復 旧事業費が75 万 円 以 上

の 場 合｡

イ . 事業完了 後 の 場 合

a
. 事業完 了 か つ 管理 未委託 (要綱第 2 の(2) ,

運 用 1 の( 2)及 び 2 )

基本事業 が完 了 〔｢ 土地 改良財産 の 管 理 お

よ び 処分 に 関す る基 本 通 達に つ
十

､ て+ ( 昭 和

41 年7 月2 1 日付 け4 1 農地 B 第34 57 号 < 管 > )

の 第 3 の 3 - 土 - 5 - 2 の 規定に よ っ て
, 直

轄事業 に あ っ て は 地 方農政局長 (北海道に あ

っ て は 北海道開発局長, 沖縄県に あ っ て ほ 沖

縄総合事務局長) が 構造改善局長 に 対 し工 事

完 了届 を発送 した 時, 代行車業に あ っ て ほ 地

方農政局長 に お い て 土 地 改良法施行規則 ( 昭

和24 年農林省令第75 号) 第65 粂第 2 項 の 規定

に よ る都道府県知事か らの 工 事完了 報告を 受

理 し
, 当該 工 事 し ゅ ん 功を 認定 し た 時 を い

う｡ 〕 した も の で
, 当該土 地 改良財産を 未だ 法

第9 4 粂 の 6 ( 国有土 地 物件の 管理 及 び 処 分)

の 規定 に 基づ き土 地 改良区 等に 管理委託を 了

して い な い 地 区 に つ い て は , 1 箇所の 復旧事

業費が7 5 万 円以 上 の 場 合｡

b . 開拓事業の 特例 ( 要綱第 2 の(3) , 運 用 1 の

(2)及 び 3 )

基 本 事業 の 中 で も 法第8 7条 の 2 第 1 項 第 1

号 及 び第 2 号の 規定に 基 づ い て 施行され た 農

用 地 , 埋 立 又 は 干 拓地 に 係る 土地 改良施設 に

つ い て は , 土 地 改良区等 に 管理 委託 を 了 した

も の で あ っ て も 当該施設 を必 要 とす る 当該地

区 の 入 植者が 経済自立 の 時期 ( そ の 地 区 の 入

植予定者の 大半が 入 植を 終了 した年 か ら 3 年

を 経過 して い な い 時) に 達 して い ない と 認め

られ る地 区 に つ い て は , 1 箇所の 復旧事業費

が75 万 円 以上 の 場 合｡
た だ し

, 増反老と 入 植

者の 双方 が 当該施設 に よ っ て 利益を 受け て い

る場 合は
, 入 植面積が 増反面積 と等 しい か

, 又

は 大 きい 場 合の み に こ の 特例が 適用 され る ｡

② 海岸保全施 設整備事業に 係 る災害(要綱1 2
,

運用 1 の(3))

海岸法 ( 昭和3 1 年法律第 10 1 号) 第 6 条第 1 項

の 規定に 基 づ い て 国が 実施 して い る 地 区の 海岸保

全 施設 が負担法第 2 粂第 1 項に 規定する 災害を受

け た場 合 は
,
海岸法第 6 粂第1 項 の 規定 に よ っ て ,

農林 水産 大 臣 の 直轄工 事と して 災害復旧 事業 を施

行す る こ とが で き る
｡

ア . 事業実施中の 場 合

現 に 国が海岸 6 粂第 1 項の 規定に 基 づ い て

実施 し て い る海岸保全 施設 整備事業地 区 に つ

い て は
,

1 地 区の 復 旧事業費 (当該地 区内に

お け る 1 箇所 の 復 旧事業費75 万 円 以 上 の も の

の 合算額 を い う｡ ) が2 5 0 万 円 以上 で あ りか つ
,

当該地 区に お け る直轄事業の 当該年度残事業

費 の 100 分 の 1 を 超え る も の に 限 る｡

イ . 事業完 了 か つ 管理 未委託の 場 合

基 本事業が 完了 (解釈 は 土 地 改良事業 に 準

じる
｡ ) し た も の で , ｢ 直轄施行に 係る海岸工

事 の 完 了 に 伴 う事務処 理 に つ い て+ ( 昭 和4 2

年 5 月 9 日付け , 4 2 農地 D 第 5 19 号) の 規定

に 基 づ く 当該海岸保全施設 の 引渡 しを未 だ関

係海岸管理 者に 対 し了 して い な い 地 区 に つ い

て は ,
1 箇所の 復旧 事業費が7 5 万 円 以上 の 場

合
｡

(4) 災幸関連事業 にあ っ て は

関連事業と■して 採択する に ほ 原 則 と して
, 次の

各号 に 掲げる条件 の す べ て に 適合 し

① 当該関連事業に お け る 工 事費が 100 万 円 以

上 で , か つ
, 併わ せ て 施行す る 災害復 旧事業

費 の 工 事費を こ え な い こ と ｡

② 当該施設 に つ い て 他の 改良計画 が な い こ と

③ 事業効果が 大 で ある こ と

と定 め られ て い る
｡

5 . ま と め

災害復 旧事業の 制度 (法律的) に つ い て は 以上

の と お り で あ るが
,

こ の は か 詳細に つ い て は ｢ 災

害復 旧事業事務取扱要綱(農林事務次 官通達)+ で

工 種毎に 定め られ て い る｡

-
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ま た , 査定に 当た っ て は , ｢ 災害復 旧事業査定

要領(農地 局長通達)+ で 工 種毎に 詳細に 定 め
, 更

に 要綱や 要衝に 定め の な い 重要 な 事柄 に つ い て

は , そ の 都度大蔵省と 協議 しそ の 結果 を ｢ 災害復

旧 事業 の 査定に 関す る了 解事項+ ( 建設部長名) と

して 各地 方局等 へ 通 知 し
, 査定行務等 に つ い て 全

国的に 統
一

の と れ た 災害復旧事業が 行わ れ る よ う

努め て い る ｡

選石 釧 水を選ぶゝ

私 選択取 水書投傭 でもリ ー ドすも丸島水門

●6 0年の 経験をベ ー ス に

業界の 話題 は
､

い ま〈選択取水設備〉｡ と りわけ 丸島水門の

シ リ ン ダゲ ー トに 注目 が 集中して い ます｡ 創業以来6 0 年､
ダ

ム 取水設備 の 歴史を築 い て きた 技術 と実績 が 〈選択取水設

備〉にも い かんをく発揮 さ れ
､ 取水性能も経済性もま さ に 決

定 的 ｡ お 陰様で 建設省 ･ 大波 ダム を第1 号と して厳木 ダム で

1 4件目の 実績 とをりま し た｡ 理 想的を水 の セ レ ク シ ョ ン によ

っ て 明 日 の ダム を象徴する存在 にをる こ とで しょう｡

⑳
福岡営 業所

本 社

株式 会社 丸島水門製作所 支店 ･ 営業所

工 場

福岡市博多区博 多駅 南ト10- 5( 新博 多日興 ビル)
所長 東原 豊 〒812 ℡ (09 2) 4 72- 53 36

大 阪 市 生 野 区 鶴 橋 1 - 6 - 1 5

〒 544 ℡ (06) 7 16- 80 0 1

札 幌
･

仙 台
･

東 京
･

奈 良

大 阪
･

奈 良
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【報 文】

災害発生 か ら災害復旧事業完了 ま で の

実務 の 流れ
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1 . まえ が き

炎害復 旧事業ほ , そ の 目 的を 達す る た め に 早期

着工 早期完成 を第
一

義と して お り ,
こ れ を実現す

る た め 事業実施手続きに つ い て も 速や か な処 理 が

必 要 と な りま す ｡

こ こ で は
, 農地 農業用 施設 災害復 旧 事業 を 例

に
, 事業費 の 現地 決定等,

一

般的な 土地 改良事業

と の 相違点を 含め
, 災 害が 発生 し て か ら これ を復

旧す るま で の
一

連の 実務の 流れ を紹介す る こ と と

しま す
｡

2 . 災幸先生か ら災音律旧事業尭 了 ま で の実務

の 流れに つ い て

1) 災幸の 発生

日本 で は , そ の 地 理 的条件を 象徴す る か の よ う

に 台風
, 梅雨 前線豪雨 , 地 震等に よ る 災害 が 毎年

発生 して い ま す
｡

そ の 被害は
, 農地 農業用 施設 に

限 っ て も例年1
,
0 0 0億 円 を超 え る額 に 達 して お り,

農業経営 を は じめ と し, 社会全 体に 与え る影響 は

重 大 な も の が ありま す｡

"

災害 ほ 予期 しない と きに や っ て く る
”

と い わ

れ る よ う に 突発的 に 発生 す る こ と が 多く , 事前対

応困難な場 合が 多 い も の で す が
, 予報技術の 発達

した 今日 に お い て は
, 台風 や 梅雨 前線豪雨 の よ う

に あ る程 度予測 可 鰭 な もの も あ り, あ らか じめ 危

険箇所の 点検, 応急工 事の 実施 な ど災害発生防止

に 努め る必 要が あり ます｡

不 幸に して 災害が 発生 した 場合に は , 被害拡大

防止 に 努 め る と と も に
, 災害の 原因 と な っ た 気象

書
構造改善局防災課災害対策室

赤 倉 正 弘
*

次

3 . 災害復 旧事業 の 実務 の 合理化 に つ い て ‥ ‥ … … = 3 3

4 . あと がき … … ‥ ‥ …
･ …

3 5

等 の デ ー タ
, 被災状況写真な どを記録整理 す る 必

要が あ りま す｡
こ れ らの 資料ほ

,
災害復 旧事業採

択 の 際, 災害認定資料と して 重 要 な意味を 持 つ こ

と に な りま す｡

2) 応急工 事

応急工 事は
, 災害が 発生 した場 合 に , 主 と して

被害 の 拡大防止 や 被災施設 の 効用 を
一

時的 に 回復

す るた め の 暫定措置と して 実施す る も の を い い ま

す ｡ 被災者あ る い は 施設 の 管理 者自身 の 手 で 自主

的 に 実施す る性質の も の で すが
,

｢ 農林水 産業施

設 災害復 旧事業費国 庫補助の 暫定措置 に 関す る法

律+ ( 通 称, 暫定法) で は
, 応 急工 事 に 要 した 費

用 の う ち
,

1 箇所1 5 万 円以 上 の も の で 農林水 産大

臣が必 要 と認 め た も の は , 国 庫補助の 対象 とす る

こ と と し て い ま す ｡
こ の よ うに 査定前 に 行 う も の

も補助対象 と して 認 め て お りま すが
, 決算補助 と

い う形 と な る の で , そ の 実施に 当た っ て は
,

工 事

費の 精算 を確認す るた め に 必 要な 契約書, 領収評,

人夫 の 出役簿等費用 確認関係書頬は も ち ろ ん
, 応

急工 事 を実施す る こ との 必 要性 が 確認 で きる 被災

状況の 写真及 び工 事 の 出来形関係の 写真資料を 必

ず整え て お か な けれ は な りま せ ん ｡

な お
, 応急工 事 に 対す る国 庫補助の 認定は

, 災

害復旧事業 ( 本工 事) と 同時審査に よ っ て 決定す

る こ と と な る た め , 応急工 事に 要 した 費用 も 災害

復旧事業費に 含め て 申請す る こ と と な り‾ま す
｡

3) 被書報告

被害が 発生 した場 合, 被災者ま た は 施設 の 管理

者は , た だ ち に 被災地 域 を調査 の 上
, 被災 した 施

設 名, 箇所数, 被害額等 を把握 し,
こ れ を 市町 村

に 報告 し
, 市町 村は

, 被害を取 り まと め 都道府県
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の 耕地 関係課 に 報告 し ます ｡ さ らに 報告 を受 けた

都
_
道府県知事 は , 管内をと りま と め ,

こ れ を農林

水 産 省構造改善局長 及 び地 方農政局長 (北海道は

構造改善局長 , 沖縄県は 沖縄総合事務局長) に 報

告す る こ と に な り ます
｡

被害報告は
,
(彰災害査定 の 実施計画 , ② ｢ 激甚

災害 に 対処 す る た め の 特別 の 財政援助等 に 関する

法律+ ( 通称, 激甚法) に 基 づ く 激甚災害指定 の

基 礎, ③当該年度追加 財政所要額 (補正 予算等)

の 推定
, ④翌 年度予算要求額の 積算基礎等 そ の 他

緊急対策樹立 に 欠 く こ と の で きな い 重要 な基礎資

料と な る も の で あ り
, 迅速 か つ 的確 に 行 う必 要が

あ りま す
｡

4) 査定前者工

災害復旧事業 は
, 現地 査定 を 終了 し

, 当該復旧

箇所 の 事業費決定 (事業採択) 後 に 着工 す る こ と

を原 則 と し て お りま すが , 緊急や む を得 な い 場 合

は , 地 方農政局長 の 承 認を 得て 査定前 に 着工 す る

こ と も認め られ て お ります ｡ 査定前 に 着 工 する 必

要が ある場 合ほ , 応急工 事同 様, 被害状況
,

工 事

の 施工 状況 を確認 す るの に 十分な撮影記 録及 び工

事費の 精算 を確認す る た め に 必要 な書頬 を整 え,

災害査定に 支障 の な い よ うに して お か な くて は な

りま せ ん ｡

査定前着 工 の 事例 と して は
, 次の よ う な も の が

あげ られ ま す｡

① 施設の 被害拡大防止 , また ほ 農作物 の 被害

防止 な ど の た め 緊急 を要す る も の ｡

② 緊急に 復旧 す れ ば 農作物 の 作付 が可 能 と な

る農地 の 復旧 ｡

5 ) 災幸復旧事業 の 申請

暫定法 施行令及 び 同施行規 則 に ほ
,
｢ 災害後 旧事

業 に 対す る 国庫補助 を受け よ うと す る も の は , 災

害発生 後6 0 日 以 内に 災害復旧 事業計画 概要書を作

成 し
, 農林水 産 大 臣 に 掟 出 しな けれ は な ら な い ｡ +

と あり ま す
｡

こ の 事業計 画概要 書と は
,

い わ ゆ る

査定設 計書と い われ る も の で
, 復 旧 工 事図 面 , 復

旧事業費積算内訳 書等か ら成 りた っ て お り, 国 の

係 官が そ の 適否 を 審査 ( 査定) す る こ と に な り ま

す｡

災害復旧 事業 も 他の 土地 改良事業 同様, 申請 に

よ る事業で あり , 各事業主体 ほ
, 事業計画 概要 書

の 提 出を も っ て 補助事業と して 申請 した こ と と な

り 普す ｡

査定設 計書作 成 に 当た っ て 事業 主体 が特 に 留意

す べ き_事項 と して
,

(彰 受 益戸数

農地復旧 は ,

一 戸 で も 法の 適用 を 受け る が
, 農

業用 施設復旧 ( 水 路, 道路,
頭 首工 等) の 場 合 は ,

必 ず 2 戸 以 上 の も の で な けれ ば な らな い ｡

② 二 重採択防止

他省庁所 管施設と 隣接する も の は
, 他 の 災害復

旧 事業と 重複 して 申請す る お それ が ある の で
, 関

係機関と 十分打合やを 行い
, 協定書を取 り 交 した

う え で 申請す る
｡ ( 例 え ば

, 河川 護岸と頭 首工 付

帯護岸等) な どが あ げ られ ま す｡ ま た ,
こ の ほ か

, 災害 の 原田と な っ た 気象, 水 象等の 資料, 被

災の 程度が 具体的 に 確認で きる写真資料等の 整理

を は じめ と し
, 申請各箇所 に つ い て 暫定法に 定め

る 規定 に 照 ら し
, 適格で あ る か 否 か を 予め 検討 し

て お く 必 要が あ りま す｡

6) 災書の査定

災害復 旧 事業 は
, 法の 目 的 に 定め て い る よ う

に
, 農業生 産を 維持 し経営 の 安定 を確保す る こ と

を使命 と して お り. 被災者救済の 立場 か ら も早期

復 旧 が 至上 命題と な っ て お り ま す｡ 従 っ て
, 事

業採択手続きに も 迅 速を期 し
,

こ の 要請 に 応 え る

た め , 災害査定 と い う,
こ の 事業特有の 手続きを

必 要と します ｡

これ は
, 国の 係官 (査定官) が 申請各箇所 毎 に

直接現地 を 訪れ
, 被災事実を確認 し, 被災状況に

応 じて 申請 され た復 旧事業 が 法令 に 規定す る採択

条件を 満足 して い る か
,

さ ら に そ の 復 旧工 法等が

技術的, 経済的に 妥当な 範囲 の も の で あろか な ど

に つ い て 審査 し, 申請の 適否を決定す る行為 を い

い ま す
｡ 従 っ て

, 事業採択 に 関す る 一

切 の 権限 は

査定官 に 委ね られ る こ と と な り
,

そ の 意味 に お い

て 査定官の 責務 は 極め て 重大 で ある と い え ます｡

こ の よ う に 災害査定は , 事業費の 現地 決定な ど,

そ の 行為が直接国費の 支出 を 意味す る も の で ある

こ と か ら, 厳正 中立 を期す る た め 財政当局 ( 大蔵

省地 方財務局) の 係官 ( 立 会官) が 同行す る こ と

と な りま す｡ 各箇所 に つ い て 査定 を 終 了 し, 提 出

され た 事業計 画 概要書に 両 者 の 記名 が あ っ て , ほ

じめ て 事業は 採択 され , 復旧 事業費 が認 め られ る

-ごと と な りま す
｡

以 上 の よ う に , 査定 に よ っ て 事実上 の事業費は

決定 され る こ と に な り ますが
, 実務上 は

, 査定結

果 を農林水 産, 大 蔵両 省間 で 照合確認 し, 本省か

ら農林水 産大 臣名 を も っ て 決定通知が 送付 され る

-
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こ と と な りま す
｡

こ の 通知を 受けて ほ じめ て
,

正

式に 事業着工 の 承 認 を得た こ と に な り ます｡

丁) 補助率の 決定

災害復旧事業 の 補助率は
, 市町 村単位に 決定さ

れ る も の で
, 基本率(農地5 0 % , 農業用施設65 % )

のケまか
, 暦 年を

一

つ の 単位 と し
,

そ の
一

年間 に 発

生 した 災害復旧事業の 総額 を, 関係農家戸 数 で 険

した
一

戸 当た りの 事業費の 額 に 応 じて 基 本率が 引

上 げ られ る仕組み に な っ て お り ます｡
ま た , 当該

災害発生 年を 含む 過去三年間に
, 暫定法 の 適用 を

受け た 市町 村 に つ い て ほ , さ ら に 補助率 の 引上 げ

措置 の 適用が 認め られ て お り ます｡ ( 連年災害 に お

け る補助率の 特別措置)

ま た, ｢ 激甚災害 に 対処 す るた め の 特別 の 財政

援助等に 関す る法律+ ( 通 称, 激甚法) に よ り, 激

甚災害に 指定 され た 災 害に 係る 復旧 事業に つ い て

は 前述の 暫定法 に よ る補助 の ほ か , 被災者の 負担

軽減を 図 るた め
, 補助率 の 嵩上 げ措置が 適用 に な

りま す｡

こ れ らの 手続きは
, 当該年発生 災害 の 全 事業費

決定後, 都道府県知事 か ら農林水 産大臣に 対 して

補助率増高申請書, 連年災害補助率適用申請書,

特別 措置適用 申請書な どの 関係書頬が 提 出 され ,

農林水 産大臣は
,

これ ら を審査 の うえ , 地 域指定

を して
,

こ れ を官報 に 告示 し, 都道府県知事に 対

して 市町 村 ご と の 具体的な補助率 を通 知す る こ と

に な りま す｡

8) 予算措定及び復旧進度

復 旧工 事の 規模や 財政上 の 制約は ある も の の
,

事業 の 性 質上
, 可 及 的速や か な 完成 が要求 され る

こ と ほ
,

こ れ ま で も 述 べ た と お り で す
｡

暫定法 で ほ
, 緊要 な災害復旧 事業に 対す る政府

の 措置と して
, 災害復旧 事業の うち 緊要な も の と

して 政令で 定 め る も の に つ い て は
, 災害の 発生 年

を 含む三 箇年度 以 内に 完了 す る こ と が で きる よ う

に , 財政 の 許す範 囲 内に お い て 国 の 補助金 の 交付

に つ き必 要な 措置を講ず るも の と して い ま す｡
こ

の 規定を 受け , 従来は
, 政令 で 定 め る緊要な も の

は 三 箇年度以 内, そ れ 以外 の も の ほ四 箇年度以 内

で 事業に 対する 補助を 行 っ て い ま した が
, 近年 で

は
, 災害が もた らす 社会 へ の 影響 の 重 大 性 に 鑑

み , す べ て 三 箇年度以 内に 復 旧 が 図れ る よ う予算

措置を 講 じて い ま す｡

また , 復 旧進度は
, 財政上 の 制約か ら必 ず しも

一

定 してい ま せ ん が
, 概ね , 発生 年30 % , 第二 年

度8 0 % , 第三 年度10 0 % を標準 と して お り ます｡

最近ほ
, 経済政策 の 一 環と して

, 内需を 中心 と

した 景気 の 積極的 な拡大 を図 る た め
, 財政面 に お

い て も , 大幅な 公共 投資 の 追加 が な さ れ て い る こ

と は 周 知 の と お り で す｡ 災害復旧事業 に つ い て

も , 事業規模は 相対 的に 小 さ い も の の
, 地 域 経済

に 与え る 影響は 大きい と して
, 補正 予算に よ る追

加 財政措置が 講 じ られ て お り, 発生 年 に お け る復

旧 進度の 大幅ア ッ プ が 図 られ て お りま す｡

g) 補助金の交付申請

当該年度に お け る 補助金 の 割当通知 を受 け た都

道府県知事 は , 60 日 以内に 補助金交付申請書に 事

業計画 書, 収支予算書等閑係書類を 添付 し,
これ

を農林水 産大 臣に 提出 しま す｡ こ れ らの 書類は ,

補助金 を含 め 当該災害復旧事業予算の 収支 及 び そ

の 執行計画 を 明 ら か に す るも の で あり
, 農林水 産

大 臣は 審査 の う え補助金 の 額を 決定 し
,

そ の 結果

を 都道府県知 事 に 通知 しま す｡

1 0) 災事後旧事業 の施行

補助金の 交付決定 を受け , 各事業主 体は
, 復旧

事業に 着工 す る こ と に な り ますが ,
こ の 場 合, 設

計図 書等に 基 づ き適 正 な施行 が要求 され る こ と は

い うま で も あり ま せ ん ｡ 国 は
, 事業 の 施行及 び 補

助の 実施に 関 して 国 庫補助の 適正 を期す る た め
,

都道府県に 対して 必 要な 監督 を 行い ます
｡

事業 の 施行中,
や む を 得な い 事 由 に よ り事業計

画 を変更又 ほ 中止 す る場 合に は
, 計画 変更 の 手続

き が必 要 と な り, 農林水 産大臣の 承認を必 要 と し

ます
｡

1 1) 事業成雑書の提出

暫定法に よ る補助 を受け た 都道府県は , 当該事

業 が 完了 した場合に は , 事業成 績書及 び 収支精算

書を農林水 産大 臣に 提 出 しなけ れ ば な りま せ ん
｡

こ れ は
, 補助金 交付申請 の 際提出す る事業計画 書

収支予算書に 対す る決算を表わ す も の で あ り, 事

業予算 の 執行結果 を 明 らか に す る 上 で 必 要 な も の

で す｡

1 2) し ゅ んエ 静定

こ れ は
, 事業の 完成検査に あた る もの で

, 都道

府県営事業に つ い て は , 国が
, 市町 村営事業等そ

の 他 の 団体が 実施 した も の に つ い て は , 都道府県

が, そ の 認定を 行い ま す｡

し ゅ ん 工 認定 は , 工 事の 出来形等技術的側面 と

現金の 出納 ,
負担金又 は 賦役の 徴収等経理事務の

両 面 か ら 細部 に わ た り厳正 に 行わ れ ま す｡
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3 . 災害復 旧事業の 実務 の 合理化 に つ い て

災害は
,

そ の 性 質上 地域的に 偏在 し, 集中的 に

発生 する傾向に あ る こ と か ら, 災害復旧業務 に 携

わ る 地方自治体 の 担当者ほ , 複雑多様な 災害 の 実

態 に 即 応 し, 早期 復 旧 と い う命 題 を解決す るた

め
, 膨大 な業務量を集中的 に 消化 しなく て は な り

ま せ ん ｡ と りわ け 査定設 計書の 作成 , す なわ ち復

旧事業 の 計画 設計業務 は ,

一

連 の 作業の 中心 をな
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す もの で あ り, 事業主 体 の 負担 を 軽減 し早期査

定, 早期復旧 の 実現を ほ か る た め に は
,

こ れ ら の

作業 の 合理化 が 不 可 欠の 条件と い え ます｡

こ こ で 述 べ る ｢ 標準工 法+ や ｢ 総合単価+ の 活

用 は
, 合理 化の

一

環 で あ り, 今度 と も その 充実を

図 る必 要が あり ます ｡

り 凛準工 法

標準工 法は
, 設計業務合理 化の 手段 と して 作成

さ れ た も の で あり
, 災害復 旧 に 多用 され る工 法 を

磨 準 丁 捷 の 例 ( コ ン ク リ
ー

ト擁壁)

壁高 批 n

断面 法 勾 自己 天 壌 l貞 底版前址 長 底 版 i蓉 J辛 基 込 乗 石 許容上載荷
( n ) ( A ) c ロ ( B ) c m ( T ) t 氾 e m b m / 汀 r

Ⅰ 1 . 0 未満 0 .2 1 5 2 0 2 0

3 0

0 . 1 0 3

Ⅲ 1
. 0 以上 - l . 5 未満 0 .3 2 0 2 0 2 0 0 . 2 2 4

ⅠⅡ 1
.5 以上 -

2 . 0 未満 0 .3 2 0 紬 3 0 (細 3 0 細 3 0 也ゆ
0 .1 1 9

( 0 . 4 49 )

Ⅳ 2 . 0 以上
-

2 . 5未満 0 . 3 3 0 ㈱ 5 0 榊 5 0 榊 4 0
0. 5 0 6

( 0 . 6 9 6)

目
_顕

し砂利 ( 注) 1

2

3

. 道路梅見4 . O m 以上の場合､ 土質 が 悪い 場合又は土庄が特に大 きい と思われ る場合 は
､

( ) とす る ｡

. 法勾配iよ前後( こ既設構造物 があ る場 合は 関連 を考慮す る が
､ 前後の 法勾配の 和 が上表

とな るよ うじ す る
｡

. 許容上 載荷重は等分布換算で あ る｡ 条件は ､ 内部摩擦角 ¢ = 3 0
0

､ 粘着 力C = 0
､ 単位

休耕重畳 土: γ
= 1 . 8 t o b/ 廿 ､

コ ン ク リ ー ト :
叩

モ 2 .3 t o m/ m ㌧ 根 入れ深さ3 0 仰
｡

- 3 3 - 水 と土 第7 1 号 19 8 7



表- 1 総 合 単 価
一

覧 表 ( 0 0 県)

適 用 工 事

号

規 格

単

位

総合単価

20 m 4 0 m 1 0 0 m

積ク

ト

ツ

ー

ロ

リ

プ

クンコ

農地 ･ 瞳畔 d 003
(

u3 005も 0073
仙

川0 0074 5 , 4 0 0

水 路 009
(

8 ,2 0如6 004ウ
叫 0063

仙

川072 0064 5 , 2 0 0

道 路 00192 0065 0042 0063
山

川O7ワ
叫

0064 5
,
2 0 0

トーリクソコ筋
壁

無
擁

農地 ･ 瞳畔
2

mC㈱
伽

J
u

(

UO227 00041 0074 0077
仙

川0
0
05 0079 1 1

,
2 0 0

水 路 n
UO996 00691 0054 0047

仙

川065 0039 1 0 , 8 0 0

7 1
(

UOO 00371
(

UO54 0047qO65 0039 1 0 , 8 0 0

ト一

用
り

横
ク

ク

ソ

ツ

コ

ロ

込

ブ

蓑 農地 ･ 畦畔 29 , 5(氾 0012 0024
仙

川092 0045 6
,
2 0 0

水 路 28 . 4(氾 0002 00lも
山

川OQ
O2 0025 6

,
0 0 0

0014 0025 6
,
0 0 0

注) 適用工 事,
用途, 規格 に つ い て ほ

, 各都道府 県の 実情に 応 じて変更す る こ とが で き る
｡

義一2 全体査定額に 対す る 総合単 価の 適用 調書 (農地及び 農業用施設)

( 金額 : 百万円)

全 体 査 定 額

金
_1

額
(彰

対 象査定 額 (50 0 万 円以‾F )

箇 所 数
(卦

金 額
④

総合単 価使用に よ る査定額
(50 0 万円以下)

簡
雷

数 廊事
金

⑥
額 廊

52 , 9 7 6 949 3 8
,
1 2 2い2 ･ Ol 39 ･ 2 9 0J 41 ･ 6

3 4 . 0 4 4

2 8 9 . 0 4 0 949

注) ｢ 農地 ･ 農業用施設災害復 旧事業 の 総合単価 に よ る査定事務処理要領+ で は
, 昭和54 年か ら昭和61 年 ま で は

,

総合単価は 申請額が 20 0 万円未満 の 箇所 に 適用す る こ と に な っ て い た が , 毎年, 運 用上 の 臨時措置 と して 500

万 円未満の 箇所 まで 適用範囲を拡げて きた
｡

なお ,

適用可能と な っ た
｡

標準的な条件 に お い て 基準化 し
, 整理 集録 した も

の で す
｡

農 地農業用施設 の 災害復旧 事業は
, 他の 土 地 改

良事業 に 比 べ
,

一

般に そ の 事業規模が 小さ く
, 単

一

の 工 法 に よ っ て 事業目 的を 達する 例 が 多く , 標

準工 法 の 適用 頻度は か な り高い も の と な っ て お り

ます
｡

2) 総合単価

総合単価 の 制度は
, 積上 げ方式に よ る積算業務

の 煩雑 さを 軽減す ると と も軒こ
, 早期査定 の 実現 を

昭和62 年度 か らは要領改正 に よ り , 5 0 0 万 円未満 の 箇所 で,

ね らい と して 考え 出さ れ た も の で す｡

こ の 単価 は , 都道府県単位 に 工 種 別 に 定 め ら

れ , 地 域に お け る 標準賃金, 資材価格等 を基礎 と

して
, 労 務費, 材料費, 機械損料等復 旧工 事 に 直

接 必要 な 経費 の ほ か , 共 通仮設 費, 現場 管理 費及

び 一

般管理 費等間接的経費ま で 総合的勘案 し構成

さ れ て お り ます｡ 設計者 ほ ,
こ の 総合単価に 施 工

数量 を 乗ずる こ と に よ っ て
, 必要 とす る復 旧工 事

費 の 全 体額 を短 時間 で 求 め る こ とが で きま す ｡

現在 , 総合 単価 は , 申請額が50 0 万 円未満 の 事
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業に 対 して 適用 を認 め て お りま すが , 過去 5 年間

の 総合単価の 使用 実績を み る と , 全 査定件数の6 5

% に の ぼ っ て お り, 今後, 上 限枠 の 拡 大 を は じめ

と し, 適用 条件の 拡充を 積極的に すす め て い く必

要が あ りま す
｡

4 . あ とが き

本 文中で も述 べ ま した が
, 農業生 産を 維持 し,

経営 の 安定 を確保す る うえ で 農地 等の 生 産手段 を

守る こ と ほ , 必要最低 の 条件 で あ り, 災害復旧事業

特有 の 制度や 財政上 の 助成措置は ,
こ の 事業 に 与

え られ た基本的 な使命に 基づ く も の と い え ま す｡

総合単価や 標準設計 の 活用は ,
こ の よ うな 災害

復 旧事業の 目的を よ り効果的に 実現す るた め の 手

段 で あ り,

一

層そ の 充実を は か る 必 要 が あ り ま

す｡

さ らに 今後は , 設計, 積算業務 の シ ス テ ム 化を

積極的 に 推進 し
, 査定, 実施両 設計の

一

元 化を は

か る な ど合理 化 に 努め る 一

方に お い て , 激甚な 災

害 に 速や か に 対 処す るた め
, 自治体相互 の 技術協

力等組織的 な支援体制の 強化を 図 り, 事業 に 対す

る要請, 期待に 応 え て い く必 要が あると 考え ます｡
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【報 文】

｢ 災害復旧事業 の 原則と補助率 の 算定方法+

西 澤 宗 夫
*

栃 林 貞 義
*
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1 . 災幸復 旧工 法の 要旨

(1) 災害復旧 工 法の 原則 とそ の限 界

(丑 災害復旧 工 法 の 原則

広 辞苑に よ れ ば ,

"

災害
' '

とほ
,
｢ 暴風雨 ･ 地 震

な ど の 不 時の わ ぎわ い+
"

復旧
”

と は
,
｢ も と どお

り に する こ と+ と 書 い て あ る こ と か ら
, 災害復旧

事業 と ほ
,
｢ 暴風 雨 ･ 地 震な ど不 時の わ ざわ い を も

と どお り に す る 事業+ と い え る
｡ 我 々

,
ふ だ ん か

ら 土 地 改良事業 に た ず さわ っ て い る も の に と っ て

ほ
, 災害復旧事業 は

, 土地 改良事業と ほ 根拠法律

も 異な る し
, 歩掛も違 う こ と か ら

, 異質な 事業だ

と 思 っ て い る方 も い る か も知れ な い が
, 本 質的に

ほ
, 土 地 改良事業等 で 造成 した 農地 ･ 農業用 施 設

が 被災を 受け, それ を
``

復 旧
”

等す る こ と を 目的

と して い る こ と か ら, 復旧 工 法は 別 と し て も 技術

上 で は 何 ら 一 般 の 土 地 改良事業と ほ 変 らな い も の

で ある
, 特 に

, 災害復 旧事業は
, 年間 , 国 費で 約

1 千億 円程 度 を実施 して い る こ と か ら, 今ま で 災

害復旧事業に たず さぁ っ た こ と の な い 方 で も , 今

後関係す る機会が あ る の で は な い か と 思わ れ る｡

こ の た め
,

こ れ か ら に そ な え て 災害復 旧事業の

性 格 ･ 考え 方, 復旧工 法等 に つ い て , 認識 して お

く こ と は 技術者 と して 必 要 な こ と と 思 わ れ る の

で
, そ の 概要を こ の 機会を 利用 して 紹 介す る こ と

とす る
｡

(参 復 旧工 法 の 限界

災害復 旧事業 は , 国営 ･ 県営等 で 実施 して い る

一

般 の 土 地 改良事業 と は 復 旧工 法, 目 的を 異 に す

る , 即 ち , 災害復 旧事業 は , そ の ｢ 復旧+ の 文字

一

橋造改善局建設部災害対策室

次

(2) 災害復 旧事業 と災害関連事業の 限界 ‥ ‥ ‥ … ‥
･

3 9

3 . 災害復 旧事業補助決定 の 仕組 ･ ‥ ‥ ‥ ‥
…

3 9

(1) 補助率決定の 仕組
･ … … … … … … ･ … 3 9

(2) 補助率の 計算例
･ … = ‥ ‥ … … ‥ ‥ ‥ 4 0

が 示 す よ うに 被災 した 施設 を
"

旧 の 施 設 に 復する
”

こ と を 目的と して お り ,

一

般 の 土地 改良事業 の よ

うに
, 施設 の 新設 ･ 改修等に よ る 当該施設 の 機能

の 増 加を 目的と した 積極的な事業と は , そ の 目的

を異 に す る
｡

こ の こ と か ら, 復旧 工 法に つ い て も暫定法 (農

林水 産業施設災害復旧事業費国庫補助の 暫定措置

に 関する 法律) 第 2 粂 に お い て
, 暴風 ･ 洪水 等の

異 常な 天 然 現象に よ っ て 災害を 被 っ た
, 農 地 及 び

農業用 施設 を ㊦原形 に 復 旧す る こ と 飾原形に

復 旧す る こ と が 不 可 能な場 合は 施設 の 従前の 効用

を 回復す る こ と ⑳被災 した施 設 を 原形 に 復 旧す

る- こ と が 著 しく 困 難又 は 不 適当な場合 ほ
, 被災 し

た施設 に 代 る べ き必 要最少限 度の 施 設 を造 る こ と

が で き る旨規定 され て い る ｡

しか し
, 原 形 復旧 が 不 可 能で あ る か , 困 簸 で あ

るか , あ る い ほ 不 適当で あ る か の 判断 は 極め て 微

妙 で あ り,

一

定 の 尺 度に よ っ て
一

律 に 判断す る こ

と は 実態上 不 可 能 に 近 い
｡

こ の た め
, 災害 の 原

因 ･ 被災 の 状況 ･ 原形, 残 存部分の 利用 の 可 否 ,

隣接 の 施設及 び 水 利, 慣行等を十分考慮 して 判断

す る｡ ま た そ の 判定基準は 技術の 進歩, 社会情勢

の 進展等時代と と も に 変化する た め
, 過去に お い

て は 原形 に 復 旧す る こ と が 適当で あ っ た も の が
,

技術 の 進歩 した 今 日 で は , 既に 時代か らと
,
り 残さ

れ た もの と して
, 原形復旧 不適当と判断 せ ぎ る を

得な い 場 合が 起り う る ｡ 要す る に ,
これ ら判断基

準は
, 技術 ･ 社会情勢に 即 応す る相対的 な も の で

あ ると 言 わ ぎ るを 得な い
｡

こ の こ と か ら, 災害復旧 事業を 端 的 に い う と

｢ 被災 した 施設 の 従前の 効用回 復を 行う事業 で あ
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る+ と 言 え る
｡ 従 っ て 復旧 工 法に つ い て も,

お の

ず か ら限度が ある こ と ほ 言 う ま で も な い
｡

ア . 利用 上 の 磯能の 回復

災害復 旧事業は 従前の 撥能 を 回復す る こ と を 限

度 と し
,

そ の 施設 の も つ 機能 を従前 以上 に 能力 ア

ッ プ す る こ と ほ で きな い
｡ 従 っ て 災害 に よ っ て 施

設が 被災 した 場 合ほ , 単 に そ の 施設 に 対 して 被害

を与 える だ け で な く , 付近 の 地 形 ま で 変化す る,

こ の よ う な場 合に は , 原形復 旧 に 変 えて 構造, 工

法, 位置等の 変更 又 ほ 代替施設 の 新設 を 行う こ と

が で きる が
,

こ れ は 被災を受け た施設 が 従前に 果

して い た 利用 上 の 機能 を 回復す るま で が 限 界で あ

り
, 機能 の ア ッ プに ま で は 及 ば な い

｡

こ こ で い う 利用 上 の 施設 の 機能と は
, 用 水 施設

に あ っ て は
,

そ の 施設 が支配す る か ん が い 水 量 を

対象と する｡ ま た , 排水 施 設 に あ っ て は , そ の 施

設 の 対象と す る 地域 の 浸水 及 び洪水 を防止 す るた

め に 造 られ る が
, 経済面か ら考 え て 頻度 の 少 い 極

端に 大 き い 降雨
, 洪 水 を対象 と せ ず, あ る程 度以

上 の 頻度を も つ 洪 水, 降雨 を 対象と して 築造す る
｡

更に
, 道路 , 橋梁等の 交通施設 に あ っ て ほ

, 従前

の 交通量及 び機能 の 回 復ま で を限度と す る
｡

イ . 施設の 従前 の 安定度 の 回 復

災害に よ る 被災程 度が軽微 で
, しか も 付近 の 地

形, 地 盤 等 の 変動が な い 場 合 は , 原位 置 に 原 形

復 旧す る こ と に よ っ て
, そ の 施設 の 利用 上 の 機能

と 同時に そ の 施設 の 従前の 安定度 も 回 復 し 得 る

が , 災害に よ っ て 地形 , 地 盤, そ の 他種 々 の 状況

の 変化 が 伴な う場 合に は 無理 に 原位置に 原形 復 旧

を行 なえ ば 利用 上 の 機能の 回復 ほ 可能 で も 施設 の

安定は 保ち 得な い 場 合も あ る
｡

こ の よ う な場 合を

工 法的に 原 形復旧 不 可 能, 困難 ま た は 不 適当と い

い
, 原形 復旧 に か え て

, 従前の 施設 の 安定度を 限

度と して 位置, 規模, 構造 , 工 法等 を変更 して 復

旧す る こ と に な る｡
こ の 場合に 復 旧事業と して と

り得る 工 法の 限界は ｢ 災害 に よ る状況変化に 対 応

して 従前の 安定 を保 ち 得る+ 程 度 で あ る
｡

a 災害に よ る 状況 変化

こ こ で 災害 に よ る状況 変化と ほ 次に 掲げ る も

の に 類す る も の を い う｡

① 構造物築造地 点 の 地 形地 盤が 洪水 等に よ り

洗掘 また は 埋 没 した り, 地 震, 地 す べ り 等に

よ り 隆起 , 陥没, 亀裂 を生 じた 変化｡

⑧ 流 域 の 山地 崩壊等に よ り植生 状態, 地 形,

地 ぼ う , 勾配等 が変化 した 場 合ま た ほ こ れ に

伴な い 洪 水 の 到達時 間, 流出率, 最大洪水 量

等の 変化お よ び 転石 ,
土 砂等 の 流出物, 流出

量 の 変化｡

⑧ 今回 の 災害時の 降 雨量 , 洪水 量 等を 含め る

こ と に よ り 構造物築造地 点 に おけ る被災前ま

で の 確率降雨 量 , 洪 水量 等 の 構造物設 計の 基

礎と な る条件 の 変化｡

た だ し
, 災害に よ る状況 の 変化 は

,
そ の 後日

時が た つ に つ れ て ある程度落着きを 見 せ る 場合

が 多 い た め
, 復旧 計画 に 当 っ て は こ れ 等の 状況

を 考慮 しな け れ ば な ら な い
｡

b 施設 の 従前 の 安定 度

施設 の 安定度 は
一

般 に そ の 施設が 対応 し得る

外力に よ っ て 表現 され る場 合が 多い
｡

例え ば ,

何年に 1 回 の 洪水 に 対 して 安定 だ と か
,

震度 い

く つ か の 地震 に 対 して 安定だ と い う よ う に 表現

さ れ る
｡ 従 っ て

, 施設 の 従前 の 安定度が ど の 程

度 で あ っ た か と い う こ とを 把握す るに は , 比 較

的築造年限の 新 しい も の で 設計書等か ら, そ の

施設 を 設 計す る際 に 用 い た 計画 降雨 量 , 洪 水

量 , そ の 他そ の 施設が 対応す る外力 等が 明確な

場 合は , 施設 の 安定度合は 簡単に 把捉 で きる
｡

一

方 , 築造年 限 の 古t･ ､ も の で 当初設計の 資料等

の な い も の に つ い て は , 被災前 の 施設の 規模,

構造, 地形 , 地 盤 の 状態 お よ び そ の 地 点に お け

る降雨 , 洪水等構造物 の 外力と なる 現象の 発生

確率等か ら施設 の 安定度 を推定する は か は な い

が ,

一

般的に ほ そ の 施設 の 構造, 規模 , 材料等

か ら どの 程 度 の 耐用年数 を 目的 に つ く られ た か

が 推定で きる も の で あ り, ま た 構造物は そ の 耐

用 期間 内に 発生 す る と推定 され る最大 の 現象に

対応 で き る よ う な安定度 を与 え る こ と は 常識で

あ る か ら これ 等に よ り必 然的 に そ の 施設の 安定

度は 推定 で きるわ け で ある
｡

C 復旧 施設と して 取 り得 る工 法 の 限界

施 設 の 被災前の 状況 お よ び被災状況 か ら, 原

形 復旧 とす る こ と の 可 否 を検討 し
, 原 形復旧 が

不 可 能, 困難 ま た ほ 不 適 当 な場 合は こ れ に 代 る

施設 を つ く る が, そ の エ 法 の 限 度ほ 前述の と お

り あく ま で 災害 に よ る状況変化に 対応 して 従前

の 安定度を保 つ こ と を限 度 と して 復旧 工 法を 決

定 しな け れ ば な ら な い
｡

しか も ,
そ の 復 旧す る部分は 原 則 と して あ く

ま で 被災 した箇所 に 限 られ る
｡

た だ し
, 排水 路

お よ び 海岸掟防が甚大 な被害 を蒙 っ た 場 合に 限
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り, 復旧 施設 は 被災時の 現象 に 対 応す る 工 法と

す る こ と が で き, ま た被災が 全 面 的で あ る 場 合

は 多少 の 残存部分 ほ こ れ を取壊 して 災害復旧 事

業と して 施行す る こ とが で き る
｡

即 ち , 排水 路 お よび 海岸堤 防ほ そ れ が 農業用

施設 で あ っ て も単 に 農地 の み に 止 ま らず他の 公

共施設 , 民 家等 の 防災施設 と して の 役割 を も 果

すた め
,

これ ら の 施設 は 築造当時に お い て 当然

将来起 り得 るす べ て の 現象 に 対応 して 十分安定

を保 つ よ う計 画 され る も の で あ り,
ま た そ の 施

設 が 築造 され て か ら今 回被災す るま で に 発生 し

たす べ て の 現象 に 対応 して きた わ け で あ り, 云

い か えれ ば こ れ ら の 施設 は 従前 に お い て ほ 起り

得る す べ て の 現象 に 対応 で き る安定度を も っ て

い た も の と考 え て 差 支 え な い
｡ 従 っ て

, 復旧 に

当 っ て は 将来起 る で あ ろ うと 推定 され る す べ て

の 現象に 対 応 で き る工 法を と ら なけ れ ば な らな

い が
,

こ こ で 将来起 り得 るす べ て の 現象と は
,

一

般 改良事業計画 を樹 立す る場 合 の よ う に 超過

確率計算に よ っ て 求 め る現象を 採 る の で は な

く , 災害復旧事業 と し て 考 え る 最大 の 現象ほ
,

そ の 施 設が激甚な 災害 を蒙 っ た と き の 現象を 限

度 と し , も し 再度災害防止 上 それ 以 上 に 大 き い

現象に 対 応す る工 法 を と る必 要 の あ る 場 合 は 超

過部分 は 関連事業 とす る こ と に して い る
｡

以 上 , 災 害復 旧事業 の 復旧 工 法 に つ い て と り ま

と め る と
,

そ の 限界は 次 の と お り とな る
｡

① 災害に よ る状況変化 に 対応す る従前の 安定

度を 限 度とす る も の は
,

○ 原形 復旧不 可能 な場 合 の 復 旧

○施設 に 被災ほ な く 単 に 効用 を失 墜 した 場 合

の 効 用回 復を 行な う復 旧

○施設の 部分被災の 場 合 で , 原形復 旧が 困 難

ま たiま不 適当 な も の の 復旧

⑤ 被災時の 現象に 対応す る こ と を限 度と する

も の は
,
排 水路 お よ び海岸堤防が 甚大 な被害

を 受け , 原形 に 復旧す る こ と が不 適当な場 合

で あ る ｡

(2 ) 災書復旧 事業の 範囲 (｢ 災専
一

人 歩 き+ )

災害復旧 事業は そ れ 自体で 施設 の 従前 の 効用 を

完全 に 回 復 し な け れ ばな ら な い
｡

つ ま り災害復旧

事業と 同 時に 行な う 災害関連事業等 に 効用 回 復の

一 部を 負担 さ せ る よ う な こ と が あ っ て は な ら ない

わ け で あ る
｡

こ れ を ｢ 災害
一 人 歩き+ と 呼 ん で い

る
｡

即 ち , 災害復 旧事業 を行 な う範 囲 は 原 則と し

て 被災 し た 部分 に 限 られ る が , 場 合に よ っ て は 被

災 して い な い 部分 に 対 して も あ る程度 の エ 事 を施

さ な い と効 用 回復す る こ と が で き な い 場 合 も あ

る
｡

例 え ば , 昭 和40 年以 前の 査定要領に は こ の よ

う な 思 想が 一 貫 され て い な か っ た た め
, 災害復旧

は 単に 被災 した部分 の み と され て い た
｡

した が っ

て 本災だ け で ほ そ の 施設 の 効用 す ら回 復す る こ と

が で きず, 関連事業 と合併施 行する こ と に よ っ て

は じめ て 効用 の 回復 を果 し得 る よ う な 場 合 も 生 じ

て い た｡ た め 池 の 一 部が 欠壊 した 場 合 を 想定する

と
, 昭 和4 0 年 以前 の 査定要領 で ほ 欠壊流失 した 部

分 の み を 築堤 して 復 旧す る こ と が 本災で で き る範

開 で あ っ た
｡

そ の 築造 に 際 して ほ 付近で 採取 可能

な 土 を 使用す るた め 断面 の 安定の た め に ほ 前刃金

方式を採 用 せ ざる を得 な い 場 合も あ る ｡ と こ ろ が

旧 堤が 均
一

式堤 体 で あ っ た とす れ ば
, 新築部分 と

旧 堤と ほ
一

体 の 堤防と して 接続 で きな い こ と に な

る ｡
こ れ を 1 つ の 貯水 堤防 と して 効用 を 発揮さ せ

るに ほ 最小限 未被災残存部分 に も 新築部分 の 前刃

金 と 連続 した 前刃 金だ け ほ 挿入 して 袖部に 取付け

な け れ ば な らな い
｡

こ の よ う な 場 合, 昭 和4 0 年以 前の 査定要領で ほ

未災部分 の 前刃金 を 関連事業 と して 採択 .し て 実施

して きた わ け で ,
これ は 本 災と関連事業 の 合併に

よ っ て は じめ て 復旧 目 的で あ る 貯水 堰堤と して の

効用 を 回 復 した こ と に な る｡

こ の 場 合, 本 災部分 ほ 法 に も と づ い て 補助対象

と な る が
, 関連事業は 別途 に 行 な う予 算措置 で あ

るか ら, 本災が 採択 さ れ て も関連事業 ほ 必 ず採択

され ると 決 っ た も の で は な い
｡ 従 っ て

, 関連事業

が不 採択と な っ た 場 合ほ ,
こ の 災 害復旧事業ほ 法

の 精神に も と づ く 効用回 復が で き な く な る と い う

矛盾が 生 じて く る ｡
こ の よ う な 矛盾 を なく して

,

法 の 目的を 達成 す るに 必 要な範 囲 の 事業 は
,

た と

え未被災部分の 工 事 で も 本 災と して 実施 で き る よ

う に
,

い わ ゆ る ｢ 災害
一

人 歩き+ に よ っ て す べ て

の 工 法 を決定す る こ と を 原則 と して い る
｡

. 2 . 災書関連事業の 要旨

(1) 災書関連事業の 目的

農地 , 農業用 施 設 の 災害復旧 事業ほ 暫定法 お よ

び そ の 関係法令に も と づ い て 実施さ れ , そ の 復 旧

事業 ほ 被災農地 等 の 従前の 効用回 復を 限 度 と す

る ｡ 従 っ て 農業復 旧に お い て ほ 従前の 効 用 回 復を

行な っ た だけ で 十分 で ある が
, 農業用 施設 に あ っ
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て は 単に 従前の 効用 (利用上 の 機能と 従前の 安定

性) を回 復 した だ け で ほ 再度災害 を蒙む るお そ れ

が あ る も の も 少な く な い
｡

も し再 度災害 を蒙 っ た

場 合は , そ の 復旧 に 対 する農業者負担が 繰返 され

る こ と に な り, 農業者 の 生活の 安定 は 期. し難 い こ

と ほ 勿論の こ と , 農業用施 設 ほ 単に 農業 に 使用 す

るだ け で は なく , 何 等か の 形 で 不 特定多数 の 住 民

の 防災的 性 格を も っ て い る た め , 国 土保全 の 面 か

らも 再 度災害は 防止.
しな けれ は な ら な い

｡

従 っ て
,

こ の よ う な 農業用 施 設 が 被災 し, 被災

の 原 因, 地 形 地 盤等の 変動等被災後 の 状況 変化 な

ら び に 被災施設 に 関連す る 残存施設 の 状態等 を勘

案 した 場 合 , 単に 復旧 事業 に よ り効用 を 回復 した

だけ で は 近 い 将来必 ず再度災害 を蒙 む る お そ れ が

あれ ば 今回 の 被災 の 原因 と な っ た部分 , ま た は 将

来災害発生 の 原 因 と な る お それ の あ る隣接残存施

設 等 を改築ま た は 補強 して 被災要 因 を除去 す る と

と もFこ復 旧施設 に つ い て も
, 将来起 り得 る現 象 に

対 応 で き る安定 性 を も た せ る工 事 を復 旧事業 を実

施 の 際併 せ て 行な え は 非常 に 効果 的 で あ り,
ま た

再 度災害 を蒙む る こ と を 想定す れ は非常 に 経 済的

で あ る
｡

こ の よ うに 復旧 事業に 併せ て 行な う再 度

災害 防止 に 必 要な 事業を 災害関連事業 と い う
｡

(2) 災幸徳 旧事業 と災 書関連事業の 限 界

災害復 旧事業に 対 して
, 災害関連事業 と して 実

施す る場 合工 法 , 構造等工 事の 限 界ほ 次 の と お り

で あ る
｡

a 原 施設 の 利 用 上 の 機能に つ い て は 原 則 と して

災害復 旧事業お よ び 災害関連事業と も従前の も の

を上 回 る改良 ほ 行な っ て は な ら な い
｡

た だ し排水

施設 の よ うに 排水 機能そ の も の が 施 設 の 安定 に 直

接関係 あ るも の は 再 度災害を 防止 す る た め に 必 要

最小限 度 の 機能増大 を 図 る こ と ほ さ し つ か え な い

b 施設の 構造, 規模を変更 し て 施行す る場 合 の

限 界は
, 災 害復旧 事業に あ っ て ほ

,
｢ 災 害 に よ る

状 況 変化に 対応 して 従前の 安定 を保 ち 得る+ こ と

を限 度と し, 災害関連事業Fこ あ っ て ほ
, 災害後 の

状況 に よ り判断 した場 合, 災害復旧事業 で 行 な う

施設 が 再度災 害を 受け る こ と が 明確 な場合 に お い

て
,

｢ 被災原 因 の 除去 お よ び 一

般 の 施設 を築造す

る場 合 当然 満す べ き条件 を 限度 とす る施設 の 安定

上 の 補強, 改良+ を 行な う こ と を 限度 とす る
｡

C なお 関連事業費ほ
,

｢ 災害
一

人 歩 き+ の 考 え

方に も と づ き, 災害復旧事業費 と の 差額 を原 則 と

する ｡

3 . 災幸徳旧事業補助決定の仕組

(1) 補助率決定 の仕組

農地
, 農業用 施設 災害復旧事業 は ｢ 暫走法+ に

よ り補助率が 決め られ て い る
｡

｢ 暫定法+ は , 通

常の 災害 の 場 合 と 被害甚大 な 災害 の 場 合 と で ほ 補

助率 が異 な る 仕組 に な っ て い る
｡ す なわ ち, そ の

年 の 1 月 1 日か ら12 月3 1 日 ま で に 発生 した 災害 に

よ り甚大 な被害を 受け た地 域 で 農林水 産大 臣 が 指

定 した も の に つ い て は , 通 常 の 災害に 対す る補助

率 よ り高率の 補助をす る こ と に よ っ て 負担 の 軽

減, 災 害復旧 事業の 促進を 図 る こ と と な っ て い る

が
, 具 体的な 補助率は , 次 の 算定方法 に よ っ て 行

うも の で ある
｡

(彰 通 常の 場 合

農 地 50 % ( 沖縄 に あ っ て ほ80 % )

農業用 施 設 65 % ( 沖縄 に あ っ て ほ 80 % )

② 被害甚大な場 合

農地 及 び 農業用 施 設 に 係る 災害復 旧事業 に つ い

て は , 市町 村 ご と に そ の 市町 村 の 区 域内に ある 農

地 及 び 農業用 施 設 に つ い て
, そ の 年 に 発生 した 災

害に 係 る 復旧 事業費 ( 査定事業費 の 総夢) を そ の

被災 した 農地 及 び 農業 用施設 の 関係耕作者数 (実

数) で 険 し た 1 戸 当 り の 災害復 旧事業費が 8 万 円

を 超 え る 場 合 ( 1 次 高率) 又 ほ15 万 円を 超え る 場

合 ( 2 次 高率) に 高率補助が適用 され る こ とに な

っ て い る ｡

① 1 次 高率 ( そ の 年 の 1 戸 当り災害復 旧事業

費が 8 万 円を 超え15 万 円 以 下 の 部分 に 適用 され る

補助率)

農 地 8 0 %

農業用 施設 90 %

⑤ 2 次 高率 ( そ の 年の 1 戸 当り 災害復 旧事業

費が1 5 万 円を 超え る 部分に 適用 され る補助率)
｡

農 地 9 0 %

農業用 施 設 1 00 %

(卦 連年災 害に お け る 補助率の 特例

災害 の 発生 した 年を 含む 過去 3 カ年 の 災害復 旧

事業費が 一

定 の 基準を 超え る場 合に 連年災害補助

率と して 高率を 適用 す る こ と とす る も の で , そ の

基 準と して は , 市 町 村 ご と に そ の 市 町 村の 区域 に

あ る 農地 及 び 農業用 施設に つ い て
, そ の 年 を 含む

過去 3 カ 年の 災害復旧 事業費が 1 戸 当 り10 万 円 以

上 ( 3 カ 年の 災害復旧 事業費及 び 関係耕作者数 を

そ の 年に 発生 した 災害と み な して 前記 の 単 年災補
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助率算定 と 同様 の 方法に よ り算出す る ｡) で あ り
,

か つ そ の 年 の Ⅰ戸当り の 災害復旧 事業費が 4 万 円

以上 の 条件 を満 たす市 町 村に つ い て は
, 連年災害

に お け る補助率 の 特例が 適用 され る
｡

④ 激甚災害 の 場 合 の 補助率

激甚災害 に 指定 され た 災害の 復旧 事業に つ い て

は , 市 町村 ご と に そ の 市町 村 の 区 域内に あ る 農地

及 び農業用 施設 に つ い て ｢ 暫定法+ の 規定に よ る

補助率に よ り補助額 を算出 し, そ の 補助額を 事業

費 か ら差 し引い た い わ ゆれ 補助残額の 総額を , そ

の 被災 した 農地 及 び 農業用 施設 の 関係耕作者数 で

険 した 1 戸当 りの 負担 額が 2 万 円 を 超え る場 合,

1 万 円 を足 切 り し, 1 万 円 を 超え 2 万 円 ま で の 部

分 に つ い て 70 % ,
2 万 円 を 超え 6 万 円 ま で の 部分

に つ い て8 0 % , 6 万 円を 超え る 部分に つ い て9 0 %

の 補助率が 適用 され
,

こ れ に よ っ て 得 られ た 補助

額 が それ ぞれ の 事業 の 補助額に か さ 上 げさ れ る こ

(参 激甚災害の 場 合

⑧ 農 地50 万 円 の 場 合

0 (普通) 8 (1 次) 1 5

暫定法

激甚法

と に な る
｡

な お , 1 戸 当り負担 額 に は 災害復 旧事

業の ほ か 災害関連事業 (予算措置) を含め た もの

で 行わ れ る こ と に な っ て い る｡

(2) 補助率の 計算例

補助率の 算定ほ 各事業に よ り 多少異 な るが こ こ

で は , 暫定法に よ る補助率 の 計算 を示 す こ と と す

る｡

(D 通常 の 場 合

① 農業用施設, 事業費5 0 万 円 , 受益者 2 戸

の 場 合

0 ( 普通) 1 6 (1 次) 20 (2 次) 50 万円

(1 6 万 円) (14 万 円) (20 万 円)

65 %
′

/

′

9 0 %
一

/

/

1 0 0 %

(1 0 . 4 万 円) (12 . 6 万 円) (2 0 万 円)

( 10 .4 ＋1 2 . 6 ＋ 20)/ 50 = 43/5 0 = 86 %

(2 次) 5 0 万 円

(8 万 円) (7 万 円) (3 5 万円)

50 % 8 0 % 9 0 % 4 1 . 1 万 円

(4 万 円) (5 . 6 万 円) (3 1 . 5 万 円)

( 70 % ) (8 0 %

( 8 . 9 万円) 補助残額
T‾-‾■‾l

暫定 法分 激甚 法分 計

( 補助 金) 4 1 . 1 万 円 ＋6 . 5 1 万 円 = 4 7 . 6 1万 円
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【邦 文】

災害復旧に対する財政金融措置に つ い て

大 橋

日 次

は じめFこ
･

･ ‥ … ‥ ‥ … ‥ … ･4 1

1 . 地方債制度 … ･ … ･4 1

2 . 災害補償制 度 … … … ･ ･ ･ ･ ･ … 4 3

は じ め に

農地 ･ 農業用施 設 , 海岸保全 施設 等が 被災 した

場 合, 農林 水 産業 の 再 生 産
■
の 維持を 図 り , 又 国 土

保全 の た め , 国は 災害復旧事業や 災害関連事業に

対 し, 補助金等に よ る助成 措置 を 行 っ て い ま す

が , そ の 国 庫補助等 の 残額 の う ち, 地 方公 共 団 体

が 負担する額 の 軽減措置と して 地 方債制度が あ り

ま す
｡

ま た
, 農林 水産業 は 自然 を相手と し て い る た

め
,

ひ と た び 災害が 発生 す る と 農家等 の 経 営に 大

きな 打撃 を与 え る土と が 多く , 被災 農家等 の 経 営

を安定 さ せ るた め , 各 種の 救済制度が 設 け ら れ て

い ます
｡

そ の 1 つ と して
, ①農業災害補債制度, ②森林

保険制度 , ③漁業 災害補償制度 な どの 災害補償の

制度 が あ り ます｡

2 つ め に ほ , ①天 災融資制度, ②農林漁業金 融

公庫資金制度, ③自作農維持資金制度な どの 災害

金 融 の 制度が あ りま す ｡

こ こ で は
, 農地 , 農業用 施 設 等の 被災だ け に 限

らず, 農作物等の 被害を 受け た場 合も 含め
, 地 方

公共 団体及 び 被災農家等に 対する財政 金 融措置 の

う ち代表的な もの に つ い て 述 べ る こ と に します ｡

1 . 地方欣制度

地 方債 の 発行に つ い て は , 地方 公 共 団体 は そ の

責任 に お い て 地 方債を 発行する こ と が で き, 許 可

を要 しな い の が 原則 で す が
, (彰地 方 公共 団体 の 資

金 需要も , 国全体の 資金計画 の 中に お り こ み , 公

共 及 び 民間部門と の 資金 の 調整が 必 要 で あ る こ

と ｡ (参無理 な 負担 を将来 に 残 し
, 財政 を混乱 させ

*
構造改善局建設部見事対策室

孫
*

3 . 災害 金融制度 … … ‥ … ‥ ‥ ･ … … … … … ･4 5

お わ りに ‥
‥ ‥ ･ ･ ‥ … ‥ ‥ … 4 7

る団 体が 生 じな い よ う地 方債発行 の 適正 限度を 保

持さ せ る 必 要が あ る こ と｡ な どの 理 由か ら現在 は
,

自治大 臣又 は 都道府県知 事 の 許可 が 必 要と な っ て

い ま す
｡

災害復 旧事業に つ い て も , 起債 が認 め られ て お

り, 事業の 早期復旧 に 役立 っ て い ます ｡

( り 補助災幸徳旧 事業債

｢撃走法+ 及 び ｢ 負担法+ の 規定 に 基 づ き, 地

方公 共 団 体が 行う 災害復旧事業 に つ い て
, 国が 補

助又 ほ , 負担す る 当該年度 の 災害復 旧事業費に 見

合う 地 方負担額 (都道府県及 び市町 村負担分) を

基 礎に 許可 され る起債 で
,

こ の 補助災害復旧 事業

債 ほ
, 現年災分 と過年災分 と に 分 類 され ま す ｡

地方債の 許可 予定額 の 決定方式 に ほ ｢ 一 件 審査

方式+ ( 各地 方公共 団体 の 各事業毎 に , 自治大臣

が 許可 予定額 を決定す る方法) と ｢ 枠配分方式+

が あり , 補助災害復 旧事業債 の 決定に つ い て ほ枠

配分方式が と られ て い ま す｡
こ れ ほ , ①都道府県

負担分 に 対 す る許可 予定額は , 自治大 臣が そ の 総

枠 を定 め て 配分 し, 各都道府県が 配分枠 の 範囲内

で 自 ら事業毎に 起債充当額を 定め て 自治大臣に 報

告 し
, ②市町 村分は

, 自治大臣が都道府県別 に 許

可 予定額の 枠 を 定め て 配分 し, 都道府県知 事が 枠

の 範囲 内で 各市 町 村 ご と に 許可 予定 額 を決 定す る

方式で す｡

こ こ で
, 許可 予定額の 決定 の 根拠と な る充当率

で すが
, 昭和62 年度に お い て ｢ 暫定法+ に 係る も

の は
, 地 方負担額の お お む ね7 0 % ( 現年災分 に つ

い て は お お む ね8 0 % )
,

｢ 負担法+ に 係る も の は ,

地 方負担額の お お む ね90 % ( 現年災分 に つ い て ほ

1 0 0 % ) と な っ て い ま す｡ な お
, 充当率 に お お む

ね と あ るの は
, 各地 方公 共 団体の 財政事情等が そ

れ ぞれ 異 な る こ と か ら
, 充当 率の 弾力的な運用 を
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認 め よ う とす る も の で す
｡

ま た ｢ 暫定 法+ に 係る

も の の 充 当率が ｢ 負担 法+ に 係 る も の の 充当率 よ

り も若干 低率と な っ て い る の ほ , 農地 ･ 農業用 施

設 の 災害復 旧事業は
, 直接あ る い は 間 接に 私 有財

産 の 復 旧又 ほ 改良に つ なが る も の で あり
,

地 方公

共 団体 が 自ら の 財源 で 全 額支弁す る 性 質の も の と

ほ 考え られ な い と い う い わ ゆ る 公 共 性 の 観点か ら

判 断さ れ た も の で す ｡

補助災害復旧事業債 ほ
, 現年災分及 び過年災 分

ご と に 1 件と し
, そ の 1 件起債額 が次 の 金 額未満

の も の に つ い て は
, 許可 され ま せ ん

｡

都道府県 及 び 指定 都市 2
,
0 0 0 万 円

人 口50 万 人 以 上 の 市 7 00 万 円

人 口30 万 人 以 上50 万 人 未満 の 市

及 び 特別 区 500 万 円

人 口 10 万 人 以上30 万 人 未満 の 市 300 万 円

人 口 5 万 人 以 上10 万 人 未満 の 市 20 0 万 円

そ の 他 の 市 及 び 町村 10 0 万 円

災害復旧事業債 ほ , 資金 運 用 部資金 ( 昭 和62 年

8 月2 1 日 現在年利4 . 8 % ) が 貸 し付け られ , 起債借

入年度の 翌 年度か ら元 利均等払 い で10 年以 内 ( う

ち 据置 2 年以 内) に 償還す る こ と と な りま す
｡

災

害復旧 に 充 当 した 起債 の 償還 に つ い て は , 自治省

が 地 方交付税法 に よ る 普通 交付税 ( 毎年度, 基準

財政需要額が 基 準財政収 入額 を こ え る 地 方公 共 団

体 に 対 し交付さ れ る税 で , そ の こ え た 額が 交付 さ

れ ま す
｡
) の 配 分の 際, 毎年補助災害復 旧事業債

の 償還 の た め に 財政支出 した 額 の9 5 % は 普通 交付

税 の 算定基礎に な る 基 準財政需要額 に 算 入 され ま

す ｡
つ ま り

, 災 害と い う 不 慮の 財政 支出の た め に

地 方財政 を圧 迫 しな い よ う 政府 が 地 方交付税 に よ

り措置す る も の で す ｡

ま た
, 主 管省庁が 事業実施 の 翌 年度に 国 庫補助

事業 と して 採択す る こ と を 認証 した い わ ゆ る 施越

事業に つ い て ,

一

般的 に , 事業と し て 決算済 の も

の に 対 して は 起債 の 充当は で きま せ ん が
, 補助災

害復旧事業 ほ 事業実施年度に 決算済で も 国 庫補助

金 が 交付 され る 年度 に お い て 起債措置を 行う こ と

が で き る こ と に な っ て い ま す
｡

(2) 直轄災書復旧事業債

直轄事業実施地 区の 農業用 施設及 び 海岸保全 施

設 が 災害を受 け た場 合 , 国が 自 ら災 害復旧 事業を

実施 しま す が , 地 方 公共 団 体ほ 法 律又 は 政 令の 定

め に よ り , そ の 経費 の
一

部を 負担 しま す ｡
した が

っ て
, 起債 の 充当率 も補助災害復旧 事業債と 同様

に
, 農業用 施設 に つ い て は

,
地 方負担額の お お む

ね 70 % ( 現年災分 に つ い て ほ お お むね 8 0 % ) , 海

岸保全 施設等 公共 土木施設 に つ い て は
, 地 方負担

額の お お む ね9 0 % (現 年 災分 に つ い て は 10 0 % ) の

起債措置が 認め られ て い ま す
｡

(3)
一

般公 共 事業債

地 方公 共 団 体が 行う 各種 災害関連事業 に つ い て

ほ
,

一

般 公共 事業債 と して 起債が 認め られ て お り ,

国が 補助す る 当 該年度 の 事業費に 見合う地 方負担

額 を基礎 に 許可 され て い ま す｡ 充当 率は
, 昭 和6 2

年度 に お い て
, 地 方負担琴の お お む ね55 % ( 現年

1

災分 に つ い て は お お む ね80 % ) と な っ て い ます
｡

な お
, 農林水 産省構造改善局所管の 災害関連事業

の う ち で
, 災 害関連緊急地 す べ り対策事業に つ い

て は , 毎年度 元 利 償還金 の 57 % が 基 準 財 政需要額

に 算 入 され ま す ｡

( ヰ) 一

般単独災書復旧事業債

一

般単 独 災 害復 旧事業債ほ ,
｢ 暫定法+ や ｢ 負

担法+ の 対象と な ら な い 災害復旧 事業 (直轄災害

復旧 事業, (5) に 述 べ る 小災害復旧 事業, 及 び 農地

に 係る も の を 除く ｡) の う ち
,
1 箇所の 工 事の 費用

が 都道 府県及 び 指定都市が事業主 体と な る も の ほ

20 万 円 以 上
, 市町 村が事業 主 体と な る も の は 10 万

円以 上 の も の に つ い て 認め られ て い る 起債 で す｡

充当率は
, ①農業用 施設及 び林道 ほ 査 定事業費の

お お む ね65 % , ② 公 共 土 木施設 そ の 他 の 施 設 は 査

定事業費 の 10 0 % , ③ 災害関連事業は 査定 事業費

の お おむ ね 3 分 の 2 で す
｡

こ こ で 査定 事業費と ほ
, 地方 公共 団体が 申請 し

た起債計画 書を 審査 して 査定 した事業費 で
, 起債

は 2 カ 年度 に 分割 して 許可 さ れ ま す｡ 原則と して

5 0 % ず つ の 均等分割 で すが
,

2 カ 年に 分割 す る こ

と に よ り 1 件 限 度額を 割る 場 合又 は 工 事施 行能 力

等 か ら み て 均等分 割 が 当 該地 方公 共 団体 の 実情 に

そわ な い 場 合 は , 適宜 復旧 進度を 調整 します ｡ ま

た
, 起債 を許 可 され た 地 方公 共 団体は , 農業用 施

設 の 場 合, 毎年度元 利 償還金 の 2 8 . 5 % か ら 5 7 %

( 財 政 力補正) に 相当す る 額が 基準財政需要額 に

算 入さ れ ま す
｡

な お ,

一

般 単独災害復 旧事業債は , 農地 に つ い

て は 起債 対 象と され て い ま せ ん
｡

こ れ ほ
, 農地 ほ

元 来公 共 用 財 産で は な い の で , そ の 災害復旧事業

も 原則的に は 受益者負担 で 行 う べ きも の と 判断さ

れ て い る か らで す｡

(5) 小災幸徳旧 事業債
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小災害復 旧事業 の 対象と な る 災害 は , 激甚災害

と し て 指定 され
,

か つ 小災害復旧事業 の 財源 に 充

て る 地方債 に つ い て 財政援助を 講ず る 旨の 指定が

な さ れ た災害 で す ｡
こ の 災害に よ り 被害 を受 け た

都道 府県 及 び 市 町 村が 施行す る 小 災害復 旧事業 の

地方債 に ほ
, 公 共 土 木施設 等小災害債, 農地 等小

災害債が ありま すが
,

こ こ で ほ 農地 等小災害債 に

つ い て 述 べ る こ と に しま す ｡

農地 等小災害債は ,
｢ 激甚法+ 第 5 条 に 規定す

る農地 等 の 災 害復 旧事業に 係る補助の 特別 措置 を

講ずろ激甚災害 で
, 次 わ条件を と も に 満 たす市町

村が起債 で き ます
｡ ①市町 村の 区域内で 施 行され

る農 地 , 農業用 施設 又 は 林道の 補助災 害復旧事業

及 び 小災害復 旧事業 ( 1 カ 所 の 工 事 の 費 用 が10 万

円 以 上3 0 万 円未満 の も の) の 事業費 の 合 計 額 が

800 万 円 を超 え る こ と , ②農地 等小災害債 の 起債

合計額が起債 1 件限 度額を 超え る こ と
｡

農地 等小災害債 の l 件 限 度額ほ 次 の と お り で す

指定都 市

人 口 30 万人 以上 の 市

人 口 10 万 人 以上30 万 人 未満の 市

人 口 5 万 人 以上1 0 万 人 未満の 市

そ の 他 の 市及 び町 村

8()0 万 円

4 00 万 円

2 50 万 円

150 万 円

80 万 円

な お 農地 等小災害債 の 発行が 許可 さ れ る 市 町 村

は , 自治 大 臣が告示 を行 い ま す ｡

こ の 起債 の 充 当 率は ,

一

般 被災地 (激甚災害と

して 指定 さ れ た 災害で ｢ 暫定法+ 適用 後の 地 元 負

担額が 1 戸 当た り 2 万 円以 下 の 市町 村) の 場 合,

農地 は 事業費 の5 0 % , 農業用 施設 及 び 林道は 事業

費 の6 5 % で す｡

一 方 , 被害激甚地 (｢ 暫定法+ 適用

後 の 地 元 負担額が 1 戸 当た り 2 万 円を 超え る 市 町

村) の 場 合 , 事業費 の 5 分の 3 に 相当する 額に つ

い て は90 % , 残 り の 5 分の 2 に 相 当す る額に つ い

て は 農地50 % , 農業用 施設 及 び林道65 % で 被害激

甚地 を平均す ると 農地74 % , 農業用 施設 及 び 林道

80 % で す｡

ま た
, 農地 等小災害債と して 昭和57 年度以 降に

発行 を許可 さ れ た 市 町 村は , 毎年度そ の 元 利偉還

に 要す る額の 99 . 7 5 % が
, 基準財政需要額 に 算入 さ

れ ま す
｡

た だ し, 昭 和56年度以前 に 発行を 許可 さ

れ た 農地 等小災害債は
, 従来 どお り, 毎年度そ の

元 利償還金 の 71 . 5 % を 元 利補給 金 で 交付,
2 8 . 5 %

を基 準財政需要額に 算入 します ｡

な お, 農地 等小災害債を政府資金 ( 資金 運 用 部

資金 又 ほ 簡易生 命保険及 び 郵便年金 特別 会計 の 積

立 金) で 引き受け た 場 合の 償還方法ほ , 激甚災害

が 生 じた年 の 4 月 1 日 の 属す る 会計年度の 翌年度

以 降4 年以 内 ( う ち据置 1 年以 内) の 元 利均等償

還 に よ りま す｡

2 . 災書補償制度

農林水 産業が 災害等に よ っ て 受け る 損失を補 て

ん し
, 農林漁業経 営 の 安定と 生 産力 の 発展に 役 立

て るた め
, 災害対策 の 大 きな 柱と して

, 農業, 林

業 ,
水 産業に そ れ ぞ れ 災害補償の 制度が あ りま す｡

こ こ で は
, 農業経営 に 直接か か わ り の あ る 農業災

害補償制度 に つ い て 述 べ る こ と に しま す ｡

< 農業災害補償制度 >

農業災害補償制度 は ｢ 農業災害補償法+ に 基 づ

い て 行われ て い るも の で
,

そ の 制 度 の 内容 は
,

(彰農業 共済組 合 等 の 行 う共 済事業, ②農業共 済組

合 連合会の 行う保険事業, (参政 府の 行う 再 保険事

業,
の 三段 階制 を と っ て い ま す ｡

① の 共済事業 は
, 元 受 け の 事業 で

, 農業共 済組

合 ( 原 則 と して 1 又 は 2 以上 の 市町 村 の 区 域 が 単

位) が
,
そ の 区 域 内の 農家か ら 共済掛金 を徴収 し

,

こ れ を 財源と して 被災農家に 共 済金 を 支払 う事業

で す
｡

な お , 農業共 済組 合 か ら共 済事業の 移譲 の

申出 が あ っ た場 合 に は , 都道府県知 事 の 認可 を 受

け て 市 町村 で も共 済事業 を行 う こ と が で き る こ と

に な っ て い ます
｡

ま た , 共 済事業 に ほ , (カ農作物

共 済, (イ) 蚕繭共 済 , (功家畜共 済 の ｢ 必 須事業+ と

帥果樹 共 済, 帥畑作物共 済, 00 園芸施設 共 済, ㈹

建物共 済等 の 任意共 済 の ｢ 任意事業+ が あ り ます｡

②の 保険事業 は , 農業共 済組合等が 共 済事業に

よ っ て 負う 共 済責任 の
一

定割合 を相互 に 保険す る

た め
, 農業 共済組 合連合会 (都道府県の 区域 を そ

の 区 域 と し
, そ の 区域 内 の す べ て の 組合等が 構成

員 とな っ て 設 立 され る法人) が県内 の 組合等か ら

保険料 を 徴 収 し,
こ れ を財源 に , 組 合 等に 共 済金

支払 資金 を 保険金 と し て 支払 う事業 で す ｡

③ の 再 保険事業ほ
, 農業共 済組合連合会が 保険

事業に よ っ て 負う 保険責任 の
一

定割合 を再 保険す

る た め
, 政 府が 連合会か ら再 保険料 を徴収 し

,
こ

れ を財源に
, 連合会に 保険金 支払 資金 を再 保険金

と して 支払 う事業で す｡

つ ま り, 激甚な 災害に 見舞 われ た 場 合 な どに
,

市町 村 の 単位や 都道府県の 単 位 だ け で は 完全 な危

険分散 が で きな い た め
, 制度の 健全 な運営 を 図 る

観点 か ら, 政府み ずか ら再 保険を 行 っ て い る も の
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点集災寺輔俳制度の 機構

指
導
監
督

指

導

監

督

共
済
掛
金

一

部
負
担

農林 水産 大臣

都道府県 知事

農業共済再保険
特 別 会 計

再
保
険

料

繰
一

般 合 計

再
保
険
金

農業共済組合
連 合 会

保

険

料

保

険

金

事
務
費
賦
課
金

農 業 共 済 組 合
( 共済事業を行う市呵胡

共

済

掛

金

共

済

金

事
務
費
賦
課
金

員合組
共済事業を行う市町村
の農作物共済､ 重商共
済 ､ 家畜共済 ､ 果樹共
済 ､ 畑作物共済及び園
芸施設共済の加入者

で す
｡

ま た
, 農業災害補償制度 ほ

, 国 の 災害対策 の
一

環 と して
, 特別の 政策的観点 か ら創設 され た 制度

で すか ら, 制度が 広く ゆ きわ た り, 円滑 に そ の 効

果 を あげ る よ う, 事業実施 の 強制や 共 済 へ の 当然

加 入 な どの 措置が と られ て い ますが , 他 方 で は 農

業者 に 過重 な 負担 を か け る こ と に な ら な い よ う,

国は 各種の 助成措置を講 じて い ます
｡ 助成の 内容

ほ , ①農家 の 共 済掛金 の
一

部 国 庫負担 , ②組合等

及 び連合会 の 事務費の
一

部国庫負担 , ③農業共 済

組合及 び 連合会の 税制上 の 優遇措置, ④連合会と

の 共 同 出資 で 設 立 さ れ た 農業共 済基金 に よ る 融 資

な ど で す｡

各種共 済事業の 中心 か ら , 農作物共 済を 例に と

ると 次の と お り で す｡

○農作物共 済

農作物共 済は , 水稲 , 麦及 び陸稲が , 風 水 害,

干 害, 冷害, 雪害そ の 他気象上 の 原因 ( 地 震及 び

噴火を 含む ｡) に よ る災害, 病 虫害及 び 鳥獣害に

よ り被害を 受け た 場 合 を対象と しま す ｡

ま た , 水 稲を2 0 ～ 4 0 a
, 麦又 ほ 陸稲を1 0 ～ 3 0 a

( 北海道 は 水 稲, 陸稲3 0 ～ 1 0 0 a
, 麦4 0 ～ 1 0 0 a ) の

範 囲 内で 都道府県知事が 定 め た 基準以 上 耕作する

出
資

出資 ･ 金銭 の寄 託

貸付 ･ 債務保証

貸 付 ･ 債 務保証

農 業 共 済 基 金

金銭の 寄託

事
務
費
負
担

･

補
助

農家は 全 て ( 基準未満は 申出 に よ り) 組合員と な

りま す
｡

農作物共 済の 引受方式に は
, ①

一

筆単位方式,

②半相殺農家単位 方式, ③ 全相殺農家単位方式の

3 種 類 (陸稲ほ
一

筆単位方式の み) が あり, 共 済

金 の 支払額は , 引受方式 ごと に 算 出 され ま す｡

一

筆単 位方式 = 単位 当 た り共 済金 額 × ( そ の 耕

地 の 減収量 - そ の 耕地 の 基 準収穫量 × 10 0 分 の3 0)

半 相殺 農家単 位方式 = 単位当 た り 共 済 金 額 ×

( そ の 農家 の 被害耕地 の 減収量 の 合 計- そ の 農家

の 基準収穫量 × 10 0 分 の20)

全 相殺農家単位方式 = 単位当 た り 共 済金 額 ×

( そ の 農家の 減収量 - そ の 農家の 基準収穫 量 × 100

分 の 10)

こ こ で
, 単 位 ( 1 k g) 当た り共 済金 額は

, 毎

年水 稲, 陸稲及 び 麦 ご と に
,

そ の 単位当た り価格

( k g 当た り 米 , 麦価) に 相当す る額 を限度と して

農林水 産大臣が 定め る 2 以 上 の 金額 の う ち か ら 1

つ の 金 額を 組合 等が選択 し ます｡

基準収穫量 と は , そ の 年 の 天 候 を 平年 並 み と

し, 肥 培管理 な ども普通
一

般並み に 行わ れ た と し

た と きに 期待 し得る収 量 の こ とで
,

い わ ゆ る平年

の 収穫量 で , 1 0 a 当た り基準収穫量 が 耕地 ごと に
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定め られ て い ます｡

農家負担共 済掛金 は 共 済金額 (組合等 が組合員

等に 対 して 支払 う共済金の 最高責任限度額) に 農

家負担共 済掛金 率を 乗 じて 求め ます｡ す なわ ち,

農家負担共済掛金 = 単位当た り共 済金額 × 基準収

穫量 (
一

筆方式は 耕地 ごと
, 他の 方式は 組合員等

ごと) × 引受割合 (
一

筆方式0 , 7
, 半相殺方式0 . 8

,

全 相殺方式0 . 9) × 農家負担共 済掛 金 率 と な り ま

す｡ まず, 農林水 産大臣が
, 過去

一

定年間の 実績

被害率に 基づ い て
,
水稲 , 麦及 び 陸稲の 種類 ご と

,

風水 害, 干 害, 冷害等の 種別 ごと及 び組合等の 区

域 ご とに 基準共 済掛金率を定 め
,

これ を下 ら ない

範囲 内で 組合等が 共済掛金 率を 定 め ます｡ こ の 共

済掛金率の
一

定割合 (50 % 以上6 0 % 未満) は 国庫

負担と な っ て お り , そ の 残 り が農家負担共 済掛金

率と な り ます｡

3 . 災書金融制度

(l) 天災融資制度

① 制度の 目的等

天 災融資制度は
, 暴風雨 , 地 震, 干ば つ

, 降雪

等の 天 災に よ っ て
, 農作物等に 損失 を 受け た 被災

農林漁業者等に 対 し, 農林漁業経営等に 必 要な 資

金 を 低利 で 融 通する こ と に よ っ て 経営 の 再 建を 容

易に する こ と を 目 的と して 昭和30 年 に 創設さ れ ま

した
｡

天 災融資法ほ
, 暴風 雨等 の 天 災に よ る 被害が 著

しくか つ 国 民経済に 与え る影響が 大き い と 認め ら

れ る 場 合に
, そ の 都度 , 当該天 災の 指定, 融 資に

必 要 な事項を 定め た 政令を制定す る こ と に よ り発

動さ れ , そ れ に 基 づ い て 被災農林漁業者等 に 対 し

, 再生 産む土必要 な種苗代, 肥 料代等 を対象と す

る 天 災資金 が
, 農協 ･ 銀 行等の 融資機関 か ら貸 し

付け られ る こ と に な っ て い ま す｡

な お
, 災害 が特 に 激甚な 場 合 に お い て は

, 同時

に 激甚災害法 が適用 され , 貸付限 度額や 償還期限

に 特例措置が請 じ られ る こ と に な っ て い ます｡

② 制度の 仕組 み

天 災融資制度 の 仕組み は , 次 の と お り で す｡

切市町 村や都道府県の 地方 公共 団体 が
, 農協 ･ 銀

行等の 融資機関と 利子補給契約及 び損失補償契約

を 結び ま す｡ 打) こ れ に 基 づ い て 融資検閲が 系統資

金等を 原資と して 天 災資金 の 貸付け を行 っ た 場合

に
, 地 方公共 団体 が融資検閲 に 対 し, 基準金 利と

天 災融資法に 基 づ く貸付金 利 と の 差額 を利子補給

しま す｡ 帥借受着か ら の 償還 が な され ず融資機関

が 損失を 受けた場合 に は , 地方 公 共団体 は そ の 損

失を 補償 しま す｡ 帥利子補給及び 損失補償 に 要す

る 経費の
一

部を , 市 町村 と融資機関が 契約 した場

合に は 国 及び 都道府県が 補助 し
, 都道府県と融資

機関が 契約 した 場 合 に は 国が 補助 しま す｡

③ 貸付条件等の 概要

(カ 貸付内容 (資金使途)

種苗, 肥 料, 飼料, 薬剤, 家畜, 漁具, 稚魚,

椎貝 , 餌料, 漁業用 燃油等の 購入 , 漁船の 建造｡

取得等 の 農林漁業経営 に 必 要な 資金と な っ て い ま

す｡ 一

打) 貸付対象者 (以下農業者 に 限定 して 説明)

市町 村長 か ら次 の い ずれ か の 認定を 受けキ老

( i ) 天 災に よ る農作物, 畜産物又 ほ 繭の 減収量 が

そ れ らの 平年収量 の 30 % 以上 で あ っ て
,

しか も減

収に よ る損失額 がそ の 老 の 平年匠 お け る農業総収

入 額の 10 % 以上 で ある こ と｡ ( 鼓) 果樹 , 茶樹, 桑

樹 の 樹体被害に よ る 損失が そ れ ぞ れ 被害時の 価額

の 3 0 % 以 上 で あ る こ と｡

㈹ 利率, 償還期限, 貸付限度額

a . 利率

旧市町 村の 区域に お い て , 特別被害農業者 (平

年農業総収入 額 の50 % 以 上 の 損失額又 ほ , 50 % 以

上 の 樹体損失額 の ある者) が 当該被害農業者数 の

1 0 % 以上 で
, 都道府県知事が 指定す る 区域 を特別

被害地 域と し, 地 域内の 特別被害農業者 に 対 して

は , 年 3 % 以 内,
3 割被害者 (平年農業総収入 額

の 3 0 % 以上の 損失額の ある者) に 対 して は
, 年

5 . 0 5 % 以 内,

‾
そ の 他の 被害農業者 に 対 して は, 年

6 . 0 5 % 以 内の 利率が 適用さ れ ます｡

b . 償還期限

天 災の つ ど政令 で 定め られ ます が , 通常, 特別

被害地 域 内の 特別 被害農業者ほ 6 年,
そ の 他 の 者

は 3 ～ 6 年と な っ て い ます｡ さ ら に｢ 激甚災害法+

が 適用 さ れ た 場 合ほ 1 年 の 期限延 長 が あり ます｡

C
. 貸付限度額

こ れ も 天 災の つ ど政令 で 定 め られ ますが
, 通常

個 人 の 場合は200 万 円 (北海道3 5 0万 円) ,
た だ し

,

果樹栽培者 へ の 貸付金等 , 政令 で 定 め る資金 に 対

して は 50 0 万 円, 法人の 場合 は 2
,
0 0 0 万 円,

た だ

し, 前述 の 政令 で 定め る資金に 対 して は 2
,
5 00 万

円 と な っ て お り
,
さ らに

,
｢ 激甚災害法+ が 適用 さ

れ た 場 合に は , 5 0 万 円( 政令 で 定め る 資金は 100 万

円) 増額 され ま す｡
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〔天 災融資制 度 の仕 組 み〕

借 受 者
農林 漁業者
農 協 等

被

害

認

定

市 町 村

貸 付

借 入 申 込

利 子 補 給

利 子補 給補 助

損 失補 償補助

融 資 機 関
農協 系統 金融機 関
銀 行 等

.

‖
一

ま
〓

子

損

失

補 1 補
l

拾:償

都 道 府 媒

実際 の 貸付 桝 こ当た っ て は
,

上 記 の 限度額と
,

市町 村長 の 認定す る損失額に
, 被害作物等 の 再 生

産 に 必 要 な現金経営費等を基準と して 政令 で定 め

る率 ( 通 常 A クg とい い
,

一

般 農業者の 場合 は4 5 %

で ｢ 激甚災害法+ が 適用 され た 場合ほ6 0 % ) を乗

じた 額の い ずれ か 低 い 額が 融資さ れ ま す｡

(2) 農林公 庫資金制度

農林 公 庫資金 制度 ほ
, 昭和28 年に

,
｢ 農林漁業

金融 公 庫法+ に 基 づ き, 政府関係金融機関と し て

設立 さ れ た農林公 庫 に よ り融 通さ れ て い る資金 制

度 で す
｡

そ の 目的 は , 農林漁業者に 対 し , 農林漁

業の 生 産力を維持増進す るた め に 必 要な長 期 か つ

低利の 資金 を融通す る こ と で あ り, 農林中央金庫

そ の 他
一

般 の 金 融扱関が 融通 す る こ と が 困 難な も

の を 対象と して い ます｡

公 庫資金 の 貸付原資 は , 政府 か ら の 出資金 , 資

金運用 部等か らの 借 入金 な ど, 国の 財政資金 に よ

っ て 賄わ れ て い ま す｡

■ 公庫資金に は 各種の 資金が あり ますが ,
こ の う

ち災害復旧 事業を も 対象 とす る も の に
, 農業基 盤

整備資金
, 自作農維持資金 等 が あ り ます ｡

① 農業基盤整備資金

農地や農業用 施設が 災害 を受け た場合, そ の 復

旧 に 要す る資金 と して
, 農業基盤整備資金 を借 り

る こ とが で きま す｡ 農業基盤整備資金の 概要 は 次

の と お り で す｡

(刀 貸付対象事業

こ の 資金 は , 暴風雨 等に よ っ て 農地 が流 出 ･ 埋

没 した 場 合, 原形復旧 する た め に 行な う流 入 した

土 砂 や レ キ 土 等 の 除去
, 耕土 の 搬 入 等の 農地 の 災

害復 旧事業及 び か ん が い 排水 施設 , 農道等, 農地

利 子補 給補 助

の 保全 利用 上 必 要な 施設 の 災害復 旧事業を 貸付け

の 対象と しま す｡

打) 貸付け対象者

こ の 資金 の 貸付け を 受け る こ とが で き る者 ほ ,

土 地 改良区, 同連合 (事業主 体に な る場 合 に 限 り

ま す｡ ) , 農業協同 組合, 同 連合会又 は 農業 を営む

老等で す｡ な お
,

地 方公 共 団体が 行う 災害復 旧事

業に 対する分担金 も融 資の 対象と な り ます｡

㈹ 利 率, 償還期 間 , 貸付限 度額

a . 利率

昭和6 2 年 6 月1 6 日現在, 年4 . 0 % と な っ て い ま

す ｡

b . 償還期間

据置期間10 年以内を 含ん で2 5 年以内の 債還 と な

っ て い ま す
｡

C . 貸付限 度額

1 受益 者当 た り5 00 万 円 ( 受益 面 積 2 b a 以 上 の

農家が 5 割を 超え る 地 区 に あ っ て ほ1 . 0 0 0 万 円) ま

で は10 0 % ,
こ れ を 超え る も の は8 0 % と な っ て い ま

す
｡

② 自作農維持資金 (経営維持 の ため の 資金)

自作農維持資金制度 ほ ｢ 自作農維 持資 金融 通

法+ に 基 づ く 融資制度 で
, 農業 に 精進す る者が 災

害等 の 被害を 受け るな ど, 避 け る こ と の で き ない

理 由に よ っ て 資金 を必 要と す る 場 合, 農業経営-こ

著 し い 支障を及 ぼす こ とな しに ほ 必 要資金 の 調達

が で きな い ほ ど 窮迫 した者 に 対 して は
,
｢ 農林漁

業金融公 庫+ 及 び ｢ 沖縄振興 開発金融 公 庫+ が長

期か つ 低 利の 資金 の 融通を 行い , 経営の 縮小 又 は

自作地 の 細分 化 を 防止 し農業者の 経営の 安定 を 図

ろ う とす る も の で す ｡
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自作農維持資金 の 概要 は 次の とお り で す｡

切 貸付対象と な る 災害

自作農維持資金の 対象と な る 災害 は , 風 水 害,

震災等 の 天 災を 原則と します｡ しか し
, 天 災に 直

接起因 しな い も の で も, 通 常 の 注意 に も か か わ ら

ず被 っ た 物的損害で
, 農業経営 又 は 農家経済に 著

しい 支障 を及 ぼ すも の
, 例 え ば 火 災等も 含まれ ま

す｡

什) 貸付対象資金

被災農家 に は 補助, 共 済, 制度資 金 融通等 , あ

ら ゆ る措置が と られ ま すが
, な お農業経営の 維持

が 困 難で
, 自作地 , 家畜等農業経 営上 必 要不 可 欠

な農業用 資産 の 売却な しに は 回 復困難 な場 合に 農

業経営維持 に 必 要 な最小限の 資金と して 本資金を

貸付け ます ｡

㈹ 貸付対象者

本資金の 貸付対象者ほ , 次の 条件を す べ て 満足

し, 都道府県知事 の 認定 を受け た 老 に 限 ら れ ま

す｡

( a) 農業に 精進す る 見込 み が ある こ と ｡ (b) 農業経

営安定計画が 適正 で あり, か つ
,

こ れ を 確実 に 達

成 す る 見 込 み が ある こ と
｡ ( c)本 資金 の 貸付け を受

け る 以 外, 他 に 資金調達 の 適当な 方法 が な い こ と
｡

叫 利率, 償還期 間, 貸付限度額

(a) 利率

昭 和6 2 年 7 月 1 日 現在, 年 4 . 0 % と な っ て い ま

す ｡ ( 災害以 外の 資金に 対 して は 年4 . 0 5 % )

(b) 償還期問

据置期間 3 年以 内を 含ん で 20 年以 内で
一

般 に 元

利均等償還に よ り ます｡

( c)
‾

貸付限度額

農業を 営む 個人 の 場 合は1 50 万 円, 農業生産法人

の 場 合は75 0 万 円 で すが
, 天 災融資法が 発動 され る

よ う な 大 災害等で , 現行の 貸付限度額 で は 被害に

係る 資金需要に 対応 で きな い 農家が相当数 を 占め

る よ う な場合 に ほ , 貸付金 の 特例限度額を 設定す

る こ ともあり ます｡

お わ り に

国 全体 の 災害 に 対 処す る体制 は , 災害対策基本

法と 各種関係法令等 に よ り組織的 に 行 わ れ て お

り
, 農林水産業 の 災害 に つ い て は , 農林 水 産省が

そ の 業務 の 遂行に 全 力をあげて い ま す｡

こ れ ま で
, 幾多の 激甚な 災害の 経験を 跨ま え ,

農林水 産業に 係る 災害予防か ら, 応急対策, 復旧

に 至 る ま で の 必 要な 対策に つ い て , 各種 の 制度 の

整備 を 因 っ て きま した
｡

こ れ に よ り , 災害 に 関す

る制度全 体が よ く 整理 され
,

本 稿で述 べ た, 災害

復旧 に 対す る財政金 融措置に つ い て も, 災害 と い

う 不 慮の 事故 に 対 し, きめ 細か な配慮が な され た

制度と な っ て い ま す｡
こ れ は , 災害 が農林漁家の

生命, 財産 に 直接影響を 及 ぼ すも の で あり, 国土

保全 の 面 か らも , そ の 社会的影響の 大き さ を考慮

し た も の で し ょ う｡

今後 も , 災害 に 関す る制定の 検討ほ 続 け られ る

で し ょ う が ,

一

方 で
, 災害 に 強 い 国土 づ く りの た

め に 防災事業を 強化 した り , 災害関連事業を 積極

的に 取 り入 れ て い く こ と も重要 だ と思 わ れ ま す｡

ー
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【申 告】

災 害 復 旧 事 例

次

1 1 . 橋

飯 坂 昌 則
*

為 永鏡及 び 水路 (排水路)

海岸 ( 海岸保全施 設)

直轄艶専攻旧事業 ( 排水路
. 道路)

… ･ ･ ▼ …

7 4

た め池 災書 取速特別対策事業
… … ･ ･ ･ ･ ･

7 6

農地
, 農業用施設等所管す る災害復旧 箇所は 毎

年 6 方面所に もの ば っ て お り.
工 程(施設 の 種類)

も大変多 い ｡

今回 の 事例爵介は 原形復旧 の み な らず, 改良復

旧 も含め た灸宰復 旧事業地 区を 中心 に 各工 種別,

各種事業別Iこ 紹介 した占

1 . よ 地 ( 日)

名

匠

名

区

雄

虫
R

地

施

灸

代平地区

島根県那賀郡三 隅町

58 年梅 雨前線棄雨 災事

( S . 5 8 . 7 . 20 ～ 7 . 2 3)

(4) 現況施設 の 茜元

( A )

(被 災 前)

●
# 速攻書見床 胴 吋群立

( 苫)

(夜 叉 状 況)

( C )

-

4 8
-

(復 旧 後)
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宝劫
b

図- 1 井川川平面図

本 地 区 ほ
, 舵行す る 二 級河川 三 隅川 水 系井川 川

沿い の 農地 で あ る｡

(5) 被災状況

昭和5 8年 7 月梅雨 前線豪雨 災害に よ り , 井川 川

は 河 川堤防を 1 ～ 2 m も越す異常洪 水 と な り , 堤

防が 欠壊 した
｡

こ の た め , 河 川 沿い に 点在 す る

4 . 8 h a の 農地 は , 土 石 流に よ り
, 耕心 土 が 流亡 し

た う え , 多量 の 石礫土 が 堆積 した た め
, 耕作不 能

と な っ た ｡

(6) 復 旧概要図 ( 図
- 1 )

(7) 工 法選定 の 理 由

河 川 災害復 旧助成事業 に よ り, 河 川 の 拡幅, 蛇

行する 河川 の シ
ョ

ー

ト カ ッ ト
, 及 び そ れ に よ っ て

生 じた 廃川敷 を河川 の 残 土 処 理 場 とす る こ と と な

っ た ｡ 農 地 災害 に つ い て は
, 河 川 側と協議調整 を

囲 っ た う え ,
4 . 8 b a の 原形復旧 費と河 川側 の 残 土

処 理 後地 を区画 整理 方式に よ り復旧す る費用を 比

較 し
, 安価 と な る後者の 工 法を 選定 した ｡

は) 復 旧 手法

河 川 の シ
ョ

ー

ト カ ッ ト に よ り, 農地 は
,

1 . 7 6 b a

が潰 れ
, 残 る農地 も残土 で 埋 没する こ と と な っ た ｡

こ の 潰れ 地 は
, 廃川 敷と 交換( 代替復 旧) し

,
昭 和

5 9 ～ 6 0年度 に 埋 没 した 農地 と 併せ , 残 土 処理 され

謬
)

股
訓
瓢
湖

邪

た跡地 に 区画 整理 を実施 し復旧 した
｡

(9) 工 事内容

農地 災害側は
, 河 川 残土 処 理場 跡地 を整地 し,

耕心 土 を 被災地 か ら 7 k m の 地 点に 確保 し, 搬入

した ｡ 農道に つ い て は , 耕作上必 要最小限の 範 囲

内 で
``

農地
”

扱 い で 配置 し, 用排水路に つ い て は

計画概要書で 計上 され て い る範囲 内 で 必 要な も の

を 設置 した｡ な お, 査定時点 で は 現位置に 復旧す

る原形復旧計画 で あ っ た が
, 工 事実施に あた っ て

は 河 川 災害復 旧助成事業 の 計画と 整合性を も た せ

る 計画に 変更 した た め , 査定額に 対 し復旧 費は 大

巾に 減 じる こ と が で きた ｡

整 地 面 積

道 路 工

搬 入 耕心 土

査 定 額

復 旧 費

4 5
,
713 m 2

1
,
1 3 2 m

1 7
,
787 m 3

8 3
,
0 0 8千 円

4 8 , 1 1 1 千 円

2 . 農 地 ( 田 , 畑)

一 49 -

地 区名 板橋 地 区他

施工 位置 長野県上 水 内都債湊町

災害名 昭和6 0 年 7 月20 日発生
, 豪雨 災害

現況施設の 諸元
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被災状況 ×60 及 ( 長野県信濃町板横地区)

被 災 状 況

昭和51 年虔 紅 県営 ほ 場整備事業信濃地 区 で 整備

した｡

(5) 被灸状況

昭和6 0 年7 月20 日 の 集中豪雨 ( 最大時 間 雨 量

50 n m
, 連続雨 量1 21 m m ) に よ り, 飯綱 山連峰 の

一 つ で あ る 霊仙寺山 (標高 1
,
87 5 1 n ) の / ＼合 目附

近が 崩落 し, 推定10 5 万 ト ン に も及 ぷ 土石 洗が 下流

4 k m の 村 々 を襲 っ た ｡
こ の た め 1 2 b a に 及 ぷ 乱

軌 用 排水 路等が 一

瞬 の う ち に 土 石 流 に 盤 投又 ほ

流失 L た ｡

( 6) 復旧 概要囲 (国
- 2 )

(7) 工 法選定 の 理 由

整備済 の 農地 が 被災 した た め
,
原 形復旧 と した

｡

(8) 復 旧手法

百数十筆-こ及 ぶ 田. 畑 へ の 土 石 流入 深を 謝定す

る た 軌 1 0 a 当り10 ケ 所程 度の 試掘を 行 い , 平均

一

5 0 - 水と土 第7 1 号 1 9 87



標 準断面 図(埋 没 筒所の 穫旧)

(フ

こ7

⊂)

○ 卜50 c mJ o
,

′

｡ ■ ○

. 搬 出 30
-

5 0 c m一■○

ロ 田面 ｡
■⊂)･

標 準断面 図(流失箇所の 復旧)

耕土( 搬 入) t
=

2 0 c Ⅱ】

心 土( 搬入) t = 2 0 c Ⅲ

ミラ語罵 径30 c m 未満の 軽石､ 流人 土砂

地 盤

同一2

復 旧 後

値 に よ り流入 深を 決定 し
,

3 万 m 8 の 土 石 を 排土

した ｡ 流失 した 一

部の 農地 は 耕土 , 心 土 を 客土 し

て 復 旧 した ｡ ま た , 同時-こ被災 した 頭首工 , た め

池各 1 ケ 所, 用排水路 L = 2 , 5 00 m -こ つ い て も.

効用 回 乱 原形復旧 を した｡

(9) 工 事内容

農地 ( 臥 畑) 6 ケ所 , 11 . 7 4ll a

査 定 額 7 9 ,
2 4 3千 円

工 事 費 76 , 65 1千円

-

51 -

3 . よ 地 ( わさび田)

(1) 地 区 名

中井傍示 ( な か い ぼ う じ) 地 区

(2) 施工 位匿

奈良県吉野郡大牢村

(3) 灸書名

昭和6 1 年 7 月1 0 E】 ～ 1 3 日 の 梅雨 前線豪雨 災害

(4) 現況施設 の 諸元

水 と土 第7 1 号 19 8 7



栽 培用 土砂 を

洗浄 に よ り再 利用

国
-

3 横断面図縮尺

i先浄 土砂 及び購 入 土砂

ふ
r

‥

1
､

＼
小
山
′

/
L V

､

†

外

♪

ノ

ノト

小
人

〃

ィ
小

叫l

匿蔓] 土砂 流入わ さび 田

/ト

/ ケ 〃

さ三

由 一

1 わ さび 田 ( 被災) 平 面図

わ さ び 田 142 m
2

( 5) 被災状況

昭和61 年 7 月1 0 日 ～ 1 3 日 の 梅雨 前 線車 両 教 書

( 日雨 量2 19 m m
, 最大時間雨 量40 . 5 m m ) に よ る

異常出水 で, 谷間に 存す る わ さ び 田 に 土 砂が流入

し, ま た
. 栽培用土砂が洗出 した｡

(6) 復1日概要囲 ( 図 一

3 )

( 7) 工 法選定の 理 由

被災わ さ び 田 の 原形復旧 を行う た め . 下記工 法

を 採用 し, 実施 した ｡

(8) 復 旧 手法

流入 土砂の 排除を行 い
, 長石式わ さび 田 に 必要

な 土砂紅 , 被災現葛 に 点在す る栽培用土砂の 洗浄

被 炎 前

被 風 後

- 52
一

復 旧 後
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企画部
長方形

企画部
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を 行 っ て 利用 する こ と と し
,

一

部購入 土 砂を 利用

する こ と と した
｡

(9) 工 事内容

総 事 業 費 60 7千 円

反当限度額 45 5千 円

非 補 助 額 15 2千円

※ 砂利 (購入 土) 7 . O m さ

砂利洗浄 2 1 . O m
3

敷 均 し 28 . O m
3

ヰ. よ地 , 書地保全施設及び道路

施設名 小谷同 和茶園

施工 位置 京都府相楽那加 茂町 山 田

災害名

昭和6 1 年 7 月20 ～ 2 2 日 発生 梅雨 前線豪雨

(4) 現況施設 の 諸元

昭 和54 年度農林漁業 同和対策事業に よ り, 農地

造成 され た5 . 3 b a の 茶畑 で あ り
,

18 名の 組合員 で

構成 さ れ る
◆
共 同茶園で あ る｡

(5) 被災状況

7 月2 0 ～ 22 日 の 梅 雨 前線 豪 雨 (最大 日 雨 量

2 01 m m ･ 最大時間 雨 量 4 3 m m ) に よ り , 茶園の

一

部 ( 幅5 0 m
,
長 さ10 0 m ) が

,
谷 の 地 形沿い に 円

♂
〃

､

㌧

小
.

･ヾ

弧す べ り の 滑動 を起 こ し
, 茶園の 土 砂流出及 び 園

内道路の 流失に よ り , 下 流水 田 に 土 砂流入 ( Ⅴ =

2 , 4 0 0 m
8
) の 被害を 受け た｡

(6) 復旧概要 図 ( 図 - 3 ～ 図 - 6 )

(7) 工 法選定 の 理 由

被災状況か ら, 農地 等 の 盛土 搬入 に よ る 原形復

旧 が 不 適当と判断され
, 復 旧農地 の 面積減を 余儀

な く さ れ た
｡

工 法的に は , 現況 の 土 質が 飽和状態に あ り , 地

下水排除の た め の
, 暗渠排水 工 及 び 水 抜ボ ー

リ ン

グ工 が 必要 で あり
,

また 表面 排水 に つ い て は
, U

字溝に よ る排水 を計画 し
, 谷部の 最下流に 排水 性

の 高い フ ト ン 籠 に よ る土 留工 を 設 置する こ と と.し

た ｡

(8) 復旧 手法

農地 復旧 に つ い て は
, 被災状況に 合わ せ て 畑申

の 不陸整正程 度 と し
, 農 地保全 施設 は

,
土 留工 ･ 暗

渠排水 工 ･ 水抜 ボ
ー

リ ン グ工 に よ る 復旧 と した ｡

ま た , 道路復 旧 は
, 当該路線が 幹線道路で ある

の で縦断勾配 に 配慮 し
, 被災地 の 中央を 迂回す る

道路計画 と した｡

(9) 工事内容

工 事費 4 9
,
8 5 7 千 円

暗渠排水工 水抜 ポ ー リン グ

( 1 工 区)

横孔 ポ ー リ ン グ 卵6

/

♂
〃

♂
才

〃

㌦

れ

町′
一

ク

ク

′

♂
ク

′

も

≠

♂
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､終_._.･-

♂

♂

/
/

′
′

一 品ご
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句
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旨

ヽ

ヽ

やm

図 一 事
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農 地 594 千円

農地保全施設 37 , 5 71千円

道 路 11 , 6 92 千円

○ 農地

復 旧 両 横 A = 0 . 2 911 a

却土 整地 工 Ⅴ = 42 4 m
8

0 農地保全施設 ( 1 ～ 7 エ 区)

淘

暗渠排水工

水抜 ポ ー リ

排水路工

土 留 工 ( フ

○道路

土留工 ( 7

盛土 工

平 面 図 ( 1 エ 区)

lI ブ ロ ッ ク

恥

1 ブ ロ ッ ク

頂
団 - 8

申1 50 ～ 30 0 m m L = 2 5 8 . O m

ソ グ工 ¢6 6 m m L = 1 3 7 . 5 m

U 24 0･ ～ 4 50 L = 1 30 . O m

ト ン 籠) L = 3 21 . 9 m

ト ン 籠) L = 1 1 7 . 6 1 n

7 32 m 8

琶

被 及 前

-
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被 災 状 況

復 旧 後
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5 . 道 路

(1) 施 設 名 農道

(2) 施工 位置 沖縄県具 志川 市照 間

(3) 災 害 名 昭 和6 0 年 8 月豪雨

(4) 現況施設の 諸元

設 置年度 不 明 ( 大 正 時代)

/
準

汐
至整

3 m ソ1 ケ所

珊

10 0

ヽ
′

ビ畑

C 〉

く>
く>
L⊂〉

<⊃
く>
の

く>
L n

∀

Q ソ

∂2 8

4 50

1 60 k g/ cが

55 0

7 50

ク

/
(=〉

リー

(
▼つ

r･+

く>
L 一つ
▼ {

図一丁 平 面 図

■ 本異部分

関連部分

クラ ッ シ ャ
ー ラン

防 砂 版

2 00 × 20 0

筒知ブ ロ ワ ク壌擁壁

割栗石

/
･ 9 2 ニ

･3 ･ 恥 :
ニ = ニ ニ 3 , 9

竿1
モモ毒

田

‥

｢｢

二 4
,

50

､ 田

三
一

二三
● 85 闇

3 .

‾i5 こ
′

.

ノ‾ E L = 5 ･ 00

ヰ. 24
＼

4
･掛

･24

諸元 全幅4 . O m
, 砂利舗装

(5) 被災状況 昭和60 年 8 月13 日 に 発生 した 集

中豪 雨 ( 日雨 量2 14 m / m ) に よ り全幅 4 m の 砂利

舗装道路延長 12 5 . 5 m の う ち, 断続的に 69 . 5 m 間

の 路肩が 欠壊 し
, 車の 通行に 支障を きた した

｡

(6) 復旧 概要 囲 ( 囲 - 7
,

図 - 8 )

(7) 工 法選定の 理 由 現況施設は 土 羽 法面 で あ

るが
, 土 羽 に よ る原形 復 旧 で は 道路と して の 従前

の 安定度が 回復 で き ない た め
, 路肩ま で 聞知 ブ ロ

ッ ク積 み に よ る擁壁工 法と した｡

(8) 復 旧手法 被災箇所に 接続 した 未被災部分

は 今回 の 豪雨 に よ り ぜ い 弱化 して お り
, 単 に 被災

箇所 の 復 旧の み で は 再度災害 を蒙 るお そ れ が あ る

た め , 当該箇所 を 災害関連事業に よ り改築補強 し

て 被災箇所 と 一

体的 な復 旧を 図 っ た ｡

(9) 工事内容 工 事費5 , 97 5千 円

内訳i芸芸
3

,
35 5 千円

2
,
62 0 千 円

聞 知 ブ ロ
ッ ク積 積高( H ) = 1 . 50 m

全 体延長( L ) = 1 25 . 5 m

内訳i芸芸…芸;≡…言:三:

L =
1乞5 .50 1n

1 p .0 0

;己
戸
-

田
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8 . 水 路 ( 用水路)

(1) 施設 名
二 ガ ト

音戸 川 用水 ( 新掘)

(2) 施 設 位置

栃木県 那 須郡 部 須町 大 字湯本

(3) 災害名

6 月 梅雨 前線豪雨

(4) 現況施設 の 諸元

本用水路は
, 安政 3 年 ( 1856 年) 当時黒羽 藩領

地 で あ っ た 那須湯本村 よ り新掘堰止 工 事願書が 提

出 され た こ と を 機に
, 37 年間 の 長きを 費 し, 明 治

25 年 (18 92 年) 総延 長5 78 間 ( 約1
,
0 4 0 m ) の 水 路

工 事が 完成 した｡

そ の 後, 大 正15 年那須御用 邸が 竣工 し
, 昭 和2 9

年苦戸 川 用 水 土 地 改良 区 が設 立 され た 後ほ
, 那須

背 戸川

卓
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1 2 標準断面図

御用邸附属地内若戸 川 土 地 改良事業 と して 改修工

事等が 行わ れ 現在に 至 る
｡

(5) 被災 状況

昭和6 1 年 6 月17 ～ 1 8 日 に か け て の 集中豪雨 に よ

り御用 邸敷地 内山 腹に 位置す る背戸 川 用水 路の 溝

畔及 び下 部法面 (平均斜長2 0 m
, 平均勾配4 0

0

) が

崩壊 し
, 下 流受益 地 へ の 導水 に 支障を来た した

｡

(6) 復旧 概要図 ( 図- 9 ～ 図- 1 2)

(7) 工 法選定の 理 由

本地 区 ほ , 崩壊法面下 部 に
一

級河川 若戸 川 が 流

れ て お り, 再度増水 に よ り法面脚部が 浸食 され る

恐 れ が あ る た め
, 護岸工 と上 部 法枠基礎を 兼ね た

重力式 コ ン ク リ
ー

ト土 留工 と した ｡ ま た 上 部は 平

均斜長20 m の 長 大法面 で あ り, 法表層部の 崩落防

止 を 図 る た め 現 場 打 コ ン ク ウ ー 一法枠 工 と し 水

路部 に つ い て ほ , 上 下流 に お ける過去 の 改修工 事

及 び 標準工 法等を 検討の 上 , L 型擁壁 工 を 選定 し

た
｡

(8) 復旧 手法

再度災害防止 の た め
, 若戸 川 に お い て 計画 洪水

量 2 4 . 7 m
3
/ S を 満足する 断面並 び に 余裕高 0 . 6 m

を 確保 し
,

上部法面土 圧 に 耐 え得 る重力式 コ ン ク

リ ー ト 土 留工 と し
, 河 川 最深部よ り1 m 以 上 の 根

入 れ と す る
｡

ま た法枠 工 に つ い て は
,

地 区 内自然
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景観と の 適合及び表層部土壌 の 安定を 図 る た め
,

法枠内に 植生土 の う を施工 し緑化 を行う｡ 水路エ

ーこ お い て ほ , L 型 コ ン ク リ
ー

ト水路と し. 下 部 よ

り土 留工 , 法枠 工
, 水路工 と を 一

体化さ せ
, 法面

保護を 図 り つ つ 水 路 の 効用 回復 を行う｡

(9) 工 事内容

○ コ ン ク リ
ー

ト水 路工

L = 1 4 . O m H = 0 . 8 0 m V = 9 . 7 m
8

法枠工 完成状況

水路工 完成状況

法面倒壊状況

水路 崩壊状況

○ コ ン ク リ ー ト法枠工

A = 2 5 3 . 2 m
2 v = 2 2 . 2 m 3

0 重 力式 コ ン ク リ
ー

ト土 留工

L = 1 7 . 5 m ロ = 2 , 5 m V = 5 0 . 3 m
8

0 事業費 8 , 7 5 5 千円

○ 査定額 8
,
84 2 千円

丁. 水 鞍 (排水路)

(1) 施 設 名 富 田 工 区排水路

(2) 施工 位置 岐阜県恵那郡岩村町

(3) 災 害 名 昭和5 8年台風1 0 号

(4) 現況施設 の 諸元 親和5 5 年度施工 県営圃場

整備事業富 田 工 区 第2 5 期工 事

(5) 被災状況

昭 和58 年発生 , 台風1 0 号 に よ る 豪雨の た め, 組

立 水 路が 紛糾 m に 亘 り屏嵐 埋 没 の 被害を 受け た ｡

被災原田ほ , 越水 匠 よ り急流 工 背面の 土 砂が洗出

した た め に 崩壊 した も の で
,

土 質も こ の 地方特有

の マ サ 土 で ある こ と か ら, 被害が 一 段 と 大きく な

っ た ｡

(6) 復旧 概要国

(7) 工 法選定の 理 由 ･ ‥ 現場 の 被災状況か ら基本

的に は, 従前施設 の 復 旧を は か る こ と に よ っ て
, 水

路 の 効用は 十分回 復する も の と判断 した ｡ 但 し,

落差工 周 囲 匠 つ い て は , 越水 の 危険性 もあ るた め

背面土 砂 の 流失防止 を 目 的と して
, 法面 の

一

部ま

で コ ン ク リ
ー ト ブ ロ

ッ ク 等で 被覆保護す る こ と と

した ｡

(8) 復 旧手法

基本的な工 法 は , 原形通りの コ ン ク リ
ー

ト組立

柵渠と し た が, 落差工 周 囲書こ つ い て は
,

土 羽部 を

コ ン ク リ ー ト と張 ブ ロ
ッ

ク で 被覆 した｡ ま た, 破

損 した ア ー ム と パ ネ ル は 取 り替 え, 水路内の 土砂

- 59 - 水 と土 第71 号 1 9 野
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⊇
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Ⅶ去皇2 :

の

≧:

17 . 08 . 5
_
8 . 5 1 9 .0 8 . 5 8 . 5 !〉

.
0 6 . 0 1 5 . 0

排土

L = 5 .0 1 n

弓鼻ブ ロ ッ ク

L = 6 4 . O l n

排土 L = 3 2 0 rn

張ブ ロ ッ ク 栗プ ロL = 1 6 . 5 ⅠⅦ

L = 3 2
. 0 Ⅰ¶ L = 12 .

施工 延 長 8 0 . 5 In

且- 18 平 面 図

N o , 5 付近 を下舐個 よ り望む

- Ⅳ¢ . 3 付近 を下流側よ り望む

ほ 要領に 基づ き, 全体の Ⅷ % 甘こ つ い て は叉亨復 旧

事業と して 排土 した｡ な お. 埋 没 して い た 被災時

不 明 の 柵渠†こ つ い て は
, 計画変更 で 地理 した ｡

袋 慧芸

ッブ コ ン ク, - ト

ツ ク

O In

周
一

叫 横 断 図

(9) 工 事内容

1 . 施 工 延長 80 . 5 m

2 , 張 ブ ロ
ッ ク 工 延長

3 . 排土 工 延長

4 . 復 旧窮

l . 環首エ

60 , 5 m

37 . O m

3 , 4 63 千円

施設名
一

館第 2 頭首工

施工 位置
一

北海道檜 山郡厚沢部町

災害名一梅雨 前線及び 台風 6 号

(昭和6 0年 7 月11 日)

叫) 現況施設 の 諸元

掟 長

堰 高

型 式

受益 面積

関係戸数

取 水 量

築 造

6 1 m ( 固定部5 3 m
, 可動部 8 m )

1 . 8 5 m

フ ロ ー テ ィ ソ グ タ イ プ

1 93 . 1 b a

7 4 戸

Q = 0 . 6 87 9 m
8
/ s

昭和4 8年

道営開拓 パ イ ロ
ッ ト事業

(5) 被害状況

昭和6 畔 7 月 の 梅雨 前線 に よ る集中蒙両 で の 異

常出水 に よ り (計画洪水量 Q = 1 , 1 00 m a
/ $

, 被災

ー

6 0
一 一

水と土 罪7 1 号 19 8 7



流量97 5 m 8
/ S) 頭 首 工 基礎部が 下流河床の 低下(低

下量1 , 8 0 m ) に よ り 流失 , 空洞化 した｡ 堤体 忙 は

亀裂が 発生 し
,
沈下 を 呈 した｡ 護岸 工 に お い て も

,

背面土 砂の 流出, 傾倒,
さ ら に は 護床 の 放出な ど

で 堰前面Iこ鋼矢板 を 施工 して 応急工 事 と した
｡

(6) 復旧概要囲

(7) 工 法選定 の 理 由

河床 の 低下 が激 しく, ま た
,

上 流 へ の 移動は
,

築堤 へ の 影響が 大 で あ るた め に
. 原位置に て 復旧

す る こ と と し た ｡

構造ほ 洪水 量1 , 1 0 0 m
3
/ S に 対応する た め に , 可

動堰 と固定堰と の 併用と な る が , 河川条件 な どか

ら 固定堰 の 設置i土語め られ ず全巾を 可動堰 とす る

被災施設全影

下 綻 エ プ ロ ソ 空洞化

完 成 全 影

こ と と L た ｡ した が っ て
, 固定堰 と可動堰と の 差

額事業費を 関連事業費と した｡

( 8) 復 旧手 法

原 位置 に フ ロ
ー

テ ィ
ン グ タ イ プで 復旧す る もの

と して 設計す る と, 土 砂吐1 2 . 5 m
, 洪 水吐3 3 , O m

固定堰1 5 . 5 0 m と な る が
, 関連事業 を併用 して , 土

砂吐1 2 . 5 m
, 洪水吐48 . 5 m の 全可 動堰に て 復旧す

る こ と と L た ｡

また , 基礎部の 地 盤調査を 実施す る
一 方, 基礎

工 法 の 検討を した ｡

(9) 工 事内容

工 事費 6 10
･
6 7 粁 円 i書芸

5

芸;器岩
洪 水 吐 ロ ー ラ ー ゲ

ー

ト 2 2 . 75 m

土 砂 吐

道
…

芹

魚

護

護 床

応急工 事

臥 た め 池

(1) 施 設 名

(2) 施行位置

(剖 災 害 名

H = 1 . 8 5 2 門

// 11 . 5 m

耳 = 1 . 9 5 1 門

階段式 b = 2 . O m L = 73 , O m

左岸 逝 L 型擁壁 且 = 54 . O m

右岸 逆 L 塑擁壁 旦 = 76 . 4 m

2
` ブ ロ

ッ
ク 2

,
98 9 m 2

鋼矢板 旦 = 1 0 m I王 = 5 2 m

よ Il ちい け

与/＼池

岡山県浅 口 郡寄島町 字畔地 の 内

昭和6 0年梅 雨前線豪雨 災害

(4) 現況施設の 諸元 築造年月 日 不 明

(5) 被災状況

昭 和6 0 年 6 月発生 の 梅雨 前線豪雨 に よ り, た め

′
〟

卜

Y
ノ

卜

- 61 -
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4 .0 0
H

匿一柑 壕防断面図

F L =
5 5 . 0 ∫n

←芸+

J

池右岸側水路が 欠壊 し, 土砂流が
一

度 に た め 池に

流入 した た め
, 他の 水位が 急上 昇 し本堤が32 m に

わ た り欠壊 した ｡

(6) 復1日概要図 (園- 1 6)

(7) 工 法選定 の 理 由

中心 刃金の 旧堤体を ベ ン チ カ ッ ト を 行い 復 旧す

る よ り, 残存部分を 利用 し た 前刃金型で 復 旧 した

方 が経済的で あり, 災害標準工 法に 示 され て い る

前刃金 工 法を選定 した
｡

(8) 復旧手法

再度災害防止 の た め
, 被災状況, 残 存部分の 利

用 の 可 否を十分検討 し
, 効果的な 復 旧 を 図 る た

め
, 壕体 は前刃金型工 法 で, 余水 吐ほ 設計洪水 量

竣 功 写 実

E L = 5 9
.5

1 . 5 9 m
き
/ S に 対応で きる断面 で 復 旧 L た ｡

(9) 工 事内容

工 事 費 33 , 3 4 0 千円 ( 本災)

堤体復 旧延長 L = 76 . 5 皿

壕 高 H = 8 . 3 血

堤 体 工 刃金土 1, 9 11 m
3

抱土 2
,
2 17 m 8

妓止 ブ ロ
ッ ク461 . 6 m

2

樋 管 工 斜極 L = 1 1 . 6 m 9〉20 0 ⅠⅥ/ m

余水 吐放水 路工

1 m ため池

1

2

八
一

一

た め 池栓卓1 00 m / m 2 3孔

底樋 L = 32 . 3 m ¢60 0 m / m

L = 2 7 . 1 2 m

施設名 森溝 た め池

施工 位置 島根県都賀都三 隅町

災害名 6 0年梅雨 前線豪雨 災害

( S . 6 0 . 6 . 21 ～ 7 . 7)

(4) 現況施設 の 諸元 築造年 明治37 年頃

(5) 被災状況

昭和60 年 6 月21 日 か ら の 梅 雨前線 の 停滞 に よ る

集中豪雨 に 見舞わ れ , 滞池内は 急激 な水位上 昇を

起 こ し
, 既設余水 吐 の 排水 能力不足 と重な り, . 埠

体越流す る結果と な り , 堤防中央部 を 中心 に 欠壊

被 災 写 真

一 62 一 水 と土 器71 号 1 卸
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寸

/

や

ゆ

腰石担

__ +

/

/

B 叫

取付水路 2 9 . 3 1 0

軒

関連工 事余水吐 68 . 0 4 0

園- 1丁 平 面 図

亡｢
2 . 0 00

や
●

紆

▽ 1 0 .80

海

瀞

15

2 0

2 5

三J

鵡 監 遡

12 . 00

図一柑 標準 断面図

した
｡

(6) 復 旧概要 図 ( 図- 7
, 図 - 18)

(7) 工 法選定 の 理 由

原形 の 前刃 金 型土 堰堤の
一

部, 右岸側余水 吐
,

腰 石 垣 等が 残存 して お り,
こ れ を 有効利用す る工

法 を採用 した ｡

(8) 復 旧手法

堤体欠壊と 斜樋の 被災に つ い て は 原形復旧 に よ

L__J

松
L = 3 .

口

00

箋⊂
l東

8 . 50

D L = 3 . 00

る が
, 余水吐, 堤体断面に つ い て ほ , 関連事業に

よ る断面 の 拡大 を行い
, 再 度災害の 防止 を 図 る こ

と と した
｡

余水 吐 に つ い て は
, 左 岸側に 新設 し, 右岸残存

の も の と合わ せ
,

2 0 0 年確立 雨 量 に 耐え う る 構造

と
'

した
｡ ま た

, 堤体天 端余裕高及 び 天端幅に つ い

て も 最小限度の 断面の 拡大 を 行う｡

一 63 一 水 と土 第7 1号 19 8 7



被災状況 (埠体中央部が欠壊 した)

復 旧後 (左岸側余水吐も新設 され 安定 した施設 に 復 旧され た)

設計諸元等

項 目
原 形 及 び

原 形 復 旧 改 良 復 旧

天 端 幅 1 2 . 5 m

余 裕 高 0 . 6 0 m 1 . 2 0 m

流 域 面 横 0 . 5 9】皿
2 1 0 . 59 b 2

余 水 吐 能 力 0 . 5 0 m
3
/ 8 e C 1 6. 0 7 m

且
/ s e c

越 流 水 深

基 準 雨 量
2 00 年確率
1 0 2 . 1 皿

(如 工 事内容

本 災 関 連

延 長 52 m

盛 土 1
, 6 6 4 m

8
1 , 7g 7 m

8

斜 確 工 1 式

池内崩壊部法面工

( 蛇籠)
60 本

左 岸 余 水 吐 工 I l
コ

妄言㌫
庇 樋 工 1 式

右岸余水 吐嵩上げ
ソ ク リ

ー

ト

1 2 . 6 1 n
8

計 12 , 2 0 0 千円 25 , 3 6 2 千円

リ･ 橋 梁

(1) 施 設 名 荒潮楕

(2) 施工 位置 鹿児島県薩摩郡宮之城町

(3) 災 害 名 昭和59 年 8 月豪雨 災害

(4) 現況渚設 の 諸元 183 4 年施工事業名 は 不 明

(5) 被衆状況

本橋梁 の 原形iま,
上 部構造が 石造単純桁橋, 下

部構造は 橋脚が切 石造, 橋台は 雑割空石 萩で あ っ

た ｡
こ れ が59 年 8 月25 日 発生 の 豪雨 ( 日雨量 32 8

N

午
‖
‖
什
U
1

3
.

くコ

T
?

_
二 二 二 の

荒事紆l】

(責慧竺実弟三言H , 中 抑 等)

- 64 -
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†
4 . 0

T T r

4 .0
く〉

_ 一 +

__
一 乙亡/

一 ■ - ･ J ■

二4 ･ 0:

園- 20 平 面 図

m m
. 時間雨 量7 0 m m ) iこ よ る 出水 で

, 橋梁全体

L = 9 . O m ( 4 . 5 × 2 径間) 橋 脚 1 基, 左岸 橋台

(取付護岸上 淀5 . 7 m ) が全 部流出 した ｡

( 6) 復旧 概要図 (因- 2 0, 国 一 2 1)

トー
ー ー

一
旦 L

------+

国
-

2 1 断 面 図

(7) 工 法選定理 由

河道内の ピ ア は , 流水 の 円滑 な溌下を 阻害す る

原因と な っ て い る こ と｡ 又 , 走行荷重, 横長等 の

構造条件を考慮 して も
一

径間 で 十分対応可能 で あ

り, か つ 経済的に も秀れ て い る こ と な どの 点 か ら

中間 ピ ア は 廃止 し,

一

径 間と した ｡ な お
, 幅員に

つ い て は , 道路の 改良計画 (圃場整備事業) と の

整合を 回る た め
, 現況計こ対 し 1 m 拡幅 し 4 m と し

た が ,
こ の 拡幅分ほ 災害閑適事業 で 実施する こ と

- 6 5 - 水と 土 第7 1 号 19 87
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と した｡

(8) 復 旧手 法

橋梁上部工 は ,
1 径 間 の 現場 打丁桁橋と し

, 下

部工 は , 両 岸橋台と も コ ン ク リ ー ト 重 力 式 と し

た
｡ 取付護岸は 洗掘 を う け た 左 岸上 流部の み設 置

した｡

(9) 工 事内容

橋長 L = 9 . O m 2
,
4 0 0 千 円

橋台 E = 5 . O m 3 , 52 0 千円

12 . 揚水機及び水路 (排水路)

(1) 施 設 名 豊 田排水 機場 及 び排水 路

(2) 施設 位置 茨城県結城郡 石 下町 本豊 田

(3) 災 害 名 昭和6 1 年台風1 0 号 災害

(4) 現況 施設の 諸元

本 施設 ほ
, 県営小貝 川 沿岸農業水 利事業 で 昭 和

2
7 年 ～ 昭 和29 和 こ実施 した も の で あ る｡ 機械設 備

は
, 渦巻 ポ ン プ ¢1

,
30 0 m / m

, ¢80 0 m / m 各 2 台,

2 5 0 k w
,
1 1 0 k w モ ー

タ ー 各2 台 が 設 置 し て あ っ

た ｡ 豊 田 幹線排水 路 は
, 八 問堀川 か ら豊 田排水 機

場迄の 延長 1 , 1 2 8 m で 空右 横の 排水路 で あ っ た
｡

面平 囲
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(5) 被害状況

61 年 8 月 4 日 ～ 8 月 5 日に か け て の 台風10 号 に

よ る 豪雨 は
, 小月川 流域 に か つ て な い 降雨 量 を 記

録 した ｡ (2 88 m / m ～ 3 8 1 m / m ) これ に よ り, 小 貝

川 は 未だ か つ て な い 大洪水 に 見舞わ れ た ｡
こ の 洪

水 に よ り 8 月 6 日 朝に な り
,

石 下町 本豊 田地 先 の

右岸堤防が 決壊 した ｡ ‾そ の 場 所に 隣接 して い る 本

機場 は
, 数分 の 内に 濁流に の ま れ 各種機器 は 水 没

し使用 不 能 と な っ た ｡ ま た
, 本機場に 排水 を導 水

す る豊 田幹線水 路27 7 m も 同時 に 被害を 受け た ｡

(6) 復 旧概要 図

(7) 工 法選定 の 理 由

1) 揚 水機

工 法 の 選定 に あた っ て ほ , すべ て 新品に 取

り 換え る か , ま た は , 分解修理 す る か 経済 比

較も 含め 十分検討 した 結果, 分解修理 を基 本

と しケ
ー ブ ル 等修理 不 可能 な もの 及び 部品調

達不 能な も の に つ い て ほ や む を 得な い も の と

して
, 新品と 交換する こ と と した ｡

2) 排水 路

現況施設 は 空右 横で あるが 施 工 性, 経済性 ,

1 02
豊田排水機場

¢130 0 % × 250 kW x 2 台
¢80 0 % × 1 1 0k W X 2 台

9 ,0 00

: = )

‾r l

2 . 32 0.

ピ
1

魅

6
0068

ヽ

誓
.

書
○

月
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+
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･
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図- 23

排水路標準断面図

3
,
30 0

2 0 0

盤
生松丸太

¢1 20 × 3
,
000 5 本′1 0 m

塩

20 0

ヽ

く=〉

く>
N

M

ぜ

図- 21

資材調達の 可 能性 及 び 通水 量 等を検討した 結

果,
コ ン ク リ ー ト ブ ロ

ヲ
ク 張工 を採用 す る こ

とと した ｡

(8) 復旧 手法

1) 揚水 機

各種機器 に つ い て, 次の と お り復 旧 した
｡

①電 動 磯 : 洗浄乾燥及 び コ イ ル 巻線交換

② ポ ン プ 類 : 軸受 オイ ル 洗浄及 び給油

(卦発 電 機 : 交換

④補 器 類 : 洗浄乾燥,
べ ヤ リ ン グ及 び 制御

盤交換

⑤配 電 盤 : 洗浄乾燥, 通電 に 支障 の あ る も

ー 67 -

く>
く>

の は す べ て 交換

⑥ ケ ー ブ ル : す べ て 交換

2) 排 水 路

護岸工 は
,

コ ン ク リ
ー ト ブ ロ

ッ
ク張 工 と し

,

基 礎砕石 ほ C - 4 0 を0 . 1 5 m
, そ の 上 に 裏打 コ

ン ク リ
ー

ト0 . 0 5 m を打設 し0 . 5 0 m x O . 5 0 m x

O . 1 0 m の 平板 ブ ロ
ッ ク を 計画 水 位ま で 施工す

る こ と と した
｡

(9) 工 事内容

1) 揚 水機

電動機修理 2 50 k w , 1 1 0 k w , 各2 台

発電機修理 11 0 V x 3 . 2 k v , 充 電機 及 び

水 と土 第7 1 号 19 8 7



ポ ン プ 修理

補機類修理

配電盤修理

蓄電池 1 式

≠1 , 3 00 m / m
, ¢8 0 0 m / m

各 2 台

真空 ポ ン プ
, 気密 ポ ン プ

, 制

御盤 l 式

端子及 び端子盤, 進相器 盤

1 式

ケ ー ブ ル 交換 1 式

工 事費 : 4 5 , 0 2 0 千 円

2) 排水路

コ ン ク リ
ー

ト ブ ロ
ッ ク 蚤両面責岸, 上 梓

揚 水機 の 復 旧後

排 水路の 復 旧 後

被 災 状 況

1 2 , 3 m
, 下情3 . 3 n

, 法長3 . 5 n , 法勾配 1

1 . 5 , 延 長 224 m
, 基礎杭 : 1 式, 工 事費

2 6
,
4 7 6 千円

敏 灸 状 況

柑 . 農地保全

(1) 施 設 名 柱逼地区農地保全施設

(2) 施工 位置 新潟県西 頚城郡能生町

(3) 災 害 名 5 9年乳 地す べ り 災害

r4) 現況施 設諸 元 現況施設な し

(5) 被乳状況 昭和5 9年 5 月 の 融 雪 に 伴 い . 巾

100 ～ 2 2 0 m
, 長 さ75 0 m

, A = 15 血a
, Ⅴ = 1 3 0 万n 8

の 規模 で 地す べ り が 発生 し
,
地 区内 の 農地10 . 3 血a

,

農道, 水 路各 2
,
0 0 0 m が 被災 L た｡

･

地 す べ り の 形

態は 斜面全体が は ば原形 を保 ち な が ら援慢 で 継続

的な 移動を 示 し, 頭部 , 側部, 末端 で の 変位が 癒

着 と な り, 斜面内の 水田 の 変状 は
, 亀裂発生, 不

等沈下, 隆起等F こと どま っ た｡

(6) 復 旧概要図

(7) 工 法選定 の 理 由

1) 南東側面 ブ ロ
ッ ク ( 山側)

斜面頗斜度 30
0

の 崩壊塾地す べ り で
, 粗 い

堆積物が 残留 し, 主 ブ ロ
ッ ク に 対 して 大きな

地 す べ り土 圧 や 地 下水 圧を もた らすた め , 杭

打エ に よ る抑止 と 水技ポー リ ン グ専 に よ る地

下 水 排除 を行い 安定化を 図る ｡

2) 主 プ ロ
? ク ( 農地夜l日部)

当該 ブ ロ
ッ

ク は , す べ り面 が 僚斜角5
0

, 直

線的 で 長大 な単
一 す べ り で あり, 移動は 経世

な が ら持続性 が あ るた め
, 移動 の 抑止と 大き

な 地 す べ り土 圧 に 対応 で きる 工 法が 必 要 で あ

る｡
こ の た め

, 切盛調整 に よ る 斜面 改良 杭

打工 に よ る抑1 L 集水井 に よ る 深層地 下水排

除, そ れ と地す べ り土 荷重 の 低減と斜面形状

一
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摩J

た
2

≡
例魂観望…･熟

記 号 説 明 /
〉

･
･

200
/ つ 地すべりブロ ック

/
イイT rr物 崩 落 崖

ニ
㌦

- 亀 裂

】 (- ) 沈 降

l ( ＋) 隆 起

l ＼
1 . 地 すべ り方向

図一2ち 柱道地区被 災平面 図

災害関連緊急地 す べ り対策事業

(堰 堤 工)

(勤

÷

1 】 (診

斤‾‾泉

J

1
J l

↓

⑧
⑥ 嵐( )

L
才一}

■

!
=

1
‾‾

土壷子‾′才
▼‾J‾

‡
.

面

才.ち
ト

才′ズ
1 呈出

‥

③
ニニ

†
′‾

例

耕地

変節譜い

J
l

=

t ＼l l
＼ J l l

＼

②

⑤

凡
⑤

｢事 業 名 番号 記 号 工 種 数 量

l

l

弓災害復旧

+

農地 保全 工 1 . 0 式

① :㊨--･-･ 集 水 井 コニ 2 基

②
】

p 杭 打 工 3 1 6 本

(卦 暗 渠 工 1 6 8 8 . 7 m

④
: 二こ

三
お 0 水抜ポーリング工 4 05 0 m

⑤ 法面保護工 3 1
,
20 0 1 げ

⑥ 区区区画 法 止 工 1 5 0 m

⑦ 三正 巳 = ;:

墓
仮設 道 路エ 5 5 8 m

(参 調査ポーリング工 9 孔

;琴箋国連 ･
‾面 壁 堤 工 1 基

(訂

J

亀
至 中野 ロ

園- 28 農地保全計画平面 図

の 安定化 を 図 る た め
, 暗渠工 を計画 し

, 単
一

工 種 の 応 力分担 を極力軽減す る｡ ま た
, 末端

部は 山王 川 に 接 して 盛 り上 が り, 重要な 抵抗

体と な っ て い る た め 脚部 の 固 定 を図 る
｡

(8) 復旧 手法 … … 再 度災害防止 の た め
, 災害関

連緊急地 す べ り対策事業に よ り, 末端 の 山王 川 に

土 留堰堤工 を施工 し, 受動部の 安定を 図 る 一 方 ,

災害復旧後 の 安定度 を高め る た め
, 翌 年度以降 ,

地 す べ り対策事業 に よ る保全 土 の 補完を 目 的と し

た 全 体地 す べ り 防止 計画 を策定 す る
｡ 農 地 復 旧

は
, 斜面上 部の 土 荷重低減 の た め の 排土 工 と 調整

を 行い , 切盛 に よ る 安定度が 高 ま る よ う計画 し
,

-
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床全 エ の 荷重軽減を 図 る ｡

(9) 工 事内容 本災 : 4 2 B
, 0 0 5 千 円

本災 : ○ 排土工

関連 : 10 8 , 30 0千門

地 区内転用 旭 29 0 m
3

○ 暗渠工

○ 杭打工

蛇寵暗嚢 1 , 6 8 8 . 7 m

¢31 8 . 5 ～ 4 06 . 4 m / m

且 = 1 6 . 5･ ～ 2 0 . 5 m 3 1 6本

○ 水 抜 ポ ー リ ン グ工 且 = 30 ～ 70 m 4
, 050 m

巨亘
‾
事∃ 河床 維礫稗

国宝三…
区毎ヨ 風化 潜

l ■■ 基岩

2 5〔l.0

ヂ
垂L

竿
鍵

即

鰐
2勾

2:坦

2 型

2】0

石こ
一

㌔

2 (〉0 3 0 0 4 0(】 6 0 ()

国- 2 丁 県営耕地災害後 旧 事業種道地区 A
-

B 断面図

被災写真 (主 ブ ロ
ッ

ク)

完成写真 (主 ブ ロ
ッ

ク)

- 7 0 - 水と土 第7 1 号 19 8 7



○ 集水井工 ¢3 ,
0 0 0 m / m , E 1 2 1 p 2 基

○ 法止二 大塑 フ ト ン 籠 1 50 m

O 法面 保養 工 法面整形 3 1
,
2 00 m

2

災害関連緊急地 す べ り対策事業

○ 堰堤工 鋼製枠組 E = 8 . 9 0 m
,

L = 4 0 . 3 m l 基

被災写真 (主 ブ ロ
ッ

ク及 び側面 プ ロ
ッ グ)

完成写真 (側面 プ ロ
ヲ ク及び主 ブ ロ

ッ
ク)

- 7 1 一- 水と 土 第7 1 号 19 8 7



川. 海 岸 (海岸保全施設)

(1) 施 設 名 有明 海沿岸 , 福富海岸

(2) 施工 位置 佐 賀県杵島郡福富町

(3) 災 害 名 昭 和60 年13 号台風

(4) 現況 施設 の 諸元

本地 区の 堤防 は 有 明海特有の 軟 弱 地 盤上 に 築造

され た緩傾斜 の 海岸堤防 で
, 表法面 は 捨石 を サ ン

ド マ ス チ
ッ

ク に よ り被覆され て お り, 台風時の 平

均満潮位 T P ( ＋)2 . 1 5 m
, 波高2 . 5 2 m に 対 して 耐

え る構造 と な っ て い る｡ 背面は 盛 土 を ア ス フ･ ア
ル

ト に よ り被覆 され て い る｡

(5) 被災状況

昭和6 0 年 8 月3 1 日 早朝本 県西 部を縦貫 した 台風

13 号は 佐 賀気象台観測史上 最高の 最 大瞬 間 風速

4 3 . 6 m を もた ら し, 最大 風速 も2 2 . 4 m ( 1 0 分 間平

均) に 達 した
｡

こ れ が 有 明海の 大潮 満潮 と 重 な

り
, 最大波高 は3 . 2 6 m

, 波高(1/10) ほ2 . 9 9 m に 及

び
, 堤防表法面の 洗掘流亡 を お こ し

,
パ ラ ベ

ッ ト

基礎部に 空胴が 生 じたた め; パ ラ ペ
ッ トは 宙 づ り

と な り , さ ら に 背面盛土 を も海水 が 吹き上 げ流亡

/

白石町

/
へ

'■
‾

′■､

ヽ

有明町

鹿 島

有明海

4 1- 3 2

福富第二地区

ノ ′

東与賀町ノ

枚
こさ㌔

1 : 2 0 0
,
0 0 0

5 キ ロ メ
ー

ト ル

園 - 2I 農地海岸施設災害箇所位置図

( 十)6 ･ 1 0

2 .0 0

ヽ二

( ＋) 6 .9 0

_ 2 . 20･

●

I
㌧

しごこ

ス チ ッ ク

摩

さ せ
, 堤防決壊寸前と な っ た

｡

(6) 復旧 概要 図 ( 図
-

2 8
, 囲- 2 9)

(7) 工 法選定の 理 由

今回 の 被災に 対 し表法面 は 捨石 と サ ン ド マ ス チ

ッ ク に よ り被覆 して も, 今複同規模 の 台風 (最大

風速22 . 4 m / S e C , E . H . W . L . ( ＋) 3 . 77 Ⅱl
, 波高

2 . 9 9 m ) が 襲来 した 場 合, 再 度災害が 発生 す る恐

れ が あるた め
, 消波 ブ ロ

ッ ク (2
`

級) に よ る法面

保護工 を 施工 し
, 埠防の 安定 を 図 る こ と と した ｡

(8) 復 旧手法

表法面部 の 破 壊及び 流亡 ケ 所に つ い て は , 捨石

に よ り現形ま で 詰込 み
,

そ の 法面 ほ 消波 ブ ロ
ッ ク

を 設置す る ま で の 期間に 波浪に よ り捨 石 が滑落 し

な い 程 度 に マ ス チ ッ
ク を 被覆 し , そ の 後, 法面 保

護と して 消波 ブ ロ
ッ ク を 施工 す る こ と と した ｡

堤防背面 に つ い て ほ
,

海側法面 に 2
`

級の 消波

ブ ロ
ッ

ク を設置す るた め , 堤防の 安定上必 要 な背

面盛 土 を施工 す ると 共 に , 堤防の 振動 , 越波等 に

よ り亀裂, 陥没が 生 じた ア ス フ
ァ

ル ト舗装は 原形

に 復旧 する｡

(9) 工 事内容

工 事 費 1
,
276

,
0 0 7 千 円

施工 延長 1
,
85 6 m

表法面補修 工

捨 石 2
,
0 2 6 m 3

サ ン ド マ ス チ ッ
ク 4

,
3 0 8 m 2

衷法面保護工

異形 ブ ロ
ッ ク (2

`
級)

蓑法面被覆工

盛 土

ア ス フ
ァ

ル ト舗装

-一旦二竺+

応急工事
コ ン クリ

ー ト

石培
土

ロ ｢

¶
t
.

一

∈
0

り

∈
O

N
-

eF

( ＋) 5 .0 0

/
-

e

ン
→

下

コ

土理処

図- 29 福富地区堤防断面 図

-

7 2 一

カベト

■

一

∴
.

-

●

●

叫
.

′

∈
0

¢

宅
U

N

一

2 0
,
68 6個

9
,
0 45 m 3

21
,
36 21 n 2
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15 .

1

2

3

4

地す べ り防止施設

施 設 名 中山 地 区地 す べ り防止 施設

施 工 位置 福井県大飯郡高浜町

災 害 名 60 年 9 月 地 す べ り 災害

現況施設 の 諸元

事 業 名

地 区 名

工 種

施工 年度

地 す べ り対策事業

中山地 区

杭打工 (鋼管杭)

昭 和4 6年度 ～ 昭和48 年度

(5) 被災状況

昭 和6 0 年 9 月1 2 日 , 前日 の 降雨 に よ り, 主 地 す

べ り ブ ロ
ッ

ク の 既設 鋼管杭の 下 方斜 面 が
, 幅約

150 m
,

長 さ約10 0 m
, 面積約1 . 5 h a に わ た っ て 滑

動 した ｡ 地す べ り の 頭 部に は , 落差1 . O m ～ 1 . 5 m

の 滑落差が延 長 10 0 m に わ た っ て 発生 した
｡ 滑動

に よ る亀裂は 中下 部に 引張亀裂 , 圧縮亀裂が 群発

す る と と もに
, 末端部の 急斜面は 所 々 で 崩壊が 発

＼
ヾ

ゝ芸

碑
n
弐

T
J

田
n
M

ロ

伐

払

ひ

生 した｡
これ ら の 滑動 に よ り, 頭部の 杭は 延長約

90 m に わ た っ て 谷側土 圧 を 失 い
, 不 安定な 状況に

な っ た ｡ ま た , 下 部に 施工 して い た 水 抜き ボ ー リ

ン グ工
,

水 路工 の
一

部も 崩落土砂 に よ り 埋 没 し

た｡

(6) 復 旧概要図 ( 図 - 30 , 図- 3 1)

(7) 工 法選定 の 理 由

滑勤 した ブ ロ
ッ

ク の 上 方に ほ 中山 寺を は じめ と

す る 集落 が位置 して お り,
こ の 地 す べ り ブ ロ

ッ ク

を 完全 に 抑止 する必 要が ある｡ こ の た め
, 既設 杭

の 下 方斜面に
, 鋼管杭に よ る抑止 工 と水 抜き ボ ー

リ ン グ の 抑制工 の 併用工 法を選定 した
｡

さ ら に 末

端部 の 崩壊性 斜面ほ ,

-
受働土圧 の 減少 に つ なが る

た め
,

これ を土 留工 に よ り防止す る こ と と した｡

一

方 , 災害復 旧後 の 安定度を 増加 さ せ る べ く
,

昭 和6 1 年度 以降 は
,

地 す べ り対策事業と して 対策

工 の 補足 , 特に 上 方 か ら の 地 下水 排除を 中心 と し

た 地 す べ り対策全 体計画 を策定す る こ と と した｡

恥

亀

図- 30 中山地 区す べ り調査平面図
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(8) 復旧 手法

滑動 ブ ロ
ッ

ク を 安定 さ せ 既設 杭 の 谷例の 土圧軒こ

耐えられ る よ う既設杭 の 下方斜面に 銅管杭 に よ る

抑止杭 を施 工 L た ｡ さらに , 地 す べ り ブ ロ
ッ

ク 内

の 間隙水 圧を 水抜きポ ー リ ソ グ に よ り 低下さ せ
,

単 一

工 紘一こ よ る負担荷重軽減を は か っ た
｡

ま た
,

末端部 の 崩壊斜面 は , 受働土圧 の 減少を 防止 す る

た め に 片法枠等 に よ る土 留工 を 施工 L た
｡

( 9) 工 事内容

工 事費 70 , 2 69 千円

○ 鋼管杭 工

申3 18 . 5 m / m ,
n = 5 2 本 L = 8 5 m

O 水抜 ポ ー リ ン グ工

≠65 m / 皿 ,

○ 片綾枠 工

皿型 2 6 基

0 7 ト ン 籠 工

14 9 枚

= 2 5 本 ,
L = 78 5 m

L = 1 3 0 m

地す べ り亀裂

○排水 路工

B F - 2 50 , L = 3 8 . 6 Ⅱl

鋼管杭の 打込

柑 . 直轄災書復旧事業 (排水韓, 道路)

(1) 施 設 名 統内地 区幹線明菜排水及び 第 1

号幹線道路

(2) 施 工 位置 北海道中川郡豊頃町

(3) 災 害 名 15 号台風災害 (昭和61 年 9 月 4

日)

(4) 現況施設の 諸元 昭和59 年度 か ら61 年度紅

施工 した 国営総合農地開発事業 で の 明渠排水 及び

幹線道路｡

(5) 被災状況 昭和61 年 9 月発生15 号台風 の 集

㌦
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中豪雨 に よ る｡ 幹線排 水路 は , 急激な 出 水 の た め

異状水 位 ( 計 画 水位 の 1 . 5 倍) に よ り法 面 崩壊を

起 し,
コ ン ク リ ー ト ブ ロ

ッ ク護岸に ｢ ま く れ+ が

生 じた ｡ ま た
, 幹線道路ほ 法面 の 土壌水 分が 飽和

状態と な り, 地 盤の ゆ る み 崩壊が起 り, 施 設 機能

を失 な っ た
｡

(6) 復 旧概要図 ( 図 一32 , 図- 3 3)

(7) 工 法選定の 理 由 排 水 路は 法 面 崩壊 個 所

の 盛 土 復元 , 洗掘防止 を 図 る た め
,

コ ン ク リ ー ト

ブ ロ
ッ

ク 護岸と した
｡ 道路の 盛 土 区 間 は

, 再 度 の

過飽和状態に よる 崩壊防止 の た め
, 透水 性 の あ る

切込 砂利 を盛 土 材に 採用 し, 置換工 法と した
｡

切

土 区 間 に つ い て は , 被災後の 現状法勾配 (約 1 割

2 分) と し
,

こ の 勾配に よ る 安定計算を行 っ た 結

果, 円弧 ス ベ リ の 危険性 が あ る た め
, 法面 保護 工

が 必 要と な っ た ｡

(8) 復旧手 法 再 度 の 災害を 防止 す る た め
, 排

水 路は 計画 水 位の 12 0 % ま で を コ ン ク リ ー ト プ ロ

計画 及 び被災断 面

＼

_旦
型堅垂> 山

‥

_
旦星堅垂/

/

モ
6 . 50

トー｢
- ノ

恕

ッ ク 護岸と し
, 法肩 ま で は 張芝被覆 と した ｡ 道路

に お い て は
, 盛 土 法面崩壊個所を 切込 砂利 で 置換

し, 法 先 は フ ト ン 寵を 布設 した
｡

切土面 は , 特殊

フ ト ン 籠, 軽量 法枠 に よ る 法面保護 を実施 し, 法

尻 に は ,
フ ト ン 籠を 布設 して 復 旧 した

｡

(9) 工 事内容 工 事費9 0 , 6 3 2 千 円

1) 排水 路 3 2
,
9 0 0 千円

計画 流量 10 . 9 m
3
/ s

, 流速 2 . 3 m / S

勾配 1/13 1
, 水 路敷幅 3 . O m

, 法勾配1 . 5 割

○ 法面工

連結 ブ ロ
ッ

ク 布設工

i L = 7 71 m

張 芝工

2) 道路 57
,
73 2 千 円

車道幅員4 . 5 0 m
, 造成 幅員6 . 5 0 m

○ 法面 工

切 込 砂利置換エ

フ ト ン 寵工

特殊 フ ト ン 籠 工

軽量 法枠工

L = 36 8 m

(

車
肯

扁
巴
N

り
.

〇

(

賢
者
皆

帥
濱

)

等
.

一

一

∫

(

整
音
読
N
一

)

岩
.

一
ヽ

張 芝

ブロ ッ ク補強

(

屯

-
･

3 .0 0

復旧 断面

ブ ロ ッ ク 布設換

図- 3 2 幹線 明菜排水路標準土 工 定規 図
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災害復旧延長 L = 5 1 . 4 0 m

1 丁. た め池災春闘連特別対策事業

(1) 施 設 名 北金 沢た め 池

(2) 施 工 位置 宮城県志田郡鹿島台町

(3) 災 害 名 昭 和6 1 年10 号台風 災害

(4) 現 況施設 の 諸元

本た め 池は 大迫 川支流に あり 明治45 年頃築造さ

れ た 土 え ん 堤 (均
一

タイ プ) で 堤高 H = 6 . 4 0 m
,

堤長 L = 5 1 . 4 m
, 貯水 量 Ⅴ = 1 0 . 95 0 m 3 で 集水 面

積 A = 2 5b a
, 受益面積 A = 1 2 b a を有す るため 池

で あ る｡

(5) 被災状況

昭 和61 年8 月 発生 10 号台風 の 異常降雨 に よ り,

た め 池 の 水位 が急上 昇 し, 堤体が 右岸取付部 よ り

20 m に わ た っ て 決壊 し
, 取水 施設 も

一

部被災 し

た
｡

ま た 左岸部に ある余水 吐 も 流失 した も の で あ

る｡

(6) 復旧概要 囲 ( 図 - 34 ～ 囲- 3 5)

(7) 工 法選定の 理 由

堤体の 復旧 に あた っ て は
, 付近に 良質な 刃 金 土

が な く , ま た破堤部 以外 に おい て も パ イ ビ ン グ現

象が 見 られ る た め ,
ゴ ム シ ー

トに よ る遮 水工 を採

用 した
｡ 余水 吐 の 復 旧 に あた っ て は , 現位置で の

復旧 は 機能的 に も経済的に も 不 利と 判断 し, 右岸

へ 位置を変更 し施 工 した ｡

画
夕

止

人 ノ

ー

･ 窟

;

せ

/
法先空疎プ ロ ･
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国- 3¢ 堤体標準断面図

は) 復 旧手法

現況の 堤体断面で は 余裕高及 び 堤頂幅が 不 足 し

て お り, 災害復旧事業 の み で は 再 度災害の 防止 に

十分な 効果が 期待出来 な い の で
,

た め 池災害関連

特別 対策事業を併 せ た全 体計画 に よ り全 面復旧 す

る こ と と した ｡

(9) 工 事内容

埠体盛土

防水 シ ー ト

取水 施設工

余水 吐工

用地 補償費

工 事雑費

事務雑費

計

- 7 6 -

Ⅴ = 2
,
7 72 m

8

A = 96 6 m
2

L = 31
,
5 9 m

L = 5 1 . 4 m

一

式

一

式

一

式

26 , 80 0 千円

76 5 千 円

41 0 千円

41 6 千 円

¥ 2 8
,
391 千 円

水 と土 第71 号 19 8 7



1 8 . 千春応急対策手業

(1) 干害応急対策事業 の 沿革

干害応急対策事業 の 助成は
, 昭和33 年 の 大干ば

つ に 始 ま り, そ の 後3 5 年, 3 6 年 , 3 7 年 . 3 9 年 , 40

年 , 41 年. 42 年. 4 3 年, 4 8 年, 53 年 の 各年 に 行ゎ

れ て きた が, そ の 間, 助成対策, 助成 の 方法等 に

つ い て
,

こ の 事業 の 複雑 な性格上 . 種 々 の 問題が

多く , 殆 ど毎年 の よ う に 改訂が 加 え ら れ現在 に 至

っ て い る ｡

当初 .
こ の 干害応急対策事業 が 国庫補助の 対象

と され た 目的 は
, 通常 の 渇水 で 既 存水源に よ り 用

水確保 の 可能 な農地 が
, 異常 な気象が 連続 L た た

め 水 源が枯渇 し, その ま ま放置すれ ば , 農作物 が

枯死す る た め
, 農民が 自主 的に 応急対策事業 を 実

施 し て 農作物 の 被害を 防止す る た め
, 不 測 の 経費

支出と な っ た こ と に 対 し, こ れ ら の 経費 の 軽減 を

図り. 農業経営 の 安定を 期す た め
, 国は 助成措置

を 講ずる こ と に した も の で ある｡

こ の た め , 33 年, 3 5 年の 干 害応急対策事業 は 1

年限 り の 応急的, 暫定的な 仮設工 事 を補助対象 と

し, 燃料, 電力費 に 対 して も2 0 % の 補助を 行 っ た｡

しか しな が ら 詔 年紅 続き35 年, 36 年 と殆 ど毎年

の よう に 千春応急対策事業が実施 され る よう 匠 な

り, これ ら の 地域ほ 殆 どが 水源施設 の 不十分 な,

い わ ゆ る干ば つ 常襲地帯に 近い と こ ろ で 実施 され

る
`
も の が多く な っ た た め,

こ の よ う な 助成の 方法

で は , 今後千春応急対策事業が あと を た た な い の

で は な い か と い う観点 か ら, 36 年 紅 至 り,
そ の 考

え 方を改め て, 今後 の 干ば つ に 億え て 使用 し得 る

施設 (恒久的なもの) 匠 限 り補助の 対象とす る こ

と と し, 補助率 に つ い て も団体常 か ん が い 排水事

業なみ の4 0 % ( 昭和36 年当時) を 適用す る こ と と

した｡ そ の 後, 内容 紅 多少 の 変更が あ っ た が .
こ

の 思想 で 現在 ま で 助成 を行 っ て きて い る｡

な お , 干害応急対策事業 に 対す る最近 の 措置初;

要lま表
一 1 の と お り で ある｡

(2) 昭和5 3年干害応急対策事業助成要綱

真
一

1 に 示 す よ うに 過去 に 行 っ た助成措置は,

その 年 の 干 ば つ 等 の 状況に よ り異な っ て い るが
,

以下, 最近年 の 昭和5 3年干害応急対策事業助成要

綱を 紹介す る｡

第 1 助成 の 対象

助成 の 対象は , 昭和53 年 4 月 1 日か ら同 年 9 月

3 0 日ま で の 間 に お い て 生 じた 干害I こ対 し, 水田 及

び畑 に 係 るものIこ あ っ て は , 連続干天日数 ( 日雨

量 が 5 ミ リ メ
ー ト ル 以下 の 日 は 干 天 日 数 と み な

す｡ 以下同 じ｡) が2 0 日 以上, ま た は30 日間 の 総雨

量が10 0 ミ リ メ ー

ト ル 以下で ある地域 ( 以下, ｢ 連

続干天地域+ と い う｡ ) 及 び用水漁 の 流域が 連続

干天地域 で ある こ と に よ っ て 干膏 を生 じた 地 域,

並 び に 果樹園中こ 係る も の で あ っ て は
, 連続干 天 日

数が25 日 以上
,

ま た ほ 30 日 間の 捻雨量が60 ミ リ メ

ー

ト ル 以下 で ある地 域 ( 以 下, ｢ 果樹園連続干天

地 域+ と い う｡ ) 及 び 用水 源の 流域が 果樹園連続

干天地域で ある こ と に よ っ て 干害を 生 じた 地 域 に

お い て 同期間内 に 干 害応急対策事業 を応急的 に 実

施 した 都道府県, 市町 村 , 土地改良区連合, 農業

協同 組合ま た は 共 同施行者で あ っ て , 当該都道府

県 の 区 域内に お け る当該干 害応急対策事業 の 事業

費 の 査定見込額が お お むね2 5 , 0 0 0 千円以上 で ある

都道府県 の 区域内iこ お い て 当該干害応急対策事業

な 実施 した もの とす る｡

第 2 助成 の 措置

1 . 補助対策事業 の 規模

祐助対象事業 の 親株 は , 団地 ごと に 2 の(1)及び

(2) 忙 掲げる 経費 の 合計折が10 万 円以上 の 場合と す
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表- 1 干 害 応 急 対 策 事 業 の 助 成 措 置 概 要 表

分 】 昭 和 42 年

→

tン)

址

不

什
.

什

部
→
-

ヰ

一

審
→

昭 和 43 年 l 昭 和 4 8 年 l 昭 和 53 年

助 成 対 象

(1) 対 象期 間

水 田, 畑 42 . 4 . 1 ～ 4 2 . 1 0 . 20

樹 園 地 42 . 4 . 1 ～ 4 2 . 11 . 5

(2) 連続干天 日数

水 田, 畑 20 日 以上

樹 園 地 お 日 〃

また は 月間雨量

水 田, 畑 10 0 m 以下

樹 園 地 60 m 以下

(1) 対象期間 43 . 4 . 1 ～ 4 3 . 9 . 3 0

(2) 連続干天 日数

水田
,

畑 20 日 以上

樹 園 地 25 日 〃

ま た は月 間雨量

水 田, 畑 10 0 皿 以下

樹 園 地 60 m m 以下

(1) 対象期間 4 8 . 4 . 1 ～ 4 8 . 9 . 3 0

(2) 連続 干天 日数

20 日 以上

またをま月 間雨量

1 00 Ⅰ皿以下

(1) 対象期間 53 . 4 . 1 ～ 5 3 . 9 . 3 0

(2) 連続干天 日数

20 日以上

また は 月間雨量

10 00 皿m 以下

補助対象事業
(1) 用水確保の た め の 工 事

(2) 用水確保の た め の 機械 購入 借入

1) 用水確保の た め の 工 事

2) 用水確 保の た め の 機械購入 借用

(1) 用水確保 の た め の 工 事

(2) 用水確保 の た め の 機械購入 借用

(1) 用水確保 の た め の 工 事

(2) 用水確保 の た め の 機械購入 借用

1 団地の 事業

工 事 費 5 万 円以上

機 械 費 5 万 円以上

共 同施行の 足切 り

水 田, 畑 1 , 2 0 0 円

樹 園 地 1 , 5 00 円

工 事 費 10 万 円以上

幾 械 費 10 万 円以上

共 同施行 の 足切 り

水 臥 畑 1 , 3 0 0 円

樹 園 地 1 , 6 0 0 円

(1) 工 事 費 10 万 円以上

(2) 機 械 費 10 万円以上

(3) 査定見込額が 農業所得推定額の

0 .0 2 % 以上又 は 査定見込額が1
,
3 0 0

万 円以上 の 都道府県内で 実施 した

事業｡

(1) 工 事 費 10 万円以上

(2) 機 械 費 10 万円以上

(3) 査定見込額が 2 , 5 0 0 万円以上の

都道府県で 実施 した 事業

補 助 率

県, 市町村,
土

地改良区等

共 同 施 行

( 工 事費)( 機械費)

50 % 5 0 %

(4 0 % ) (4 0 % )

5 0 % 3 0 %

(4 0 % ) (2 5 % )

下段の ( ) は 果樹 園の 補助率

県, 市町村,
土

地改良区

共 同 施 行

( 工 事費)( 壊械費)

40 % 2 5 %

(3 0 % ) (2 0 % )

2 5 % 2 5 %

(2 0 % ) (2 0 % )

下段 の ( ) は果樹 園の 補助率

県, 市町村, 土

地改 良区

共 同 施 行

( 工 事費)(機械 費)

‾ 40 % 40 %

( 3 0 % ) ( 3 0 % )

4 0 % 25 %

( 3 0 % ) ( 20 % )

下段 の ( ) は果樹園の 補助率

県, 市町村, 土

地改良区

共 同 施 行

( 工 事費)(機 械費)

35 % 3 5 %

3 5 % 2 2 . 5 %

数

数
･抽

横

費

費

醐

地

鯛

醐

都

田

団

査

国

北海道を除く 45 県

4 8
,
0 8 6

26 1
,
5 8 0 血

15
,
18 0二63 3 千 円

6 , 29 9 , 15 7 千 円

21 府県

8
,
7 9 2

3 1
,
7 5 4 血

3
,
6 1 7

,
3 7 2 千 円

1
,
1 6 1

,
0 1 9 千 円

28 府県

5
,
2 2 8

2
,
7 0 8

,
9 4 4 千円

928
,
9 1 4 千円

2 9 府県

13
,
7 8 0

6
,
5 65

,
15 6 千円

1
,
9 8 4

,
6 2 3 千円



る｡

2 . 補助の 対象

(1) 水 路 の 掘削, 井戸の 掘削, 動力線の 架設,

揚水機場 の 設置及び そ の 他 用水 確保 の た め の 工 事

(今後の 干 害に 備え て 引続き利用 で き るも の に 限

る｡) に 必 要 な経費｡

(2) 揚水機 (揚水 機専用動力機 を 含む ｡) 及 び

揚水 機の 付属部品の 購 入 (今後 の 干 水 害に 備え て

引続き管理す る 目 的を も っ て 行 っ た 購入 に 限 る｡ )

及 び 賃借に 必 要な 経費｡

3 . 補助率

35 パ ー セ ン ト｡ た だ し2 の(2) に 係 る もの で
, 共

同施行者が 実施 した も の に つ い て は2 2 . 5 パ ー セ ン

ト
｡

第 3 事業費の 範囲

干 害応急対策事業の 事業費の 範囲 ほ
,

工 事 の た

め 直接必 要な 本工 事費, 付帯工 事費, 測 量 及 び試

験費, 用地 費及 び 補償費, 船舶及 び 機械器 具 費,

労 務車輸送費, 工 事雑費及 び事務雑費と し, そ の

算定 に つ い て は , 農地 農業用 施設 災害復旧 事業事

務取扱い 要綱 ( 昭和4 0 年 9 月10 日 付け40 農地 D 第

1
,
1 3 0 号農林事務次官依命通 達) に 準 じて 実施 し

て い る ｡

柑 . 湛水排除事業

(1) 施工 位置 宮城県宮城郡松島町 , 黒川 郡大

郷町 , 志 田郡鹿島台町

(2) 災 害 名 昭 和6 1 年 8 月 4 日 か ら 6 日ま で

の 間の 豪雨 に よ る災害 ( 台風1 0 号関係)

(3) 被災地 の 地 形

直轄河 川, 吉田 川 下流に 位置す る松島町 ,
大 郷町

及 び鹿島台町 の 3 町 は , 仙台市 よ り北東約 2 0k m

に 位置 し
, 古くか ら干拓が積極的 に 行わ れた 地域

で
, 標高S . P . 1 m ～ 3 m の 低平な 水 田地 帯 で

,

降雨 時 に は ポ ン プ に よ る排水 が 行わ れ て い る ｡

(4) 被害状況

台風 10 号及 び そ の 後 の 低気圧に よ り, 昭 和6 2年

8 月 4 日午前 か ら 5 日 夕刻 に か け て , 全県下 で 激

しい 豪雨 に 見舞 われ た｡ 県南部 を中心 に 亘 理 郡亘

理 町 で41 6 ミ リ
, 仙台市4 02 ミ リ

, 県北部 の 古川市

で22 4 ミ リ と記録的 な豪雨 と な り, 各地 で 鉄道, 革

路の 冠 水 , 法崩れ , 中小河川の 氾濫 ,
が け崩れ に

よ る被害が 続出 した ｡

特に 県北部の 松島町 , 大郷町 及 び鹿島台町 を流

れ る 吉田 川 流域 に お い て は 観 測史上 最大 の 豪雨 に

よ り , 直轄河川 吉田川 が 5 日1 1 時 5 分 ～ 2 0分 に か

け て 3 ケ 所 で 決壊 し, ま た ,
二 級河川鶴 田 川 も 5

日 夜半に 5 ケ所 で 決壊 し
,

こ の 二 つ の 河 川 流域に

あ る低位 の 農地2
, 81 6 b a が 一

瞬に して 濁水 に よ り

湛 水 した｡ 更 に
, 緊急排 水 中の 既 設 排水 機場 の す

べ て が
, ま も な く 浸水 の た め 運転不 能と な っ た｡

こ の 湛 水 被害 に つ い て は , 水 稲 が 出穂期 に あ り,

壊滅的 な被害が 発生 する 恐れ が ある た め , 関係土

地 改良区等 が積極的 に 湛 水 の 排 除 を 行 っ た が
,

1
,
3 0 6b a の 農地 等が 引続き 1 週 間 以 上 に わ た り湛

水 し
, 当該湛水 地 域を 受益 地 とす る鶴 田叫沿岸及

び 鹿島台東部の 両土 地 改良区は ｢ 激甚災害 に 係 る

湛水 排除事業事務取扱要綱+ 第6 の 基定 に 基づ き

湛水 排除事業を 行 っ た ｡

(5) 事業実施状況

1) 仮設 排水 ポ ン プ

ポ ン プ メ ー カ ー

, 建設 業者各社 か ら 可能 な 限り

多 く の 台数 ポ ン プを 搬入 し排水 作業する こ と に つ

い て 協力を依頼 し
, 各社 か らの 搬送径路の 状況等

表一2 排 水 用 ポ ン プ 設 置 台 数

ポ ン プ 台 数

県名 団 地 名 既 数 応 急 計

箇所 台数 規 格 箇 所 台数l 規 格 箇所 台数

不 来 内 れ 100 % × 3 50 P
X 2

5 5l 1 5 鴫 ～ 脚 叫 3 57

即j
¢1 , 1 0 0 究 × 31 0 P

X 2

宮城
江王山

200 % ×3 5 0 P S

l O O 冤 ×30 0 P S

3 0 0 究 ×33 0 P S

X 3 台

5l 細 % ～ 帥 0 %l 2

品 井 沼 1 1

竺与些9茎L +
l 13

1 1 1

1 7 1

¢1 ,
0 0 0

2

1 1

志田谷 地

計

×33 0 P S

¢ 90 0 % ×2 8 0 P S
1 1 3

1 8 2

既 数ポ ン プは す

べ て 冠 水 し た た

め
, 応急修理後直

ち に 排水作業 を開

始 した
｡

-

7 9 - 水 と土 第7 1 号 19 8 7
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表 - さ 田地別湛水排除量等総括表

県 名 団 地 名
湛 水 期 間

墓月冒i 日間 宗市寒村掌l 韻
改良区等の

最大湛水時の 浸水区域面積

義臣
他の

l 計

宮 城

不 乗 内

i皇 掛 日間

宮城都 松島町 鶴 田州 沿岸 b l 氾 m

是 川部 大鹿町 土 地 改良区 2 6 4 . 7 3 2 67 . 7

前 川 黒川郡大都町 同 上 5 80 . 9 20 6 0 0 . 9

山 王 む二 東田郡 鹿島台町
鹿島台東 部
土 地 改良区

520 . 5 10 5 6 2 5 , 5

品 井 沼 墓…月島帥3 日間
官妖啓松島町
志 田添施島台町 聖昆虫聖筐 l 5 91 ･ 4 6 0 6 5 1 . 4

志 田各地 皇… 報告‡1 2 日間 同 上 同 上 l 550 ･ 0 12 0 6 7 0 . 0

計 a 5 07 , 5 30 8 2 , 8 15 , 5

県 名

湛 水面揖 が引き続き 1 週間以上.

3 0Ⅰ氾以 上 あ っ た 区 域 の 面慈
湛 水 排 除 圭 事 業 量

土地改良区
等 の 地区

その 他の

地 区
計 白魚排水 磯枕排水

工 事等 に

よ る排水
計 申 請 額 査 定 額

宮 奴

1 氾 I 氾 b 仁 d ∬i Ⅰば 止 千円 千円
37 . 3 3 7 . 3 1 2 a 6 8 8 2 . 8 81 . 3 12 3 , 0 0 も 0 0 0 1 5 , 8 0 0 1 5 . 8 0 0

33 . 5 3 3 . 5 1 3 , 2 21
.
3 6 0 1

,
6 2 8

,
8 40 1 4 . 島5 0 , 0 0 0 も5 2 5 4 . 5 2 5

5 8 . 5 5 8 . 5 7 , 56 1 , 79 4 1 , 7 9 0 , ∝娼 9
,
35 1

,
8 0 0 4 . 0 7 3 4 , 0 7 3

5 96 . 7 6 . 8 刷) 3 . 5 1 3 . 8 7 9 . 23 5 9 . 7 8阜. 4 6 5 2 3 . 6 65 . 7 0 0 3
,
7 4 9 3 , 7 4 9

47 2 . 6 1 0 1 . 0 5 7 3 . 6 19 . 5 3 5 . 7 1 4 3 . 1 5 7 , 3 8 6 2 2
,
6 9 3

,
1 0 0 3 8

,
0 5 2 3 名

.
0 5 2

1 , 1 98 . 6 1 0 7 . 8 1
,
3(鳩

.
4 5 4

.
3 2 0

,
7!〉1 l軋24 3 . 8 0 7 7 3 . 5 64 , 6 0 0 6 い 9 9】 6 6

･
19令

F こ応 じて搬 入作業 を 開始 さ せ 順次排水作業を 行 っ

た ｡

ま た, 東北農政局備付の ポ ン プの う ち 卓1 50 m /

m
,

≠25 0 m / m ポ ン プ ( エ ン ジ ン 付) 1 7 台の 借上

を 行 っ た ｡

2) 排 水機場応急修理

前川磯場, 志 田谷地 焼場, 不 来内機場, 山 王 江

椀場 , 晶井溶焼場 の 全 て 5 焼場は
, 青田 川の 破堤

に よ り冠水 し運転不 可 能 と な っ た の で
, 各 ポ ン プ

メ
ー

カ ー へ 早急 に 運転可能と なる 様応急修理 を 俵

新 した｡ 各橋場と も機場立入 し修理 作業を 可 能と

す る た め, 機場 田締切工, 場内排水作業等の 仮設

工事を施工 し, 立入 り可能と な っ た 機場 よ り 順次

修 理作業 を進 め た ｡

な お, 各磯場の 本工 事内容は 次 の と お り で ある｡

打) 不 乗 内

00 前 川

¢う 山 王 江

臼 晶 井 拓

鯛 志 田各地

ポ ン プ 3 台の 本復旧 (配線含)

ポ ン プ 3 台 の 本復旧 (配線含)

ポ ン プ 3 台 の 本復旧 (配線含)

モ ー

タ
ー

補器 類の 本復旧

ポ ン プ 3 台 の 本復旧 , 配電盤夜

旧
, 重油 タ ン ク の 復旧｡

( 6) 激甚災膏 に 係る 湛水排除事業 の 実施結果

激甚災害 匠 係 る湛水排除事業 の 実施結果-こ つ い

不束 内債場 内排水状況

- 8 0 -

不 来内国地湛水排除状況

水 と土 策7 1 号 19 8 7



不釆 内機葛内冠水状況

8/ 4 ･ 5 湛 水 被害発生

8/ 6 被害概要# 告 (事務取扱要綱 4 )

8/ 22
,

8/ 25

9/ 3

9/ 1 0 ～ 1 1

9/ 1 8

1 0/ 2 0 ～ 2 3

1 1/ 2 1

1 1/ 13

1 2/2 5

不来 内幾場 内冠水状況
.

て は 表- 3 の と お り で あり
, 事業費66 , 1 99 千 円,

国庫補助金6 1 , 0 6 8 千円 (補助率90 % , 地方事務費

4 . 5 % ×1/2) と な っ た ｡

( 7) 事業 の 経過

激甚災害に 係る 湛水排除事業事務手続に つ い て

は 次 の と お り 行わ れた ｡

〔莞票差羞舅霊
湛 水排除事業確 訓 告書 (奉 納 政要綱 4 )

･
… … ‥ 県知事 一 - ･ 〔莞莞薫蓋悪霊

事
務
手
続

激
甚
災

害
指
定
政
令
公
布
の

た

め

の

気象確認
･ … … ･ ･ 叩

農林水産省 一 気象庁

激甚災害及 び適用措置 の 指定 の た め の 説明

同上 指定 の た め の 防災主 事会議

/
大蔵省 (農林 4 係)

農林水 産省 → 大蔵省 (法泉課)
＼

国土 庁

(法制局審査
… … 国 土庁)

同上 指定 の た め の 次官会議

同上 指定 の た め の 閣議決定

激甚災害及 び適用 措置 の 指定 (政令官報告示)

湛水排除事業 出 来高 舶 (事務取扱要綱 6 ) ･ … = 県知事 一 〔学童票差豊焉経由)

農林省 H 鍋課長補佐
官南災害第三 係長

東北財務局今野主計第二 課長

臣-------一 一 県知事

臣 ( 11 月13 日官報)

. ｢ 大蔵省 (農林4 係)

査定( 大 蔵省立 会)( 事務取扱要綱 7 - 査定要簡)‡璽重苦
事業費決定通知 (事務取扱要綱 7 ) ･ ･ …

･
‥ 農林水産大臣-------- → 県知事

区域 の 告示 (政令第2 2 粂第 2 項) 農林水産大臣 ( 11 月13 日官報)

予算要求 (予備費) 鮒 水産省 一 一 〔至慧箸漕墓嘉ヂ
)

補助金交付 (交付要綱) … ･ ･ ･ ･ ･ ･ 農林水産大臣 一 一 地方農政局長
一

--- → 県知事

水 と土 第71 号 19 野



【鮮 度】

日 本 海 中 部 地 震

一

兵地 ･ 農業用施設 の 災害と復旧
-

1 . は じ め に

去 る昭 和58 年 5 月2 6 日正 午, 突如発生 した 秋田

県沖 を震源地 とす る 日本 海中部地 震 は
, 秋 田県 ･

青森県 を 中心 と して 北海道 か ら 中部地 方に か け て

大きな被害 を も た ら した
｡

こ の 地震 の 規模 は
, 秋 田地 方気象台と して は 観

測 史上 例の な い マ グ ニ チ ュ

ー ド7 . 7 と 算定 され , 襲

源に 近い 秋田 市 , 青森県深浦町 で は 震度 5 の 強襲

を 記録 した
｡

地 震に よ る 被害は 各方面 に 及 ん だが
, 大 きな 特

徴と して は
,

日 本海沿岸 で こ れ ま で 経験 した こ と

の な い 大 津波が 発生 し
, 多く の 尊 い 人 命 を失 っ た

ほ か
, 地 盤の 変動や 液状化 ( 流砂現象) に よ り,

農 地
, 農業用施設は 勿論, 家屋 ･ 道路 ･ 港湾 ･ 鉄

道 な どの 施設は も と よ り漁業, 商工 業な ど各産業

分野に も 大きな 被害 を与 えた ｡ と りわ け , 本県に

お い て は 死 者83 名, 負傷者 2 65 名, 家屋の 全 半壊

3 ,
8 9 2 棟 , 公共施設 , 農業施設な どの 被害は1

,
4 別

儀 7 千 万 円 に 達 し
, 秋田県経済に と っ て も 極め て

憂慮す べ き事態 で あ っ た
｡

農地 ･ 農業用 施設に つ い て の 被害も 県 内4 2 市町

村 に 及 び
, 被害額 は 県全体 で23 8億 3 千万 円 と な っ

た
｡

こ の 様 な大 規模 な災害 で あ る こ と か ら, 被災直

表 - 1 震

渋 谷 公 魚
*

後は 用 水 施設の 損壊に よ り通水 不 能を きた した 水

田 が7
,
30 0 b a 迄に 及 ん だ た め

,
そ の 復 旧対策を ど

の よ う な 方法で 進 め て い く べ き か
,

一

瞬茫然と な

っ た 程 で ある
｡

2 . 男鹿 の概要

気象庁は 58 年 5 月26 日1 2時0 0 分 に
, 東北北部の

日 本海側を 中心 に 発生 した 地 震を ｢ 昭和5 8 年日 本

海中部地 震+ と 命名 した ｡ 震源の 要素 は 表
-

1 の

と お り で あるが
, 震央は 能代沖約1 0 0k m で

,
こ の

位 置は 震源域の 南端近くに あ た る
｡

震度分布を み る と , 震度は 震源地 を 中心 に ほ ぼ

同心 円状の 分布を 示 して い る
｡

3 . 社寺状況の概要

農林水 産関係の 被害ほ 全体 で51 2 億円で
, その う

ち 農地 ･ 農業用施設及 び林道被害が 3 23 . 6 俵 円 で

63 % と大きく , 次 い で
, 農林 水産業非 共 同 利用 施

設 等が21 % と な っ て い る が
, 地 震発生 が 稲 の 植付

直後 で あ っ た こ とか ら, 被害は 比 較的少な か っ た ｡

被害 の 状況を地 域別 に 見た場合, 震源が 図- 1

に 示 すと お り, 秋 田県, 青森県南 県境界 の 日本 海

沖 で あ っ た た め
, 日 本海に面 した能代市 周辺 , 大

潟村を 中心 とす る旧 八 郎潟周 辺 お よ び 県中央部 に

位置す る秋 田市に 集中 して お り そ の 被災件数, 被

源 要 素 表

本 葉 l 前 震 】 最 大 余 震 2 番 目に 大き い 余震

時
198 3 年 5 月26 日

11 時59 分57 . 7 秒

央
北緯 40 . 4 度
東経 139 . 1 度

震 源 の 深 さ 極浅 ( 14 k m )

規 模 M 7 . 7

｢ 前兆と な る よ うな前

震 は な か っ た+

19 8 3 年 6 月21 日
15 時25 分

19 8 3 年 6 月 9 日
21 時49 分

北緯 41 . 3 度
東経 139 . 2 度
( 北海道南西部)

北緯 40 . 2 虔
東経 138 . 9 度
( 秋 田県沖)

M 7 . 0 M 6 . 1

一 秋田 舟l 故港よ業水利諌

ー 8 2 - 水と土 第71 号 19 8 7



災額共本県全体 の 約9 5 % を 占め て い る ｡

こ の 地 域は 河川に よ っ て 形成 さ れ た 沖珠層で
,

掛 こ 八 郎潟 干 拓地 は 地震動I こ対 して 弱 い 地域 で あ

る ｡

また , 地盤構造的に も最も被害の 大き か っ た 地

域 は 砂丘 地 帯 か ら低匝地帯 に か け て の 新生代弟四

紀分布地域 で あり , 新生代第三 紀分布地 域の 被害

ほ 塩 め て 少な い ｡

≡
3 嘩

汽
主､ .

一

小 名浜

渡

圃 被只件救 l - 9 件

医辺 ′ 10 - 19 件

月評 ′′ 20 - 29 件

巨∃ ′ 30 - 39 件

Ⅲ皿 ′′ 4 0 - 49 件

匿国 ′ 50 件以上

諜

l . 1 地 ･ l # 施政の鞍暮形態

イ) 農 地

農地 の 被害 は3 1 市町村に 及び 被害 ケ所9 39 ケ所,

被害面績 1 , 5 1 8 ヘ ク タ
ー

ル に 達 した ｡ 被専 は 山本

･ 秋田 地域Fこ集中 して お り, 特 に 日 本海に 沿っ た

海岸砂丘 地帯, 八 郎潟干拓地と そ の 周辺地填 で 疏

著で ある ｡ 本県被害 の う ち山本 ･ 秋田地 域 の 被害

ウ
く

1

1
′

1
.

よ

山 舶 ､
ヽ

国 -

1 震源地 と故事状況

表- 2 農 地 の 被 灰 状 況

が99 . 6 % を 占め て い る ｡

被害の 形態別発生状況を 義一

2 匠 示 し た が, こ の 中 で 最も 多

か っ た も の が地盤の 括れ に よ る

隆起, 亀裂又 は
, 写其

- 1 忙 示

す陥落や 噴砂等 の 被専 で あ る
｡

こ の 種 の 被幸は 大潟村で 最も多

く発生 して お り
, 厚い 軟弱層と

の 関連性が ある もの と 思 わ れ

る ｡

発生 ケ 所は 大潟村 の 場合, 中

央部 で の 発生は 少な く, 東部承

水路や 西 部承 水路近辺 で 多発 し

て い る こ と は
,

地盤構造 に 加 え

水 の 作用 も 大きな要田と考 え ら

れ る ｡

P ) 取水工

大潟村 の 取水エ は 八 郎潟干拓

事業 に よ り造成 さ れ た 施設で ,

周 辺 泉 水 路 か ら地 区 内換地に サ

イ ホ ン 方式及 び 樋門方式 で 堤防

を横断 し取水 して い る｡

( 単位 : 首 万 円)

＼
被 災 の 内 訳

緬 崩壊l 亀 裂
隆起 及 び

陥没
汝津

田

)
水

み

ル

合
一
砂

二

噴

.

ヒ

(
水湧

被炎 ケ 所 比 率 版汲金額l 比 率

山 本 地 域
3 7

( 21 . 4)

11 7

( 1 3 4 . 4)

1 8 7

( 1 34 5

4
【

h

.

4
-

打

払
.

4

3 7 2

( 3 2 & 2)
3 9 . 6

( 21 . 7)
9 6 1 4 4 . 9

秋 田 地 域
8 2

( 3 9 . 3)
八

-

U

1 21

他 5

2

は5

田

7 2 .7品
13

(1 9 . 6)

5 2各

( l , 1 弘 2)

56 , 2

( 門 . 9)
1

. 0 9 9 5 1 . 4

小 計
1 1 9

( 6 0 , 7 ) 0監 2

出

払

4

川 呂管. 9)1 (2言. ｡)

1 3

(1 9 . 6)

9 0 0

5 12 . 4

9 5 . $

(9 g . 6)
2 , 0 6 0 9る. 3

そ の 他地域
39

( 6)

3 9

( 6

ム2

( 0 . 4)
7 7 3 . 7

合 計
15 8

( 6 6 . 7)

2 3 8

( 2 24 . 0)

4 2 名

(1 ,
0 8 6 . 2) 温9)l (孟｡)

13

( 19 . 6)
9 3 9

(1 ,
51 8 . 4)

10 0 % 2 . 13 7 1 0 0 %

注) 上 段 ケ 所数 下段 ( ) 被及両横 ( 血)

幻 水 と土 第71 号 19 8 7



写 文一1 農地の 陥落 ･ 噴砂状況 (若葉町)

取水管及 び 異空形成 パ イ プ と も, 地 中埋 設方式

に よ り設置さ れ 又 基点と な る要所 ほ堤体 の サ ン

ドペ
ァ トま で 基礎杭を 打設 し た構造で あ っ た｡ こ

れ が 地 震動に よ る 干拓堤防 の 沈下で 施設-こ変位が

生 じ サ イ ホ ン 方式で は 管継手部 の 離脱, 吸 気管

及び 操作室 に 額傷な 受けた ｡ また , 樋門方式 で ほ

取入部の 矢板護岸 の 倒壊, 樋門の 変形 に よ る ゲ ー

ト操作 の 不 能等 が生 じ 大潟村全農 地 の 4 0 % に あ

た る5 . 20 0 血a の 通水 が 不能 と な っ た
｡

琴暮- 2 取水管の 故事状況 (大潟村)

ハ) 水 i賂

水 路 の 被災状況も 他 の エ 雀と 同 じく, 沖横地 で

比較的軟弱地盤地帯 に 多発 して い る｡ 被災 の 状況

は 義
一 3 に 工 種 ごとに 示 した が, 地雷焚書 の 特徴

を よ くあらわ して い るも の に つ い て 述べ る と, ま

ず パ イ プ ラ イ ン で あ ろ う｡

状況は 管自体に 破損被害は あま り み られな い も

の の ,
ジ

ョ イ ン ト部分が 振動 に よ っ て ゆ る み漏水

に よ る 煉能障害を生 じた もの で あり
, 災害発生 が

通 水 時で あ っ たた め , 地 表面 へ の 流出†こ よ り 発見

で きたふ の で ある
｡ 被災件数 ほ29 ケ 所と報告 され

て い るが
, 集計上 , 工 機区 分の 関係 で 加圧 パ イ プ

ラ イ ン も含め る と, 実際の パ イ プ ライ ソ の 被害は

9 7 ケ 所 で あ る
｡

特異 な事例と して 大潟村干拓地 の 水掛 ま. 不 等

沈下等 に 対す る維持補修を考慮 して 短 ス ′
く

ソ
, 肉

薄 コ ン ク リ
ー

ト水路 を使用 して い た が , 目 地灘分

の 劉腱や,
コ ル ゲ

ー

ト水路 に お い て は 沈下 . 屈曲,

傾斜 の 被害 を受け通水磯能を失 な っ た ｡

ニ ) 道路 と橋梁

道路 の 被害 は 大潟村を 中心 と した 干 拓堤防沿 い

と地 先 , 干 拓地 区 の 農道が84 . 5 % を 占め て い る｡

な か で も大 潟村 の 農道は 堤防の 沈 下 と と も に 陥

没, 亀裂, 移動, 噴砂等が発生 した｡ 被災形澄 で

最も多発 した の は亀裂iこよ る も の で 約54 % ,
方 向

写 文一8 農道 の 陥没 ･ 亀裂 ･ 移動状況 (大潟村)

恭一3 水 路 の 被 災 状 況 ( 単位 : 百万円)

＼ 土 水路
ク

ト

ン

一

コ

コ
7

板失クツ
ロブ

コ

ゲ でl三才ヲ 些
折

目
破

及
所

被
ケ

率比 披見額 比率

山 本 地 域 60
〈

U 餌 1 . 0 4 3

軟 田 地 域 59 2 胡 お 87 一5
-7 野g 78 1 0

,
3 7 6 1 畠9 . 6

小 計 6 5 2 泌 雄
▲

≠
U7 9 57 7鴨 l

U% 1 1
,
41 9 1 9 8 . 6

そ の 他地域 4 0 4 8 1 4 . 2 1 5 8 1 1 . 4

合 計 7お
ら
一76 ウ

一 雄 7 8 汐
d
n
-7 1

,
13 5 卜鵬 11 . 5 7 7 11 0 0ガ

-

8 4
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は 縦断方向が圧倒的 に 多く,
そ の 深 さ は 最も深 い

所 で1 . 5 m に 達する も の で あ っ た
｡

横梁被災の 多く は コ ン ク リ ー ト橋版を利用 した

簡易橋梁 で, そ の 構造 ほ フ ロ ー

テ ン ダタイ プで あ

り,
こ の 基礎が 沈下, 傾斜, 破損等を した も の で

ある｡ 橋梁の 親模は
一 般軽荷重 の も の が ほ と ん ど

で あ っ た ｡ ま た , 長 大橋 に お い て は 基礎 処理 を し

て い た こ と か ら, 橋そ の もの に は大き な被害は 見

られな か っ た が
, 取付部に お い て 大 き い も の で

1 Ⅱl もの 陥落が 起き, 道路機能 を失 っ た ｡

そ の 他の 被災形態に つ い て は 今回は 省略す る｡

5 . 応 急 捨 社

是水省 ほ 災害調査団を組織 し現地 調査を 開始 し

た｡

秋 田班 ほ 地震発生 の 6 時間後 に 秋 田入 り, 特 に

来賓 の 大き い 大潟村 へ 直行, 県, 大潟村, 土地改

良区 と対策 の 検討 に 入 っ た ｡ そ の 結果, 被災 に よ

る 用水不 足 面積 は 大潟村 で5
,
2 0 0 11 a

, 全県で7
,
3 00

b a に も及 ん だ こ と か ら, 国が 所有 して い る 災害応

急ポ ン プ を 早急 紅 手配 し, ま た 借入 する こ と と し

て 各農政局 に 依転 した と こ ろ , 東北, 関東
,
北陸,

東海, 近畿か ら, 6 4 台が 集ま り , 更書こ 不 足分iこ つ

い て は 民間か らも借用 し た ｡

特 に
, 大潟取 水 工 で は1 9 ケ 所中1 2 ケ 所が 橙能を

停止 して お り , 応急復旧 に 際 し
, 災専復 旧 ポ ン プ

を 始め
, 徹夜 の 技術援助を い た だ き, 1 2 , 00 0 b a

の 稀作 へ の 二 次災害が 防止 され た こ と に 対 し
, 関

係者に 感謝の 意を 表する と共 に
, 我 々

, 応急復旧

工 事 の 担当者に と っ て 忘れ る こ と の 出来な い 特筆

す べ き こ と で あ っ た ｡

牢暮 - 1 応急 ポ ン プ に よ る復旧 工 事状況 ( 大潟村)

ま た
. 応急態勢 と して は , 被書状況 の 把握と 応

急工事の 指導 の た め , 1 6 市町村 へ 県職員1 0名を 第

一

次派遣 し, 6 月 6 日 か ら 6 月30 日ま で 関係市町

村 紅 配置 した ｡ な お , 設計 の 指導 に 当っ て は , 地

元 の 要望 に よ り早期査定に 着手 した が, 特殊な 災

害に 加 え, 従来 か ら比 較的災害の 少ない 市町村 で

あ っ た こ と か ら, 第 二 次と して1 6 名を 7 月11 日 か

ら 8 月3 1 日ま で 派遣 し, 査定設計書 の 作成方法,

災害後旧事業 の 取 り組み- こ つ い て 指導 に あ た っ

釆二
｡

一

方, 東北農政局 と宮城県の お 取り 計 ら い軒こ よ

り , 6 月 6 日 か ら 6 月30 日ま で 地 震災害 の 経験県

で ある 宮城県か ら 4 名 の 応援を 得. 大潟村基幹施

設 の 査定設 計畜 の 作成を い た だ きま した こ と に 深

く感謝を 申 し上 げる次第 で ある
｡

¢. 復 旧 態 勢

復旧 は 急を要す る た 軌 国 紅 災害査定の 早期実

施 を要望 した結果 ,
5 8年 6 月1 3 日 か ら始ま り 9 月

9 日ま で 11 次, 延 べ2 0班 で 実施 され た
｡

ま た, 農

地等, 刈取後で な けれ ば被災確認 出来な い もの に

つ い て は
,
1 0月3 1 日 か ら11 月 2 日 に 1 班 を も っ て

実施 し
, 査定 を終了 して い る｡

と こ ろ で
, 県は こ れ ま で

, 昭和3 6年 6 月 9 E 欄J

走の 娯営災害復 旧工 事採択基準で 運用 し て き た

が
, 制定 か ら2 2 年を 経過 して お り , 現在 の 実情 に

適今しな い 点 もあ り, 今回 の 日 本海中部地 震災害

を 契機 に5 8 年 6 月22 日 に 採択基準を 改訂 し, 災害

後旧 をす る こ と と した が
, 着手 に 伴 い

, 県営事業

量が 多く な り, 年度途 中 で 人事異動を 実施 し, 大

潟駐在所 ( 通 常 は , 排特, 土 地給 の 実施 を担当｡ )

を 大潟土 地改良出張所 に 組織変更 し
, 災害復旧 係

を 新設 した
｡

異動増員 山 本農林事務所土 地 改良課 3 名

秋 田農林事務所土地改良課 3 名

l/ 大潟出張所 7 名

丁. お ぁ り に

地 喪発生か ら早くも4 年半近く を経過 しま した

が ,
お か げ で 昭和59 年度未で9 0 % , 6 0年度 に は 計

画 どお りす べ て の 復旧 工 事を 完成 しま した ｡ 牛如こ

災害直後 か ら復旧 紅 至 る 期間, 御尽 力 い ただ きま

した関係各位 に 重ね て 御礼を 申 し 上 げ ま す｡ な

お , 今回紙面 の 都合 に よ り割愛 い た しま した 津波

被害, 被態 , 復旧状況等 に つ い て ほ
, 機会 が あれ

ば,

_
別 途御紹介致 した い と 考 えて お ります｡

- さ5 - 水 と土 葬71 号 1 9 8 7



【諌 止】

宮 城 県 61 年 災 の 話 題

一 災害ほ忘れた 頃に や っ て来る
一

1 . 意表をつ か 九 たオ ホ ー ツ ク高気圧の ブロ ッ

ク

あれ か らも う 1 年過ぎた ｡ 昨年 8 月 4 日早朝 か

ら降 り 出 し た雨 は , 時折強く降 り つ け るも 夕方ま

で-こ4 0 ～ 5 0 m m 程 度の も の で あ っ た｡ 台風10 号も

21 時に は 大島両 々 酉 約8 0 k m の 海 上 で 温帯低 気圧

に 変 り
. 勢力を 弱め な が ら例年 の 台風 コ ー ス 書こ な

ら っ て 三 陸海岸上 空 を足早や に 通過 し て くれ る も

の と 思わ れて い た ｡ 地 元 気象台で も ｢ 東北地 方 の

太平洋側で は 今夜 か ら 明日 い っ ぱ い 台風 の 影響あ

佐 々 木 敦 夫
*

り大雨 に な る 恐 れ も｡ 今後の 雨 量 ほ 多 い 所 で70 ～

1 0 0 t n 皿 に な る 見込 み
｡ + と の 予報 で あ っ た ｡ ( 4 日

夕 刊) む しろ 両 の ジ ン ク ス の ある 仙台七 夕祭 り へ

の 心 配 の 方が 戴く 出 て い た く ら い だ ｡

翌 5 日 の 未明
,

屋根を 叩き つ け る 強烈な音 で 目

が 覚 め た ｡ 時間雨 量4 0 m m で ある｡ 夜が明け か け

て も続 い て い る ｡ 5 日 9 時Pこ は 銚子沖ま で 急速 に

進 ん で 来て い た 温帯低気圧 が牛歩戦術iこ 変り 6 日

9 時 に よ うや く仙台湾沖に 至る ｡ そ して
,

こ こ- こ

完全 に 足 止め され て しま っ た ｡ 丁 度 バ レ ー ボ ー ル

競技 の ネ ッ ト プ レ
ー

の 様に オ ホ ー ツ ク 高気圧 の 強

写暮- 1 宮城県鹿島台町で 善臣り】l が決壊 し濁水 の 海 とな っ た
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力な ブ ロ
ッ ク で 北進 を 阻止 され た形と な っ た ｡ そ

の 結果, 時間雨 量20 m m 以上 が仙台で 9 時間以 上

も 連続 し総雨 量 で 40 2 m m
, 県南部海岸地 帯の 亘

理 町 で 4 16 m m が ほ ぼ 3 0 時間に 集中的 に 降 っ た の

で あ る｡ 仙台で の 既 往最大 雨 量 は35 1 m m で あり
,

それ を50 m m 以 上 も超え る 記録的 な 豪 雨 と な っ

た ｡ 発生 確率か らする と 200 年 に 1 回 と い う頻度

の も の で ある と い う｡

各地 で 中小河 川 の 氾濫, 床下 浸水 が 報 じられ て

い る｡ 仙南の 村田 町 で 農家の 裏U+ が崩れ 3 ∴人が 生

き うめ と も 報 じ られ て い る
｡

異 常 を感 じ早 目に 出

勤す る｡ 心 配 した 職員も既 に 出勤 して い る ｡

2 . 2 0 年振 りの 大水書 と体制づく リ

5 日 8 時県 災害対策警戒本部 を設 置 ｡
1 0 時すぎ,

1 級河川 吉田 川 が15 分 か ら20 分 の 問 に
, 次 々 と 4

ケ 所 も決壊 した 旨入電｡ 次 い で 阿武隈 川, 2 級河 川

鶴 田川 も 決壊 し, 濁流の 海 と化 した こ と が 報告に

入 る｡
1 2 時県 災害対 策 本部 に 切替え る

｡ 東 北 新幹

線, 東北本 線等も 浸水 に よ り全 面 運 休｡ 仙台空 港

も滑走路が 冠 水 し欠 航｡ 東北自動車道も 1 部開銀｡

孤立 す る集落も 出 て 自衛隊派遣 の 要請 も され た
｡

6 日 一

応雨 も 上 が っ た こ と か ら 3 班 に 分 か れ て

県内被災現地 を 視察す る｡ 最 も 集中豪雨 の 激 しか

っ た 仙南地 方に 出 発 した
｡ 最初 に 名取市, 亘 理 町

な ど の 仙台湾に 面 した 水 田 地帯 を訪れ た
｡ 国道 4

号 線を 南進 し, そ こ か ら海岸地 帯 へ 入 る コ ー ス を

と っ た が
,

｢ 昨日 ま で ほ こ の 辺 も 水 浸 し で
, な か

( 海岸側) の 方 へ は 入 っ て 行か れ な か っ た の で

す ｡ +
.
と言 わ れ る｡ そ れ を 証拠づ け る か の よ う に

,

集落 の 床下 ま で の 浸水 や側溝 の 溢れ 出 した 形が ,

土 砂の 流出波紋 や ゴ ミ の 堆積 と して 生 々 し い
｡

よ

うや く 仙台空港方面 へ 出 る と
,

まだ 一

面に 濁水 の

海と な っ て い る
｡ 稲丈も完全 に 水 没 し

, 水 田の あ

る こ と す ら確認出来な い
｡ 集落 が孤立 し て み え

る
｡ 仙台イ チ ゴ や 転作 と して ほ じめ た カ

ー ネ ー シ

ヨ
ソ の ハ ウ ス 等も 浸水 して い る｡ 畑作物 は 完全 に

や られ て い る ら しい ｡ 農地 や 農道 , 水路 な どの 被

災状況ほ 未だ 不 明 で ある ｡

亘 理 町 か ら山 越え して 角田 市に 入 る が
, 途中の

道路 の 至 る 所で の 土 砂 崩壊や 路面 ア ス フ
ァ

ル トが

半分ま で え ぐり と られ た 傷跡 な どが, なま な ま し

い ｡ 住 民に 聞きな が ら廻 り 廻 っ て や っ と角 田市側

に 入 っ た が
,

こ ち らは 未だ道路 が 水浸 しで 通れ な

い
｡ 途 中電柱 の 上方 に わ らや ビ ニ ー ル が ひ っ か か

っ て い る
｡

つ い 昨日 ま で は そ こ ま で 濁流 の 渦だ っ

た で あ ろ う ｡ 阿 武隈 川河川 敷 に あ る広 大 な桑畑 も

今は 濁流の 底で あ る｡

県中 央部を 流れ る 吉田川 で は
, 水 防団 の 必 死 の

応急工 事に も拘 わ ら ず寸時に 4 ケ 所 も破堤 した
｡

吉 田川 に 立 体交差す る鶴 田川 も 同様 5 ケ 所 で 決壊

し, 内水排除す る 品井 沼排水 機場 に は 窓枠 を越え

て 泥 水 が 浸水 し , 管理 人 住宅 が屋根部分 を辛 じて

残 して 浮ん で い る
｡

堤防は , 水難 に 遭わ れ た方 々

が 車と と も に 避難さ れ , 生 活必 需 用品 で い っ ぱ い

だ
｡

難 を 逃れ た 牛,
水 死 し た豚 も い る

｡

7 日農林 水 産省構造改善局防 災課 及 び東北 農政

局 の 担当官が 早 速現地 視察に 来県 し
, 災害対応に

つ い て 現地 指導を 受け る
｡

8 日 各土地 改良事務所

長 に 被災実態の 把墟 , 冠 水 田 の 応急排 水, 浸水 機

場 の 早期復旧
, 復旧 対策等に つ い て の 指導体制の

整備強化 等を 指 示 す る
｡ 特に 鹿島台破 堤 地 区 で

こ
は ･ 関係事業団 体に 協 力 を要請 し

, 百 数十台 の 水

中 ポ ン プ を 動員 し
, 堤防復旧 状況 に 合わ せ な が ら

,

必 死 の 排水 作業 に 入 っ た
｡

こ の こ と は 被災住 民に

強い 勇気を 与え て く れ た と後 日深く 感謝 され た
｡

河 川 水 や 水 田 冠水 が引 い て く る に 従 っ て
, 被害

報告額が 日 に 日 に う な ぎの ば りに 大 きく な っ て 来

る
｡

8 月2 7 日最終額 と して 公 共 施設も 含め た 全 体

被災額は 1
,
32 8 億円 と な り, 昭和53 年の 宮城県沖 地

震に 次 ぐ大 きな 被害額 と な っ た ｡ 農 地 関 係 で は

16
,
1 2 0 百 万 円 が報告 され た

｡ 農地 災害 2
,
3 6 6 ケ 所

表- 1 台風10 号災被害の 概要 ( ヘ ク タ ー

ル
, 百 万円)

農 地

箇 所 l 面 積 l 被 害 額

施 設

箇
__

所
/ト
ノ

被 害 額

合 計

箇 所 l 面 積 】 被 害 額

記

2 , 3 6 6 3
, 0 4 1 3

, 0 0 0 3 ,
1 3 8 1 3

,
1 2 0 5

,
5 0 4 3

,
0 4 1 1 6

,
1 2 0 溜 池 253 ケ所

頭首工 211

水 路 1
,
7 1 7

道 路 777

揚水機 11 8

橋 梁 6 2
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30 億 円, 農業用 施設災寄 3
,
1 38 ケ 所 1 3, 1 2 0 百 万 円

で あ る｡ 水 害と して は 昭和4 2 年 9 月 の 台風2 2 号以

来 ほ ぼ20 年振 りで ある｡

3 . 大型補正 で 急ピ･

y チ に進 ん だ復 旧工 事

9 月第 1 遡の 緊急査定か ら始ま っ た 災 害 査 定

は, 12 月 初旬ま で1 4 次 , 延 べ 3 9班 に よ り精力的 ･

超人的 に 行わ れ, 2
, 600 件7 1 億 円-こ の ぼ る査定額

と な っ た｡ 幸 い 景気浮揚 の た め の 大型補正 予算編

成 もあ っ て
, 当年災 の 進度率8 5 % を 目標 に 実施 さ

れた ｡

一

部資材不足等で 翌年度 へ の 繰 り越 L が 認

め られ た が
,

88 % の 実演 が得 られた ｡ 復 旧工 事 の

主 な事例を 紹介す る｡

( 1) 破鐘 で 決 られ た島地 の 復 旧

吉 田川左岸が破堤 し鹿島台町 , 大 郷町等 3 町 の

水 田が2
,
8 0 0 b a に.亘 っ て 冠水 し

, う ち1
,
3 0 0 b a は

感命の 排 水作業 紅 も拘わ らず 1 週間以 上 も濁水 の

底と な っ た｡ 特中こ大郷町 土 手崎地 点 で は 礎塘が 約

17 5 m も流失 し背後農地約13 b a Fこ土 砂が 流入 し最

大 0 . 9 血 も堆積 した ほ か, 約4 0 a が 深 さ 4 m も 決

りと られ大 き な窪地 と な っ た の で ある ｡

復 旧計軌 土まず堆横土砂 と耕土 厚 の 関係や 提食

ケ 所を数量的をこ確認す る こ と か ら始め た ｡ 復l日工

法は 堆砂 した 農地 に つ い て は , 用 水 路り へ の 支障

度合, 周辺 農地と の 平坦性を考慮 し堆砂量5 c m 以

上 の 耕地中こ つ い て 排 土 を行 う こ と と した ｡ ま た 浸

食され た水 田-こ つ い て は 流入 土 砂 の 地 力, 板張 へ

の 夢響藍, 農作業 へ の 支障度等を 検討 し, 大き な

影響 の な い こ と の おす み つ き の もと-こ 均平 し
,

そ

の 上 に 1 5 c m の 山士客土 で 復旧 す る こ と と した｡

現在 は 完全-こ復 旧 され , 施月巴等 の 事後指導も行わ

れ て い る｡

ヰ. 発音復旧 と併せ た 溜池の 改良工 事

鹿島台町 丘 陵地帯 に ある 北金沢溜池 ( 流域2 5 h a

貯水量11
,
0 0 0 m り ほ

, 余水吐 断面狭少な た め 壕頂

を海水 し壕体が 20 m に わ た っ て 決壊 し斜樋 と 余

水 吐も破損流失 した ｡ こ れ ら の 復旧工 事 に 併せ て

｢亨留鞄災幸関連特別事業+ に よ っ て 防災工 事も実

施 した 例 で ある ｡

溜他 の 安全性調査の 結果, 余水 吐 断面, 堤塘余

裕高, 堪頂巾等に 不 足が 認め られ た が
, 堤体 忙 つ

い て ほ 一部破損 で
. 災害復旧 だ けで は 再 災害 の 危

険性が 残 され た ｡ 従 っ て 更 に 細部†こ亘 っ て 調査検

討 し
, 埋体全面に 0 . 7 m の 嵩上 げ, 堤項 の 1 . O n 拡

巾, 嘩体上 流面 の 防水 シ ー

ト に よ る 保護工, 底樋

の 全面改修を 復旧 工 事と 併せ て 実施す る こ と と

し
, 再災害 の 未然防止 に 効果 を上 げて い る ｡

5 . 今回の叉書 か ら学ぶも の

20 年振 りの 大 水 害を 体験 し
, 自然災害 と い うも

の ほ 人 間 活動 の ち ょ っ と し た牒 を見破 り容赦な く

突 い て 来る も の で ある こ と を知 ち され た｡ 日常 の

防災対策 へ の 心く ぼ り や 防灸事業 の 滞り ない 促進

が 最も 重要で ある こ と を 先ず痛感 さ せ られ た｡

ま た 本県で は , 明治年代か ら数次 に わ た る排水

主 体の 土地改良車業 が進 め られ て 究た が , 今回 か

な り の 威力を 発揮 し た｡ 計画基準雨 量を ほ る か に

超え た軒こ も拘わ らず
,

ほ ぼ3 日間内外で 冠水 は 回

復 し, 水稲 ほ 多少の 減収 で すん だ｡ し か し な が

ら
,

畑作物は ほ ぼ全 滅軒こ な っ た こ と も認め な けれ

は な ら な い
｡

こ こ で 施設 の 再検討を す べ きか , あ

る い は
, む しろ立 地条件 を十分検討 し

, 地域く
｡

る

み の 土 地利用計画を上 手に 調整 して 行くか を考え

写末- 2 河川決壊 で えぐられ た農地
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写文 一 ユ 河川決壊 で排水戟場も浸水

な けれ ば な らな い と こ ろ で あろ う
｡

次に 岩手県と の 県境を 流れ る 1 級河川 迫川支流

夏川 に お い て ほ , 農業用 の 排水機場が1 1 ケ 所 ( 排

水量63 m
き
/ S) が 設置され て い るが , 河川改修が 進

む ま で の 間,
お 互 い に 調整 を と り なが ら被害を 最

小限に 止め る べ く ｢排水施設管理 者協読会+ が 組

織され て い る ｡ 今 回 こ の 組織が 働 い て 堤防温流寸

前Fこ 各排水機 の 排水 調整が 行わ れ 大事 を さ け る こ

と が 出 来た
｡

本県 の よ う な 低平 な沖積地 帯に 分布する 水田地

帯で は , 排水 河川 も人 口 集中地 帯を 通 過 し て お

り, 上 流 の 要請 に 応 えて 無制限†こ河川断面を 拡張

す る こ と は 不 可能で ある｡ 前記 の よう な 地域く
"

る

み の 土 地 利用調整を 因 っ て 行 く か , あ る い は 上 記

夏川 の よ うに 当面 の 排水調整を 図 る こ と等, 今後

と も十分考慮 し な ければ な ら な い こ と で ある ｡

ま た, 今回 残念に 思わ れ た事-こ
, 排水揆場の 機

能 の 停止 が ある｡ 計画基準量を は る か に 超え た 記

録的 な豪雨と
, 河川堤防 の 決壊と い う予測 し得な

い 事態 に
. 排水磯場が 冠水 し そ の 横能を停止 せ

ざる を え な か っ た 訳 で あ る が , 出穂期を迎 え た 水

田 が
一

面 に 輯水 に 覆わ れ て い る の を , た だ 見て い

る の は 何と も残念で あっ た ｡ こ れ を 擁会に ポ ン プ

場 の 設計設置計画 の 再検討を行う とと もIこ
, あ る

程度 の 異常事態 に も そ れ な りiこ対応出来る 施設 ･

装備 の 配備点検の 必要性 が痛感 され た｡

県, 市町 村担当者と もす っ か り代替 り して お り

｢ 災害復 旧事業の 解説+ , ｢ 災害復旧 の 手引き+ 等

を ひ も ときな が ら 復 旧-こ 当 っ て 来た 1 年 で あ っ

た｡ ｢ 災害は 連続 して や っ て 来 る
｡ + とも い わ れ て

い る
｡ 今年 こ そ ほ 万全を 期 して 豊作 の 秋を 味わ い

た い も の だ｡

ー
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【吉 原】

桜島降灰の 記録 と対応に つ い て

l . 桜島の 概要

桜島は 1 市 1 町 ( 鹿児島市 ,

り, 火 口 は 北岳標高1
,
1 1 7 m

,

1
,
0 4 0 m

,
面 積ほ 約 77 k m 2

,

約 1 2 . 2 k m
, 南北約9 . 5 k m ) ,

( 国 道 2 24 号線 且 = 13 . 8 k m
,

桜 島 町) か ら な

中岳1
,
0 6 0 m

, 南岳

周 囲約 5 2 k m ( 東西

循環道 路約35 . 6k m

県道 2 6 号線約鬼 =

2 1 . 8 k m ) と な っ て い る｡ ま た年 間 の 平 均 気温

ほ 17 . 7
0

C で
, 平均降雨 量 は 2

,
0 12 m m で あ る｡

( 蓑 - 1)

2 , 桜島の 火山 活動

桜島は
, 和銅 元年 (7 08 年) に

一

夜に して 湧 出 し

た と 伝え られ
, 幾 多 の 噴火 を 経て 現在 に い た っ て

い る が
,

こ の 間 に お け る 大 きな 噴火と して は , 文

明 8 年 9 月12 日 (1 476 年
‥ … ･

文 明溶岩) , 安永10

年 3 月18 日 (17 8 1 年
‥ … ･

安永溶岩) , 大 正 3 年 1

月12 日(19 1 4 年
‥ ‥ ‥ 大 正 溶岩) ,

■昭 和2 1 年 3 月 9 日

(19 4 6 年
… ‥ ･

昭 和溶岩) と な っ て お り
,

ま た安永

8 年 ( 17 7 9 年) に ほ 新島 (燃島) が 湧 出 し
,

大 正

3 年 の 噴火に よ り大 隅半島と陸鼠きと な っ た
｡

近年ほ , 昭 和30 年10 月 以 来, 長 期に 亘 っ て 火 山

活動を 続け て お り, 特に 昭和47年10 月 以降噴火 活

動が 活発化 し, 昭和60 年夏, 異常降Ⅰ爽 ( ド カ 択)

は
, 日降灰量 , 月降灰量

, 連続降灰 日 数と
,

こ こ

30 年 の 間に 過去 の ワ ー ス ト記録 を次 々 に 更新 し
,

児 島 末 雄
*

爆発回数 も通 算 5 , 0 0 0 回 ( S 60 . 1 0 . 1 1) を 記録 し

た｡ 火山 活動 に よ り, 多量 の 火 山灰 , 噴石 , 火山

ガ ス
, 二 次 的 に 発生 す る土 石 流等に よ り , 住 民の

日 常生活は も と よ り, 農業, 漁業等の 生 産活動や

観光等に も 大 きな被害 , 影響 を与え て い る ｡ 現在

も火 山活動が 続 い て い る状況下 に あ り, 火山 活動

が 今後 どの よ う に 推移す る か , む しろ 一 層長期化

す る こ と も予想 され て い る
｡

3 . 火 山ガ ス , 火山 灰の 構成物質

火山ガス の 主 成 分は 水 蒸気で , そ れ 以外は フ
ッ

化 水 素, 塩 化 水 素,
亜 硫酸 ガ ス

, 硫化 水 素等 で あ

り, 農作物に 大打撃を 与え る 主 役は 亜 硫酸 ガ ス と

考え られ る
｡ 火山 灰 ほ

,一鉱物 成分 か ら み る と, 大

部分は 窓 ガ ラ ス を 打ち 砕 い た よ う な 火山 ガ ラ ス お

よ び 珪酸塩鉱物か らな り, 無機酸化物 の 化学成分

か らみ る と 約6 0 % は 珪酸, 約15 % は 酸化 ア ル ミ ニ

ウ ム
,

そ の 他か ら成 り , 粒 子 表面 に 付着す る陰イ

オ ン か ら み る と , 大部分ほ 硫酸イ オ ン や 塩素イ オ

ン か ら成 ると い え る
｡

4 . 昭和6 1 年 ～ 8 2年 の活動状況

表一 2
, 表 - 3 に 昭和6 1 年及 び6 2 年 の 活 動状

況を 示す ｡ こ こ 1 ～ 2 年 ほ , 昭和6 0年 の 降択量

(1 5
,
90 8 g/ m 2

) に 較 べ れ ば 大 分少な い も の の
,

そ

れ 以 前の 年よ りは 多く , 相 対的に は6 0 年以降降灰

表 -

1 桜 島の 耕地面積, 人 口 及び 農家 戸数

資料 :宝林翼七習サ雲妄設
1

望二iミ

備 考

( ) 鹿児島市全体

:芸1三笠竺
(1

,
9 4 5) l ( 5

,
0 19 )

人 口

( 人)

(5 3 0 ,
4 9 6)

樹 園地

_
j垣⊥

( 28 5)

畑

堕吐
_

( 85 0)

田

〈迦と

(63 2)

㌔若】竿慧チ区 分

鹿 児島市
( 28 8 . 3 0) (1 ,

7 6 7)

4 4 . 8 2 2 3 8 7 7 1 6 1 2 , 7 2 9 1 4 9 1 4 7 1 桜 島分

桜 島 町 32 . 1 7 5 1 5 6 5 054 4955 2 2 9 1 7 8 6

計 76 . 9 9 7 5 3 1 4 2 116 323史
U 3 7 8 1 1 , 2 5 7

書
鹿児島県鹿児島耕地事務所

-
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表- 2 昭和61 年月別火山活動 (鹿児島地方気 象台 の 観 測結果)

㍊ 1 0
時
計

6

弘
6

発爆 数回
0
03 3 5

-

h
リ 21 1 2

”
〟

`
U4

建噴 7▲ワ
】

一

4
-2 3 6 2 6 3 %

地 震 屯69 7 】2 3 . 9 8 6 2 . 6 4 8 3 . 7 87 2 . 8 3 2 4
. 0 7 8 4

,
7 1 9l2

, 叫2
,
2 82 3 ､ 2 34 3 臥9 0 7 6 5 %

降灰量 g/ ぷ 5 4 16 6 19 2 1 . 3 9 2 1 , 5 3 3 47 6 4 , 19 4 2 6 %

( 参考: 灰 の 比重 は . 日 に よ り場所さこ よ り異 なり1 , 1 ～ 1 . 7 の 範囲 に ある が
.

一

般的iこは お よ そ1 . 3 で ある｡)

蓑- ユ 昭和62 年月 別火山活動 6 2 . 8 . 3 1 現在

6 2 年
1

2 1 3 1 4

爆 発 回数 25

一

理噴

地 震 9鉱油 卿6

降灰量 g/ ㌔ 43

量 は 増加 して い る と 言え る｡ 昭和6 1 年11 月2 3 日 の

爆発で ほ
, 多量 の 噴石 が 南岳南部 の 鹿児島市古 里

町 の 温泉街 に 落下 し
, 中に は 直径 3 m に 及 ぷ 大き

な も の が 落下 し, 尊 い 人 命が 失な わ れ る な ど, こ

の と こ ろ 爆発 の 規模も 大き い と 言われ て い る ｡

5 . 兼業 にお け る対策

義
一 1 に 見 る とお り桜島に ほ 75 0 h a 余 り の 畑,

樹園地 が あり
, 農業が 盛ん で ある｡ 桜島の 火 山灰

土 に しか 出来な い と言 う桜島大 根を は じめ
,

か わ

い い 桜島み か ん 等 の 柑橘類や ビ ワ 等果物 の 生 産地

で ある ｡ しか し近年 の 遵綻的 な降灰 ほ , 桜島 の 農

業匠 大きな 障害を 与え て い る｡ 即 ち , 降灰の 厚さ

が 大に な る と , (多雨 に よ っ て 固結 し, 通気性が 著

しく 悪化す る｡ ②接木部が 理 改す ると 白根が 生え

る, 等か ら板群の 発育不 良, 樹勢 の お と ろ え を 引

き お こ し
, 収穫量 が激減す る｡ 前述 の と お り, 昭

和3 0 年以 降連錬的紅 噴火を く り返 し, 昭 和47 年以

降 は 降灰量が 増加する な ど, そ の 除去は 最早や 農

家 の 負担 の 限度を 超え る もの と な っ た ｡ そ こ で 昭

和4 8年か ら農地災害復旧事業 と して
, 樹圃地 を 中

心 匠 こ れ ま で 約1 5 億円 の 降灰除去 工 事を 実施 して

き て い る｡ 特に , 昭和00 年 の 異常降灰 の 除去に は

6 億 7 千万 円余の 事業を 実施 し , 復 旧 に 努め て い

る と こ ろ で あ る｡ もう
一 つ は 活動火山対策特別措

置法 紅 よ る 防異常鼻対策事業が あり
,

こ れ ほ 第 1

次 ～ 第 4 次 ( 昭 和48 年 ～ 6 1 年) で
, 計画実施終了

して い る れ 噴火活動が
一

層活発化 し て い る た

め
, 第 5 次 ( 昭和62 年 ～ 64 年) 計国が 策定さ れ,

現在諸事業 を実雄 して い る ｡ 事業内容は , 降灰 地

域 土葬等腐正 事業, 降灰防止降灰除去施設等整備

車業 , 耐灰性作 目等導入 促進事業及 び 特認事業 で

ある｡ ま た そ の ほ か , 鹿児島県単独 の 桜島降灰 除

去事業も実施 され て お り, そ の 成果は , 営農 の 維

持 ･ 安定 に 多大 な効果 を あげて い る
｡

¢. 今後 の 課猛

農作物 を保護す る技術 の 確立 と 同時に , 防炎営

農対策 の 強力な推進. 施設化, 水 手当を 前提と し

た 長期的展望 に 立 っ た農業基盤整備 の 推進等, 恒

久的対策が ぜひ と も必 要 で ある｡

- 9 1 -
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一 輪 辛lこよ る灰 の 園外搬 出状況
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【話 題】

島根県三 隅町の 水害と対策本部 の 話題

- しまね5 8 年及 ･ 6 0 年災 か ら -
-

】. 1ま じ め に

昭和5 8 年 7 月2 0 か ら2 3 日書こか けて 島根県西 部地

域 を 中心 に 襲 っ た 集合豪雨 は . 死 者 ･ 行方 不 明 者

10 7 人, 被害絵額3
,
6 0 0 億円を 超える 空前の 大災害

で あ っ た ｡ こ の 炭害 で
. 災害救助法 の 適用 を受 け

た県下 の 市町村 は13 に も及 ん だ ｡ ま た . 5 8年災害

の 復 旧が 進む 中, 昭 和60 年 6 月21 日 か ら 降り始 め

た集中豪雨 は , 58 年 と同地域 を 襲 い , 復 旧途 上

( 約7 0 % ) に 発生 した 災害と して
, 連続見事の 恐

ろ しさ, 厳 しさを ま ざま ざと み せ つ けら れ た｡

こ こ で は
, 両災害を 受けた 地域 の うち , 最も被

害の 大きか っ た島根県三 限町 の 災害の 実態と対策

本部で 活匪 された 本部長 で ある 三 殴町 長 の 逸 話を

紹介 した い
｡

2 . 災書の 特徴

1) 58 年災

昭 和58 年 7 月 の 梅雨 前線薫雨 ほ ,
20 日 か ら23 日

に か け て 集中的に 降り , 捻雨 量 は 三 限町及び そ の

集辺 地域が 一

番多く, 7 00 m m を越 え た｡ ま た
, 最

大時間雨 量 は 浜 田市 で , 実に9 1 t n m で あり , 最大

日雨 量 は 弥栄町 で 44 1 m m に 達 した ｡ 当豪雨 に お

け る 稔雨 量分布図ほ 囲 - 1 の と お り で ある｡

( 昭 和5 8 年7 月20 日 - 23 日)

ーノ

＼_
口達〉

l
. .

′
.

･

}

ソ

し

3 00
広島県

最大時間雨量

最 大 日 雨 量

画一1

l 岡山1宅1

9 1 m コ( l桑田 市)

4 4 1 m 町( 弥栄町)

事 島根県耕地舞

古 田 正 義
書

三 限町で の 被害は 死 者33 名, 被害総額70 0億円,

平年度町予算 の 実に23 年分 と い う 大災害 で あ っ

た｡

当災害Fこお け る 県全体 の 農地 及び 農業用施設に

係る 災害査定額は3 0 1 億円 で あ り,
こ の うち ,

三 限

町 で の 査定額ほ49 億円 で あ っ た ｡ 表
- 1 に 5 8 年災

の 査定額 と復 旧進度を 示 す｡

2) 卯 年又

昭和6 0年 6 月 の 梅雨 前線豪雨 は
,

2 1 日 か ら始 ま

り, 集中豪雨 と 長雨 の 両形態 を兼ね そ な え た もの

写文一1 県防 は ゴ ー ゴーと い う音とともに 決壊

し
, 住家は 鞠菰 に 押 し流された ｡

( 7 月2 3 日午前 8 時30 介頃) ( ≡ 隅)

- 93 -

写箕一2 水の 引 い た 後. 残 っ た家は 柿木 と ヘ ド

ロ で 復旧 へ の 道は 険しか っ た ｡

( 7 月2 3 日午前1 1時細 分頃) ( 三 隅)
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表- 1 5 8 年災 の 災着査定翳 と復 旧進度

査 定 衝
( 最終総額)

5 8 年 度 1 5 9 年 度

進度l 金 額l 進度+ 金 額

6 0 年 度

進度l 金 額
備 考

粍施≡
1 0

,
2 6 4

,
4 9 3

( 8
,
31 5

,
8 6 9)

1 9
,
8 6 9 . 4 6 8

( 17
,
9 恥 03 9)

3 0
,
1 3 3

,
96 1

(2 6 ,
2 9 5

,
90 8 )
………il…≡‡三……;筈…j…≡………;

(

……l……………
揖施≡

2
,
36 9

.
3 7 4

( 2
,
0 0 6

.
5 3 3)

2
,
5 5 0

,
05 9

( 乙 3 3 8
,
5 17 )

も9 1 9
,
4 3 3

(4 ,
34 5

,
0 50 )

2 3 0
,
0 0 7

5 8 3 , 0 9 4

8 13
.
1 0 1ヨ.

,
……≡

進度 は
, 当該各年度ま で

の 累計を蓋わ す｡

ろ で ある
｡

当災害Fこ お け る県全体 の 農地及 び農業用施設 に

係る 災害査定額は 89 権門で あ り
,

こ の う ち三 限町

で の 査定額 ほ12 億円 で あ っ た が, 5 8 発車の 復 旧途

上かこ追 い 打 ち を か け る よ う に 発生 し た 60 年 災幸

ほ , 精神的 に も財政的に も関係住民-こ 強烈な ダ メ

( 昭和6 0年6 月2 1 El ～ 7 月7 日) 4 0 0

写文 一

3 帝流の 引い た 後. 役場前 に 二 重 ≡重ケこ

折 り重な っ た 串と流木 (三 隅町役場前)

で あ っ た が
, 絵雨 量 は ≡ 限町 及 び そ の 隣接 地 域

で
,

1
,
0 0 0 m m を越 え, 最大時間雨 量 は 三 限町 で

61 m m
, 最大 日南皇は 弥栄町 で3 63 m m と な っ た ｡

当家雨中こ お ける給 雨量 分布 ほ
,

5 8 年災 に お け る 同

三 隅町

＼
▼へ j

･ J 鳥取 県

へ
ノ

0ゝ 0
剛 U

油
､ 如0

広島県 岡山脹

最大時間雨董 6 1 皿 ( 三 隅町)

最 大 日 両 生 3 6 3 m ( 弥栄町〉

地 域 の 雨 量 分布と酷似 して お り, 驚 か さ れ た と こ 回- 2

表- 2 糾 年次 の 災害査定名臣と復 旧進度

査 定 額
( 最終絵額)

6 0 年 産 1 6 1 年 度

進度 l 金 額 】進 度 l 金 額

6 2 年 度

進度 l 金 額
備 考

粍施≡
2

,
51 5

,
40 3

(2 ,
5 05

,
5 92 )

6
.
3 5 5

,
3 4 8

(5 . 9 6 2 . 5 15)

8 , 87 0 , 7 5 1

( 払4 6 8 , 1 0 7 )
芸…l…………三≡

( % )
8 3 . 9

9 3 . 6

g O . 7

3 17
,
65 8

5 4 5
. 6 9 4

8 6 3 , 3 5 2

1 00

1 0 0

4 01
,
7 4 4

3 8 1
,
6 18

7 8 3
,
3 6 2

揖施≡
4 0 も 95 8

( 37 0 , 42 0 )

8 00
,
9 4 6

(7 4 6
,
83 6 )

1
. 2 0 5 , 9 0 4

( 1
. 1 1 7 . 2 5 6)

77 . 8

8 2 . 4

8 0 . 9≡……ヨ≡‡…
3 1 , 59 7

5 S . 3 9 6

昏9
,
9 93

1 0 0

1 0 0

10 0

5 0
,
4 2 1

7 2 . 9 6 畠

1 23 , 3 8 9

進 度は . 当該 各年度 ま で

の 晃 計を表 わす｡

ー
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-

ジ を 与え た も の で あ っ た ｡ 当豪雨 に お け る総 雨

量 分布図を 図- 2 に 示 す｡
また

, 表- 2 に 60 年災

の 査定額と復 旧進度 を示 す｡

60 年豪雨 は58 年豪雨 と 同様,
そ の 豪雨 規模は 大

きく , 大災害 で は あ っ た も の の
, そ の 被災規模が

58 災害に 比 して 小 さ か っ た の は , 間接的に ほ 災害

復旧 事業 ( 災害関連事業を 含む) に よ る 復 旧 整

備の お か げに よ る もの と私は 感 じて い る｡ 当地 区

は
,

不 幸に も連続 して の 集中豪雨 に 襲わ れ た 訳 で

ある が
, 台風 の 玄関が 九 州 ･ 四 国 で ある な らば ,

梅雨 前線 の 表玄関 ほ 島根県西 部 で ある の で は な い

か
… … と 感く

小

りた く な るよ うな
, 梅雨 前線の もた

ら した二 度 に わ た る空前の 大 災 害 で あ っ た ｡ 特

に , 6 0 年災の 豪雨 は
,

ま さ に58 年災の コ ピ
ー と も

思え る極 め て 似通 っ た 豪雨 で あ り
, 何故 こ うも 同

じよ う な 豪雨 が
, 同 じ場所 に 集中す るの か 不 思 議

で な らな い
｡ 二 度 に わ た る集中豪雨 に よ る 災害を

経験 して み て
,

｢ 雨+ の 恐 しさ を つ く づ く 痛感 し

て い ると こ ろ で あ る｡

3) 災幸対策 と復 旧

三 限町 で ほ 災害発生中こ伴 い 町 に 災害対策本部が

設 置 され ,
ほ と ん どの 職員 が そ の 任に 当 た っ た

｡

ま た , そ の 復旧 に 当た っ て は , 町 に 災害対策室を

設置 し
,

復旧 事業 の 強化 に 当た っ た ｡ 三 隈町 に お

け る 農地 及 び 農業 用施設 に 係 る災害復旧 事業の 実

施は , 前記表 - 1 及 び 表 -

2 の と お り で あ る ｡

一

般に , 災害が 発生 す ると , 対策本 部は 復旧事

業だ け で な く , 町 関係者の 諸 々 の 悩み
, 苦悩 に 応

え て い か な けれ ば な ら な い
｡

そ こ で , 本 稿で は ,

み オー もり

そ の
一

例 と して
, 対策本部の 本部長 で ある ≡ 賀森

勝町 長 の 災害対応 と , そ の 活躍 ぶ りの
一

端を , 60

年災害の エ ピ ソ ー ドを 中心 に して
, 紹介 した い と

思 う｡

① 町 民ほ , 二 度の 被災と災害復 旧に 心 身共 に

疲れ は て
, 住み な れ た 土地 を捨 て て 町 か ら 出て 行

こ う と した が
, 町 長は これ ら の 人 々 を説得 して ま

わ る毎 日 で あ っ た｡ ま た , 被災 した町民 を勇気づ

ける た め に
, 時間を 見 つ け て は 町 内を ま わ り

, 励

ま しの 声をか けて 歩い た ｡

② 町 に ほ 誘致企 業が 3 社あ り, 駅前付近に あ

っ て こ の 災害 で 泥水 に 没 し
,

二 度も被災 した｡ こ

の た め
, 他 の 町 村 へ 移転す る動きもあ っ た が

, 誠

意を も っ て 交渉 し
, 町 内の 高所 へ 移転 さ せ る方向

で 対処 した
｡

③ 6 0 年災 で は
,

58 年災の 経験か ら再度 の 災害

を 予測 し, 松江市 へ の 出張を 取り止 め 待模 した が
,

お り しも 各地 で 家臣 の 全 壊, 流失が 発生 した｡ 防

災無線に よ り避難す る よ う必 死 の 呼び 掛け を行 う

ほ か
,

雨 が 降 っ て い る 中 へ 町 長自 ら出勤 し
,

マ イ

ク を振 り ｢ 非常事態宣言+ を 連呼 した ｡
お か げで

死 傷者が減 っ た の は 確か で あ る
｡

④ ま た
,

三 保三 隈駅前付近が 三 限川 本流か ら

の 逆流 で 浸水す る こ と を予測 し
, 近く の 漁港か ら

船を 陸送 し待機 さ せ たが
, 予想は 的中 し, 逃げ遅

れ た 人 々 を 2 階 か ら救 出す る こ と が で きた ｡

⑤ 5 8年災で , 町 長ほ 潰滅的な 被 害 を 受 け た

｢ 三 隈町 の 町 長+ と して 新聞,
テ レ ビに 連日 の ご

と く 顔を 出 し有名 と な っ た が
,

そ の 所為が , 全 国

か ら救 援物資や 義援金, 見舞金 が 送 られ て きた ｡

ま た
, 自衛隊の 積極的 な救援活動 を受ける こ と が

で きる と と も に
, 県内各地 か ら数多く の 関係機関

が 復旧 の 応援 に 逸早く町 内に か け つ け て くれ た ｡

3 . お わ り に

島根県が 受け た58 年災 ･ 6 0 年災 の う ち, 特に 被

害の 大 きか っ た 三 限町 の 災害の 特徴 と災害対策本

部 の 活動か ら, 三 隈町 長 に 係る逸 話 を被災 の 話題

と して 報告 した が
, 各県の 災害関係者 の 何が しか

の 参考 に な れ ば 幸い で ある
｡

最後 に
, 今後と も災害復 旧事業 の 整備拡充を 期

待す ると と も に , 災害の ない 明 日 を祈 り つ つ 報告

を終 え たい
｡
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投 稿 規 定

1 原稿 に は次 の 事 項 を記 し た ｢
投稿票+ を添えて 下 記 に送付する こ と

東京都港区新橋 5 - 3 4 - 3 農業土 木会館内, 農業 土 木技術研 究会

2
｢
投稿票+

① 表 題

(診 本 文枚数 ,
図枚 数 ,

表枚 数
,

写真枚 数

③ 氏 名 , 勤務先, 職 名

④ 連絡先 ( T E L)

⑤ 別刷希 望 数

⑥ 内容紹 介 ( 2 00 字以 内)

3 1 回 の 原 稿 の 長 さ は 原 則 と し て 図, 写真,
表 を含め 研 究会原稿用 紙( 24 2 字)6 0 枚 ま で とす る ｡

4 原 稿 は な る べ く 当会規定 の 原稿 規 定用 紙 を用 い( 請求 次 第送付) , 漢字 は 当用 漢字, 仮名 づ か い は

現 代仮名 づ か い を使 用 , 術語 は学会編, 農業 土 木標準用 語事典 に 準 じ ら れ た い
｡

数字 は ア ラ ビ ア数

字 ( 3 単位 ご と に , を入 れ る) を使用 の こ と

5 写真
,

図表 は ヨ コ 7 c m X タ テ 5 c m 大 を 24 2 字分 と し て計算 し
,

それ ぞ れ 本文 中 の そう 入 個 所を欄

外に 指定 し
, 写真, 図,

表 は別 に 添付する
｡ ( 原稿中に 入 れ な い)

6 原図 の 大き さ は特 に制 限 は な い が ,
B 4 判 ぐら い ま で が 好ま し い

｡ 原図は ト レ ー サ ー が 判断 に迷

わ な い よう ,
は っ き り して い て

,
ま ぎ ら わ し い と こ ろ は 注 記 をさ れ た い

｡

7 文 字は 明 確 に書き, 特 に 数式や 記号な どの う ち
, 大女字 と小 文 字,

ロ
ー マ 字と ギ リ シ ャ 文 字, 下

ツ キ
,

上 ツ キ
,

な ど で 区別 の ま ぎら わ し い もの は 鉛 筆 で注 記 して お く こ と
,

た と えば

C
,

K
,

0
,

P
,

S
,

U
,

Ⅴ
,

W
,

Ⅹ
.

0 ( オ ー

) と 0 ( ゼ ロ )

γ( ア +
ル) と γ( ガ ン マ

ー

)

w ( ダ ブ リ ュ
ー

) と 仙( オ メ ガ)

1( イ チ) と‖ ェ ル)

且( イ
ー

) と ∈( イ ブ シ ロ ン)

Z の 大文 字 と小文 字

α( ェ
ー

) と α( ア ル フ ァ)

た( ケ イ) と 光( カ ッ
パ )

∬( エ ッ ク ス) と ズ( カイ)

g( ジ ー ) と9 ( キ ュ
ー )

か( ブ イ) と u( ウ プ シ ロ ン)

な ど

8 分 数式は 2 行 な い し 3 行に と り 余裕 を もた せ て書く こ と

数字は 一

マ ス に 二 つ ま で とす る こ と

9 数 表 と それ を グラ フ に し た もの と の 併載 は さ け
,

どち ら か に す る こ と

10

1 1

1 2

1 3

本 文 中に 引用 し た 文 献 は 原典をそ の ま ま掲げる 場合 は 引 用 文 に 『
』 を付 し 引用 文 献 を

本 文 中に 記載す る
｡

孫 引 き の 場合 は
, 番号 を付 し

､
末尾 に 原 著 者名 : 原著論 文 表 題

, 雑事名, 巻 :

頁 一 頁 . 年号
,

又 は
≠

引 用 者氏 名 , 年
･ 号 よ り 引 用

”

と 明 示 す る こ と
｡

投稿 の 採 否
,

掲 載 順 は 編集委員会 に 一 任 す る こ と

掲 載 の 分 は 稿料を呈す ｡

別刷 は, 実費を著者 が 負担す る
｡

ー
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農業土木技術研究会入会 の 手引

l . 入 会 手 続

① 入 会申込 み は 研究会事務局 へ 直接 又 は 職場 連絡員 へ 申込 ん で 下 さ い ｡ 申込 書 は 任意 で す が
, 氏

名, 所属 を 明示 下 さい
｡

② 入 会申込 み は い つ で も 結構 で すが
, 年度途中の 場 合の 会費は 会誌 の 在庫状況 に よ り決 定 さ れ ま

す ｡

(参 入 会申込 み と 同 時に 会費を 納入 して い た だ きます｡

2 . 全土の 納入 方法

① 年会費は 2
,
3 0 0 円 で す

｡
入会 以後 は 毎年6 月未 ま で に

一 括 して 納入 して い た だき ます｡

3 . 兼業土 木技術研究会の活 動 内容

① 機関誌 ｢ 水 と 土+ の 発行
… ･ ･ ･

年4 回 ( 季刊)

(参 研修会 の 開催 … … 年1 回 ( 通 常は 毎年 2 ～ 3 月 頃)

ヰ. 機関誌 ｢ 水 と土+ の位正づけ と歴史

① ｢ 水 と土+ ほ 会員相互 の 技術交流の 場 で す
｡

益 々 広 域 化複雑化 して い く土 地 改良事業 の 中で 各 々

の 事業所等が 実施 して い る 多方面 に わ た っ て の 調査, 研究 , 施 工 内容 は 貴重 な組 織的財産 で す
｡

こ

れ ら の 情報 を交換 し合 っ て 技術の 発展を 図 りた い も の で す ｡

② ｢ 水 と 土+ の 歴 史

( 農業 土 木技術研 究会 ほ 以 下 の 歴 史 をも っ て お り 組 織の 技術 が 継続さ れ て い ま す
｡
)

･ S 2 8年 ･ … ‥ … コ ン ク リ
ー

ト ダム 研究会 の 発足

『 コ ン ク リ ー ト ダ ム』 の 発刊

･ S 3 1 年
･

‥ ‥ ‥ ‥ フ ィ ル ダ ム を 含め て ダ ム 研究会 に 拡大

『土 と コ ン ク リ
ー ト』 に 変更

S 3 6 年 … ･ ･ … ･ 水 路研究会 の 発 足

『水路』 の 発刊

･ S 4 5 年
‥ ･ … …

両 研究会の 合併

農業 土 木技術研究会 の 発 足 -

『水 と 土』

入 会 申 込 書

私は 農業土木技術研究会 に 入会 します ｡

氏 名 :

所 属 :

昭和
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∠ゝ

コ貫
d エ

ロ

農業土 木技術研 究会役鼻名簿 (昭和62 年度)

会 長 中川 稔 水資源開発公団理 事

副 会 長

事理

〃

〝

ク

〝

/ /

〝

〝

ク

ク

谷山 重孝

志村 博康

中道 宏

川又 政囲

大橋 欣 治

笹井
一

男

岸本良次郎

那須 丈 士

高橋 昇

中島 菅生

牧野 俊衛

渡辺 滋勝

〝 久徳 茂雄

〃 内藤 正

監 事 片岡 泰三

〝 西 岡 公

常任敵問 内藤 克美

〝 福沢 達
一

顧 閉 山時平八 郎

〝 梶木 又 三

〝 岡部 三 郎

ク 小林 国司

〃 福 田 仁志

〝 緒形 博之

〃 永田 正董

絹

牌
鮨
〝

編
長

常
宿

〃

鵬

絹
〃

事

幹
編

〃

〃

〃

〃

〃

貞

事
貞

長

事
貞

大橋 欣治

内

堂

江

東

渾

竹

石

安

長

黒

悟

憲

夫

勇

正

隆

二

照

勇

哉

次

篤

雄

借

純

一

新

博

盾

隆

祐

田

間

田

森

山

林

倉

澤

上

本

米

重

畠

小

坂

大

構造改善局建設部長

東京大学教授

構造改善局設計課長

〝 水利課長

〝 首席農業土木専門官

関東 農政局建設 部長

農業土木試験場長

北海 道開発庁 鹿業水産課 長

水資源 開発公 団第二 工 務 部長

( 杜) 農業土木事業協会専務理事

( 社) 土地改良建設 協会専務理事

㈱ 三祐 コ ン サ ル タ ン ツ 副社長

西 松建設㈱ 常勤顧問

大豊建設㈱ 社長

関東農政局設 計課長

㈱ 日本 農業土木 コ ン サ ル タ ン ツ

副社長

構造改善局次長

全国農業土 木技術連盟委員 長

衆議院議員

参議院議員

ク

( 社) 畑地農業振興会 々 長

東京大学名誉教授

東京大学名誉教授

土地改良政治連盟 耕隆会会 長

構造改善局設計課

幹 事

編集委 員
/ク

ノケ

ノケ

〝

ノケ

ク

〝

〝 事業計画課

〝 設計課

〃 塵備課

〝 設計課

全 国農業土木技術連盟事務局長

構造 改善局地域 計画課

〝 資源課

〃 事業計画課

〝 施工 企画調整室

〝 水利課

〝 〝

〝 整備課

ク 開発課
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山下 正

清水 正 行

北原 敏彦

加藤 敬

尾崎 明久

田中 博良

竹内 紘 一

波左間孝之

構造改善局開発課

〃 防災課

関東農政局設計課

農業土 木試験場 施設水利 2 研

国土庁調整課

水資源公団第 2 工務 部設計課

農用地公団工 務部工 務課

日本農業土木総合研究所

竿 助 会 見

㈱ 荏原製作所

㈱ 大 林 魁

㈱ 熊 谷 組

佐 藤 工 業 ㈱

㈱三 祐 コ ン サ ル タ ン ツ

大 成 建 設 ㈱

玉 野総合 コ ン サ ル タ ン ト㈱

㈱ 電業社機械製作所

㈱ 酉島製作所

西 松 建 設 ㈱

日 本 技 研 ㈱

㈱ 日 本水エ コ ソ サ ル タ ン ト

㈱ 日 本農薬土木 コ ン サ ル タ ン ツ

( 財) 日本 兵業土木総合研究所

㈱ 間 組

㈱ 日立製作所

㈱ 青 木 建 設

㈱ 奥 村 組

勝 村 建 設
‾
㈱

株 木 建 設 ㈱

㈱ 栗 本鉄 工 所

三幸建設 工 業㈱

住 友 建 設 ㈱

大 豊 建 設 ㈱

㈱ 竹 中 土 木

田 中 建 設 ㈱

前田 建設工 業㈱

三 井 建 設 ㈱

I N A 新土木研究所

ア イ サ ワエ 業㈱

青 葉 工 業 ㈱

旭 コ ン ク リ ー ト 工 業㈱

旭 測 量 設 計㈱

伊 藤 工 業 ㈱

茨城県調査油量設計研究所

上 田 建 設 ㈱

紺

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

ク

〝

〝

〃

〝

〝

鮎

川

〝

〝

〝

〝

〝

〝

ク

〃

〝

〝

〝

む

川

〝

〝

〝

〝

〝

〝

ク
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㈱ ウ ォ
ー

タ ー ･ エ ン ジ ニ ア リ ン グ

梅 林 建 設 ㈱

エ ス ケ 一 札興産業㈱

㈱ 大 本 組

神奈川県農業土木建 設協会

金 光 建 設 ㈱

技 研 興 業 ㈱

㈱ 木 下 組

岐阜県土 木用 ブ ロ
ッ ク工 業組合

久 保 田 建 設㈱

久 保 田 鉄 工 ㈱ (大阪)

久 保 田 鉄 工 ㈱ (東京)

京葉重機 開発㈱

㈱ 古 賀 組

㈱ 古郡工 務所

㈱ 後 藤 組

小林建設工 業㈱

五 洋 建 設 ㈱

佐 藤 企 業 ㈱

㈱一佐 藤 組

㈱ 塩 谷 組

( 社) 静岡県畑地か ん が い 事業協会

昭 栄 建 設 ㈱

新光 コ ン サ ル タ ン ツ㈱

新 日本 コ ン ク リ
ー

ト㈱

須 崎 工 業 ㈱

世紀東急工 業㈱

第 一

測 工 ㈱

大成建 設㈱ 高松支店

大和設備工 事㈱

高 橋 建 設 ㈱

高 弥 建 設 ㈱

㈱ 田 原製作所

中国四国農政局土地 改良技術事務所

㈱ チ ェ リ ー コ ン サ ル タ ン ツ

中 央 開 発 ㈱

東 急 建 設 ㈱

東 邦 技 術 ㈱

東 洋淋量設計㈱

口

〃

〃

〃

ク

〃

〃

〃

〃

ク

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ク

〃

ク

.
〃

〃

ク

〃

ク

〃

〃

ク

ク

〃

ク

ク

〃

〃

ク

〃

〃

l
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㈱土木測器 セ ン タ ー
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我が国は
,

四季の 変化に 富む恵ま れた 自然環境 の 中で

国民 の 優れ た 英知 と努力かこよ り多くの 国 々 か ら高い 評 価

を 受け る国家 と して 発展 して 釆ま した ｡

しか し
,

こ の 国土は
, 台風や 地震等 に よ る自然災害の

猛威 に 対 しては , 地形が急峻で あ る こ と
, 地質が 脆弱 で

ある こ とか ら, 大きな 被害を 蒙 り易 い こ とも事実 です
｡

そ の よう な中 で 今年か ら本省防災課 に 災害対策室が 設置

され, 種 々 の 要請 に 適確 に 応 え, よ り充実 した 災害対策

が図 られ るこ と に なり ま した
｡

そ こ で今回 は, 災害復 旧

事 業に つ い て の 特集 を組 ん でみ ま した が
,

い か が で した

で しよ うか
｡

災 害復 旧 と い えば, す ぐに
一 般 の 土地改 良事業 と違う

何 か 別の 世 界むこある事業 とと られ がち ですが ,
こ れも非

常 に 重要 な土地 改良法 に 基づ い た 事業 で す
｡

た だ
一 般の

土 地改良事 業と異 な る の は
, 事業負担軒こか か る根拠法令

が ,

一 般 に 負担法 と い わ れ て い る ｢ 農林水産業施設災害

復 旧 事業 国庫補助 の 暫定 に 関す る法律+ に よ り実施 され

て い る こ と です ｡ 予 算的むこも ｢ 防災 自書+ に よれば, 災

害 に よ る各年の 総被害 に 占め る農林水産業 の 割合は ,
こ

こ20 数年, 毎年50 % 前後で 推移 して お り
, 他事業 に 比 べ

,

農林水産 業が い か に 災害 と 係わ り深 い 産業 で あるか を 示

して い ます ｡

こ の よ うに 私達と 係わ りの 深い災害 に 対 して
, 今回?

特集号は
, 災害 に 関す る復 旧 , 補償, 金融 の 各制度並び

に 対策事例な ど に つ い て述 べ られ て お り
, 迅速か つ 適切

な対応を 要求 され る災害復 旧 事業に 対 して
, 会員皆様方

に 諸制度を 理解 して 頂く と と もに , 業務 の 参考 に なれは

幸 い で す｡ ( 清水正行 記)
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